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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、川前２遺跡の調査成果

をまとめたものです。

川前２遺跡は、山形県のほぼ中央の山形市と中山町の境界にあります。この付近は山形盆地

の中心に当たり、最上川が盆地の北西部を蛇行帯を形成しながら流下しており、盆地南側を須

川が北流し、白川と立谷川が合流した後、最上川となって日本海に注いでいます。本遺跡周辺

には国指定史跡の嶋遺跡をはじめ、今塚遺跡、服部遺跡、藤治屋敷遺跡、馬洗場Ｂ遺跡、渋江

遺跡、向河原遺跡など、古墳時代から奈良・平安時代にかけての遺跡が数多く点在し、古くか

ら人々がこの地で生活を営んでいたことがうかがえます。

この度、須川河川改修事業（下流部）にかかわり、川前２遺跡の発掘調査を実施しました。

調査では、古墳時代から平安時代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、井戸跡、旧河川跡、溝跡、土

坑などが検出され、奈良時代の小型海獣葡萄鏡や、奈良・平安時代の須恵器や土師器、鉄製品

などの遺物が出土し、当時の集落を考える上で、多大な成果を得ることができました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。こ

の祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の歴史を学び、子孫へと伝えて

いくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化財保護活動の

啓蒙や普及、学術研究や教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりますが、調査において御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心から感謝申し

上げます。

平成２３年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 相馬周一郎



凡 例

１ 本書は、須川河川改修事業（下流部）に係る「川前２遺跡」の発掘調査報告書である。

２ 既刊の年報、速報会資料、調査説明会資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

３ 調査は国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施

した。

４ 本書の編集は、小林圭一と吉田満が担当し、柏倉俊夫、小笠原正道、鎌上勝則、安部実、阿部明彦、黒坂雅人、

伊藤邦弘が監修した。本書の執筆分担は、以下のとおりである。

第Ⅰ章 第１節 黒沼昭夫

第Ⅰ章 第２節 黒沼昭夫 小林圭一

第Ⅰ章 第３・４節 小林圭一

第Ⅱ～Ⅳ章 小林圭一

第Ⅵ章 第１・２節 小林圭一

第Ⅵ章 第３節 吉田満

５ 位置図等に付す座標値は、日本測地系（改正測量法以前）により、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表す。

６ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は次のとおりである。

ＳＴ…竪穴住居跡 ＳＫ…土坑 ＳＤ…溝跡 ＳＰ…ピット ＳＧ…河川跡

ＳＥ…井戸跡 ＳＸ…性格不明遺構 ＥＬ…カマド跡 ＥＰ…住居内ピット ＥＫ…住居内土坑

ＲＰ…登録土器 ＲＭ…登録鉄製品 ＲＱ…登録石製品 Ｐ…土器 Ｓ…石

７ 遺構番号は、現地調査段階での番号を、そのまま報告書の番号として踏襲した。

８ 遺構・遺物実測図の縮尺・網点の用法は各図に示した。

９ 基本層序および遺構覆土の色調記載については、１９９９年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標準

土色帖」によった。

１０ 発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の方々から御協力と御助言をいただいた。（敬称略）

今尾文昭 卜部行弘 大西貴夫 川本耕三 佐藤敏幸 �橋誠明 樋口隆康 村田晃一

大崎市古川出土文化財管理センター 奈良県立橿原考古学研究所 東北歴史博物館

１１ 遺構実測図並びに遺物実測図については、図版としてまとめ、通し番号を付与した。
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Ⅰ 調査の経緯

１ 調査に至る経緯

川前２遺跡は、山形市と中山町にまたがっている。調

査区南端から北寄り１１０ｍほどに行政区域の境界が存し、

北側の下流域が山形市大字中野目字赤坂地内、南側の上

流域が東村山郡中山町大字長崎文新田地内にあたる。本

遺跡は調査区東側を北流する須川左岸の自然堤防上に立

地するが、現在の最上川との合流点からは２㎞上流に当

たる。須川は古くより水運の栄えた河川で、その流域に

は「船町」等その名残をとどめた地名が残されている。

調査区の北方１００ｍで白川（馬見ヶ崎川と高瀬川が合

流）、同６００ｍで立谷川と合流し、最上川へ注いでいる。

この一帯は上記のように河川の合流点が集中するため、

増水時においては冠水の頻発地域となっており、治水対

策が喫緊の課題となってきた。

平成１４年度に、国土交通省東北地方整備局山形工事事

務所（当時）による須川河川改修事業（下流部）が計画

された。改修事業の内容は、堤防本体の拡幅と嵩上げ、

河川敷内の土取りのための掘削などであり、蛇行によっ

て狭く浅くなっている河道を、掘削することによって広

く直線的に導き、流下能力を向上させることを目的とし

ている。これに先立ち山形県教育委員会では、平成１３年

５月９日に現地踏査、同年６月１３・１４日、７月１９日、９

月４～７日の３回にわたって、事業予定地について詳細

分布調査（試掘調査）を実施し、トレンチ計３２本が設定

された。その結果、竪穴住居跡や土坑等が検出され、奈

良・平安時代の集落遺跡の「川前２遺跡」として、新規

に登録されるに至った（山形県教育委員会２００３）。

試掘調査の結果を踏まえて、山形県教育委員会と事業

主体者である国土交通省東北地方整備局山形工事事務所

との間で、遺跡の取り扱いについて協議が行われた。そ

の結果、同事業との関連で削平されると判断された、川

前２遺跡の８，５００㎡について緊急発掘調査を実施して、

記録保存を図ることで協議が整い、平成１４年度に財団法

人山形県埋蔵文化財センターが、国土交通省東北地方整

備局山形工事事務所の委託を受けて、発掘調査を実施す

ることとなった。なお、同じ須川河川改修事業（下流部）

としては、平成１４年に達磨寺遺跡（山形県埋蔵文化財セ

ンター２００４ｃ）の発掘調査、平成１７年に上敷免遺跡（山

形県埋蔵文化財センター２００７）の発掘調査、平成１９・２０

年に川前２遺跡第３・４次調査が実施されている。

２ 調査の経過

平成１４年４月２３日（火）、中山町大字長崎に所在する

中山町中央公民館において、川前２遺跡の発掘調査に関

係する機関の担当者が参集して、同遺跡に係る発掘調査

の打合会が開催され、発掘調査に至る経過報告や調査体

制、調査の方法等が確認された。それを受けて第１次調

査に当たる平成１４年度の調査は、平成１４年５月７日（火）

から１１月１日（金）までの実質１１９日間の予定で、工事

で掘削される８，５００㎡を対象として実施することとなっ

た。５月７日に調査事務所に器材を搬入し、現地調査を

開始した。調査区域は長軸（南西－北東軸）３７５ｍ、短

軸（北西－南東軸）２５～３５ｍの細長い眼鏡状である。５

月９日（木）～６月６日（木）にかけて重機による調査

対象地域全面の表土除去作業を行い、遺構確認面まで掘

り下げた。表土除去が終了した区域から順次、ジョレン

等の道具を使用して遺構検出作業を実施し、竪穴住居

跡・井戸跡・溝跡・河川跡等を確認した。

６月１７日（月）より、須川上流側に当たる調査区の南

側から検出した遺構の調査を開始した。その後、記録作

業等の進捗状況を考え、順次北側へと調査を進めていっ

た。出土した遺物のうち台帳に登録した遺物に対しては、

出土地点・レベル等の記録を行い取り上げた。また検出

した遺構については、写真撮影、土層断面図・遺構平面

図作成などの記録作業を実施しながら調査を進めていっ

た。

調査開始以前の川前２遺跡は、奈良・平安時代の集落

跡と見られていた。しかし調査を進めていく過程で、古

墳時代の遺物が出土し、古墳時代と奈良・平安時代の生

活面が重層した複合遺跡であることが判明した。この結

果をもとに７月４日（木）、山形県教育委員会と国土交
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通省東北地方整備局山形工事事務所（当時）との間で、

川前２遺跡の調査計画に関する協議が持たれた。平成１５

年度以降も引き続き調査を実施することと、平成１４年度

は奈良・平安時代の遺構面の６割程度の面積を調査する

ことで協議が整った。

１０月２２日（火）には、遺構の空中写真測量を実施し、

その後古墳時代の遺構面を確認する作業を行い、当初予

定された調査期間を１週間延長して、１１月８日（金）に

現地調査を終了した。実働１２４日間となった。平成１４年

度の調査面積は最終的に５，５００㎡となり、調査区の南側、

調査面積の約２／３を終了し、調査した竪穴住居跡は６５

棟に達した。なお、１０月１８日（金）に現地で調査説明会

を開催したところ、約４５名の参加者があった。またＳＴ

１８１住居跡から出土した海獣葡萄鏡は、１１月１日（金）に

取り上げ、同住居跡の調査は第２次調査でも継続した。

第１次調査で出土した遺物の文化財認定数は１４８箱であ

る。

第２次調査については、平成１５年４月２１日（月）、前

年と同様に中山町中央公民館において、川前２遺跡第２

次調査に係る遺跡発掘調査の打合会を開催した。それを

受けて第２次調査は、調査区北側の範囲３，０００㎡の面積

を、平成１５年５月６日（火）～１０月３１日（金）までの実

働１２０日間で実施することとなった。表土除去について

は前年度に完了していたため、器材搬入後直ぐに遺構検

出と遺構調査に着手し、前年度と同様の手順で調査を進

めていった。調査の過程で、遺構調査面よりも下位に、

古墳時代の生活面が存在することが判明し、現地で国土

交通省東北地方整備局山形河川国道事務所と今後の調査

計画に関する協議を行った。その結果、第２次調査終了

後に一旦現地を埋め戻して、次年度以降改めて下層の発

掘調査を実施することで協議が整った。

１０月２４日（金）には、遺構の空中写真撮影を実施し、

１０月３１日（金）に現地調査を終了した。調査終了後は調

査区の埋め戻し作業に着手し、１２月２６日（金）に埋め戻

しを完了した。なお９月２７日（土）に現地で第２次調査

の説明会を開催したところ、約８０名の参加者があった。

第２次調査で調査した竪穴住居跡は６１棟で、出土した遺

物の文化財認定数は１３０箱である。

その後、下層の古墳時代の遺構面の発掘調査は、平成

１９（２００７）年に第３次調査、同２０（２００８）年に第４次調

査が実施されており、未買収区域を除く川前２遺跡の現

地の調査は完了している。

３ 整理作業の経過

遺物の水洗及び注記などの基礎的な整理作業は、第１

次調査は平成１４年１１月～平成１５年３月、第２次調査は平

成１５年１１月～平成１６年３月まで実施し、本格的な整理作

業は平成１６年４月から開始した。両次の調査で大量の遺

物が出土してコンテナ２７８箱となった。特に住居跡内か

ら出土した土器の量が多く、接合・復元作業に多くの時

間を必要とし、平成１６・１７年度の２ヶ年をその作業に充

当した。

遺物の選定・分類・実測・トレース及び遺構図版作成

は平成１７・１８年度に実施したが、途中の平成１９・２０年度

に第３・４次の発掘調査が入ったため、第１・２次調査

の整理作業は２年間休止した。

平成２１年度は図版作成・原稿執筆・報告書編集を実施

し、出土品写真撮影と編集業務を株式会社アサヒ印刷に

委託し、平成２２年度に発掘調査報告書を印刷・刊行した。

４ グリッドの設定

調査区を区画するグリッドは、日本測地系（改正測量

法以前）に基づいて、５ｍ四方で設定した（第４・５

図）。日本測地系に基づいた理由は、調査開始時に国土

交通省東北地方建設局山形工事事務所（当時）から提供

された「須川平面図」が、同測地系に基づいて作成され

た事業計画図（縮尺１／２，５００）であったことによるもの

で、平成１９・２０年に実施された第３・４次調査において

も、整合性を持たせるため同じ測地系とグリッド制を踏

襲した。

平面が細長い眼鏡状を呈した調査区域のうち、調査区

南端の右眼レンズ右端の部分をグリッドの基点として、

Ｘ軸は南から北に１～５８、Ｙ軸は西から東に１～４４とし

て座標を設定し、「Ｘ１－Ｙ１区」というように位置を

標記した。調査区は南西端（Ｘ１－Ｙ１区）がＸ座標－

１８５９２５、Ｙ座標－４５９４０、北東端（Ｘ５８－Ｙ４４区）がＸ

座標－１８５６４０、Ｙ座標－４５７２５の範囲となり、「Ｘ６－Ｙ

９区」がＸ座標－１８５９００、Ｙ座標－４５９００の基準の座標

となる。
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

１ 地理的環境

川前２遺跡は、山形県山形市大字中野目字赤坂地内と

東村山郡中山町大字長崎文新田地内（北緯３８度１９分３８

秒、東経１４０度１８分２０秒）に位置する。本遺跡が位置す

る中野目地区は、山形市の北西部にあり、山形盆地の中

央やや西寄りの海抜１００ｍ以下の盆地底に当たり、東に

奥羽脊梁山脈、西に白鷹丘陵、月山、葉山を望み、馬見

ヶ崎川や立谷川によって形成された大規模な扇状地の前

縁部に位置しており、周囲には田園・果樹地帯が広がっ

ている。

山形盆地は最上川中流域に当たり、南北約４０㎞、東西

約１０～２０㎞の舟底形の構造盆地で、北接する尾花沢盆地

とは河島山丘陵、南接する上山盆地とは蔵王火山の泥流

堆積による狭窄部によって画される。最上川は盆地の北

西部を蛇行帯を形成しながら北流し、盆地の東側には扇

状地が発達しており、北から乱川・立谷川・馬見ヶ崎川

の各扇状地が並列し、北のものほど規模が大きく、開析

が進み、段丘化している。また盆地西側には、扇面が比

較的平坦な寒河江川扇状地が形成されている（第２図）。

川前２遺跡は、奥羽山系の蔵王連峰に源を発する須川

左岸の自然堤防上の微高地に立地し、海抜は９２～９３ｍを

測る。本遺跡の東側を北流する須川は、上山市、山形市、

山辺町、中山町、天童市の各市町を貫流して最上川に注

いでいるが、最上川水系では第２位の流域面積（６８２�）

を有している。須川は本遺跡の北端で白川（馬見ヶ崎川

と高瀬川が合流）に、更に４００ｍ下流で立谷川に合流し、

その先１．６㎞で北流する最上川と合わさるが、流路は盆

地の東側に発達した馬見ヶ崎川と立谷川の扇状地によっ

て盆地の西側に押しやられて、盆地西縁を画する白鷹丘

陵に近接している（第２図）。また現在は水質が硫酸イ

オンを主体とする酸性毒水河川となっており、魚類が生

息できない環境にあるが、本遺跡の周囲には水鳥類が多

く生息しており、遺跡周辺の河川敷は狩猟区域となって

いる。

遺跡周辺は最上川を中心に、複数の河川が合流してお

り、増水時には冠水の危険にさらされた地域である。し

かしこの周辺は古くより、陸路、水路ともに交通の要衝

となっており、特に本遺跡の約２㎞上流の「船町」と最

上川の合流点に位置する「寺津」は、江戸時代を通じて

最上川舟運の集積地として繁栄していた。古墳時代や奈

良・平安時代においても、この地域の遺跡が水運の要衝

としての役割を担っていたと推測され、川前２遺跡もそ

ういった性格の遺跡であった可能性が考えられる。

２ 歴史的環境

川前２遺跡は須川の自然堤防上に立地する弥生時代～

奈良・平安時代にかけての集落跡である。周囲には古墳

時代や奈良・平安時代の遺跡が多く分布している。第３

図には、国土地理院発行の１／５０，０００地形図「楯岡」・

「山形」を使用し、図幅内に周知されている１４７遺跡をプ

ロットした。

縄文時代では、矢口遺跡（７０）、砂子田遺跡（８４）、高

瀬山遺跡（１）、石田遺跡（４６）等が、後・晩期の有力

遺跡として上げることができる。特に縄文時代後期中葉

（宝ヶ峯２式期）になると、天童市砂子田遺跡に象徴さ

れるように、扇状地扇端部～前縁部にかけての沖積低地

への遺跡の広がりが顕在化する。図幅の範囲外の天童市

板橋（１）遺跡では大木７ａ式、砂子田遺跡（８４）では

大木８ｂ式が出土していることから、沖積低地への進出

は縄文中期に顕現するが、遺跡数が増加するのは縄文後

期中葉の宝ヶ峯２式期と晩期後葉の大洞Ａ新式期である

（小林２００１）。それ以前の縄文時代の遺跡は盆地周縁の山

際に分布する傾向が見られ、例外的に乱川扇状地扇端に

は縄文前期後葉の天童市柏木遺跡が位置している。

弥生時代では、扇状地の前縁部に遺跡が点在するが、

水田耕作の普及を反映した立地形態と考えられる。中で

も山形市向河原遺跡（１３５）では、弥生時代中期３棟、

後期４棟の住居跡が検出され、住居内からは炭化した米

やアワ・ヒエ類が採取されている（山形県埋蔵文化財セ

ンター２００５ａ）。また寒河江市石田遺跡（４６）では前期

の再葬墓が調査され、山形盆地では唯一の検出事例と
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第２図 山形盆地地形分類図
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第３図 川前２遺跡周辺の遺跡６



表１ 川前２遺跡周辺の遺跡

Ⅱ 遺跡の位置と環境

遺跡名 市町村 時代 種別
１ 高瀬山遺跡 寒河江市 旧石器～近世 集落跡
２ 高瀬山古墳 寒河江市 古墳 墳墓
３ 高瀬山楯跡 寒河江市 中世 城館跡
４ 高瀬山経塚遺跡 寒河江市 鎌倉 経塚
５ 和楯山楯跡 河北町 中世 城館跡
６ 裏田遺跡 河北町 縄文・平安 遺物包含地
７ 若宮八幡遺跡 河北町 平安 遺物包含地
８ 谷地城跡 河北町 中世 城館跡
９ 大塚館跡 河北町 中世 城館跡
１０ 月山堂遺跡 河北町 平安 遺物包含地
１１ 馬場遺跡 河北町 平安 遺物包含地
１２ 熊野台遺跡 河北町 古墳・奈良・平安 遺物包含地
１３ 下槙遺跡 河北町 古墳 遺物包含地
１４ 畑中Ｂ遺跡 河北町 平安 遺物包含地
１５ 畑中Ａ遺跡 河北町 平安 遺物包含地
１６ 小泉楯跡 寒河江市 中世 城館跡
１７ 境介次郎屋敷遺跡 河北町 中世 城館跡
１８ 両所Ａ遺跡 河北町 平安 散布地
１９ 箕輪遺跡 寒河江市 平安 集落跡
２０ 箕輪下屋敷遺跡 寒河江市 中世 城館跡
２１ 箕輪上屋敷遺跡 寒河江市 中世 城館跡
２２ 日和田楯跡 寒河江市 中世 城館跡
２３ 上の寺遺跡 寒河江市 縄文～近世 集落・社寺跡
２４ 尾山楯跡 寒河江市 中世 城館跡
２５ 日和田遺跡 寒河江市 縄文 遺物包含地
２６ ゴロビツ楯跡 寒河江市 中世 城館跡
２７ 肥前楯跡 寒河江市 中世 城館跡
２８ 松蔵楯跡 寒河江市 中世 城館跡
２９ 田沢要害遺跡 寒河江市 中世 城館跡
３０ 不動木遺跡 河北町 奈良 遺物包含地
３１ 溝延城跡 河北町 中世 城館跡
３２ 今町経壇遺跡 天童市 江戸 納経遺構
３３ 一楽壇遺跡 天童市 室町 壇墓
３４ 蔵増北Ｂ遺跡 天童市 平安 集落跡
３５ 的場遺跡 天童市 古墳・平安 集落跡
３６ 三条条里遺跡 天童市 奈良・平安 条里遺構
３７ 清池清水遺跡 天童市 古墳 集落跡
３８ 八反記田遺跡 天童市 縄文 集落跡
３９ 蔵増北Ａ遺跡 天童市 中世 城館跡
４０ 誓願寺護念経碑遺跡 天童市 江戸 経内遺構
４１ 蔵増城遺跡 天童市 室町～江戸 城館跡
４２ 蔵増南一字一石経塔遺跡 天童市 江戸 経内遺構
４３ 新田楯跡 寒河江市 中世 城館跡
４４ 日田城の内遺跡 寒河江市 中世 城館跡
４５ 本楯館跡 寒河江市 中世 城館跡
４６ 石田遺跡 寒河江市 縄文・弥生 集落跡
４７ 寒河江城遺跡 寒河江市 中世 城館跡
４８ 山岸遺跡 寒河江市 縄文 遺物包含地
４９ 長岡山楯跡 寒河江市 中世 城館跡
５０ 石持原遺跡 寒河江市 縄文 遺物包含地
５１ 柴橋楯跡 寒河江市 中世 城館跡
５２ 柴橋窯跡 寒河江市 平安 窯跡
５３ 高松楯跡 寒河江市 中世 城館跡
５４ 高松Ｉ遺跡 寒河江市 縄文・平安 散布地
５５ 落衣長者屋敷遺跡 寒河江市 奈良・平安・中世 集落跡
５６ 落衣長者屋敷遺跡 寒河江市 中世 城館跡
５７ 平塩楢沢山遺跡 寒河江市 縄文・奈良・平安 集落跡
５８ 山崎楯跡 寒河江市 中世 城館跡
５９ 楢沢山遺跡 寒河江市 縄文 散布地
６０ 殿森山遺跡 中山町 中世 城館跡
６１ 松岡山遺跡 中山町 縄文・平安 遺物包含地
６２ 塩ノ原遺跡 中山町 縄文 遺物包含地
６３ 三条遺跡 寒河江市 縄文～近世 集落・城館跡
６４ 高屋楯跡 寒河江市 中世 城館跡
６５ 中原遺跡 天童市 平安 集落跡
６６ 鍋田遺跡 天童市 古墳 集落跡
６７ 願正壇遺跡 天童市 室町 寺院跡
６８ 願正壇遺跡 天童市 縄文～平安 集落跡
６９ 西沼田遺跡 天童市 古墳 集落跡
７０ 矢口遺跡 天童市 縄文 集落跡
７１ 沼田遺跡 天童市 縄文 集落跡
７２ 塚野目Ａ遺跡 天童市 弥生～平安 集落跡
７３ 礼井戸条里遺跡 天童市 平安・室町 条里遺構
７４ 清池西遺跡 天童市 平安 集落跡

遺跡名 市町村 時代 種別
７５ 礼井戸遺跡 天童市 縄文 集落跡
７６ 高擶東古墳 天童市 奈良・平安 集落跡
７７ 火矢塚２号古墳 天童市 古墳 古墳
７８ 入水遺跡 天童市 奈良・平安 集落跡
７９ 高擶東浦遺跡 天童市 奈良・平安 集落跡
８０ 高擶城遺跡 天童市 南北朝～江戸 城館跡
８１ 西楯遺跡 天童市 南北朝～江戸 城館跡
８２ 高擶西浦遺跡 天童市 縄文 集落跡
８３ 中袋遺跡 天童市 奈良・平安 集落跡
８４ 砂子田遺跡 天童市 縄文・弥生・平安 集落跡
８５ 影沢北遺跡 天童市 奈良・平安 集落跡
８６ 松葉遺跡 天童市 平安・奈良 集落跡
８７ 高擶南浦遺跡 天童市 縄文・平安 集落跡
８８ 桜江遺跡 天童市 縄文～奈良 集落跡
８９ 高擶南遺跡 天童市 古墳 集落跡
９０ 寺津城遺跡 天童市 室町～安土桃山 城館跡
９１ 中野目Ⅱ遺跡 山形市 平安 集落跡
９２ 若宮遺跡 山形市 奈良・平安 集落跡
９３ 川前２遺跡 山形市 古墳・奈良・平安 集落跡
９４ 中野目Ⅰ遺跡 山形市 古墳・奈良・平安 集落跡
９５ 物見台遺跡 中山町 古墳・中世 集落・城館跡
９６ 川端遺跡 中山町 平安 集落跡
９７ 長崎楯跡 中山町 南北朝～戦国 城館跡
９８ 竹ノ花遺跡 中山町 中世 城館跡
９９ 松荷遺跡 中山町 平安 遺物包含地
１００ 影浦遺跡 中山町 縄文・平安 遺物包含地
１０１ 八幡前遺跡 中山町 平安 遺物包含地
１０２ 壇の腰遺跡 中山町 平安 遺物包含地
１０３ 岡境遺跡 中山町 縄文・平安 遺物包含地
１０４ 滝２遺跡 中山町 平安 窯跡
１０５ 滝３遺跡 中山町 縄文・平安 遺物包含地
１０６ 滝１遺跡 中山町 旧石器・縄文・平安・中世 遺物包含地
１０７ 金屋敷遺跡 中山町 中世 城館跡
１０８ 楯堂・楯戸遺跡 中山町 中世 城館跡
１０９ 墓戸遺跡 中山町 縄文 遺物包含地
１１０ 谷木沢遺跡 中山町 室町 城館跡
１１１ 御獄神社遺跡 中山町 縄文 遺物包含地
１１２ 柳沢条里遺跡 中山町 奈良・平安 条里制跡
１１３ 竹ノ花遺跡 中山町 中世 城館跡
１１４ 銅屋敷遺跡 中山町 中世 城館跡
１１５ 前田遺跡 中山町 平安 遺物包含地
１１６ 新館遺跡 山辺町 平安・鎌倉 集落跡
１１７ 新館跡 山辺町 不明 城館跡
１１８ 庚申山遺跡 山辺町 弥生 遺物包含地
１１９ 坊主窪古墳群 山辺町 古墳・飛鳥・奈良 古墳
１２０ 西光山遺跡 山辺町 戦国 城館跡
１２１ 良実塚遺跡 山辺町 平安 境墓
１２２ 山辺北条里遺跡 山辺町 奈良・平安 条里制跡
１２３ 松下屋敷遺跡 中山町 戦国 城館跡
１２４ 川前遺跡 中山町 平安 遺物包含地
１２５ 川前飛び地遺跡 中山町 奈良・平安 集落跡
１２６ 達磨寺遺跡 中山町 奈良・平安・中世 集落跡
１２７ 達磨寺３遺跡 中山町 平安 集落跡
１２８ 春日堂遺跡 山形市 奈良・平安 集落跡
１２９ 八幡田遺跡 山形市 奈良・平安 集落跡
１３０ 中野遺跡 山形市 古墳 集落跡
１３１ 馬洗場Ｂ遺跡 山形市 古墳・奈良・平安 集落跡
１３２ 馬洗場Ａ遺跡 山形市 平安 散布地
１３３ 三条ノ目遺跡 山形市 古墳 包蔵地
１３４ 渋江遺跡 山形市 弥生～中世 集落跡
１３５ 向河原遺跡 山形市 弥生～中世 集落跡
１３６ 同心屋敷遺跡 山形市 不明 城館跡
１３７ 新井田遺跡 山形市 奈良・平安 集落跡
１３８ 天神遺跡 山形市 奈良・平安 集落跡
１３９ 漆山遺跡 山形市 弥生 集落跡
１４０ 井森塚遺跡 山形市 弥生 集落跡
１４１ 衛守塚２号古墳 山形市 古墳 古墳
１４２ 衛守塚４号古墳 山形市 奈良・平安 古墳
１４３ 漆山館跡 山形市 室町～戦国 城館跡
１４４ 柴崎古墳群 山形市 古墳 古墳
１４５ 北海上Ａ遺跡 山形市 弥生 集落跡
１４６ 北海上Ｂ遺跡 山形市 奈良・平安 集落跡
１４７ 上敷免遺跡 山形市 奈良・平安 集落跡
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なっている。

古墳時代の山形盆地では、沖積低地に遺跡数が多く認

められる。北から①倉津川・押切川流域にまとまる一群、

②立谷川北岸にまとまる一群、③馬見ヶ崎川と立谷川間

にまとまる一群、④馬見ヶ崎川と須川間にまとまる一群、

⑤盆地南側須川西岸にまとまる一群、がある（山形県埋

蔵文化財センター２００４ａ）。各々の集落群は、各河川と

深く関わり成立・展開したと考えられているが、川前２

遺跡はこの内の③と④に関わる遺跡となろう。図幅から

外れるが、山形市今塚遺跡では、古墳時代前期の住居跡

が３０棟検出され、特にＳＴ７０２から出土した土師器の一

括資料は、山形盆地の古墳時代前期後半の指標となって

いる（山形県埋蔵文化財センター１９９４）。山形市馬洗場

Ｂ遺跡（１３１）では、竪穴住居跡の隣接地点から破鏡（内

行花文鏡）が出土し、最北端の出土事例となっている

（山形県埋蔵文化財センター２００４ｂ）。図幅外の山形市服

部・藤治屋敷遺跡では、前期後半の河川跡の下位層から

土師器・木製品が多量に出土したが、東海系曲柄二又鍬

や廻間式類似の土師器が含まれており、他地域との交流

関係が指摘されている（山形県埋蔵文化財センター２００４

ａ）。天童市高擶南遺跡（８９）では、古墳時代前期の住

居跡が２５棟検出されたが、住居跡や包含層からは管玉の

製作工程を示す遺物が出土し、河川跡（ＳＧ２５２）から

は多量の木製品が出土している（山形県埋蔵文化財セン

ター２００４ｄ）。

古墳時代後期では、中山町物見台遺跡（９５）でカマド

を有する竪穴住居跡が１６棟検出され、特にＳＴ１３から出

土した土師器は、従来「三軒屋式」とされた型式の住居

内一括資料に相当する。また大溝跡（ＳＤ１５）からは土

師器の完形品約４００点の他、古式須恵器や土・石製品が

多数出土している（山形県教育委員会１９８７ａ）。天童市

西沼田遺跡（６９）は６世紀を中心とした集落跡で、平地

式の掘立柱建物跡群が検出され、昭和６２年（１９８７年）に

国史跡に指定され、史跡公園として整備が進められてい

る。

奈良・平安時代では、川前２遺跡の南方１㎞に位置す

る達磨寺遺跡（１２６）で、大型の掘立柱建物跡群や倉庫

が規則的に配置され、隣接してパレススタイルの井戸跡

が付属する状況が確認され、風字硯も出土しており、本

遺跡と共に水運に関連した官衙の可能性が指摘されてい

る（山形県埋蔵文化財センター２００４ｃ）。また須川の対

岸に位置する上敷免遺跡（１４７）は、８～９世紀を主体

とした集落跡で、時期的に本遺跡との関連を有しており、

ＳＴ３竪穴住居跡から出土した８世紀前半の「関東系土

師器」が特記される（山形県埋蔵文化財センター２００７）。

盆地西端の最上川沿いに位置する高瀬山遺跡（１）は、

８世紀後半～９世紀前半を中心とした集落跡で、これま

での調査で６００棟以上の建物関連施設が検出されており、

古代村山郡「長岡郷」と推定されている（山形県埋蔵文

化財センター２００５ｂ）。

上記したように川前２遺跡の周辺には、縄文時代～奈

良・平安時代を通じて、多数の遺跡が点在しており、特

に古墳時代～古代を通して山形盆地の中核域が形成され

ていた様相を窺うことができる。その背景には山形盆地

を貫流した各河川の合流点という地理的特性から、河川

を利用した交通や物流の要衝の地域になっていたと想定

される。

Ⅱ 遺跡の位置と環境
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第４図 座標配置図

Ⅱ 遺跡の位置と環境
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

第５図 グリッド配置図
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Ⅲ 第１次調査の成果

１ 第１次調査の概要

川前２遺跡の第１次調査は、平成１４年５月７日（火）

～１１月８日（金）までの実働１２４日で実施した。調査面

積８，５００㎡の内、２／３の面積に相当する調査区南側～中

央区域の５，５００㎡を調査したが、表土除去については、

第２次調査区域も終了した。

第１次調査区は調査対象区域の南側（須川上流側）

で、細長い眼鏡状を呈した調査区域の右眼レンズからブ

リッジにかけた部分に相当する。ブリッジ部分が若干低

く、右眼レンズ部分が微高地となっており、ＳＴ１４住居

跡とＳＴ７８住居跡を結んだラインが、中山町と山形市の

境界に相当し、上流側が中山町、下流側が山形市となる。

発掘調査は調査区の南端（須川上流側）から着手し、

漸次北側に向かって進められ、竪穴住居跡６５棟、井戸跡

２基などの遺構が調査された。竪穴住居跡の殆どが奈

良・平安時代の所産であり、第１次調査では古墳時代の

竪穴住居跡は１棟を検出したに過ぎない。

調査区の東端には、須川に並行するように南北方向に

伸びた河川跡（ＳＧ１７１）が検出されている。住居跡等

の遺構の一部を削平しており、古代以降の河道と考えら

れるが、川幅が広大であることから、嘗ての須川の河道

と考えられる。また調査区南側には、これに直交するよ

うに、幅４ｍの河川跡（ＳＧ１００）が検出されている。

須川に流入する小さな河川であるが、古代の住居跡を

切っていることから、古代以降の河道と考えられる。

第１次調査区の遺構検出面の海抜は９２．５～９３．１ｍを測

り、住居跡の分布は第１次調査区の全面に及んでいる。

しかしその中でも海抜９２．７ｍ以上の微高地（右眼レンズ

部分）に集中して構築される傾向が見られ、特にＳＧ１００

付近に多く検出されているが、第２次調査区域に比べる

と、遺構の密度はやや薄いであろう。

第１次調査区の基本層序は、図版７に図示している。

調査区の南端部に相当するが、表土として暗褐色シルト

質土が堆積し、その下位に黒褐色シルト質土が堆積して

おり、遺構の検出面とした。しかし遺跡は全体的に冠水

を受けており、砂質土、シルト質土、粘質土の縞状の堆

積が随所に見られ、堆積状況は地点毎に異なっていたた

め、遺構の検出は困難を極めたのが実情である。平成１９・

２０年の第３・４次調査では、第１次調査面の直下２０～１００

㎝で、古墳時代の住居跡が検出されており、度重なる増

水で集落全体が埋没し、同一地点に繰り返し集落が営ま

れた様相を窺わせている。

なお、遺構番号は調査段階の番号をそのまま踏襲し、

記載は調査区南側から北に向かって順次進めている。

２ 第１次調査の竪穴住居跡

ＳＴ９９住居跡（図版６、１２５－１、写真図版２）

ＳＴ９９住居跡は、調査区南端のＸ１－Ｙ１区に位置す

る。住居跡の西側は調査区域外となっており、東にＳＴ

９７・９８住居跡が近接する。東・南壁を検出したのみで、

検出面からの掘り込みは１０㎝程度と浅く、東壁の一部は

２００１年の試掘坑によって削平されている。なお、土層断

面は調査区西壁で記録を取ったが、セクション・ポイン

トが判然としないため、断面図と平面図の整合性は得ら

れていない。（平面形）南北軸３．６ｍ以上の方形と推測さ

れるが、北東隅は緩いカーブを描いており、主軸方向は

確定できない。（堆積土）覆土は暗褐色シルト質土で、

２０㎝程度の層厚を測る。（壁面）壁高は１０㎝を測り、壁

は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床

は認められない。（柱穴）東壁際に２基の浅いピットが

検出されたが、柱穴は認められない。（壁溝）未検出。（カ

マド）未検出。（出土遺物）住居跡覆土から、須恵器坏

（図版１２５－１）が１点出土した。（時期）出土遺物から、

８世紀代の住居跡と考えられる。

ＳＴ９７住居跡（図版６、写真図版２）

ＳＴ９７住居跡は、調査区南端のＸ０－Ｙ１・Ｘ１－Ｙ

１区に位置する。西・北壁の一部を検出したのみで、東

側は川寄りの調査区域外となる。ＳＴ９８住居跡と重複関

係にあり、西にＳＴ９９住居跡が近接する。新旧関係はＳ

Ｔ９７住居跡がＳＴ９８住居跡を切っている。（平面形）北

西隅のみを検出し方形と推測され、主軸方向は確定でき

Ⅲ 第１次調査の成果
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ないが、ＳＴ９８住居跡とほぼ同等と見なされる。（堆積

土）詳細不明。（壁面）壁高は１５㎝を測り、壁は外傾し

て立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認めら

れないが、ＳＴ９８住居跡の床面より７㎝低い。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。（出土遺物）掲

載遺物なし。（時期）出土遺物がなく、時期の特定は困

難だが、住居跡の特徴等から古代の所産と考えられる。

切り合い関係から、ＳＴ９８住居跡よりも新しいと見なさ

れる。

ＳＴ９８住居跡（図版６、写真図版２）

ＳＴ９８住居跡は、調査区南端のＸ１－Ｙ１・Ｘ１－Ｙ

２区に位置する。西・北壁の一部を検出したのみで、東

側は川寄りの調査区域外となる。ＳＴ９７住居跡と重複関

係にあり、西にＳＴ９９住居跡が近接する。新旧関係はＳ

Ｔ９８住居跡がＳＴ９７住居跡に切られている。（平面形）

北西隅のみを検出し方形と推測され、主軸方向は確定で

きないが、ＳＴ９７住居跡とほぼ同等と見なされる。（堆

積土）詳細不明。（壁面）壁高は９㎝を測り、壁は外傾

して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認め

られない。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマド）未

検出。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）出土遺物がな

く、時期の特定は困難だが、住居跡の特徴から古代の所

産と考えられる。切り合い関係から、ＳＴ９７住居跡より

も古いと見なされる。

ＳＴ２住居跡（図版６、１２５－２・３、写真図版２）

ＳＴ２住居跡は、調査区南端のＸ３－Ｙ５区に位置す

る。西・北壁の一部を検出したのみで、東側は川寄りの

調査区域外となる。北にＳＴ３住居跡とＳＴ９住居跡が

近接しており、住居跡の周囲には柱痕を有するピット６

基が検出されている。（平面形）北西隅のみを検出し方

形と推測され、主軸方向は確定できない。（堆積土）覆

土は層厚２０～３０㎝を測り、凹レンズ状に黒褐色・暗褐色

微砂シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は２５～３０㎝を

測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化

面や貼床は認められない。（柱穴）未検出。（壁溝）未検

出。（カマド）未検出。（出土遺物）覆土から、須恵器蓋

（図版１２５－２）、須恵器甕（図版１２５－３）が出土した。

（時期）出土遺物から、８世紀代の住居跡と考えられる。

ＳＴ１住居跡（図版７、１２６－１～３・１２７－１～３、写

真図版３）

ＳＴ１住居跡は、調査区南端のＸ４－Ｙ４・Ｘ５－Ｙ

４区に位置する。カマドと東壁を検出したのみで、住居

跡の西側は調査区域外となる。ＳＸ８９性格不明遺構と重

複関係にあり、東にＳＴ３住居跡、南東にＳＴ１住居跡

が近接する。新旧関係はＳＴ１カマドの煙道がＳＸ８９性

格不明遺構に切られている。（平面形）横軸３．９ｍの方形

で、煙道から推測した主軸方向はＮ－１３５°－Ｅにある。

（堆積土）覆土の層厚は３０㎝を測り、凹レンズ状に黒褐

色シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は２０㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）貼床で、カマドの周

囲には炭が広がっている。（柱穴）貼床下からピット５

基が検出されたが、柱穴は認められない。（壁溝）未検

出。（カマド）東壁の北寄りに構築されている。煙道部・

袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部の先端はＳＸ８９性

格不明遺構に切られている。（出土遺物）カマド及びそ

の周囲から、土師器甕６点（図版１２６－１～３、１２７－１

～３）が出土した。（時期）出土遺物から、８世紀前半

の住居跡と考えられ、切り合い関係から、ＳＸ８９性格不

明遺構よりも古いと見なされる。

ＳＴ３住居跡（図版８、１２７－４～６、写真図版４）

ＳＴ３住居跡は、調査区南端のＸ４－Ｙ６・Ｘ５－Ｙ

６区に位置する。ＳＴ４・８８住居跡と重複関係にあり、

北にＳＴ５住居跡、南東にＳＴ９住居跡が近接する。新

旧関係はＳＴ３住居跡がＳＴ４・８８住居跡に切られてい

る。（平面形）南北軸６．１～６．４ｍ、東西軸４．７～５．１ｍの

方形で、主軸方向がＮ－７８°－Ｅにある。東壁の北側は

ＳＴ４・８８住居跡によって切られている。（堆積土）覆

土の層厚は１５～２０㎝を測り、暗褐色・淡暗褐色砂質シル

トが堆積する。（壁面）壁高は１０～１５㎝を測り、壁は外

傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認

められないが、カマド周辺に焼土の広がりが見られる。

ＳＴ８８住居跡の床面より５㎝程度低い。（柱穴）住居跡

内からピット１２基が検出されたが、柱穴は認められない。

（壁溝）西壁に幅３０～４５㎝、深さ１５㎝程度の壁溝を検出

した。（カマド）東壁の南寄りに構築されており、煙道

部・袖部・燃焼部が検出された。（出土遺物）カマド右

袖から土師器坏（図版１２７－４）、南壁付近の覆土から須

恵器坏（図版１２７－６）が出土した。（時期）出土遺物か

ら、８世紀前半の住居跡と考えられ、切り合い関係から、

ＳＴ４・８８住居跡よりも古いと見なされる。
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ＳＴ９住居跡（図版９）

ＳＴ９住居跡は、調査区南端のＸ４－Ｙ７区に位置す

る。住居跡の北側を検出したのみで、南側は川寄りの調

査区域外となり、北西にＳＴ３住居跡が近接する。（平

面形）東西軸３ｍ程度の方形と推測されるが、北西隅は

緩いカーブを描いており、主軸方向は確定できない。（堆

積土）覆土の層厚は４０㎝を測り、凹レンズ状に黒褐色シ

ルト質土が堆積する。（壁面）壁高は１５～２５㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼

床は認められない。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カ

マド）未検出。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）出土

遺物が少なく、時期の特定は困難だが、住居跡の特徴か

ら古代の所産と考えられる。

ＳＴ８住居跡（図版９、１２８－１・２、写真図版７）

ＳＴ８住居跡は、調査区南端のＸ５－Ｙ９・Ｘ５－Ｙ

１０・Ｘ６－Ｙ１０区に位置する。住居跡の北西側を検出し

たのみで、南東側は川寄りの調査区域外となり、北西に

ＳＴ６住居跡、西にＳＴ７住居跡が近接する。（平面形）

東西軸５．６ｍの方形と推測され、北側コーナーは耕作痕

により削平されている。東西軸から推測した主軸方向が

Ｎ－３２°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は２５～３０㎝

を測り、上位に暗褐色微砂シルト質土、下位に暗褐色中

砂シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は２５～３０㎝を測

り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面

や貼床は認められない。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。

（カマド・炉跡）未検出。（出土遺物）覆土から、古墳時

代前期の土師器甕２点（図版１２８－１・２）が出土した。

（時期）出土遺物から、古墳時代前期４世紀代の住居跡

と考えられる。

ＳＴ５住居跡（図版１０、１２８－３～６、１９３－１０・１１、写

真図版４～６）

ＳＴ５住居跡は、調査区南端のＸ６－Ｙ６・Ｘ６－Ｙ

７区に位置する。ＳＴ４・８８住居跡と重複関係にあり、

南にＳＴ３住居跡が近接する。新旧関係はＳＴ５住居跡

がＳＴ４・８８住居跡に切られている。また住居跡中央の

床面にＳＸ１０５性格不明遺構が掘り込まれているが、新

旧関係は判然としない。（平面形）横軸４．２ｍ、縦軸４ｍ

の方形で、主軸方向はＮ－５４°－Ｅにあり、南隅はＳＴ

４・８８住居跡により削平されている。（堆積土）覆土の

層厚は２０～３０㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆積するが、

ＳＸ１０５性格不明遺構の周辺には、酸化鉄が顕著に認め

られる。（壁面）壁高は２０～２５㎝を測り、壁は外傾して

立ち上がるが、部分的に緩い角度で立ち上がる。（床面）

平坦で、硬化面や貼床は認められない。（柱穴）住居跡

内からピット３基が検出されたが、いずれも浅く、柱穴

は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）北壁のやや

東寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出

された。（出土遺物）カマドから土師器甕（図版１２８－

３）、須恵器坏（図版１２８－５）、須恵器高台坏（図版１２８

－６）、南壁付近の覆土から須恵器坏（図版１２８－４）が

出土した。また北壁付近の床面直上からは、鉄製鎌（図

版１９３－１０）と鉄斧（図版１９３－１１）が出土した。（時期）

出土遺物から、８世紀後半の住居跡と見られるが、ＳＸ

１０５性格不明遺構との新旧関係は不明で、ＳＴ５住居跡

に付随した施設であった可能性も考えられる。

ＳＴ４住居跡（図版１１、１２９－１～６、１９３－１６、写真図

版４、５）

ＳＴ４住居跡は、調査区南端のＸ５－Ｙ６・Ｘ５－Ｙ

７・Ｘ５－Ｙ８・Ｘ６－Ｙ７区に位置する。ＳＴ８８住居

跡とは入れ子状の重複関係にあり、本住居跡の方が一回

り大きく、また東はＳＴ７住居跡、北西はＳＴ５住居跡、

西はＳＴ３住居跡と重複する。新旧関係は、ＳＴ４住居

跡がＳＴ８８住居跡に切られ、ＳＴ７住居跡からもカマド

の削平を受けており、ＳＴ３住居跡とＳＴ５住居跡を本

住居跡が切っている。従って本住居跡の残存は、壁際の

周縁に限られる。（平面形）横軸４．４～５ｍ、縦軸６～６．３

ｍの方形で、主軸方向はＮ－１２５°－Ｅにある。（堆積土）

覆土の層厚は１０㎝を測り、暗褐色砂質シルト質土が堆積

する。（壁面）壁高は１０㎝を測り、壁は外傾して立ち上

がる。（床面）残存部は平坦であるが、詳細は不明。（柱

穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマド）東壁の北寄りに

構築されており、袖部と燃焼部が検出された。煙道部は

ＳＴ７住居跡カマドの煙道部により削平された。（出土

遺物）東壁のカマド付近から、土師器甕２点（図版１２９

－１・２）、土師器堝２点（図版１２９－３・４）、須恵器

�（図版１２９－５）、須恵器こね鉢（図版１２９－６）が出

土した。また東壁際から鉄鏃？（図版１９３－１６）が出土

した。（時期）出土遺物は年代幅を有しており、時期の

特定は困難である。なお重複した遺構の新旧関係は、古

い方からＳＴ３住居跡・ＳＴ５住居跡→ＳＴ４住居跡→
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ＳＴ８８住居跡・ＳＴ７住居跡の順序となる。

ＳＴ８８住居跡（図版１１、写真図版５）

ＳＴ８８住居跡は、調査区南端のＸ５－Ｙ７・Ｘ５－Ｙ

８・Ｘ６－Ｙ７区に位置する。ＳＴ４住居跡とは入れ子

状の重複関係にあり、本住居跡の方が一回り小さく、ま

た北西はＳＴ５住居跡、西はＳＴ３住居跡と重複する。

新旧関係は、ＳＴ８８住居跡がＳＴ４住居跡を切っており、

ＳＴ３住居跡とＳＴ５住居跡を本住居跡が切っている。

（平面形）短軸４．２～４．５ｍ、長軸５．２ｍの方形で、主軸方

向はＳＴ４住居跡とほぼ同様で、Ｎ－１２５°－Ｅにある。

（堆積土）覆土の層厚は１５～２５㎝を測り、凹レンズ状に

堆積しており、下位には暗褐色砂質シルト質土が堆積す

る。（壁面）壁高は１０～２５㎝を測り、壁は外傾して立ち

上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められず、

ＳＴ４住居跡の床面よりも１０㎝程度低くなる。（柱穴）

未検出。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。（出土遺物）

覆土より少量出土したが、掲載遺物なし。（時期）出土

遺物が少なく、時期の特定は困難だが、住居跡の特徴か

ら古代の所産と考えられる。なお重複した遺構の新旧関

係は、古い方からＳＴ３住居跡・ＳＴ５住居跡→ＳＴ４

住居跡→ＳＴ８８住居跡の順序となる。

ＳＴ７住居跡（図版１２、１３０－１～６、写真図版６）

ＳＴ７住居跡は、調査区南端のＸ５－Ｙ８・Ｘ５－Ｙ

９区に位置する。ＳＴ４住居跡と重複関係にあり、本住

居跡がＳＴ４住居跡を切っている。北にＳＴ６住居跡、

東にＳＴ８住居跡が近接しており、住居跡の南隅は川寄

りの調査区外となる。（平面形）横軸３．９ｍ、縦軸４ｍの

方形で、主軸方向はＮ－６２°－Ｅにある。（堆積土）覆

土の層厚は２０～３０㎝を測り、下位に暗褐色砂質シルト質

土が堆積する。（壁面）壁高は１５～３０㎝を測り、壁は外

傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認

められないが、住居跡内の南隅付近に炭の集中が認めら

れる。（柱穴）住居跡内の東隅に深さ３５㎝のピット１基

が検出されたが、柱穴かどうかは判然としない。（壁溝）

未検出。（カマド）西壁の南寄りに構築されており、煙

道部・袖部・燃焼部が検出された。なお煙道部は、ＳＴ

４住居跡のカマドを削平し構築された。（出土遺物）カ

マド付近の床面直上から土師器�（図版１３０－２）、覆土

から土師器�（図版１３０－１）、土師器甕３点（図版１３０

－３～５）、須恵器坏（図版１３０－６）が出土した。（時

期）出土遺物から、９世紀代の住居跡と考えられる。な

お切り合い関係から、本住居跡がＳＴ４住居跡より新し

いと推定される。

ＳＴ６住居跡（図版１３、１３０－７～９、１３１－１～６、１９３

－１４、写真図版７）

ＳＴ６住居跡は、調査区南端のＸ６－Ｙ８・Ｘ６－Ｙ

９・Ｘ７－Ｙ９区に位置する。北にＳＴ８３住居跡、南に

ＳＴ７・８住居跡、西にＳＴ４・８８住居跡が近接する。

（平面形）横軸５．５ｍ、縦軸５．６ｍの方形で、主軸方向は

Ｎ－５８°－Ｅにある。北壁は並行した耕作痕により削平

されている。（堆積土）覆土の層厚は１５～２５㎝を測り、

床面近くまで耕作の影響を受けている。（壁面）壁高は

１０～２０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）床

が貼られており、広い範囲で焼土・炭の集中が認められ

た。（柱穴）住居跡内から浅いピット数基が検出された

が、柱穴は判然としない。（壁溝）未検出。（カマド）北

西壁のほぼ中央に構築されており、煙道部・袖部・燃焼

部が検出された。なお左袖部から心材に用いられたと思

われる礫が出土した。（出土遺物）カマド及びその周囲

から土師器甕３点（図版１３０－９、１３１－１・３）、須恵

器甕（図版１３１－６）が出土した。その他に土師器�（図

版１３０－８）、土師器甕（図版１３１－２）、須恵器蓋（図版

１３１－４）、須恵器坏（図版１３１－５）、鉄鏃（図版１９３－

１４）が出土したが、土師器坏（図版１３０－７）は、床面

下１５㎝の貼床中から出土した。（時期）出土遺物から、

８世紀中葉の住居跡と考えられる。

ＳＴ８３住居跡（図版１４、１３２－１～７、写真図版８）

ＳＴ８３住居跡は、調査区南端のＸ８－Ｙ８・Ｘ８－Ｙ

９・Ｘ９－Ｙ８・Ｘ９－Ｙ９区に位置する。北東にＳＴ

８２、南にＳＴ６が近接する。（平面形）横軸５～５．５ｍ、

縦軸６．１～６．３ｍの方形で、主軸方向はＮ－４９°－Ｗにあ

る。（堆積土）覆土の層厚は２５㎝を測り、凹レンズ状に

堆積しており、下位に灰黄褐色粘質シルト質土が堆積す

る。（壁面）壁高は２０～２５㎝を測り、壁は外傾して立ち

上がる。（床面）全面に床が貼られており、広い範囲に

炭の集中が認められた。（柱穴）住居跡内には大小１０基

のピットが検出されたが、その内コーナー付近のピット

が柱穴に相当する可能性がある。（壁溝）未検出。（カマ

ド）カマドは北西壁（カマド１）と南西壁（カマド２）

に構築されていた。カマド１は北西壁のほぼ中央に構築
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され、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。カマド２は

南西壁の東寄りに構築され、煙道部のみが検出され、壁

際のみ焼土の集中が認められた。（出土遺物）南西壁際

床面から須恵器蓋（図版１３２－４）、カマド１の右袖部か

ら土師器甕（図版１３２－１・３）、ＥＰ２４６から土師器甕

（図版１３２－２）、その他に須恵器坏（図版１３２－５）、須

恵器高台坏（図版１３２－６・７）が出土した。（時期）出

土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ８２住居跡（図版１５、１３２－８・９、１３３－１～５、写

真図版８）

ＳＴ８２住居跡は、調査区南端のＸ９－Ｙ１０・Ｘ９－Ｙ

１１・Ｘ１０－Ｙ１０区に位置している。北東にＳＴ８５住居跡

が近接し、住居跡内は並行して南西－北東に延びた溝跡

に切られており、住居跡の北東壁の大半と北西壁の一部

は、２００１年のＬ字形の試掘坑により削平されている。（平

面形）短軸４．７ｍ、長軸５．１５ｍの方形で、長軸を基準と

した主軸方向は、Ｎ－５３°－Ｗにある。（堆積土）覆土

の層厚は１０㎝以下で、黒褐色微砂シルト質土が堆積する。

（壁面）壁高は１５㎝を測り、壁は緩い角度で立ち上がる。

（床面）全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有す

る。（柱穴）住居内にピット８基が検出されたが、その

内ＥＰ２４１・２４２・２４３・２４４が柱穴に相当すると考えられ

る。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。削平された北東

壁に存した可能性も考えられる。（出土遺物）覆土から

土師器甕（図版１３３－１・２）、須恵器坏（図版１３３－３）、

須恵器高台坏（図版１３３－４）、須恵器双耳坏（図版１３３

－５）が出土した。（時期）出土遺物から、８世紀後半

の住居跡と考えられる。

ＳＴ８５住居跡（図版１５、１３３－６、写真図版８）

ＳＴ８５住居跡は、調査区南端のＸ９－Ｙ１１・Ｘ１０－Ｙ

１１・Ｘ１０－Ｙ１２区に位置する。住居跡内は南西－北東の

方向に、幅１．４ｍの試掘坑（２００１年）で掘削されている。

また東隅は河川跡（ＳＧ１００）と重複関係にある。（平面

形）横軸４．２～４．７ｍ、縦軸４．３～５ｍの方形で、カマド

を基準とした主軸方向はＮ－１２５°－Ｅにあり、ＳＴ８２

住居跡の向きとほぼ同等となる。（堆積土）詳細は不明。

（壁面）壁高は５～２０㎝を測り、壁は外傾して立ち上が

る。（床面）全面に床が貼られており、ピットが検出さ

れた。（柱穴）住居跡内に５基のピットが検出されたが、

柱穴は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）北西壁

のやや西寄りに構築されており、燃焼部のみが検出され

た。（出土遺物）南隅の床面直上から、須恵器高台坏（図

版１３３－６）が出土した。（時期）出土遺物から、９世紀

代の住居跡と考えられる。ＳＧ１００との新旧関係は判然

としないが、対岸の遺構から推して、本住居跡の方がＳ

Ｇ１００より古いと見なされる。

ＳＴ１０住居跡（図版１６、１３３－７～９、１３４－１～１０、写

真図版９、１０）

ＳＴ１０住居跡は、調査区南側のＸ１１－Ｙ１１・Ｘ１１－Ｙ

１２・Ｘ１２－Ｙ１１・Ｘ１２－Ｙ１２区に位置する。ＳＴ１１住居

跡と重複関係にあり、本住居跡がＳＴ１１住居跡を切って

おり、南西壁は河川跡（ＳＧ１００）に削平されている。（平

面形）南東壁をカマドと見た場合、横軸５．５ｍ以上、縦

軸５．２～５．８ｍの方形で、北西壁がやや外に開いており、

主軸方向はＮ－１２０°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚

は１０～２０㎝を測り、黒褐色・暗褐色シルト質土が堆積す

る。（壁面）壁高は５～２０㎝を測り、壁は外傾して立ち

上がる。（床面）床が貼られており、掘り方は起伏を有

する。貼床面は、ＳＴ１１住居跡の床面よりも１０㎝程度低

い。（柱穴）掘り方の調査で、ピット数基が検出された

が、柱穴を特定することができなかった。（壁溝）未検

出。（カマド）南東壁の南寄りに焼土・炭の集中が認め

られることから、該域に構築されたと想定されるが、煙

道部・袖部は検出できなかった。（出土遺物）南東壁際

の床面直上から土師器甕２点（図版１３３－８、１３４－１）、

土師器鉢（図版１３３－９）、その他に覆土から土師器甕（図

版１３３－７）、須恵器蓋（図版１３４－２）、須恵器坏４点（図

版１３４－３～６）、須恵器高台坏３点（図版１３４－７～９）、

須恵器双耳坏（図版１３４－１０）が出土した。墨書土器３

点（図版１３４－５・６・９）が含まれており、特記され

る。（時期）出土遺物は年代幅を有するが、９世紀代の

住居跡と考えられる。なお重複した遺構の新旧関係は、

古い方からＳＴ１１住居跡→ＳＴ１０住居跡→ＳＧ１００の順

序となる。

ＳＴ１１住居跡（図版１７、１３４－１１・１２、写真図版９、１０）

ＳＴ１１住居跡は、調査区南側のＸ１１－Ｙ１２・Ｘ１２－Ｙ

１２区に位置する。西壁はＳＴ１０住居跡、東壁はＳＴ１２住

居跡に切られており、南壁も旧河道（ＳＧ１００）のため

確認できず、北壁と東隅コーナーを検出したに過ぎない。

（平面形）各壁が削平されたため、規模は判然としない
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が、形状は方形と推測され、北壁ラインから推定した主

軸方向は、Ｎ－１７°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚

は５～１０㎝程度を測り、褐色砂質シルト質土が堆積する。

（壁面）北壁のみであるが、壁高は１０㎝を測り、壁は外

傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認

められず、ＳＴ１０住居跡の床面よりも１０㎝程度高く、ま

たＳＴ１２住居跡の床面よりも５㎝程度低くなる。（柱穴）

未検出。（壁溝）未検出。（カマド）北壁のやや東寄りに

構築されており、煙道部を検出した。煙道部は長さ１．１

ｍを測り、北壁のラインに対しやや東方向に傾いている。

（出土遺物）覆土から須恵器坏（図版１３４－１１）、須恵器

双耳坏（図版１３４－１２）が出土した。前者はＳＴ１０住居

跡との境界から出土しており、ＳＴ１０住居跡に帰属され

る可能性も否定できない。（時期）出土遺物から、時期

の特定は困難である。なお重複した遺構の新旧関係は、

古い方からＳＴ１１住居跡→ＳＴ１０住居跡・ＳＴ１２住居跡

→ＳＧ１００の順序となり、本住居跡が最も古いと考えら

れる。

ＳＴ１２住居跡（図版１７、１３５－１～７、１３６－１～１０、１３７

－１、写真図版９、１０）

ＳＴ１２住居跡は、調査区南側のＸ１１－Ｙ１２・Ｘ１１－Ｙ

１３・Ｘ１２－Ｙ１２・Ｘ１２－Ｙ１３区に位置する。南東壁はＳ

Ｔ８１住居跡に切られ、南西壁も旧河道（ＳＧ１００）のた

め確認できず、北東壁と北西壁を検出した。北西はＳＴ

１１住居跡を切っている。（平面形）一辺４．５ｍ以上の方形

と考えられ、北西壁のラインから見た主軸方向はＮ－

３７°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は１０㎝以下と浅

く、黄褐色砂質シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は

１０㎝程度で、壁は外傾して僅かに立ち上がる。（床面）や

や起伏を有しており、硬化面や貼床は認められない。Ｓ

Ｔ１１住居跡の床面より５㎝程度高く、ＳＴ８１住居跡より

も僅かに高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマ

ド）北東壁のやや東寄りに構築されており、煙道部・袖

部・燃焼部を検出した。土師器甕（図版１３５－１）を逆

位に据え付けて、支脚にしたと考えられる。（出土遺物）

カマド及びその周囲から土師器甕７点（図版１３５－１・

４・７、１３６－１～４）、須恵器坏２点（図版１３６－７・

８）、須恵器甕（図１３７－１）、覆土からは土師器甕（図

版１３５－２・３・５）、土師器甑（図版１３５－６）、須恵器

蓋（図版１３６－５）、須恵器坏（図版１３６－６・９）、須恵

器壺（図版１３６－１０）が出土した。覆土から出土した遺

物はいずれも床面に近く、特に須恵器壺（図版１３６－１０）

は、北西壁際の床面直上から倒立した状態で出土した。

（時期）出土遺物から、時期の特定は困難である。なお

重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ１１住居跡→

ＳＴ１２住居跡→ＳＴ８１住居跡→ＳＧ１００の順序になると

見られる。

ＳＴ８１住居跡（図版１８、写真図版９、１０）

ＳＴ８１住居跡は、調査区南側のＸ１０－Ｙ１３・Ｘ１０－Ｙ

１４・Ｘ１１－Ｙ１３・Ｘ１１－Ｙ１４区に位置する。北西壁はＳ

Ｔ１２住居跡、北東壁はＳＴ８４住居跡と重複しており、本

住居跡が両者を切って構築されている。（平面形）短軸

５．４～５．５ｍ、長軸６．５～６．９ｍの方形で、南東壁をカマド

と見た場合、主軸方向はＮ－１１７°－Ｅにある。（堆積土）

覆土の層厚は１０㎝程度で、暗褐色微砂シルト質土等が堆

積するが、耕作による溝状の削平を受けている。（壁面）

壁高は５～１０㎝を測り、壁は外傾して僅かに立ち上がる。

（床面）全面に床が貼られており、南東側に炭の集中が

見られ、掘り方は比較的平坦で、ＳＴ８４住居跡の床面よ

りも僅かに低い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カ

マド）南東壁のやや南寄りに焼土・炭の集中が認められ

ることから、該域に構築されたと想定されるが、煙道部・

袖部は検出できなかった。（出土遺物）掲載遺物なし。

（時期）出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、

古代の所産と考えられる。切り合い関係から本住居跡が、

ＳＴ１２住居跡とＳＴ８４住居跡より新しいと見なされる。

ＳＴ８４住居跡（図版１８、１３７－２、写真図版９）

ＳＴ８４住居跡は、調査区南側のＸ１１－Ｙ１４区に位置す

る。殆どがＳＴ８１住居跡に切られており、北隅のコーナー

を残すのみである。（平面形）各壁が削平されたため、

規模は判然としないが、形状は方形と推測され、北東壁

ラインから推定した主軸方向は、Ｎ－１３０°－Ｅにある。

（堆積土）覆土の層厚は５㎝程度で、暗褐色シルト質土

が堆積する。（壁面）壁高は５㎝を測り、壁は垂直に近

い角度で立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は

認められず、ＳＴ８１住居跡の床面よりも僅かに高い。（柱

穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。（出土

遺物）床面直上から、須恵器坏（図版１３７－２）と砥石

が出土した。（時期）出土遺物から、９世紀代の住居跡

と考えられる。切り合い関係から、本住居跡がＳＴ８１住
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居跡よりも古いと見なされる。

ＳＴ９１住居跡（図版１９、１３７－３～１０、写真図版１３）

ＳＴ９１住居跡は、調査区南側のＸ１３－Ｙ１１・Ｘ１３－Ｙ

１２・Ｘ１４－Ｙ１２区に位置する。住居跡の北西側は調査区

外となっており、南東半分を調査したのみである。ＳＴ

８６住居跡を切って構築されているが、当初ＳＴ８６住居跡

として調査され、その下部から本住居跡が検出された。

（平面形）南東壁から一辺５ｍの方形と推測され、北東

壁と南西壁から見た主軸方向は、Ｎ－４５°－Ｗにある。

（堆積土）覆土の層厚は４０㎝を測り、上位に黒褐色微砂

シルト質土、下位に暗褐色微砂シルト質土が堆積する。

（壁面）壁高は２５～４０㎝を測り、壁は外傾して立ち上が

る。（床面）全面に褐色微砂シルト質土の床が貼られて

おり、掘り方は比較的平坦である。ＳＴ８６住居跡の床面

よりも１５～２０㎝程度低い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検

出。（カマド）未検出。（出土遺物）覆土から土師器�

（図版１３７－３・４）、須恵器坏（図版１３７－６・７）、須

恵器高台坏（図版１３７－８・９）、須恵器長頸瓶（図版１３７

－１０）が出土した。その中でも、線刻土器（図版１３７－

７）と「文」と明記された墨書土器（図版１３７－８）の

出土が特記される。（時期）出土遺物から、８世紀後半

の住居跡と考えられる。切り合い関係から、本住居跡が

ＳＴ８６住居跡より新しいと見なされる。

ＳＴ８６住居跡（図版１９、写真図版１３）

ＳＴ８６住居跡は、調査区南側のＸ１２－Ｙ１２・Ｘ１３－Ｙ

１１・Ｘ１３－Ｙ１２区に位置する。ＳＴ９１住居跡から大きく

切られており、南東壁から南西壁に沿ってＬ字形に残存

するのみで、北西壁は調査区外となる。（平面形）南東

壁から一辺３．３ｍの方形と推定され、残存壁から見た主

軸方向はＮ－５０°－Ｗにあり、ＳＴ９１住居跡とほぼ同等

となる。（堆積土）覆土の層厚は２０㎝を測り、暗褐色微

砂シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は２０㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がるが、南西壁は段を有して立ち上

がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められず、Ｓ

Ｔ９１住居跡の床面よりも、１５～２０㎝程度高い。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。（出土遺物）掲

載遺物なし。（時期）遺物が少なく、時期の特定は困難

であるが、古代の所産と考えられる。切り合い関係から、

本住居跡がＳＴ９１住居跡よりも古いと見なされる。

ＳＴ１８６住居跡（図版１９、１８５－１～７、１８６－１～１１、

１９３－１、写真図版１７）

ＳＴ１８６住居跡は、調査区中央の南側のＸ１６－Ｙ１８・

Ｘ１６－Ｙ１９・Ｘ１７－Ｙ１８・Ｘ１７－Ｙ１９区に位置する。住

居跡の西側には、幅７０㎝の溝跡が並行する様に掘り込ま

れており、西にＳＴ１５住居跡、東に須川の旧河道（ＳＧ

１７１）が近接しており、南東壁の東側は河道により削平

を受けている。（平面形）横軸４．６ｍ、縦軸４．６～４．８ｍの

方形で、主軸方向はＮ－４０°－Ｅにある。（堆積土）覆

土の層厚は１５㎝を測り、暗褐色・黒褐色砂質シルト質土

が堆積する。（壁面）壁高は１５～２５㎝を測り、壁は外傾

して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認め

られず、東側に炭の集中が見られる。（柱穴）未検出。（壁

溝）未検出。（カマド）煙道部・袖部・燃焼部が検出さ

れ、カマド及びその周囲から遺物が多く出土した。（出

土遺物）カマドから土師器甕（図版１８６－２）、右袖脇の

ピットから土師器甕（図版１８６－１）と土師器坏（図版

１８５－２）が出土した。覆土からは土師器坏（図版１８５－

１・３・４）、土師器甕（図版１８５－５～７、１８６－３・

４）、須恵器蓋（図版１８６－５）、須恵器坏（図版１８６－６

～８）、須恵器高台坏（図版１８６－９）、須恵器甕（図版

１８６－１０）、須恵器壺（図版１８６－１１）が出土した。関東

系土師器３点（図版１８５－１・２・４）と土錘（図版１９３

－１）の出土が特記される。（時期）出土遺物から、８

世紀中葉の住居跡と考えられる。重複関係にある溝跡が

新しいと思われるが、土層断面から有益な情報を引き出

すことができなかった。

ＳＴ７７住居跡（図版２０、１３８－１～６、１３９－１～７、１４０

－１～１１、１４１－１～５、写真図版１２）

ＳＴ７７住居跡は、調査区南側のＸ１３－Ｙ１２・Ｘ１３－Ｙ

１３・Ｘ１４－Ｙ１２・Ｘ１４－Ｙ１３区に位置する。カマド煙道

部の先端がＳＴ７６住居跡に切られ、西にＳＴ８６・９１住居

跡が近接する。（平面形）横軸４．４ｍ、縦軸４．３ｍの方形

で、主軸方向はＮ－３６°－Ｅにある。（堆積土）覆土の

層厚は２０～３０㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）

壁高は２０㎝を測り、壁は緩い角度で立ち上がる。（床面）

全面に黒褐色シルト質土の床が貼られ、硬化しており、

掘り方はやや起伏を有する。（柱穴）住居跡内からピッ

ト７基が検出されたが、柱穴を特定することはできない。

（壁溝）未検出。（カマド）北東壁のやや東寄りに構築さ

れており、煙道部・袖部・燃焼部が検出され、遺物が多
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く出土した。（出土遺物）カマドから土師器甕７点（図

版１３８－１・３・５、１３９－１・３～５）、須恵器蓋（図

版１３９－７）、須恵器坏３点（図版１４０－２～４）、須恵器

高台坏（図版１４１－４）、右袖部脇から須恵器高台坏（図

版１４１－３）が出土し、その他に覆土から土師器甕（図

版１３８－２・４・６、１３９－２）、須恵器蓋（図版１３９－７）、

須恵器坏（図版１４０－１・５～１０）、須恵器高台坏（図版

１４０－１１、１４１－１・３）、須恵器甕（図版１４１－５）が出

土した。その中で、墨書土器２点（図版１４０－１１、１４１－

１）の出土が特記される。（時期）出土遺物から、８世

紀中葉の住居跡と考えられる。切り合い関係から、本住

居跡がＳＴ７６住居跡よりも新しいと見なされるが、煙道

部先端の微妙な切り合い関係でしかない。

ＳＴ７４住居跡（図版２１、１４１－６～８、１４２－１～５、１４３

－１～７、写真図版１２、１４）

ＳＴ７４住居跡は、調査区南側のＸ１５－Ｙ１３・Ｘ１５－Ｙ

１４区に位置する。南側をＳＴ７６住居跡に切られ、西側は

調査区域外となる。カマドが２基構築されており、北東

に伸びたＥＬ２１３が古く、南東に伸びたＥＬ２１４が新しい

と考えられる。（平面形）形状は方形と思われるが、規

模は判然としない。なお、ＥＬ２１４煙道部から見た主軸

方向はＮ－１２°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は２０

㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁高

は２０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）平坦

で、硬化面や貼床は認められないが、炭の集中箇所が存

し、ＳＴ７６住居跡の床面とほぼ同等である。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）北東に伸びたＥＬ２１３

は、煙道部のみの検出で、被熱の度合いも少なく、使用

頻度が少なかったと判断される。南東に伸びたＥＬ２１４

は、煙道部・袖部・燃焼部が検出され、遺物が多く出土

した。このことから、後者が付け替えられたと考えられ

る。（出土遺物）遺物の殆どが、ＥＬ２１４とその周辺から

出土した。図示したのは、土師器甕９点（図版１４１－７・

８、１４２－１～５、１４３－１・２）、土師器坏（図版１４１－

６）、須恵器蓋（図版１４３－３）、須恵器坏（図版１４３－４

～６）、須恵器高台坏（図版１４３－７）である。（時期）出

土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。切り合

い関係から、本住居跡がＳＴ７６住居跡よりも古いと見な

される。

ＳＴ７６住居跡（図版２１、１４３－８、１４４－１～５、写真図

版１２～１４）

ＳＴ７６住居跡は、調査区南側のＸ１４－Ｙ１３・Ｘ１４－Ｙ

１４・Ｘ１５－Ｙ１３区に位置する。ＳＴ７４住居跡を切ってお

り、南西壁の一部をＳＴ７７住居跡に切られている。（平

面形）横軸３．５ｍ、縦軸３．４ｍの方形で、主軸方向はＮ－

１２５°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は３０㎝を測り、

暗褐色シルト質土が水平に堆積する。（壁面）壁高は２０

㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）明確に粘

土を貼った痕跡は認められないが、硬化しており、炭化

物の集中が認められる。堆積土の最下層は薄く水平に堆

積しており、貼床の可能性も否定できない。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）南東壁の東寄りに構築

されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。土師

器甕（図版１４３－８）が逆位に据えられており、支脚に

使用されたと考えられる。（出土遺物）カマド及びその

周囲から土師器甕４点（図版１４３－８、１４４－１～３）、

須恵器坏（図版１４４－５）が出土した。なお土師器堝（図

版１４４－４）の出土位置は、判然としない。（時期）出土

遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。なお重複

した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ７４住居跡→ＳＴ

７６住居跡→ＳＴ７７住居跡の順序となるが、本住居跡とＳ

Ｔ７７住居跡との関係は微妙であると言わざるを得ない。

ＳＴ１３住居跡（図版２２、１４４－６～８、１４５－１～５、写

真図版１５）

ＳＴ１３住居跡は、調査区南側のＸ１３－Ｙ１６・Ｘ１３－Ｙ

１７・Ｘ１４－Ｙ１６・Ｘ１４－Ｙ１７区に位置する。北東壁はＳ

Ｔ７８住居跡に切られており、カマド煙道部の先端は須川

の旧河道（ＳＧ１７１）に接する。旧河道に並行して幅６０

㎝程度の溝跡が掘り込まれており、住居跡の東側と北西

壁が削平されている。（平面形）横軸５ｍ、縦軸５．４～５．５

ｍの方形で、主軸方向はＮ－１１７°－Ｅにある。（堆積土）

覆土の層厚は、２０～３０㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆

積する。（壁面）壁高は２０～３０㎝を測り、壁は外傾して

立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められ

ない。ＳＴ７８住居跡の床面より５～１０㎝高い。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）南東壁の中央に構築さ

れており、煙道部のみ検出された。（出土遺物）覆土か

ら土師器甕（図版１４４－７）、須恵器坏（図版１４５－１）、

須恵器高台坏（図版１４５－２・３）、須恵器壺（図版１４５

－４）、須恵器甕（図版１４５－５）が出土した。土師器�
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（図版１４４－６）はＳＴ７８住居跡、須恵器蓋（図版１４４－

８）はＳＸ５０７性格不明遺構と接合関係にある。（時期）

出土遺物から、８世紀代の住居跡と考えられる。切り合

い関係から、本住居跡がＳＴ７８住居跡よりも古いと見な

される。しかし土層断面図ｄ－ｄ’との整合性は得られ

ていない。

ＳＴ７８住居跡（図版２２、１４５－６～１２、１４６－１～８、１４７

－１～１０、１４８－１～１４、写真図版１５）

ＳＴ７８住居跡は、調査区南側のＸ１４－Ｙ１７・Ｘ１５－Ｙ

１７区に位置する。ＳＴ１３住居跡の北東壁を切っており、

旧河道に並行して幅６０㎝程度の溝跡が掘り込まれてお

り、住居跡の東側が削平されている。（平面形）横軸４．５

ｍ、縦軸５．５ｍの方形で、主軸方向はＮ－１５３°－Ｗにあ

る。（堆積土）覆土の層厚は２５～３０㎝を測り、暗褐色・

黒褐色砂質シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は２０～

３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がるが、一部緩く傾斜

して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認め

られず、ＳＴ１３住居跡の床面より５～１０㎝低い。（柱穴）

住居跡内からピット２基が検出されたが、柱穴は未検出。

（壁溝）未検出。（カマド）北東壁の東寄りに構築され、

煙道部と燃焼部が検出された。（出土遺物）住居跡内か

らは、多数の遺物が出土した。カマドから土師器甕６点

（図版１４５－１０・１１、１４６－５～８）、須恵器蓋（図版１４７

－３）、覆土から土師器�（図版１４５－６）、土師器蓋（図

版１４５－７）、土師器坏（図版１４５－８・９）、土師器甕（図

版１４５－１２、１４６－１～４）、土師器堝（図版１４７－１・２）、

須恵器蓋（図版１４７－４）、須恵器坏（図版１４７－５～１０、

１４８－１～６）、須恵器高台坏（図版１４８－７～１１）、須恵

器�（図版１４８－１２）、須恵器甕（図版１４８－１３）、須恵器

壺（図版１４８－１４）が出土した。墨書土器４点（図版１４７

－７～１０）の出土が特記される。（時期）出土遺物から、

９世紀代の住居跡と考えられる。切り合い関係から、本

住居跡がＳＴ１３住居跡よりも新しいと見なされる。しか

し土層断面図ｄ－ｄ’との整合性は得られていない。

ＳＴ１４住居跡（図版２３、１４９－１～８、１５０－１、写真図

版１６）

ＳＴ１４住居跡は、調査区南側のＸ１６－Ｙ１５区に位置す

る。南西にはＳＴ７４住居跡が近接しており、住居跡の周

囲には柱痕を有するピット群が検出されている。北西隅

のコーナーは、調査区西壁の排水溝により削平されてい

る。（平面形）横軸３．６ｍ、縦軸３．２ｍの方形で、主軸方

向はＮ－１６７°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は１５㎝

を測り、凹レンズ状に堆積し、東・西・北壁に黒褐色シ

ルト質土が認められた。（壁面）壁高は１５㎝を測り、壁

は外傾して立ち上がり、東壁に自然礫が検出された。（床

面）平坦で、硬化面や貼床は認められず、カマド付近に

焼土が集中している。（柱穴）北東隅にピット１基を検

出したが、柱穴は未検出。（壁溝）未検出。（カマド）煙

道部と燃焼部を検出した。（出土遺物）カマド周囲から

土師器甕（図版１４９－２）、須恵器坏（図版１４９－３）、須

恵器甕（図版１４９－７）、煙道部先端から土師器甕（図版

１４９－１）と須恵器甕（図版１４９－８）が出土した。また

床面直上から須恵器坏（図版１４９－４）、覆土から須恵器

高台坏（図版１４９－５）が出土した。（時期）出土遺物か

ら、９世紀代の住居跡と考えられる。

ＳＴ１５住居跡（図版２４、１５０－２～６、１５１－１～４、写

真図版１６）

ＳＴ１５住居跡は、調査区南側Ｘ１６－Ｙ１７・Ｘ１６－Ｙ

１８・Ｘ１７－Ｙ１７・Ｘ１７－Ｙ１８に位置する。東にＳＴ１８６

住居跡が近接し、西隅コーナーはピット（ＥＰ２０１）に

切られている。（平面形）横軸４．４～４．６ｍ、縦軸４．５～５

ｍの方形で、主軸方向はＮ－１３２°－Ｅにある。（堆積土）

覆土の層厚は４５～５０㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。

（壁面）壁高は３０～４０㎝を測り、壁は外傾して立ち上が

るが、一部は段を有して立ち上がる。（床面）平坦で、

硬化面や貼床は認められない。（柱穴）住居内には浅い

土坑２基とピット１０基を検出したが、柱穴を特定するこ

とはできない。（壁溝）未検出。（カマド）南東壁に２基

のカマドが構築されており、やや東寄りがカマド１、南

寄りがカマド２となる。カマド１は煙道部と燃焼部が検

出された。被熱の度合いが少なく、袖部が確認できなかっ

た。カマド２は袖部と燃焼部が検出され、煙道部は河川

作用のため検出できなかった。このことからカマド１を

廃棄し、カマド２を付け替えたと考えられる。（出土遺

物）カマド１付近から土師器坏（図版１５０－２）と土師

器甕（図版１５０－５）、カマド２付近から土師器甕２点（図

版１５０－６、１５１－１）、覆土から土師器坏（図版１５０－３）、

須恵器蓋（図版１５１－２）、須恵器高台坏（図版１５１－３）、

須恵器壺（図版１５１－４）、住居内のピットから土師器甕

（図版１５０－４）が出土した。（時期）出土遺物から、７
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世紀末～８世紀初頭の住居跡と考えられる。

ＳＴ７２住居跡（図版２５、１５１－５～８、１５２－１～４・６

～１０、１５３－１～１３、１５４－１～１５、１５５－１～７、写真図

版１８、１９）

ＳＴ７２住居跡は、調査区中央の南側のＸ１８－Ｙ２０・Ｘ

１９－Ｙ１９・Ｘ１９－Ｙ２０・Ｘ１９－Ｙ２１・Ｘ２０－Ｙ２０区に位

置する。住居跡は須川旧河道（ＳＧ１７１）に並行する溝

跡により削平を受けており、西壁はＳＴ７３住居跡、カマ

ド煙道部はＳＴ２０住居跡に切られている。東壁にカマド

が２基構築されており、南壁東側は張り出し、不整形と

なる。（平面形）横軸６．３～７．３ｍ、縦軸６．４ｍの台形であ

るが、南壁東側はカマド２使用のため、張り出している

と推測されるが、その南壁は須川旧河道（ＳＧ１７１）に

接しており、形状は判然としない。北西壁のラインから

見た主軸方向はＮ－６５°－Ｅにある。（堆積土）覆土の

層厚は２０～３０㎝を測り、凹レンズ状に暗褐色微砂シルト

質土が堆積する。（壁面）壁高は２０～３５㎝を測り、壁は

外傾して立ち上がる。（床面）全面に暗褐色微砂シルト

質土の床が貼られており、焼土・炭の集中が認められ、

ＳＴ７３住居跡の床面より１０㎝低い。（柱穴）掘り方の調

査で、多数のピットを検出したが、ＥＰ２５７とＥＰ２５５が

３０㎝以上の深さを有しており、柱穴に相当すると考えら

れる。（壁溝）未検出。（カマド）東壁中央にカマド１、

東壁南寄りにカマド２が構築されている。カマド１は煙

道部と燃焼部が検出され、煙道部の付け根に礫が敷設さ

れていたが、焼土の集中や被熱の度合いが少ない。カマ

ド２は煙道部・袖部・燃焼部が検出され、焼土や炭化物

が厚く堆積していた。このことから、カマド１を廃絶し、

カマド２を付け替えたと推測される。なおカマド１の煙

道部は、ＳＴ２０住居跡の煙道部を壊したと考えられる。

（出土遺物）本住居跡内からは遺物が多く出土したが、

調査当初ＳＴ７３住居跡と明確に分離できなかったため、

提示資料の中にＳＴ７３住居跡出土の土器が３点（図版

１５１－９・１０、１５２－５）含まれている。ＳＴ７２住居跡の

カマドからは、土師器甕（図版１５１－７、１５２－７）、須

恵器坏（図版１５３－１３、１５４－５）、須恵器高台坏（図版

１５５－１）が出土したが、その内カマド２及びその周辺

から、土師器甕（図版１５２－６）、須恵器坏（図版１５３－

９、１５４－１）が出土した。また北西コーナー付近の覆

土からは、土師器甕（図版１５３－１・４）、須恵器坏（図

版１５３－１１・１２、１５４－４・６）、須恵器高台坏（図版１５４

－１４）が纏まって出土し、住居内のピットからは、土師

器甕（図版１５１－８、１５２－１・３・８・９、１５３－２）、

須恵器蓋（図版１５３－７）、須恵器坏（図版１５４－２・５・

７）、須恵器高台坏（図版１５５－２）が出土した。ＳＴ７２

住居跡とＳＴ７３住居跡で、土師器甕２点（図版１５２－１０、

１５３－３）が接合関係にある。なおカマドから出土した

須恵器高台坏（図版１５５－１）は、墨書土器である。（時

期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられ、切

り合い関係から、本住居跡がＳＴ７３住居跡とＳＴ２０住居

跡より新しいと見なされるが、出土土器から推測しても、

時期差はさほどないと思われる。

ＳＴ７３住居跡（図版２５、１５１－９・１０、１５２－５、１５５－８

～１２、写真図版１８）

ＳＴ７３住居跡は、調査区中央の南側のＸ１８－Ｙ１９・Ｘ

１９－Ｙ１９・Ｘ１９－Ｙ２０区に位置する。住居跡の北東側を

ＳＴ７２住居跡に切られ、南東壁は溝跡に削平されている。

南西に井戸跡（ＳＥ１８０）が近接する。（平面形）北東壁

と南東壁が削平されたため、規模は判然としないが、短

軸３．７ｍ以内、長軸５．３ｍ程度の方形と推測される。北西

壁のラインから見た主軸方向はＮ－２８°－Ｅにある。

（堆積土）覆土の層厚は１０～１５㎝を測り、暗褐色微砂シ

ルト質土が堆積する。（壁面）壁高は１０～１５㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）全面に褐色微砂シル

ト質土の床が貼られており、ＳＴ７２住居跡の床面より１０

㎝高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマド）未

検出。（出土遺物）調査当初ＳＴ７２住居跡と明確に分離

できなかったため、遺物の提示に混乱が生じている。覆

土から土師器甕３点（図版１５１－９・１０、１５５－８）、土

師器甑（図版１５２－５）、須恵器蓋（図版１５５－９）、須恵

器坏３点（図版１５５－１０～１２）が出土した。（時期）出土

遺物からの時期の特定は困難であるが、切り合い関係か

ら、本住居跡がＳＴ７２住居跡（８世紀後半）より古いと

見なされるが、出土土器からの時期差は、さほど見られ

ない。

ＳＴ２０住居跡（図版２５、１５６－１～１０、写真図版１８、１９）

ＳＴ２０住居跡は、調査区中央の南側のＸ２０－Ｙ２１・Ｘ

２０－Ｙ２２区に位置する。住居跡の北西壁を溝跡に削平さ

れ、カマドの煙道部はＳＴ７２住居跡の煙道部に壊されて

いる。（平面形）縦軸４．３ｍの方形で、北西壁が溝跡に削
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平されているため、横軸は判然としない。南東壁のライ

ンから見た主軸方向はＮ－１３５°－Ｗにある。（堆積土）

覆土の層厚は２０～２５㎝を測り、凹レンズ状に暗褐色微砂

シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は２５㎝を測り、壁

は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床

は認められないが、中央に炭の集中が見られる。（柱穴）

未検出。（壁溝）未検出。（カマド）南西壁の中央に燃焼

部のみ検出した。煙道部はＳＴ７２住居とのカマド煙道部

によって壊されたと推測される。（出土遺物）カマドか

ら土師器甕（図版１５６－１）と土師器堝（図版１５６－２）、

覆土から土師器堝（図版１５６－３）、須恵器蓋２点（図版

１５６－４・５）、須恵器坏５点（図版１５６－６～１０）が出

土した。（時期）出土遺物から、８世紀中葉の住居跡と

考えられ、切り合い関係から、本住居跡がＳＴ７２住居跡

よりも古いと見なされる。しかし出土土器からの時期差

は、さほど見られない。

ＳＴ１７住居跡（図版２６、１５６－１１・１２、１５７－１～５、写

真図版１９）

ＳＴ１７住居跡は、調査区中央の南側のＸ２０－Ｙ１９・Ｘ

２１－Ｙ１９区に位置する。北にＳＴ１３５住居跡、南にＳＴ

７２・７３住居跡が近接し、南西壁の一部は２００１年の試掘坑

で削平されている。（平面形）横軸３．４ｍ、縦軸３．１ｍの

方形で、主軸方向はＮ－５６°－Ｅにある。（堆積土）覆

土の層厚は２５～３０㎝を測り、凹レンズ状に暗褐色シルト

質土が堆積する。（壁面）壁高は２５～３０㎝を測り、壁は

外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は

認められない。（柱穴）住居跡内の四隅に径３０～４０㎝の

ピット（ＥＰ３２７・３２８・３２９・３３０）が検出されており、

柱穴と考えられる。（壁溝）未検出。（カマド）北東壁や

や東寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検

出され、左袖部から構築材として使用された土師器甕の

破片が出土した。（出土遺物）床面直上から土師器堝（図

版１５６－１２）と須恵器坏（図版１５７－１）、覆土から土師

器甕（図版１５６－１１）、須恵器坏（図版１５７－２～５）が

出土したが、その中で墨書土器（図版１５７－５）の出土

が特記される。（時期）出土遺物から、８世紀中葉の住

居跡と考えられる。

ＳＴ１３５住居跡（図版２７、２８、１５７－６～１２、１５８－１～

５、１５９－１～８、１６０－１～６、１６１－１～７、１６２－１

～１２、１９３－１５、写真図版２１）

ＳＴ１３５住居跡は、調査区中央の南側のＸ２１－Ｙ１８・

Ｘ２１－Ｙ１９・Ｘ２２－Ｙ１９区に位置する。東壁がＳＴ１９住

居跡を切っており、本住居跡の下位にはＳＴ１７８・１８２住

居跡が入れ子状に存している。北壁と西壁は調査区域外

となり、東にＳＴ１８住居跡、南にＳＴ１９住居跡が近接す

る。（平面形）東壁と南壁のみ検出したが、いずれもコ

－ナーまでは調査できず、規模は判然としないが、少な

くとも一辺５ｍ以上の方形と推定される。カマドが東壁

に構築されており、東壁のラインに直交する主軸方向は

Ｎ－７３°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は２０～３０㎝

を測り、覆土には炭や焼土の集中が顕著に認められる。

（壁面）壁高は２０～３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上が

る。（床面）全面に床が貼られており、焼土や炭の集中

が認められ、ＳＴ１９住居跡の床面より５～１０㎝程度高い。

またＳＴ１７８・１８２住居跡の床面との高低差は、本住居跡

の方が１０㎝程度高い。（柱穴）柱穴は判然としないが、

本住居跡に伴う土坑として、ＥＫ３１５（図版２８）が該当

する。同土坑は貼床下層から検出され、径１～１．２ｍの

不整形で、底面は起伏を有し、壁は緩く立ち上がる。（壁

溝）未検出。（カマド）東壁に構築されている。煙道部

の一部と袖部、燃焼部が検出された。（出土遺物）住居

跡内の東側から多量の遺物が出土したが、一部下位のＳ

Ｔ１７８・１８２住居跡（図版１５７－１１・１２、１６０－５、１６１－

４）や、切り合い関係にあるＳＴ１９住居跡（図版１５９－

８）と接合した土器も認められる。カマドからは土師器

甕（図版１５８－４、１５９－２）、覆土からは土師器坏（図

版１５７－６・８）、土師器�（図版１５７－１０）、土師器甕（図

版１５７－１１・１２、１５８－１～５、１５９－１・３～６・８、

１６０－１～６、１６１－１～５）、土師器堝（図版１６１－６・

７）、ミニチュア土器（図版１５９－７）、須恵器蓋（図版

１６２－１～３）、須恵器坏（図版１６２－４～７）、須恵器高

台坏（図版１６２－８）、須恵器稜�（図版１６２－９）、須恵

器�（図版１６２－１１）、須恵器甕（図版１６２－１２）、鉄鏃（図

版１９３－１５）、また貼床直下から検出されたＥＫ３１５から

は、土師器坏（図版１５７－９）、須恵器稜�（図版１６２－

１０）が出土した。住居跡内から出土した土器の中で、墨

書土器２点（図版１６２－１・７）の出土が特記される。

（時期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられ

る。切り合い関係から、本住居跡がＳＴ１７８・１８２住居跡

とＳＴ１９住居跡より新しいと推測されるが、後二者の新
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旧関係は判然としない。

ＳＴ１９住居跡（図版２７、１６３－１・２、写真図版２１）

ＳＴ１９住居跡は、調査区中央の南側のＸ２２－Ｙ１９・Ｘ

２２－Ｙ２０区に位置する。住居跡の南西半分をＳＴ１３５住

居跡に切られ、北西壁は調査区域外となり、東にＳＴ１８

住居跡が近接する。（平面形）一辺３ｍ以上の方形と推

測されるが、規模は判然としない。北東壁のラインから

見た主軸方向はＮ－３０°－Ｗにある。（堆積土）覆土の

層厚は２５㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁

高は２５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）平

坦で、硬化面や貼床は認められないが、炭の集中が見ら

れる。（柱穴）住居跡内からピット１基を検出したが、

柱穴は判然としない。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。

（出土遺物）覆土から須恵器坏（図版１６３－１）と須恵器

甕（図版１６３－２）が出土した。（時期）出土遺物が少な

く、時期の特定は困難である。切り合い関係から、本住

居跡がＳＴ１３５住居跡より古いと推測される。

ＳＴ１７８・１８２住居跡（図版２８、１８４－７～９、１９３－１３）

ＳＴ１７８・１８２住居跡は、調査区中央の南側のＸ２２－Ｙ

１９区に位置する。ＳＴ１３５住居跡の下位から検出され、

調査時の所見では、ＳＴ１７８・１８２住居跡のピットと出土

遺物が識別されたのみで、遺構図から両遺構を区分する

ことはできない。また南東壁にＳＴ１３５住居跡のＥＫ３１５

が掘り込まれている。（平面形）ＳＴ１３５住居跡内に入れ

子状に存し、方形を呈すると思われるが、規模について

は判然としない。（堆積土）記録がなく、判然としない。

（壁面）詳細は判然としない。（床面）床が貼られ、硬化

面や焼土の集中が認められる。（柱穴）住居跡内から

ピット３基を検出したが、柱穴は判然としない。（壁溝）

未検出。（カマド）未検出であるが、東壁付近の床面に

焼土が集中しており、また南西隅コ－ナーの外側では焼

け礫、ＥＫ３２１に焼土がブロック状に堆積していること

から、いずれかにカマドが構築された可能性も考えられ

る。（出土遺物）ＳＴ１７８住居跡として土師器甕２点（図

版１８４－７・８）、須恵器稜�（図版１８４－９）、ＳＴ１８２

住居跡として鉄鏃（図版１９３－１３）が出土した。（時期）

出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。切り

合い関係から、本住居跡がＳＴ１３５住居跡より古いと見

なされるが、ＳＴ１９住居跡との新旧関係は判然としない。

ＳＴ１８住居跡（図版２９、１６３－３～８、１６４－１～５、１９３

－１９、写真図版２０）

ＳＴ１８住居跡は、調査区中央の南側のＸ２１－Ｙ２０・Ｘ

２１－Ｙ２１・Ｘ２２－Ｙ２０・Ｘ２２－Ｙ２１区に位置する。東に

ＳＴ１０８住居跡、南にＳＴ１７住居跡、西にＳＴ１１９・１３５

住居跡が近接する。（平面形）横軸３．６～４ｍ、縦軸３．９

ｍの方形で、主軸方向はＮ－５２°－Ｗにある。（堆積土）

覆土の層厚は３０㎝を測り、暗褐色シルト質土が凹レンズ

状に堆積する。（壁面）壁高は２５～３０㎝を測り、壁は外

傾して立ち上がる。（床面）平坦で、住居跡中央に床が

貼られている。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマ

ド）北西壁のやや北よりに構築され、煙道部、袖部、燃

焼部が検出された。煙道部は幅５０㎝、長さ１．６ｍを測り、

右袖部脇にピットを検出した。（出土遺物）カマドから

土師器坏（図版１６３－３）、土師器甕（図版１６３－７、１６４

－２）、須恵器甕（図版１６４－５）、右袖部脇から土師器

甕２点（図版１６３－６・８）、床面直上から須恵器坏（図

版１６４－３）、覆土から土師器坏（図版１６３－４）、土師器

甕（図版１６３－５、１６４－１）、須恵器坏（図版１６４－４）、

環状金具（図版１９３－１９）が出土した。関東系土師器（図

版１６３－３）の出土が特記される。（時期）出土遺物か

ら、８世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ１１３住居跡（図版３０、１６４－６・７、１６５－１～６、１６６

－１～６、写真図版２３）

ＳＴ１１３住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２５－Ｙ２２・Ｘ

２５－Ｙ２３・Ｘ２６－Ｙ２２・Ｘ２６－Ｙ２３区に位置しており、

東にＳＴ１１２住居跡が近接する。（平面形）横軸４ｍ、縦

軸３．５ｍの方形で、主軸方向はＮ－４０°－Ｅにある。西

隅コーナーが緩くカーブしており、やや不整の方形とな

る。（堆積土）覆土の層厚は１０～２０㎝を測り、暗褐色細

砂質土が堆積する。（壁面）壁高は１５～２０㎝を測り、壁

は外傾して立ち上がる。（床面）全面に床が貼られ、硬

化しており、掘り方はやや起伏を有する。（柱穴）未検

出。（壁溝）未検出。（カマド）北東壁のやや北寄りに構

築されており、煙道部、袖部、燃焼部が検出され、カマ

ドから遺物が多く出土した。（出土遺物）カマド及びそ

の周囲から土師器甕６点（図版１６４－７、１６５－３・４、

１６６－１～３）、床面直上から土師器甕（図版１６４－６、

１６５－１・２・５）、須恵器蓋（図版１６６－４）、須恵器坏

（図版１６６－５・６）が出土した。（時期）出土遺物から、

８世紀後半の住居跡と考えられる。
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ＳＴ１１２住居跡（図版３０、１６６－７、写真図版２２）

ＳＴ１１２住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２５－Ｙ２３区に

位置しており、東にＳＴ１１１住居跡、西にＳＴ１１３住居跡

が近接する。（平面形）横軸３．９ｍ、縦軸３．４～３．８ｍの方

形で、主軸方向はＮ－１３４°－Ｅにある。南西壁は、溝

状の耕作痕により削平されている。（堆積土）覆土の層

厚は１５～２０㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆積するが、

耕作の攪乱が床面まで及んでいる。（壁面）壁高は１０～

２０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、

カマド周辺から住居跡中央にかけて炭の集中、またその

外縁に硬化面が認められる。（柱穴）未検出。（壁溝）未

検出。（カマド）南東壁のやや北寄りに構築され、煙道

部、袖部、燃焼部が検出された。煙道部は幅５０㎝、長さ

１．２ｍを測る。（出土遺物）カマドから土師器甕（図版１６６

－７）が出土した。（時期）出土遺物が少なく、時期の

特定は困難である。

ＳＴ１１１住居跡（図版３１、１６７－１～３、写真図版２２）

ＳＴ１１１住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２４－Ｙ２４区に

位置する。東にＳＴ１１４・１１５住居跡、北西にＳＴ１１２住

居跡が近接し、北西壁に沿って溝跡が掘り込まれている。

（平面形）横軸３．８～４ｍ、縦軸３．７ｍの方形で、主軸方

向はＮ－３４°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は１０～

２０㎝を測り、暗褐色・淡褐色砂質シルト質土が堆積する。

（壁面）壁高は１０～２５㎝を測り、壁は外傾して立ち上が

る。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められない。（柱

穴）壁に沿ってピットを検出したが、柱穴は特定できな

い。（壁溝）未検出。（カマド）北東壁やや南寄りに構築

されており、煙道部、袖部、燃焼部が検出された。（出

土遺物）カマドから須恵器坏（図版１６７－２）、南西壁際

から須恵器坏（図版１６７－３）が出土した。（時期）出土

遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ１１４住居跡（図版３２、１６７－４・５、１６８－１～６、写

真図版２４）

ＳＴ１１４住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２４－Ｙ２６区に

位置する。住居跡の南東半分は須川寄りの調査区域外に

あり、本住居跡がＳＴ１１５住居跡を切っている。（平面形）

北西壁のみ検出し、北東壁と南西壁は部分的であるため、

正確な規模・形状は不明だが、北西壁から一辺５．１ｍ程

度の方形で、主軸方向はＮ－３０°－Ｗと推定される。北

東壁は１ｍ程度で内側に入り込むが、本来そのまま延長

すると思われる。（堆積土）覆土の層厚は１０～３０㎝を測

り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は１０～２５㎝を

測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、床と

して褐色粘質シルト質土が貼られており、ＳＴ１１５住居

跡の床面よりも１０㎝低い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検

出。（カマド）判然としないが、北西壁中央に焼土が集

中し、その直上に土師器甕（図版１６７－４・５、１６８－１

～６）が纏まって出土したことから、カマドであった可

能性が考えられる。（出土遺物）上記の通り。（時期）切

り合い関係から、本住居跡がＳＴ１１５住居跡よりも新し

いと見なされるが、ＳＴ１１５住居跡の遺物が混在してお

り、時期は特定できない。

ＳＴ１１５住居跡（図版３２、１６９－１～４、写真図版２４）

ＳＴ１１５住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２４－Ｙ２６・Ｘ

２４－Ｙ２７・Ｘ２５－Ｙ２６・Ｘ２５－Ｙ２７区に位置する。ＳＴ

１１４住居跡に大きく切られており、東側は須川寄りの調

査区域外となる。（平面形）一辺が３ｍ程度の方形と思

われるが、東側はＳＴ１１４住居跡と調査区東壁のため判

然とせず、また北隅コーナーは試掘坑で削平を受けてい

る。北西壁ラインから見た主軸方向はＮ－４６°－Ｅにあ

る。（堆積土）覆土の層厚は１０㎝を測るが、詳細は不明。

（壁面）壁高は１０㎝程度で、壁は外傾して立ち上がる。

（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められず、ＳＴ１１４住

居跡の床面より１０㎝高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検

出。（カマド）北東壁に構築され、袖部の一部と燃焼部

が検出された。（出土遺物）カマドから須恵器坏（図版

１６９－３）、覆土から須恵器蓋（図版１６９－１）、須恵器坏

（図版１６９－２）、須恵器甕（図版１６９－４）が出土した。

（時期）切り合い関係からは、本住居跡がＳＴ１１４住居跡

（８世紀後半）より古いと見なされるが、ＳＴ１１４住居跡

の遺物が混在しており、時期は特定できない。

ＳＴ１１７住居跡（図版３２、１６９－５・６、写真図版２４）

ＳＴ１１７住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２６－Ｙ２７・Ｘ

２６－Ｙ２８・Ｘ２７－Ｙ２８区に位置する。北東壁と南東壁は

攪乱により削平され、ＳＴ１２７住居跡が入れ子状に重複

する。また住居跡内にも攪乱が及んでいる。（平面形）一

辺４ｍ程度の方形と推測され、北西壁のラインから見た

主軸方向はＮ－６２°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚

は１０～１５㎝を測り、砂質土・シルト質土が堆積する。（壁

面）壁高は１０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床
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面）平坦で、ＳＴ１２７住居跡直上には床が貼られ、焼土・

炭が集中し、北東壁、南東壁付近や南側床面は攪乱を受

けている。本住居跡の床面は、ＳＴ１２７住居跡より１０㎝

高い。（柱穴）住居跡内にピット３基が検出されたが、

柱穴は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。

（出土遺物）覆土から土師器甕２点（図版１６９－５・６）

が出土した。（時期）遺物が少なく、時期の特定は困難

であるが、古代の所産と考えられる。土層断面から見た

切り合い関係は判然としないが、本住居跡がＳＴ１２７住

居跡よりも新しいと見なされる。

ＳＴ１２７住居跡（図版３２、１６９－７～１０、写真図版２４）

ＳＴ１２７住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２６－Ｙ２８区に

位置する。ＳＴ１１７住居跡内に入れ子状に存し、南東壁、

南西壁は判然としない。（平面形）方形を呈し、ＳＴ１１７

住居跡よりも小規模と推定されるが、詳細は不明。北西

壁ラインから見た主軸方向はＮ－５０°－Ｅにある。（堆

積土）詳細は不明。（壁面）壁高は１０㎝を測り、壁は外

傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認

められず、南西側は攪乱を受けている。本住居跡の床面

は、ＳＴ１１７住居跡より１０㎝低い。（柱穴）北隅コーナー

に径６０～７５㎝の焼土粒を多く含むピットが検出された

が、柱穴は検出されていない。（壁溝）未検出。（カマド）

北隅コーナーのピットに焼土が見られることから、この

付近にカマドが構築されていた可能性が考えられる。

（出土遺物）覆土から土師器甕（図版１６９－７・８）、須

恵器蓋（図版１６９－９）、須恵器坏（図版１６９－１０）が出

土した。（時期）出土遺物から、時期を特定することは

困難である。土層断面から見た切り合い関係は判然とし

ないが、本住居跡がＳＴ１１７住居跡より古いと見なされ

る。

ＳＴ１１６住居跡（図版３３、１６９－１１、１７０－１～７、写真

図版２５）

ＳＴ１１６住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２６－Ｙ２６・Ｘ

２６－Ｙ２７・Ｘ２７－Ｙ２６・Ｘ２７－Ｙ２７区に位置する。東に

ＳＴ１１７住居跡、北東にＳＴ１１８住居跡、南にＳＴ１１５住

居跡が近接し、南東壁の一部と住居跡内は並行した溝跡

に切られている。（平面形）横軸５．７ｍ、縦軸５．６ｍの方

形で、主軸方向はＮ－４５°－Ｗにある。（堆積土）覆土

の層厚は５～１５㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆積する。

（壁面）壁高は５～１５㎝を測り、壁は外傾して立ち上が

る。（床面）床が貼られ、やや起伏を有しており、焼土・

炭の集中が認められる。耕作痕と思われる溝跡の掘り込

みが、床面まで及んでいる。（柱穴）未検出。（壁溝）北

東壁と南東壁の一部に、幅２０～３０㎝、深さ５～１５㎝の壁

溝が検出された。（カマド）北東壁の東寄りに構築され、

煙道部の一部と燃焼部が検出された。（出土遺物）カマ

ドから土師器甕２点（図版１７０－１・２）、床面直上から

土師器甕（図版１６９－１１）、須恵器坏（図版１７０－６・７）、

覆土から須恵器坏（図版１７０－３～５）が出土した。（時

期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ１１８住居跡（図版３４、１７０－８～１１、１７１－１～７、写

真図版２６）

ＳＴ１１８住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２７－Ｙ２７・Ｘ

２７－Ｙ２８・Ｘ２８－Ｙ２８区に位置する。住居跡の中央は北

西－南東に伸びる溝跡に切られており、北西隅と南東隅

が削平されている。南にＳＴ１１７住居跡、西にＳＴ１１６住

居跡が近接する。（平面形）北西隅と南東隅は失われて

いるが、一辺５ｍ程度の方形と推測され、東壁、西壁ラ

インから見た主軸方向はＮ－９°－Ｗにある。（堆積土）

覆土の層厚は１０～２０㎝を測り、凹レンズ状に堆積するが、

上面は耕作による攪乱を受けている。（壁面）壁高は１０

～２０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）全面

に黒褐色シルト質土が貼られている。（柱穴）住居跡内

からピット２基が検出されたが、柱穴は特定できない。

（壁溝）未検出。（カマド）東壁の南寄りに構築されてお

り、燃焼部のみ検出した。（出土遺物）カマドから土師

器甕（図版１７１－１）、ピットから須恵器坏（図版１７１－

４）、覆土から土師器堝か甕（図版１７１－２）、須恵器蓋

（図版１７１－３）、須恵器双耳坏（図版１７１－５）、須恵器

甕（図版１７１－６・７）が出土した。（時期）出土遺物か

ら、時期を特定することは困難である。切り合い関係か

ら、本住居跡が溝跡より古いと見なされる。

ＳＴ１２１住居跡（図版３５、１７３－４～６、写真図版２８）

ＳＴ１２１住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ３０－Ｙ２７・Ｘ

３０－Ｙ２８区に位置する。北東壁がＳＸ１２２性格不明遺構

と接しており、南西にＳＴ１２０住居跡が近接する。（平面

形）一辺３．５ｍの方形で、主軸方向はＮ－５９°－Ｗにあ

る。（堆積土）覆土の層厚は１５㎝を測り、凹レンズ状に

黒褐色粘質土が堆積する。（壁面）壁高は１５㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がるが、南西壁の一部は垂直に立ち
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上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められず、

ＳＸ１２２性格不明遺構の床面より１０㎝程度低い。（柱穴）

カマド付近にピット１基を検出したが、柱穴は特定でき

ない。（壁溝）未検出。（カマド）北西壁のやや西寄りに

構築されており、燃焼部のみが検出された。（出土遺物）

覆土下位から土師器坏２点（図版１７３－４・５）、土師器

甑（図版１７３－６）が出土した。（時期）出土遺物から、

８世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係は判然

としないが、本住居跡がＳＸ１２２性格不明遺構より新し

いと見なされる。

ＳＴ１２４住居跡（図版３５、写真図版２８）

ＳＴ１２４住居跡は、調査区中央の北側のＸ３０－Ｙ２９・

Ｘ３０－Ｙ３０・Ｘ３１－Ｙ３０区に位置し、東にＳＴ７０住居跡

が近接する。住居跡の壁溝と床面を検出したのみで、溝

状の耕作痕の削平を受けている。（平面形）一辺３．７～４

ｍの方形で、主軸方向はＮ－３５°－Ｅにある。（堆積土）

未検出。（壁面）壁高５㎝の壁溝の立ち上がりのみ検出。

（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められない。（柱穴）

未検出。（壁溝）幅１５㎝、深さ５㎝の壁溝を北東壁、南

東壁、南西壁で、部分的に検出された。（カマド）未検

出。（出土遺物）出土遺物なし。（時期）出土遺物がなく、

時期の特定は困難だが、古代の所産と考えられる。

ＳＴ１１９住居跡（図版３６、１７１－８・９、写真図版２６）

ＳＴ１１９住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２８－Ｙ２７・Ｘ

２９－Ｙ２７区に位置する。北にＳＴ１２０住居跡が接し、住

居跡の中央は北西－南東に伸びた溝跡（ＳＤ１２５）に切

られている。検出時にはほとんど床面に達しており、掘

り方まで掘り下げた。（平面形）短軸３．５ｍ、長軸３．７～

４．１ｍの方形で、主軸方向はＮ－４８°－Ｗにある。（堆積

土）詳細不明。（壁面）掘り方の壁高は５㎝程度で、壁

は外傾して立ち上がる。（床面）全面床を貼っていたと

想定され、掘り方は平坦である。（柱穴）住居跡の壁際

にピット２基を検出したが、柱穴は特定できない。（壁

溝）未検出。（カマド）未検出であるが、北西壁または

南東壁に構築されていたと推定される。（出土遺物）床

面から土師器甕（図版１７１－９）が出土した。（時期）出

土遺物から、時期を特定することは困難である。切り合

い関係から、本住居跡が溝跡（ＳＤ１２５）より古いと見

なされるが、隣接したＳＴ１２０住居跡との関係は判然と

しない。

ＳＴ１２０住居跡（図版３６、１７２－７～９、１７３－１～３、

写真図版２８）

ＳＴ１２０住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ２９－Ｙ２７・Ｘ

３０－Ｙ２７区に位置し、北東にＳＴ１２１住居跡、南にＳＴ

１１９住居跡が近接する。（平面形）短軸３．４ｍ、長軸３．７ｍ

の方形で、南西壁にカマドを想定した場合、主軸方向は

Ｎ－１６２°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は１０～１５㎝

を測り、黒褐色シルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁

面）壁高は１０～１５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。

（床面）全面に床が貼られており、硬化している。（柱穴）

住居跡内にピット３基を検出したが、柱穴は特定できな

い。（壁溝）未検出。（カマド）南西壁に焼土・炭の集中

が見られることから、この付近にカマドが構築されてい

たと想定される。（出土遺物）ＥＫ２６３から土師器甕２点

（図版１７２－７、１７３－１）、ＥＰ２６４から土師器甕（図版

１７２－８）、床面直上から須恵器双耳坏（図版１７３－３）、

覆土から土師器甕（図版１７２－９）、土師器堝（１７３－２）

が出土した。（時期）出土遺物から、８世紀後半～９世

紀前半の住居跡と考えられる。隣接したＳＴ１１９住居跡

との新旧関係は判然としない。

ＳＴ１２３住居跡（図版３６、１７１－１０・１１、１７２－１～６、

写真図版２７）

ＳＴ１２３住居跡は、調査区ほぼ中央のＸ３０－Ｙ２５・Ｘ

３０－Ｙ２６区に位置する。住居跡の北西半分は調査区域外

になっており、南西壁は溝跡（ＳＤ１２５）に接している。

（平面形）南東壁と北東壁・南西壁の一部が検出された

のみで、南東壁から３．５ｍ程度の方形と推定され、主軸

方向はＮ－１３５°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は１０

㎝を測り、暗褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁高

は１０～１５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）平

坦で、硬化面や貼床は認められない。（柱穴）カマド左

袖部脇にピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

（壁溝）未検出。（カマド）南西壁南寄りに構築されてお

り、袖部と燃焼部が検出された。煙道部は溝跡（ＳＤ１２５）

で壊されたと思われる。（出土遺物）カマドから、土師

器甕３点（図版１７１－１１、１７２－１・２）、須恵器坏（図

版１７２－５）、床面直上から、土師器甕（図版１７２－３）、

覆土から土師器甕（図版１７１－１０）、須恵器坏（図版１７２

－４・６）が出土した。（時期）出土遺物から、８世紀

後半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、本住居
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跡が溝跡（ＳＤ１２５）より古いと見なされる。

ＳＴ７０住居跡（図版３７、１７３－７・８、１７４－１～５、１７５

－１～６、写真図版２９）

ＳＴ７０住居跡は、調査区中央の北側のＸ３０－Ｙ３０・Ｘ

３０－Ｙ３１・Ｘ３１－Ｙ３１区に位置する。住居跡の南東半分

は調査区域外となっており、南西壁には直交するように

溝状の耕作痕が多数掘り込まれている。直下にＳＴ１３０

住居跡とＳＴ１３３住居跡が検出されたが、これらの住居

跡の廃絶後に本住居跡が構築された。（平面形）横軸６

～６．３ｍを測るが、縦軸は調査区域外に伸びているため

判然としない。形状は方形で、主軸方向はＮ－４０°－Ｗ

にある。（堆積土）覆土の層厚は３０～４０㎝を測り、暗褐

色・黒褐色砂質シルト質土が凹レンズ状に堆積する。

（壁面）壁高は３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。

（床面）全面に床が貼られており、ＳＴ１３０住居跡の床面

より２０㎝高い。（柱穴）住居跡内からピット３基が検出

されたが、この内ＥＰ２６６とＥＰ２６７は床面から５０㎝の深

さを測り、柱穴の可能性が高い。（壁溝）未検出。（カマ

ド）煙道部、袖部、燃焼部が検出された。煙道部は直交

するように溝状の攪乱を受けており、左袖部には心材と

して、火成岩が用いられている。（出土遺物）カマドか

ら土師器堝（図版１７３－８）、土師器甕（図版１７４－３）、

須恵器高台坏２点（図版１７５－３・４）、右袖部脇の床面

直上から土師器甕（図版１７４－１・２）、須恵器坏（図版

１７４－５、１７５－１）、覆土から土師器甕（図版１７４－４）、

須恵器坏（図版１７５－２）、須恵器高台坏（図版１７５－５）、

須恵器甕（図版１７５－６）が出土した。図版１７４－３は、

ＳＴ１３０住居跡やＳＤ１５８溝跡と接合関係にある。（時期）

出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。重複

した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ１３０住居跡→Ｓ

Ｔ１３３住居跡→ＳＴ７０住居跡の順序になると見られる。

ＳＴ１３０住居跡（図版３８、１７５－７～９）

ＳＴ１３０住居跡は、調査区中央の北側のＸ３０－Ｙ３０・

Ｘ３０－Ｙ３１・Ｘ３１－Ｙ３１区に位置する。住居跡の南東半

分は調査区域外となっており、ＳＴ７０住居跡の直下で検

出された。ＳＴ７０住居跡の直下で入れ子状に検出され、

形状・規模とも同様であったと想定される。ＳＴ７０住居

跡床面直下にＳＴ１３３住居跡の床面が検出され、その直

下が本住居跡の覆土となることから、同一場所に同じ規

模・形状の住居跡が３棟構築されたことになる。なおＳ

Ｔ１３３住居跡の南西壁は、本住居跡よりもやや外に張り

出すようである。（平面形）ＳＴ７０住居跡に同じ。（堆積

土）覆土の層厚は２０㎝を測り、暗褐色シルト質微砂が堆

積する。（壁面）壁高は１５㎝を測り、壁は外傾して立ち

上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ＳＴ７０住居跡の床面より２０㎝低い。（柱穴）本住居跡内

から深さ３０㎝のピット１基（ＥＰ２９１）を検出した。Ｅ

Ｐ２６６・２６７はＳＴ７０住居跡の柱穴である。（壁溝）南西

壁に幅１５㎝、床面からの深さ５㎝の壁溝が検出された。

（カマド）未検出。（出土遺物）覆土から土師器坏（図版

１７５－７）、土師器甕（図版１７５－８）、須恵器坏（図版１７５

－９）が出土した。図版１７５－７はＳＴ７０住居跡と接合

関係にある。（時期）出土遺物から、８世紀中葉の住居

跡と考えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い方か

らＳＴ１３０住居跡→ＳＴ１３３住居跡→ＳＴ７０住居跡の順序

になると見られる。

ＳＴ１３３住居跡（図版３８、１７５－１０・１１）

ＳＴ１３３住居跡は、調査区中央の北側のＸ３０－Ｙ３０・

Ｘ３０－Ｙ３１・Ｘ３１－Ｙ３１区に位置する。住居跡の南東半

分は調査区域外となっており、ＳＴ７０住居跡の直下で検

出され、その下位からはＳＴ１３０住居跡が検出された。

（平面形）ＳＴ７０住居跡と同じで、南西壁がＳＴ１３０住居

跡より僅かに張り出している。（堆積土）ＳＴ７０住居跡

貼床直下の炭化層からなるが、詳細は不明。（壁面）詳

細は不明だが、西隅コーナーの壁高は３０㎝を測り、壁は

外傾して立ち上がる。（床面）全面に黒褐色シルト質土

が貼られており、炭化層・焼土の集中が認められる。（柱

穴）未検出。（壁溝）土層断面から、南西壁に幅１０㎝程

度の壁溝の存していたことが窺われる。（カマド）未検

出。（出土遺物）須恵器蓋（図版１７５－１０）、須恵器坏（図

版１７５－１１）が出土したが、覆土が殆ど存しないことか

ら、いずれも床面出土と思われる。（時期）出土遺物か

ら、時期を特定することは困難である。重複した遺構の

新旧関係は、古い方からＳＴ１３０住居跡（８世紀中葉）→

ＳＴ１３３住居跡→ＳＴ７０住居跡（８世紀後半）の順序に

なると見られる。

ＳＴ６３住居跡（図版３９、１７５－１２～１５、１７６－１～１９、写

真図版３０、３２）

ＳＴ６３住居跡は、調査区中央の北側のＸ３１－Ｙ３２・Ｘ

３１－Ｙ３３・Ｘ３２－Ｙ３３区に位置する。東側は須川寄りの
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調査区域外となり、南壁は攪乱により削平されている。

第１次調査区域の北東端に当たり、西にＳＴ６４住居跡が

近接する。（平面形）方形と思われ、規模は判然としな

いが、西壁は５．５ｍ以上を測る。西壁ラインから見た主

軸方向はＮ－２２°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は

２５～３０㎝を測り、下位に黒褐色砂質シルト質土の炭化層

が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は２５㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）全面に床が貼られ、

中央は硬化しており、北側に炭の集中が見られる。掘り

方は起伏を有する。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カ

マド）検出できなかったが、南壁や東壁に構築されてい

た可能性がある。（出土遺物）床面直上から、土師器甕

（図版１７５－１２・１３）、須恵器蓋（図版１７５－１４・１５、１７６

－１・２・４・６）、須恵器坏（図版１７６－７・８・１１・

１２・１５）、須恵器高台坏（図版１７６－１７）が出土した。（時

期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ６８住居跡（図版３９、１７７－１～３、写真図版３６）

ＳＴ６８住居跡は、調査区中央の北側のＸ３６－Ｙ３０・Ｘ

３６－Ｙ３１区に位置し、北西壁は調査区域外になっている。

（平面形）長軸２．５ｍの方形と推測され、主軸方向はＮ－

３６°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は１５～２０㎝を測

り、黒褐色シルト質土が凹レンズ状に体積する。（壁面）

壁高は２０～２５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床

面）平坦で、硬化面や貼床は認められない。（柱穴）住

居跡内から、ピット１基（ＥＫ２９４）が検出されたが、

柱穴は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）北東壁

に構築されており、煙道部、袖部、燃焼部が検出された。

（出土遺物）カマド煙道部から須恵器壺（図版１７７－３）、

燃焼部から土師器甕（図版１７７－１）、覆土下位から須恵

器横瓶（図版１７７－２）が出土した。（時期）出土遺物か

ら、時期を特定することは困難である。

ＳＴ６４住居跡（図版４０、１７７－４～７、１７８－１～８、１７９

－１～９、写真図版３０、３３）

ＳＴ６４住居跡は、調査区中央の北側のＸ３２－Ｙ３１・Ｘ

３２－Ｙ３２区に位置し、北にＳＴ６６住居跡、東にＳＴ６３住

居跡、南西にＳＴ７０住居跡が近接する。（平面形）横軸

５．１～５．４ｍ、縦軸４．５ｍの方形で、平行四辺形となる。

主軸方向はＮ－１６９°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚

は３５～４０㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁

高は３０～４０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）

全面に床が貼られており、掘り方はやや起伏を有する。

カマド周辺には、焼土・炭の集中が広範囲に認められる。

（柱穴）四隅にピット４基（ＥＰ２９７・２９５・２９６・２９８）

が検出され、柱穴と想定される。いずれも床面からの深

さは１０～２０㎝と浅い。（壁溝）未検出。（カマド）南壁の

東寄りに構築されており、煙道部、袖部、燃焼部が検出

された。煙道部が幅４０㎝、長さ１．５ｍを測り、両袖には

礫が心材として使用されていた。（出土遺物）カマドか

ら土師器甕（図版１７７－４・７、１７８－１・２）、土師器

鉢（図版１７８－３）、須恵器蓋（図版１７８－６・８）、須恵

器坏（図版１７９－１・５）、床面直上から須恵器蓋（図版

１７８－５）、須恵器高台坏（図版１７９－８）、覆土から土師

器鉢（図版１７７－５・６）、須恵器蓋（図版１７８－７）、須

恵器坏（図版１７９－２～４・６）、須恵器高台坏（図版１７９

－７）、須恵器甕（図版１７９－９）が出土した。（時期）出

土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ６５住居跡（図版４１、１８０－１～１２、１８１－１～５、写

真図版３０、３４）

ＳＴ６５住居跡は、調査区中央の北側のＸ３３－Ｙ３１・Ｘ

３３－Ｙ３２・Ｘ３４－Ｙ３１・Ｘ３４－Ｙ３２区に位置する。第１

次調査区域の北東端に当たり、ＳＴ６６住居跡を切ってお

り、東にＳＴ５４２住居跡、南にＳＴ６４住居跡、西にＳＴ

１２９住居跡が近接する。（平面形）横軸５．８ｍ、縦軸６．７ｍ

の方形で、主軸方向はＮ－０°にある。（堆積土）覆土

の層厚は２５～３０㎝を測り、黒褐色シルト質土が凹レンズ

状に堆積する。（壁面）壁高は３０～４０㎝を測り、壁は外

傾して立ち上がる。（床面）住居跡の中央に床が貼られ

ており、ＳＴ６６住居跡の床面より１０㎝高い。（柱穴）Ｅ

Ｐ２９９・３０１・３１１が柱穴であり、北東柱穴はＥＰ３００また

はＥＰ３０７が相当するが、前者の可能性が高い。（壁溝）

未検出。（カマド）北壁のやや東寄りに構築されている。

煙道部と燃焼部が検出され、袖部は痕跡が見られたのみ

である。（出土遺物）カマド付近から土師器甕（図版１８０

－６）、ＥＰ３０７から土師器堝（図版１８０－７）、須恵器坏

（図版１８１－２）、南壁際床面から須恵器蓋（図版１８０－

１１）、覆土から土師器甕（図版１８０－１・３・５）、土師

器壺（図版１８０－８）、土師器鉢（図版１８０－９）、須恵器

蓋（図版１８０－１０・１２）、須恵器坏（図版１８１－１）、須恵

器稜�（図版１８１－３）、須恵器高台坏（図版１８１－４）、

須恵器壺（図版１８１－５）が出土した。この中で、墨書
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土器（図版１８１－２）の出土が特記される。（時期）出土

遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。切り合い

関係から、本住居跡がＳＴ６６住居跡より新しいと見なさ

れる。

ＳＴ６６住居跡（図版４１、１８４－１～３、写真図版３５）

ＳＴ６６住居跡は、調査区中央の北側のＸ３３－Ｙ３１・Ｘ

３３－Ｙ３２区に位置する。住居跡の北半はＳＴ６５住居跡に

切られ、南西隅は溝跡に切られている。東にＳＴ５４２住

居跡、南にＳＴ６４住居跡、西にＳＴ１２９住居跡が近接す

る。（平面形）横軸４．６ｍ、縦軸４ｍの方形で、主軸方向

はＳＴ６５住居跡と同様である。（堆積土）詳細不明。（壁

面）壁高は３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床

面）全面に１０～２０㎝程度の厚さで床を貼っている。ＳＴ

６５住居跡の床面より１０㎝低い。（柱穴）住居跡内から

ピット１基（ＥＰ３１０）が検出されたが、カマド脇の貯

蔵穴と思われる。（壁溝）南壁と西壁で、幅２０㎝、床面

からの深さ５㎝程度の壁溝が検出された。（カマド）北

壁の中央に構築され、煙道部と燃焼部が検出されたが、

煙道部はあまり被熱を受けていない。（出土遺物）カマ

ドから土師器坏２点（図版１８４－１・２）、ＥＰ３１１から

須恵器坏（図版１８４－３）が出土した。なおＥＰ３１１はＳ

Ｔ６５住居跡の柱穴と考えられており、遺物の帰属住居跡

については、問題が存している。また貯蔵穴と考えられ

るＥＰ３１０から、鉄製刀子（ＲＭ２５６）が出土した。（時

期）出土遺物から、７世紀後半の住居跡と考えられる。

切り合い関係から、本住居跡がＳＴ６５住居跡（８世紀後

半）より古いと見なされる。

ＳＴ１２９住居跡（図版４２、１８１－６～１２、１８２－１～６、

１９３－２０、写真図版３０、３１）

ＳＴ１２９住居跡は、調査区中央の北側のＸ３３－Ｙ３０・

Ｘ３４－Ｙ３０区に位置する。東にＳＴ６５・６６住居跡、南東

にＳＴ６４住居跡が近接し、北壁の一部はＳＸ１５３性格不

明遺構に切られている。周囲からは柱穴状のピットが多

く検出された。（平面形）横軸４．５ｍ、縦軸４．２ｍの方形

で、主軸方向はＮ－１０８°－Ｗにある。（堆積土）覆土の

層厚は５０～６０㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）

壁高は３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）全

面に褐色砂質シルト質土が、１５～２０㎝の厚さで貼られて

いる。（柱穴）住居跡の中央にピット１基（ＥＰ３０４）が

検出された。掘り方の調査でピットが数基検出されたが、

柱穴は特定できなかった。（壁溝）西壁と南壁の一部に、

幅１０～２０㎝、床面からの深さ１０㎝程度の壁溝が検出され

た。（カマド）東壁の南寄りに構築され、煙道部、袖部、

燃焼部が検出された。（出土遺物）カマド及びその周辺

から土師器甕５点（図版１８１－７～１１）、須恵器坏２点（図

版１８２－２・３）、北壁際床面直上から須恵器坏（図版１８２

－１）、覆土から土師器甕（図版１８１－６・１２）、須恵器

高台坏（図版１８２－４）、須恵器双耳坏（図版１８２－５）、

須恵器長頸壺（図版１８２－６）、鉄滓（図版１９３－２０）が

出土した。（時期）出土遺物から、９世紀代の住居跡と

考えられる。

ＳＴ１４５住居跡（図版４３、写真図版３７）

ＳＴ１４５住居跡は、調査区中央の北側のＸ３６－Ｙ３１・

Ｘ３６－Ｙ３２・Ｘ３７－Ｙ３２区に位置する。第１次調査区域

の北端に当たり、本住居跡がＳＴ６１住居跡とＳＴ１６１住

居跡を切っており、ＳＴ１６１住居跡の直上に、ほぼ同規

模の住居跡が構築されたことになる。（平面形）横軸４．５

ｍ、縦軸４．１ｍの方形で、主軸方向はＮ－１６１°－Ｅにあ

る。土層断面の観察では、下位のＳＴ１６１住居跡より本

住居跡の方が若干大きい。（堆積土）覆土の層厚は１０～

２０㎝を測り、黒褐色微砂シルト質土が堆積する。（壁面）

壁高は１０～１５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床

面）全面に灰黄褐色粘土が５～１０㎝の厚さで貼られてい

る。住居跡の中央に炭の集中が認められる。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）詳細不明。（出土遺物）

掲載遺物なし。（時期）出土遺物が少なく、時期の特定

は困難だが、古代の所産と考えられる。重複した遺構の

新旧関係は、古い方からＳＴ６１住居跡→ＳＴ１６１住居跡

→ＳＴ１４５住居跡の順序になると見られ、本住居跡が最

も新しい。

ＳＴ１６１住居跡（図版４３、写真図版３７）

ＳＴ１６１住居跡は、調査区中央の北側のＸ３６－Ｙ３１・

Ｘ３６－Ｙ３２・Ｘ３７－Ｙ３２区に位置する。第１次調査区域

の北端に当たり、本住居跡はＳＴ６１住居跡を切り、ＳＴ

１４５住居跡に切られており、本住居跡の直上にＳＴ１４５住

居跡が構築されたことになる。（平面形）横軸４．３ｍ、縦

軸４ｍの方形で、主軸方向はＮ－１６１°－Ｅにある。直

上のＳＴ１４５住居跡よりも若干規模が小さい。（堆積土）

覆土の層厚は２５～３５㎝を測り、黒褐色微砂シルト質土が

堆積する。（壁面）壁高は２０～３０㎝を測り、壁は外傾し
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て立ち上がる。（床面）全面に床が貼られており、ＳＴ

１４５住居跡の床面より３０㎝、ＳＴ６１住居跡の床面より２０

㎝程度低い。カマド周辺と住居内西側に炭化物の集中が

認められた。（柱穴）住居跡内からピット３基を検出し

たが、柱穴は特定できない。なおＥＰ３１８はＳＴ６１住居

跡の柱穴である。（壁溝）未検出。（カマド）煙道部、袖

部、燃焼部が検出された。煙道部は幅２０～２５㎝、長さ１．１

ｍを測る。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）出土遺物

が少なく、時期の特定は困難だが、古代の所産と考えら

れる。重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ６１住

居跡→ＳＴ１６１住居跡→ＳＴ１４５住居跡の順序になると見

られる。

ＳＴ６１住居跡（図版４３、１８２－７～１３、写真図版３７）

ＳＴ６１住居跡は、調査区中央の北側のＸ３６－Ｙ３１・Ｘ

３６－Ｙ３２・Ｘ３６－Ｙ３３・Ｘ３７－Ｙ３１・Ｘ３７－Ｙ３２・Ｘ３７

－Ｙ３３区に位置する。第１次調査区域の北端に当たり、

本住居跡はＳＴ１４５住居跡とＳＴ１６１住居跡に切られてい

る。（平面形）横軸６．６～６．８ｍ、縦軸７．１ｍの方形で、主

軸方向はＮ－１６６°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は

３０～３５㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高

は１５～３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）床

面に黒褐色微砂シルト質土が貼られている。（柱穴）Ｅ

Ｐ３１８・３３１～３３３のピット４基が、柱穴に相当する。い

ずれも床面から７０㎝以上掘り込まれ、底面は硬化してい

る。ＥＰ３３１では柱を抜き取った痕跡が観察され、ＥＰ

３３２では覆土内から礫が出土し、礎石として使用された

と推測される。（壁溝）西壁の一部に幅１５～２０㎝、床面

からの深さ５～１０㎝の壁溝が検出された。（カマド）煙

道部、袖部、燃焼部が検出された。左袖部には心材とし

て礫が用いられており、右袖部の残存状況は不良である。

（出土遺物）カマド周辺から須恵器蓋（図版１８２－９）、

須恵器坏（図版１８２－１０）、覆土から土師器甕（図版１８２

－７・８）、須恵器坏（図版１８２－１１・１２）、須恵器甕（図

版１８２－１３）が出土した。（時期）出土遺物から、８世紀

中葉の住居跡と考えられる。重複した遺構の新旧関係は、

古い方からＳＴ６１住居跡→ＳＴ１６１住居跡→ＳＴ１４５住居

跡の順序になると見られ、本住居跡が最も古い。

ＳＴ１０８住居跡（図版４４、写真図版２０）

ＳＴ１０８住居跡は、調査区中央の南側のＸ２１－Ｙ２１・

Ｘ２１－Ｙ２２・Ｘ２２－Ｙ２１・Ｘ２２－Ｙ２２区に位置する。西

にＳＴ１８住居跡、南にＳＴ２０住居跡が近接し、南東壁を

溝跡に切られ、カマドが想定される北東壁の一部も削平

されている。（平面形）短軸４．６ｍ、長軸５．１ｍの方形と

推測され、北東壁にカマドを想定した主軸方向はＮ－

３２°－Ｅにある。（堆積土）耕作による溝状の攪乱が多

く見られるが、層厚は２０～２５㎝を測り、黒褐色・暗褐色

シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は１０～２５㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼

床は認められないが、北東壁の東寄りに炭が集中する。

（柱穴）住居跡内からピット６基が検出されたが、柱穴

は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）検出されて

いないが、北東壁の東寄りに炭の集中が認められること

から、該域に構築されていた可能性が考えられる。（出

土遺物）掲載遺物なし。（時期）出土遺物が少なく、時

期の特定は困難だが、古代の所産と考えられる。

ＳＴ１６住居跡（図版４５、１８３－１～１０、写真図版１９）

ＳＴ１６住居跡は、調査区中央の南側のＸ１９－Ｙ１７・Ｘ

１９－Ｙ１８区に位置する。東にＳＴ７３住居跡、南東にＳＥ

１８０井戸跡が近接し、北東壁は２００１年の試掘坑で削平さ

れている。（平面形）横軸３．３～３．６ｍ、縦軸３．４ｍの方形

で、主軸方向はＮ－１３１°－Ｗにある。（堆積土）住居跡

の中央が試掘坑で掘削されたため、壁際で黒褐色シルト

質土の覆土が確認されたのみである。（壁面）壁高は１０

～１５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）ほぼ

全面に床として褐色粘質土が貼られている。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）煙道の北半は削平を受

けているが、煙道部、袖部（左側）、燃焼部が検出され

た。袖部には礫が心材として用いられていた。（出土遺

物）須恵器坏（図版１８３－８）を除いて、カマド及びそ

の周辺から、土師器甕４点（図版１８３－１～４）、須恵器

蓋３点（図版１８３－５～７）、須恵器高台坏（図版１８３－

９）、須恵器甕（図版１８３－１０）が出土した。（時期）出

土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。

３ 第１次調査の井戸跡

ＳＥ８０井戸跡（図版４６、１８７－８、写真図版３８）

ＳＥ８０井戸跡は、調査区南側のＸ１３－Ｙ１４区に位置し、

北東に海獣葡萄鏡（図版２３７－１１）が出土したＳＴ１８１住

居跡、南西にＳＴ８１住居跡が近接する。素掘井戸と推測

され、調査は湧水のため、北側半分を調査して終了した。
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（平面形）掘り方は径２．５ｍの略円形で、底面は径１ｍ程

度になると推測される。（堆積土）遺構検出面からの深

さは９０㎝を測り、覆土は凹レンズ状に堆積している。（壁

面）壁面は底面から外傾して立ち上がるが、途中段が作

り出される。（底部）掘り方の底面は平坦だが、東側に

傾斜しており、底部の施設は検出されていない。（出土

遺物）覆土から須恵器高台坏（図版１８７－８）が出土し

た。（時期）出土遺物が少なく、時期の特定は困難だが、

周囲の遺構との関係から、古代の所産と考えられる。

ＳＥ１８０井戸跡（図版４７、写真図版３８）

ＳＥ１８０井戸跡は、調査区中央の南側のＸ１８－Ｙ１９区

に位置し、北東にＳＴ７３住居跡、南にＳＴ１８６住居跡、

北西にＳＴ１６住居跡が近接する。素掘井戸と推測され、

調査は湧水のため、北側半分を調査して終了した。外周

には上屋施設の存在を窺わせるピットが検出された。

（平面形）掘り方は径３ｍの円形で、底面は径１ｍ程度

になると推測される。（堆積土）遺構検出面からの深さ

は９５㎝を測り、覆土は凹レンズ状に堆積している。（壁

面）壁面は底面から外傾して立ち上がるが、途中段が作

り出される。（底部）掘り方の底面は平坦で、底部の施

設は検出されていない。（出土遺物）掲載遺物なし。（時

期）出土遺物が少なく、時期の特定は困難だが、周囲の

遺構との関係から、古代の所産と考えられる。

４ 第１次調査の土坑

ＳＫ９０土坑（図版４８、１８８－３～７、１８９－１～８）

ＳＫ９０土坑は、調査区南端のＸ３－Ｙ３区に位置し、

西側は調査区域外となっている。一辺３．３ｍ程度の方形

の掘り込みと径１．１ｍの円形の土坑から構成される。前

者の遺構を後者が切っており、同時期の所産ではないが、

調査時に厳密に区分されず、同一遺構として処理された。

方形遺構は覆土の層厚が３０～４０㎝を測り、黒褐色微砂シ

ルト質土と褐色粘質シルト質土が凹レンズ状に堆積し、

底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。円形遺構は遺

構検出面からの深さは１．３５ｍを測り、底面は平坦で、壁

は垂直に立ち上がる。覆土として黒褐色微砂シルト質土

が堆積し、人為的に埋められたと推測される。（出土遺

物）覆土から土師器坏３点（図版１８８－３～５）、土師器

高台坏４点（図版１８８－６・７、１８９－１・２）、須恵器

坏４点（図版１８９－３～６）、須恵器高台坏（図版１８９－

７・８）が出土した。この中で墨書土器（図版１８９－３）

の出土が特記される。（時期）出土遺物から、９世紀代

の遺構と考えられる。

ＳＫ５０９土坑（図版４９、１８９－１０・１１）

ＳＫ５０９土坑は、調査区中央の南側のＸ１９－Ｙ１９・Ｘ

２０－Ｙ１９区に位置する。ＳＴ７３住居跡、ＳＴ７２住居跡と

重複するが、新旧関係は判然としない。短軸１．５ｍ、長

軸２ｍの楕円形で、底面は短軸１．１ｍ、長軸１．５ｍを測る。

遺構検出面からの深さは３５㎝で、南東に向かって浅くな

る。（出土遺物）底面直上から須恵器高台坏等（図版１８９

－１０・１１）が出土した。（時期）出土遺物から、時期の

特定は困難である。

５ 第１次調査のその他の遺構

ＳＸ８９性格不明遺構（図版７、１９０－４）

ＳＸ８９性格不明遺構は、調査区南端のＸ４－Ｙ４・Ｘ

４－Ｙ５区に位置する。ＳＴ１住居跡のカマド煙道と重

複関係にあり、新旧関係はＳＴ１住居跡を切っている。

長軸２．５ｍ、短軸２ｍの略楕円形の浅い掘り込みで、底

面は起伏に富むが、詳細は判然としない。（出土遺物）覆

土から土師器堝（図版１９０－４）が出土している。（時期）

出土遺物から８世紀代後半に比定され、切り合い関係か

ら、ＳＴ１住居跡より新しいと見なされる。

ＳＸ１０５性格不明遺構（図版１０）

ＳＸ１０５性格不明遺構は、調査区南側のＸ６－Ｙ６・

Ｘ６－Ｙ７区に位置する。ＳＴ５住居跡中央床面に掘り

込まれており、新旧関係は判然としない。開口部は径１．３

ｍ、底面は径１．２ｍの円形の掘り込みで、深さはＳＴ５

住居跡床面から７０㎝を測る。底面は平坦で、壁は垂直に

近い角度で立ち上がる。覆土は４層に区分され、水平に

堆積しており、壁面や底面は酸化鉄のため赤化が顕著に

認められた。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）出土遺

物が少なく、時期の特定は困難であるが、ＳＴ５住居跡

に付随した施設であった可能性も考えられる。

ＳＸ５０７性格不明遺構（図版４９、１９０－５～９、１９１－１

～１０、写真図版３９）

ＳＸ５０７性格不明遺構は、調査区南側のＸ１４－Ｙ１６・

Ｘ１５－Ｙ１６に位置し、東にＳＴ１３・７８住居跡が近接する。

長軸５．３ｍ、短軸３．５ｍの卵形の掘り込みで、深さは２０～

３０㎝を測る。底面は起伏を有し、凹レンズ状にシルト質
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土が堆積する。遺物が多量に出土したことから、土器捨

て場跡であったと考えられる。（出土遺物）覆土から土

師器坏（図版１９０－５）、土師器双耳坏（図版１９０－８）、

土師器蓋（図版１９０－７）、土師器甕（図版１９０－６・９、

１９１－１）、須恵器坏（図版１９１－２～９）、須恵器甕（図

版１９１－１０）が出土した。墨書土器２点（図版１９１－２・

３）の出土が特記される。（時期）出土遺物から、９世

紀代の住居跡と考えられる。

ＳＸ１２２性格不明遺構（図版３５）

ＳＸ１２２性格不明遺構は、調査区ほぼ中央のＸ３０－Ｙ

２８区に位置し、南西壁がＳＴ１２１住居跡の北西壁と接し

ている。一辺２ｍの方形で、当初住居跡として調査され

たが、規模が小さく、カマド、柱穴が検出されなかった

ことから、性格不明遺構に変更された。覆土の層厚は１０

㎝で、にぶい黄褐色シルト質土が堆積する。壁高は１０㎝

で、壁は外傾して立ち上がり、床は平坦でＳＴ１２１住居

跡の床面より１０㎝程度高く、南隅コーナーのみ高まりを

有する。（出土遺物）出土遺物なし。（時期）出土遺物が

なく、時期の特定は困難であるが、古代の所産と考えら

れる。切り合い関係は判然としないが、本遺構がＳＴ１２１

住居跡より古いと見なされる。

ＳＨ１７９合口甕棺（図版５０、１８７－９、１８８－１・２、写

真図版３８）

ＳＨ１７９合口甕棺は、調査区北側のＸ４２－Ｙ３６区に位

置しており、第２次調査区域に相当するが、第１次調査

期間中に発掘調査された。ＳＴ５７４住居跡に切られてお

り、北にＳＴ５８７住居跡、東にＳＴ５８６住居跡が近接する。

土坑は短軸０．６５ｍ、長軸１．４５ｍの楕円形で、長軸から見

た主軸方向はＮ－４５°－Ｗにある。遺構検出面からの深

さは１０～１５㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆積しており、

壁は緩い角度で立ち上がる。底面は多少起伏を有してお

り、土器は５㎝程度浮いて検出された。（出土遺物）土

坑内から３点の土器が出土したが、土師器甕（図版１８７

－９、１８８－１）同士が合わせ口となり、やや離れて北

側から土師器堝（図版１８８－２）が出土した。（時期）出

土遺物から、８世紀代の甕棺と考えられる。切り合い関

係から、本遺構がＳＴ５７４住居跡（７世紀末～８世紀初

頭）より新しいと見なされる。
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Ⅳ 第２次調査の成果

１ 第２次調査の概要

川前２遺跡の第２次調査は、平成１５年５月６日～１０月

３１日までの実働１２０日間で、３，０００㎡の面積で実施した。

表土除去については前年に完了しており、器材搬入後直

ぐに遺構検出と遺構調査に着手した。

第２次調査区は調査対象区域の北側（須川下流側）

で、細長い眼鏡状を呈した調査区域の左眼レンズの部分

に相当する。この区域は微高地となっており、住居跡が

密集しており、重複が著しく、竪穴住居跡６１棟、掘立柱

建物跡２棟、井戸跡１基などの遺構を検出した。竪穴住

居跡の殆どが奈良・平安時代の所産であったが、古墳時

代の竪穴住居跡は５棟（ＳＴ７０３住居跡の詳細は不明）

が検出された。

第２次調査区の東半（須川寄り）は須川の旧河道跡が

確認されており、埋没してかなり時間が経過した後に、

住居跡が構築されている。従って土層の状況が一様では

なく、遺構検出については困難を極めた。第２次調査区

の基本層序は、図版１１３に図示しているが、表土として

明黄褐色シルト質土（Ⅰ層）が２０㎝程度堆積し、その直

下が遺構検出面となる。Ⅱ層（にぶい黄褐色細砂質土）、

Ⅲ層（にぶい黄褐色シルト質土）、Ⅳ層（褐色シルト質

土）、Ⅴ層（褐色シルト質土）の順序で堆積している。

特にⅣ層は層厚５㎝程度の水平な堆積であり、水性作用

による層準と思われる。しかし地点毎に堆積の様相が異

なるのは、第１次調査区と同様である。平成２０年の第４

次調査では、第２次調査の遺構面を２０㎝程度掘り下げて

実施し、古墳時代の住居跡を多数検出すると共に、奈良・

平安時代の住居跡も新たに検出した。第２次調査区の遺

構検出面の海抜は、９２．７～９３．３ｍを測り、住居跡の分布

は第２次調査区域の全面に及んでいる。しかし調査区の

北端は、遺構の分布がやや希薄となる。

なお、遺構番号は第１次調査と同様に調査段階の番号

をそのまま踏襲し、記載は調査区南側から北に向かって

順次進めている。

２ 第２次調査の竪穴住居跡

ＳＴ５４２住居跡（図版５１）

ＳＴ５４２住居跡は、調査区中央の北側のＸ３３－Ｙ３３・

Ｘ３４－Ｙ３３区に位置する。第２次調査区の南端に当たり、

南にＳＴ６３住居跡、西にＳＴ６５住居跡が近接し、東西方

向に溝跡（ＳＤ５２７）が掘り込まれている。（平面形）長

軸４．３ｍ、短軸３．９ｍの方形で、床面積は１６．８㎡を測る。

東・西壁ラインから見た主軸方向はＮ－２２°－Ｅにあ

る。（堆積土）覆土の層厚は８㎝を測り、黒褐色シルト

質土が堆積する。（壁面）東壁の壁高は５㎝程度を測り、

壁は垂直に立ち上がるが、西壁は削平されている。（床

面）平坦で、硬化面や貼床は認められない。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）床面の北側に炭化物の

集中が見られたことから、北壁にカマドが構築された可

能性が考えられるが、詳細は不明である。（出土遺物）出

土遺物なし。（時期）出土遺物がなく、時期の特定は困

難だが、住居跡の特徴から古代の所産と考えられる。な

お切り合い関係から、本住居跡が溝跡（ＳＤ５２７）より

古いと見なされる。

ＳＴ５７０住居跡（図版５１）

ＳＴ５７０住居跡は、調査区の北側のＸ３９－Ｙ３５・Ｘ４０

－Ｙ３５区に位置している。攪乱により大きく削平され、

東壁が検出されたに過ぎず、住居跡であるかどうかは確

定できない。（平面形）住居跡とすると、一辺３．２ｍ以上

の方形と推定され、東壁ラインから見た主軸方向はＮ－

５°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は１５㎝を測り、

黒褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は１５～２０㎝

を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）詳細は不明

だが、炭の集中が認められる。（柱穴）未検出。（壁溝）

未検出。（カマド）未検出。（出土遺物）出土遺物なし。

（時期）出土遺物がなく、時期の特定は困難である。

ＳＴ５３５住居跡（図版５２、５３、１９４－１～１１、１９５－１、

２３８－７、写真図版４１）

ＳＴ５３５住居跡は、調査区中央の北側のＸ３５－Ｙ３５・

Ｘ３５－Ｙ３６・Ｘ３６－Ｙ３５・Ｘ３６－Ｙ３６区に位置する。東
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壁と南壁の一部は川寄りの調査区域外となっており、北

にＳＴ６４６住居跡が近接する。（平面形）長軸５ｍ、短軸

４．９ｍの方形で、床面積は２４．６㎡を測り、主軸方向はＮ

－１００°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は２０㎝を測

り、凹レンズ状に堆積しており、炭化材が認められる。

（壁面）壁高は２０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。

（床面）全面に床を貼っており、貼り替えている。中央

西寄りの旧床面上に炭化材・焼土塊が分布しており、

柱・天井材の可能性が考えられる。火災にあった後に埋

めて、床を貼り替えたと見られる。（柱穴）貼床を除去

したところ、西側の柱穴２基（ＥＰ２・３）を検出した

が、東側は特定できない。新床面の柱穴はＥＰ１・４と

想定される。なお北西隅のＥＰ５は深さが５５㎝を測り、

柱穴の可能性が考えられる。（壁溝）未検出。（カマド）

東壁の北寄りに構築され、煙道部、袖部、燃焼部が検出

された。煙道部の先端は調査区域外となっており、袖部

付近は被熱で脆くなった礫が散乱し、構築材であったと

思われる。貯蔵穴と推定されるＥＫ６には、大量の焼土

が含まれていた。（出土遺物）カマド及びその周辺から

土師器甕２点（図版１９４－１・３）、須恵器坏２点（図版

１９４－５・６）、覆土から土師器甕（図版１９４－２）、須恵

器蓋（図版１９４－４）、須恵器坏（図版１９４－６～９）、須

恵器高台坏（図版１９４－１０・１１）、柱穴のＥＰ１から鉄製

鍬（図版２３８－７）、貯蔵穴のＥＫ６から須恵器壺（図版

１９５－１）が出土した。（時期）出土遺物から、９世紀代

の住居跡と考えられる。

ＳＴ５４９住居跡（図版５４、５５、１９５－２～７、２３８－１７・

１９、写真図版４３）

ＳＴ５４９住居跡は、調査区中央の北側のＸ３６－Ｙ３４・

Ｘ３７－Ｙ３４・Ｘ３７－Ｙ３５区に位置する。第２次調査区の

南端に相当し、北にＳＴ６５４住居跡、東にＳＴ６４６住居跡、

西にＳＴ６１住居跡が近接し、住居跡の中央は２００１年の試

掘坑により削平されている。新旧の２面の床面が検出さ

れた。（平面形）長軸４．５ｍ、短軸４．６ｍの方形で、床面

積は２１．７㎡を測り、主軸方向はＮ－３１°－Ｗにある。（堆

積土）覆土の層厚は３０㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。

（壁面）壁高は２０～３０㎝を測り、壁は垂直に近い角度で

立ち上がる。（床面）新床面は全面に暗褐色粘質シルト

質土が貼られており、部分的に炭の集中が認められる。

旧床面は部分的に貼床で、褐色粘質シルト質土が貼られ

ている。（柱穴）柱穴は４基検出された。新住居跡の柱

穴がＥＰ２～５、旧住居跡の柱穴はＥＰ２・４・６・７

で、ＥＰ２・４が新旧住居跡の柱穴を兼ねている。（壁

溝）未検出。（カマド）北西壁の中央に構築されている

が、２００１年の試掘坑で削平を受け、残存状況は良好とは

言い難い。袖部と燃焼部が検出されたが、新住居跡に伴

うと考えられる。（出土遺物）新住居跡の床面から、土

師器坏（図版１９５－２）、土師器甕（図版１９５－４～７）、

鉄製品２点（図版２３８－１７・１９）が出土した。また旧住

居跡の床面直上から、土師器坏（図版１９５－２・３）が

出土したが、図版１９５－２は新旧住居跡同士で接合し、

図版１９５－６はＥＫ１内からも出土した。（時期）出土遺

物から、７世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ５５８住居跡（図版５６、５７、１９５－８・９、１９６－１～

８、写真図版４２、４３）

ＳＴ５５８住居跡は、調査区中央の北側のＸ３８－Ｙ３２・

Ｘ３８－Ｙ３３・Ｘ３９－Ｙ３２・Ｘ３９－Ｙ３３区に位置する。第

２次調査区の南端に相当し、北東にＳＴ５６０住居跡、東

にＳＴ６５４住居跡、南にＳＴ６１住居跡が近接し、北西壁

は調査区域外にある。新旧の２面の床面が検出されてい

る。（平面形）横軸４．４ｍの方形で、主軸方向はＮ－１２７°

－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は１０～１５㎝を測り、

暗褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は１５㎝を測

り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）新旧の床面とも

貼床となっている。新床面は黒褐色粘質シルト質土が５

㎝程度貼られており、炭の集中箇所が認められる。旧床

面は褐色粘質シルト質土が１０㎝程度貼られており、掘り

方は比較的平坦である。（柱穴）ＥＫ６と重複したピッ

トが柱穴に相当するが、その他の柱穴は特定できない。

（壁溝）未検出。（カマド）南東壁の東寄りに構築されて

おり、煙道部、袖部、燃焼部が検出された。煙道部の長

さは５６㎝で、急傾斜で立ち上がり、その先端からは土師

器甕４点（図版１９５－８・９、１９６－２・３）が出土した。

袖部付近では礫が出土しており、構築材として使用され

たと想定される。（出土遺物）カマドの煙道部について

は前記した通りである。住居跡の床面から土師器甕（図

版１９６－１）、ＥＰ１から須恵器高台坏（図版１９６－５）、

ＥＫ４から土師器甕（図版１９６－３）、ＥＰ２・ＥＫ３か

ら土師器甕（図版１９６－４）が出土した。カマド煙道部

から出土した図版１９５－８と図版１９６－２は、住居跡床
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面・覆土・ＥＫ６からも破片が出土した。（時期）出土

遺物から、９世紀代の住居跡と考えられる。

ＳＴ５５１住居跡（図版５８、１９７－１～４、写真図版４３）

ＳＴ５５１住居跡は、調査区中央の北側のＸ３７－Ｙ３６・

Ｘ３７－Ｙ３７・Ｘ３８－Ｙ３７区に位置する。東側をＳＴ５５２

住居跡に切られており、北にＳＴ５５３住居跡、西にＳＴ

５５０住居跡が近接する。（平面形）長軸３．９ｍ、短軸２．９ｍ

の方形で、床面積は１１．３㎡を測り、北東壁・南西壁ライ

ンから見た主軸方向はＮ－５５°－Ｗにある。（堆積土）

覆土の層厚は２０㎝を測り、にぶい黄褐色シルト質土が堆

積する。（壁面）壁高は１５～２０㎝を測り、壁は外傾して

立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められ

ないが、西側床面に炭の集中箇所が認められる。床面は

ＳＴ５５２住居跡よりも１０㎝程度低い。（柱穴）住居跡内か

らピット２基（ＥＰ１・２）が検出されたが、柱穴は特

定できない。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。ＥＰ１・

２の覆土に焼土塊・ブロックが含まれることから、ＳＴ

５５２住居跡との重複箇所に構築された可能性が考えられ

る。（出土遺物）床面から須恵器坏（図版１９７－３）、Ｅ

Ｐ１から土師器甕又は鉢（図版１９７－１）、覆土から土師

器甕（図版１９７－２）、須恵器壺（図版１９７－４）が出土

した。（時期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考

えられ、切り合い関係から、本住居跡がＳＴ５５２住居跡

よりも古いと見なされる。

ＳＴ５５２住居跡（図版５９、１９７－２、２３４－１８、２３５－１、

写真図版４３）

ＳＴ５５２住居跡は、調査区中央の北側のＸ３７－Ｙ３７・

Ｘ３７－Ｙ３８・Ｘ３８－Ｙ３７区に位置する。西側がＳＴ５５１

住居跡、南東壁がＳＫ６４７土坑を切っている。北にＳＴ

５５３住居跡、西にＳＴ５５０住居跡が近接し、東側は川寄り

の調査区域外となる。なおＳＫ６４７土坑は、径０．７５ｍ、

深さ１８㎝の略円形の土坑で、底面に焼土が堆積している。

（平面形）長軸３．５ｍ、短軸３．２ｍの方形で、床面積は１１．４

㎡を測り、主軸方向はＮ－１４８°－Ｗにある。（堆積土）

覆土の層厚は１０㎝を測り、暗褐色・褐色シルト質土が凹

レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は５～１０㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）ＳＴ５５１住居跡上に

は、黒褐色・褐色シルト質土の床が貼られている。（柱

穴）住居跡の中央からピット１基（ＥＰ１）が検出され

たが、柱穴は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）

南西壁の中央やや西寄りに構築されており、煙道の一部

と燃焼部が検出された。（出土遺物）住居跡中央のＥＰ

１から土師器甕（図版１９７－２）、住居跡の覆土から土玉

（図版２３４－１８）、砥石（図版２３５－１）が出土した。（時

期）出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、住

居跡の特徴等から古代の所産と考えられる。切り合い関

係から、本住居跡がＳＴ５５１住居跡とＳＫ６４７土坑より新

しいと見なされる。

ＳＴ５５０住居跡（図版６０、６１、１９７－５・６、１９８－１～

４、１９９－１～１１、２００－１～４、２３８－１、写真図版４４）

ＳＴ５５０住居跡は、調査区中央の北側のＸ３７－Ｙ３６・

Ｘ３８－Ｙ３６区に位置する。本住居跡はＳＴ６４６住居跡を

切り、北西隅はＳＴ６３５住居跡に切られている。東にＳ

Ｔ５５１住居跡、南にＳＴ５３５住居跡、西にＳＴ５４９住居跡

が近接する。（平面形）長軸３．８ｍ、短軸３．５ｍの方形で、

床面積は１３．３㎡を測り、主軸方向はＮ－１２０°－Ｅにあ

る。（堆積土）覆土の層厚は２０㎝を測り、凹レンズ状に

暗褐色・黒褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は

２０～３０㎝を測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。（床

面）黒褐色シルト質土が１０㎝程度の厚さで、全面に貼ら

れており、ＳＴ６４６住居跡の床面より１０㎝低い。（柱穴）

住居跡内からピット３基を検出したが、柱穴は特定でき

ない。（壁溝）未検出。（カマド）南東壁の南寄りに構築

され、煙道部、袖部、燃焼部が検出され、煙道部の付け

根は天井部が存しトンネル状を呈していた。袖部から土

師器甕が纏まって出土しており、構築材に使用されたと

考えられる。（出土遺物）カマドから土師器甕８点（図

版１９７－５・６、１９８－１～４、１９９－１・２）、須恵器坏

２点（図版１９９－１０・１１）、鉄鏃（図版２３８－１）、床面か

ら須恵器坏（図版１９９－５・１０）、須恵器壺（図版２００－

３）、須恵器甕（図版２００－４）、貯蔵穴であるＥＰ１か

ら土師器甕（図版１９７－６、１９９－１・２）が出土した。

墨書土器２点（図版１９９－９・１０）の出土が特記される

が、いずれもカマド周辺から出土した。（時期）出土遺

物から、９世紀代の住居跡と考えられる。重複した遺構

の新旧関係は、古い方からＳＴ６４６住居跡→ＳＴ５５０住居

跡→ＳＴ６３５住居跡の順序になると見られる。

ＳＴ６４６住居跡（図版６０）

ＳＴ６４６住居跡は、調査区中央の北側のＸ３７－Ｙ３５・

Ｘ３７－Ｙ３６・Ｘ３８－Ｙ３６区に位置する。東側を大きくＳ
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Ｔ５５０住居跡に切られており、東にＳＴ５５１住居跡、南に

ＳＴ５３５住居跡、西にＳＴ５４９住居跡が近接する。（平面

形）一辺３．９ｍ程度の方形と推測され、南西壁ラインか

ら見た主軸方向はＮ－４５°－Ｗにある。（堆積土）覆土

の層厚は１５㎝を測るが、詳細は不明。（壁面）壁高は１５

㎝を測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。（床面）詳

細は不明。ＳＴ５５０住居跡の床面より１０㎝高い。（柱穴）

未検出。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。（出土遺物）

掲載遺物なし。（時期）出土遺物が少なく、時期の特定

は困難であるが、住居跡の特徴等から古代の所産と考え

られる。重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ６４６

住居跡→ＳＴ５５０住居跡→ＳＴ６３５住居跡の順序になると

見られる。

ＳＴ６３５住居跡（図版６２、２００－５）

ＳＴ６３５住居跡は、調査区中央の北側のＸ３８－Ｙ３５・

Ｘ３８－Ｙ３６区に位置し、ＳＴ５５０住居跡の北西隅を切っ

ている。（平面形）長軸３．４ｍ、短軸３．２ｍの方形で、床

面積は１０．７㎡を測り、主軸方向はＮ－１０３°－Ｅにある。

（堆積土）覆土の層厚は１０～１５㎝を測り、暗褐色・褐色

シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は５～１５㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼

床は認められない。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カ

マド）東壁の北寄りに構築され、煙道の一部と燃焼部が

検出された。燃焼部に被熱で脆くなった礫が散布してい

たことから、構築材であったと考えられる。（出土遺物）

覆土から土師器坏（図版２００－５）が出土した。（時期）

出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、住居跡

の特徴等から古代の所産と考えられる。重複した遺構の

新旧関係は、古い方からＳＴ６４６住居跡→ＳＴ５５０住居跡

→ＳＴ６３５住居跡の順序になり、本住居跡が最も新しい

と見られる。

ＳＴ５５４住居跡（図版６２、２００－６・７、２０１－１～４、

写真図版４５、４６）

ＳＴ５５４住居跡は、調査区中央の北側のＸ３９－Ｙ３４区

に位置する。ＳＥ６５５井戸跡、ＳＴ５６０住居跡、ＳＴ６５１

住居跡、ＳＴ５５５住居跡と重複関係にあり、本遺構が後

三者を切っている。（平面形）長軸４．３ｍ、短軸４．２ｍの

方形で、床面積は１７．９㎡を測り、主軸方向はＮ－４°－

Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は１０～２０㎝を測り、暗

褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は５～２０㎝を

測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）全面に明黄褐

色粘質シルト質土が貼られており、ＳＴ５５５住居跡の床

面よりも１５～２０㎝高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。

（カマド）南壁のやや東寄りに構築され、煙道部、袖部、

燃焼部が検出された。煙道部の長さは１ｍで、緩やかな

傾斜で立ち上がる。（出土遺物）カマドから土師器甕４

点（図版２０２－１・２、２０３－１・２）、須恵器甕（図版

２０３－５）、覆土から土師器甕（図版２００－６）、須恵器坏

（図版２００－７、２０１－１・２）、須恵器甕（図版２０１－３・

４）が出土したが、図版２０２－１・２、２０３－１・２・５

はＳＴ５５５住居跡、図版２０１－１はＳＴ５３５住居跡、図版

２０１－４はＳＴ５３９住居跡と接合関係にある。墨書土器２

点（図版２００－７、２０１－２）の出土が特記される。（時

期）出土遺物から、９世紀代の住居跡と考えられる。重

複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＥ６５５井戸跡→

ＳＴ６５１住居跡→ＳＴ５６０住居跡→ＳＴ５５５住居跡→ＳＴ

５５４住居跡の順序になり、本住居跡が最も新しいと見ら

れる。

ＳＴ５５５住居跡（図版６３、６４、２０１－５～７、２０２－１～

６、２０３－１～６、２３７－８、写真図版４５）

ＳＴ５５５住居跡は、調査区中央の北側のＸ３９－Ｙ３３・

Ｘ３９－Ｙ３４・Ｘ３９－Ｙ３５・Ｘ４０－Ｙ３４区に位置する。Ｓ

Ｅ６５５井戸跡、ＳＴ５６０住居跡、ＳＴ６５１住居跡、ＳＴ５５４

住居跡と重複関係にあり、本住居跡はＳＴ５５４住居跡に

切られ、ＳＴ５６０住居跡を切っている。（平面形）長軸６．４

ｍ、短軸５．３ｍの方形で、床面積は３３．６㎡を測り、主軸

方向はＮ－１１０°－Ｅを測る。（堆積土）覆土の層厚は１０

～３０㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁

高は１０～３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）

全面に床が貼られており、ＳＴ５５４住居跡の床面よりも

１５～２０㎝低い。（柱穴）住居跡内にピット４基が検出さ

れたが、柱穴は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）

東壁の南寄りに構築され、煙道部、燃焼部が検出された

が、袖部の遺存状況は不良であった。煙道部の長さは１．３

ｍで、ほぼ水平に伸びており、先端から須恵器甕（図版

２０３－６）が出土した。（出土遺物）カマド周辺から、遺

物が多く出土した。カマドから土師器甕（図版２０２－２・

３、２０３－１）、土師器堝（図版２０３－３）、須恵器甕（図

版２０３－５）、覆土から土師器甕（図版２０１－６・７、２０２

－１～６、２０３－１・２）、須恵器甕（図版２０３－５）、鉄
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製鎌（図版２３７－８）、ＥＰ２から須恵器坏（図版２０３－

４）、ＥＰ３・５から土師器甕（図版２０１－５）が出土し

た。なお図版２０２－１・２・５、２０３－１・２・５はＳＴ

５５４住居跡と接合関係にある。（時期）出土遺物から、８

世紀後半の住居跡と考えられる。重複した遺構の新旧関

係は、古い方からＳＥ６５５井戸跡→ＳＴ６５１住居跡→ＳＴ

５６０住居跡→ＳＴ５５５住居跡→ＳＴ５５４住居跡の順序にな

ると見られる。

ＳＴ６５１住居跡（図版６５、６６、２０３－１０・１１、２０４－１～

３、２３４－９、写真図版４６）

ＳＴ６５１住居跡は、調査区中央の北側のＸ３８－Ｙ３４・

Ｘ３９－Ｙ３４・Ｘ４０－Ｙ３４区に位置する。ＳＥ６５５井戸跡、

ＳＴ５６０住居跡、ＳＴ５５５住居跡、ＳＴ５５４住居跡と重複

関係にあり、本住居跡はＳＴ５５４・５５５住居跡に切られ、

ＳＴ６５１住居跡を切っている。なお調査時は、本住居跡

の掘り方面をＳＴ６５４住居跡と呼称した。（平面形）西壁

は検出されていないが、横軸５．３ｍの方形と推定され、

北・南壁ラインから見た主軸方向はＮ－１０４°－Ｅにあ

る。（堆積土）覆土の上層はＳＴ５５５住居跡に削平されて

おり、下層のみが残存する。層厚は１０㎝を測り、暗褐色

シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は５～３５㎝を測り、

壁は垂直に近い角度で立ち上がる。（床面）全面に床が

貼られており、東壁に焼土・炭化物の集中が認められる。

（柱穴）住居跡内からピット８基が検出されたが、柱穴

は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）ＳＴ５５５住

居跡によって削平されたと思われるが、焼土の集中から

東壁に構築されたと推測される。（出土遺物）床面から

土師器坏（図版２０３－１０）、覆土から土師器甕（図版２０３

－１１）、須恵器坏（図版２０４－１・２）、須恵器甕（図版

２０４－３）、ＥＰ１から土玉（図版２３４－９）が出土した。

図版２０３－１０・１１は上位のＳＴ５５５住居跡と接合関係にあ

る。（時期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考え

られる。重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＥ６５５

井戸跡→ＳＴ６５１住居跡→ＳＴ５６０住居跡→ＳＴ５５５住居

跡→ＳＴ５５４住居跡の順序で、住居跡では本住居跡が最

も古いと見られる。

ＳＴ５６０住居跡（図版６７、写真図版４７）

ＳＴ５６０住居跡は、調査区中央の北側のＸ３９－Ｙ３３・

Ｘ４０－Ｙ３３・Ｘ４０－Ｙ３４区に位置する。南東壁はＳＴ５５５

住居跡に切られ、北西壁は調査区域外となる。（平面形）

短軸４．５ｍの方形と推測され、北東・南西壁ラインから

見た主軸方向はＮ－６０°－Ｅにある。（堆積土）覆土の

層厚は１０～１５㎝を測り、暗褐色・黒褐色シルト質土が堆

積する。（壁面）壁高は１０㎝を測り、壁は外傾して立ち

上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められない

が、炭化物の集中が見られる。ＳＴ５５５住居跡の床面よ

りも５～１０㎝高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カ

マド）未検出。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）出土

遺物が少なく時期の特定は困難であるが、古代の所産と

考えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳ

Ｅ６５５井戸跡→ＳＴ６５１住居跡→ＳＴ５６０住居跡→ＳＴ５５５

住居跡→ＳＴ５５４住居跡の順序になると見られる。

ＳＴ６１８住居跡（図版６８、２０３－７～９、写真図版６０）

ＳＴ６１８住居跡は、調査区北側のＸ４２－Ｙ３９・Ｘ４２－

Ｙ４０区に位置し、住居跡の密集地域で、多数の住居跡に

取り囲まれているが、他の住居跡との切り合いはない。

（平面形）長軸３．５ｍ、短軸３．３ｍの方形で、床面積は１１．６

㎡を測る。南東・北西壁から見た主軸方向は、Ｎ－２５°

－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は５０㎝を測り、凹レ

ンズ状に堆積する。（壁面）壁高は５０㎝を測り、壁は緩

い角度で立ち上がる。（床面）全面に床が貼られ、焼土、

炭の集中箇所が認められる。（柱穴）未検出。（壁溝）未

検出。（カマド）未検出。（出土遺物）覆土から、土師器

坏（図版２０３－７）、須恵器蓋（図版２０３－８）、須恵器横

瓶（図版２０３－９）が出土した。（時期）出土遺物から、

８世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ５５３住居跡（図版６９、２０４－４～７、２３８－６、写真

図版４７）

ＳＴ５５３住居跡は、調査区北側のＸ３８－Ｙ３７・Ｘ３８－

Ｙ３８・Ｘ３９－Ｙ３７・Ｘ３９－Ｙ３８区に位置し、北東にＳＴ

６１２住居跡、南西にＳＴ５５１・５５２住居跡が近接する。遺

構検出面は床面直上で、カマドのある南東壁の一部が検

出され、攪乱を受けており、平面プランは不明瞭である。

（平面形）長軸４．８ｍ、短軸４．３ｍの方形で、床面積は２０．６

㎡を測り、主軸方向はＮ－１２０°－Ｅにある。（堆積土）

床面直上で検出したため、覆土の詳細は不明。（壁面）カ

マド付近の壁高は５㎝程度で、その他の壁高は認められ

ない。（床面）詳細は不明。（柱穴）住居跡内からピット

２基が検出されたが、柱穴は特定できない。（壁溝）未

検出。（カマド）南東壁の中央に構築され、煙道部、袖
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部、燃焼部が検出されたが、左袖部は攪乱により削平さ

れている。（出土遺物）カマド周辺の床面から、土師器

甕２点（図版２０４－４・５）、須恵器蓋（図版２０４－６）、

須恵器坏（図版２０４－７）、鉄鏃（図版２３８－６）が出土

した。（時期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考

えられる。

ＳＴ６４８住居跡（図版６９、２０５－１、写真図版６０）

ＳＴ６４８住居跡は、調査区北側のＸ４１－Ｙ４０・Ｘ４１－

Ｙ４１・Ｘ４２－Ｙ４１区に位置する。本住居跡がＳＴ６１５住

居跡を切っており、南壁と東壁の一部は須川寄りの調査

区域外となる。（平面形）長軸４．４ｍ、短軸４．１ｍの方形

で、床面積は１８㎡程度と推定される。調査区域外の南壁

にカマドを想定し、西壁ラインから見た主軸方向はＮ－

１６６°－Ｗにある。（堆積土）土層断面の記録は貼床面の

みであったため、詳細は不明。（壁面）壁高は１５㎝程度

を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）全面に黄褐

色シルト質土が貼られ、南壁付近に焼土・炭の集中箇所

が認められる。掘り方はやや起伏を有する。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）床面の焼土・炭の集中

から、調査区域外の南壁に構築されたと想定される。（出

土遺物）床面から土師器甕（図版２０５－１）が出土した。

（時期）出土遺物が少なく時期の特定は困難であるが、

古代の所産と考えられる。切り合い関係から、本住居跡

がＳＴ６１５住居跡より新しいと見なされる。

ＳＴ５８４住居跡（図版７０、２０５－２～６、写真図版４８）

ＳＴ５８４住居跡は、調査区北側のＸ４０－Ｙ３６区に位置

し、東にＳＴ５８５住居跡、西にＳＴ５７０住居跡が近接する。

（平面形）長軸２．７ｍ、短軸２．６ｍの方形で、床面積は７．１

㎡を測り、主軸方向はＮ－１２５°－Ｅにある。（堆積土）

覆土の層厚は３５㎝を測り、暗褐色・黒褐色シルト質土が

凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は３０㎝を測り、壁

は外傾して立ち上がる。（床面）住居跡の中央に床が貼

られ、掘り方は起伏を有する。（柱穴）未検出。（壁溝）

未検出。（カマド）南東壁の東角に構築され、煙道部、

袖部、燃焼部が検出された。煙道部の長さは５３㎝で、急

傾斜で立ち上がる。（出土遺物）カマドから土師器甕（図

版２０５－２）、須恵器高台坏（図版２０５－５）、床面から須

恵器高台坏（図版２０５－５）、覆土から土師器甕（図版２０５

－３・４）、須恵器壺（図版２０５－６）が出土した。図版

２０５－２はＳＴ５８５住居跡カマドと接合関係にある。（時

期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ５８５住居跡（図版７１、７２、２０５－２、写真図版４８）

ＳＴ５８５住居跡は、調査区北側のＸ４０－Ｙ３６・Ｘ４０－

Ｙ３７・Ｘ４１－Ｙ３７区に位置する。住居跡の南側は、北西

－南東の方向で２００１年の試掘坑により床面まで削平さ

れ、２基あるカマドの内ＥＬ２が消失している。（平面

形）長軸３．４ｍ、短軸３．３ｍの方形で、床面積は１１．４㎡を

測り、ＥＬ１を基準にした主軸方向はＮ－１６０°－Ｗに

ある。（堆積土）覆土の層厚は２０㎝を測り、凹レンズ状

に堆積する。（壁面）壁高は１５㎝を測り、壁は垂直に近

い角度で立ち上がる。（床面）全面に床が貼られ、炭の

集中が認められる。（柱穴）住居跡内からピット２基が

検出されたが、カマドに付随した貯蔵穴等と思われ、柱

穴は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）南壁西際

にＥＬ１、西壁のやや南寄りにＥＬ２が構築されており、

後者は試掘坑で削平され、煙道部の痕跡が見られたのみ

である。ＥＬ１は煙道部、袖部、燃焼部が検出され、煙

道部は１．４ｍの長さを測る。ＥＬ１の遺存状況が良好な

ことから、新たに付け替えたと考えられる。（出土遺物）

掲載遺物は、カマドから出土した土師器甕（図版２０５－

２）に過ぎないが、同例はＳＴ５８４住居跡カマドと接合

関係にある。（時期）出土遺物が少なく時期の特定は困

難であるが、古代の所産と考えられる。

ＳＴ５７２住居跡（図版７３）

ＳＴ５７２住居跡は、調査区北側のＸ４１－Ｙ３４区に位置

する。北にＳＴ５７３住居跡が近接し、西側は調査区域外

となる。（平面形）一辺２．３ｍ程度の方形と推測される。

（堆積土）覆土の層厚は１０～１５㎝を測り、暗褐色・褐色

シルト質土が堆積する。（壁面）壁高は５～１５㎝を測り、

壁は垂直に近い角度で立ち上がる。（床面）平坦で、硬

化面や貼床は認められない。（柱穴）未検出。（壁溝）未

検出。（カマド）未検出。（出土遺物）掲載遺物なし。（時

期）出土遺物が少なく時期の特定は困難であるが、古代

の所産と考えられる。

ＳＴ５７３住居跡（図版７３、２３４－１）

ＳＴ５７３住居跡は、調査区北側のＸ４２－Ｙ３４区に位置

する。北東にＳＴ５７４住居跡、南にＳＴ５７２住居跡が近接

し、西側は調査区域外となる。（平面形）一辺３．１ｍ程度

の方形と推測され、東壁ラインから見た主軸方向はＮ－

１２°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は２５～４５㎝を測
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り、黒褐色・黒色シルト質土が凹レンズ状に堆積する。

（壁面）壁高は２０～２５㎝を測り、壁は外傾して立ち上が

る。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められない。（柱

穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。（出土

遺物）覆土から土錘（図版２３４－１）が出土した。（時期）

出土遺物が少なく時期の特定は困難であるが、古代の所

産と考えられる。

ＳＴ５７４住居跡（図版７４、２０５－７・８、２０６－１～４、

２０７－１～５、２３６－１～１２、２３７－１～６・１２、２３８－１８・

２２、写真図版５０）

ＳＴ５７４住居跡は、調査区北側のＸ４１－Ｙ３５・Ｘ４２－

Ｙ３４・Ｘ４２－Ｙ３５・Ｘ４２－Ｙ３６・Ｘ４３－Ｙ３５区に位置す

る。北東壁の一部をＳＴ５８２住居跡、住居跡中央をＳＤ

５７５溝跡に切られており、東隅はＳＨ１７９合口甕棺に切ら

れている。また西隅は調査区域外となる。（平面形）長

軸７．２ｍ、短軸６．８ｍの方形で、床面積は４９．０㎡を測り、

主軸方向はＮ－３２°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚

は３０～３５㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁

高は２５～３５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）

全面に床が貼られており、ＳＴ５８２住居跡の床面より１０

㎝程度低い。（柱穴）ＥＰ１～４のピット４基が柱穴と

なり、底面には柱痕跡が認められた。（壁溝）未検出。（カ

マド）北西壁の中央付近に構築され、煙道部、袖部、燃

焼部が検出された。煙道部の先端は調査区域外になって

おり、右袖部の上位はＳＤ５７５溝跡の削平を受けている。

（出土遺物）カマドから土師器甕３点（図版２０６－１・

３・４）、床面から土師器高坏（図版２０５－７）、土師器

甕（図版２０７－２・４）、土師器鉢（図版２０７－３）、鉄鏃

（図版２３７－１２）、鉄製品（図版２３８－２２）、鉄製品（図版

２３８－１８）、なご石１８点（図版２３６－１～１２、２３７－１～６）、

覆土から土師器甕（図版２０５－８、２０６－２、２０７－４）、

土師器甑（図版２０７－５）が出土した。床面からなご石

が纏まって出土した点が特記される。（時期）出土遺物

から、７世紀末～８世紀初頭の住居跡と考えられる。重

複した遺構の新旧関係は、古い方から、ＳＴ５７４住居跡

→ＳＴ５８２住居跡・ＳＤ５７５溝跡の順序になると見なされ

る。

ＳＴ６１２住居跡（図版７５、２０７－６～１０、写真図版４８）

ＳＴ６１２住居跡は、調査区北側のＸ３９－Ｙ３９・Ｘ４０－

Ｙ３８・Ｘ４０－Ｙ３９区に位置する。北にＳＴ６１４住居跡、

南西にＳＴ５５３住居跡が近接し、南東壁の南側は須川寄

りの調査区域外となる。北西壁と南東壁にそれぞれカマ

ドが構築されている。（平面形）一辺４．２ｍの方形で、床

面積は１７．６㎡を測り、ＥＬ１から見た主軸方向はＮ－

５５°－Ｗにある。（堆積土）遺構検出面が床面直上で

あったため、覆土の様相は判然としない。（壁面）壁高

は５㎝以下で、壁の立ち上がりは僅かでしかない。（床

面）貼床と思われるが、詳細は不明。（柱穴）住居跡内

から貯蔵穴と思われるピット４基が検出されたが、柱穴

は認められない。（壁溝）未検出。（カマド）北西壁の中

央にＥＬ１、南東壁の東側にＥＬ２が構築されている。

ＥＬ１は袖部が検出されたが、煙道部、燃焼部は明確で

ない。対面するＥＬ２は袖部、燃焼部が検出され、左袖

部付け根から須恵器坏（図版２０７－９）が出土した。（出

土遺物）カマドから土師器甕（図版２０７－６）、床面から

土師器甕（図版２０７－６）、須恵器蓋２点（図版２０７－７・

８）、須恵器坏（図版２０７－１０）が出土した。刻書土器（図

版２０７－８）の出土が特記される。（時期）出土遺物か

ら、８世紀中葉の住居跡と考えられる。

ＳＴ６１４住居跡（図版７６、７７、２０８－１～５、２３７－７、

写真図版５６）

ＳＴ６１４住居跡は、調査区北側のＸ４１－Ｙ３９区に位置

する。東壁はＳＴ６１５住居跡、西壁はＳＴ５８９住居跡を切っ

ており、北はＳＴ６１８住居跡、南はＳＴ６１２住居跡に近接

する。東壁にカマドが２基構築されている。（平面形）長

軸４．３ｍ、短軸４．３ｍの方形で、床面積は２０．６㎡を測り、

主軸方向はＮ－９８°－Ｅにある。北壁は掘りすぎており、

直線的なラインにはならない。（堆積土）覆土の層厚は

１０～４０㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高

は１０～３５㎝を測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

（床面）全面に床が貼られており、間仕切りを窺わせる

Ｌ字形の溝跡（ＥＤ７）が検出され、溝跡の西側の床面

は明確でない。カマドが２基構築されていることから、

住居跡を縮小した可能性も考えられる。床面はＳＴ５８９

住居跡より１０㎝低く、ＳＴ６１５住居跡より５㎝程度低い。

（柱穴）住居跡内からピット１０基が検出されたが、ＥＰ

２・３が柱穴に相当する。溝跡に伴う小ピット４基（Ｅ

Ｐ６ほか）は、間仕切り施設に付随したピットであろう。

（壁溝）未検出。（カマド）東壁に２基構築されており、

中央付近がＥＬ１、北寄りがＥＬ２となる。ＥＬ１は煙
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道部、袖部、燃焼部が検出され、燃焼部から石製の支脚

（図版２３７－７）が出土した。ＥＬ２は煙道部と燃焼部が

検出され、煙道部はトンネル状に残存し、先端が直角に

曲がっていた。（出土遺物）ＥＬ１から土師器甕（図版

２０８－１）、須恵器坏（図版２０８－４）、覆土から須恵器坏

（図版２０８－２・３・４）が出土した。なお図版２０８－３

は、ＳＴ６１５・６１７住居跡と接合関係にある。（時期）出

土遺物から、９世紀代の住居跡と考えられる。切り合い

関係から、本住居跡が、ＳＴ５８９住居跡とＳＴ６１５住居跡

よりも新しいと見なされる。

ＳＴ６１５住居跡（図版７８、７９、２０８－６～１３、２０９－１・

２、２３４－１０～１３、２３５－３、２３８－４・５・１３、写真図

版５７）

ＳＴ６１５住居跡は、調査区北側のＸ４０－Ｙ４０・Ｘ４１－

Ｙ３９・Ｘ４１－Ｙ４０・Ｘ４２－Ｙ４０区に位置する。東壁をＳ

Ｔ６４８住居跡、西壁をＳＴ６１４住居跡に切られており、南

東隅は調査区域外となり、北にＳＴ６１６・６１８住居跡が近

接する。北壁にカマドが２基構築されている。（平面形）

長軸６．４ｍ、短軸６．１ｍの方形で、床面積は３９．０㎡を測り、

主軸方向はＮ－６°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚

は２５～３５㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁

高は１０～４０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）

全面に床が貼られている。（柱穴）ＥＰ１～４が柱穴で、

柱痕跡が認められた。（壁溝）未検出。（カマド）北壁中

央がＥＬ１、北壁西寄りがＥＬ２となる。ＥＬ１は煙道

部、袖部、燃焼部が検出され、煙道部の長さは１．２２ｍを

測る。ＥＬ２はＥＬ１の左隣に存し、長さ１．１ｍの煙道

部のみが検出された。このことからＥＬ２が古く、ＥＬ

１が付け替えられたと推測される。（出土遺物）床面か

ら土師器坏（図版２０８－１１）、南壁周辺の床面直上から土

玉４点（図版２３４－１０～１３）、砥石（図版２３５－３）、ＥＰ

１から土師器甕（図版２０９－２）、ＥＫ５から土師器坏（図

版２０８－６）、覆土から土師器坏（図版２０８－７～１０・１２）、

土師器甕（図版２０８－１３、２０９－１）、鉄鏃（図版２３８－４）、

鉄製品（図版２３８－５・１３）が出土した。なご石と思わ

れる礫７点が床面直上から出土したのと、関東系土師器

（図版２０８－１３）が特記される。（時期）出土遺物から、

７世紀後半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

本住居跡が、ＳＴ６１４住居跡とＳＴ６４８住居跡より古いと

見なされる。

ＳＴ５８９住居跡（図版８０、８１、２０９－３～５、２３４－１４、

写真図版５３）

ＳＴ５８９住居跡は、調査区北側のＸ４１－Ｙ３７・Ｘ４１－

Ｙ３８・Ｘ４１－Ｙ３９・Ｘ４２－Ｙ３７・Ｘ４２－Ｙ３８・Ｘ４２－Ｙ

３９・Ｘ４３－Ｙ３８区に位置する。住居跡が密集した地点で、

北壁がＳＴ５９１住居跡、東壁をＳＴ６１４住居跡、北西コー

ナーをＳＫ６６６土坑、住居跡内をＳＴ５８８・５９０住居跡に

切られている。（平面形）長軸６．８ｍ、短軸７．１ｍの方形

で、床面積は４８．３㎡を測り、主軸方向はＮ－６８°－Ｗに

ある。（堆積土）覆土の層厚は１５～２０㎝を測り、黒褐色

シルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は１５

～２５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）全面

に床が貼られている。（柱穴）ＥＰ１～３・７が柱穴に

相当し、底面に柱痕跡が認められた。（壁溝）未検出。（カ

マド）西壁の中央南寄りに構築され、煙道部、袖部、燃

焼部が検出された。左袖部の一部はＳＴ５８８住居跡に削

平されている。煙道部は１．４ｍの長さで、緩やかな傾斜

で立ち上がる。（出土遺物）カマドから土師器坏２点（図

版２０９－３・４）、覆土から土師器坏（図版２０９－５）、土

玉（図版２３４－１４）が出土した。（時期）出土遺物から、

８世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

本住居跡が、ＳＴ５９１住居跡、ＳＴ６１４住居跡、ＳＴ５８８・

５９０住居跡、ＳＫ６６６土坑より古いと見なされる。

ＳＴ５９０住居跡（図版８２、２０９－６、写真図版５５）

ＳＴ５９０住居跡は、調査区北側のＸ４１－Ｙ３８・Ｘ４２－

Ｙ３８区に位置する。住居跡が密集した地点で、ＳＴ５８９

住居跡内に入れ子状に構築され、ＳＴ５８８住居跡を切っ

ている。（平面形）長軸３．５ｍ、短軸３．４ｍの方形で、床

面積は１１．８㎡を測り、主軸方向はＮ－１７１°－Ｗにある。

（堆積土）覆土の層厚は１５㎝を測り、暗褐色・黒褐色シ

ルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は１５～

２０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）ＳＴ５８９

住居跡の覆土が床面に相当するが、硬化面や貼床の状況

は判然としない。ＳＴ５８９住居跡の床面より５㎝程度高

い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマド）南壁の

東際に構築され、煙道部、袖部、燃焼部が検出された。

右袖部は土層観察時に除去したため、詳細は不明。（出

土遺物）覆土から須恵器高台坏（図版２０９－６）が出土

した。（時期）出土遺物が少なく時期の特定は困難であ

るが、古代の所産と考えられる。重複した遺構の新旧関
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係は、古い方からＳＴ５８９住居跡→ＳＴ５８８住居跡→ＳＴ

５９０住居跡の順序になると見なされる。

ＳＴ５８８住居跡（図版８２、２０９－７・８、写真図版５３）

ＳＴ５８８住居跡は、調査区北側のＸ４１－Ｙ３８・Ｘ４２－

Ｙ３７・Ｘ４２－Ｙ３８区に位置する。住居跡が密集した地点

で、ＳＴ５８９住居跡内に入れ子状に構築され、東側はＳ

Ｔ５９０住居跡に切られている。（平面形）長軸２．７ｍ、短

軸２．３ｍの方形で、床面積は６．２㎡を測り、長軸を基準と

した主軸方向はＮ－６０°－Ｗにある。（堆積土）覆土の

堆積土は１０㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆積する。（壁

面）貼床面からの壁高は１０㎝を測り、壁は外傾して立ち

上がる。（床面）全面に黒褐色シルト質の床が貼られ、

掘り方は起伏を有する。貼床面はＳＴ５８９住居跡の床面

より１０㎝低い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマ

ド）未検出。（出土遺物）覆土から土師器甕（図版２０９－

７）、須恵器（図版２０９－８）が出土した。（時期）出土

遺物が少なく時期の特定は困難であるが、古代の所産と

考えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳ

Ｔ５８９住居跡→ＳＴ５８８住居跡→ＳＴ５９０住居跡の順序に

なると見なされる。

ＳＴ５８６住居跡（図版８３、２０９－９、２１０－１～６、２３８－

９～１１・２６、写真図版５２、５３）

ＳＴ５８６住居跡は、調査区北側のＸ４１－Ｙ３６・Ｘ４１－

Ｙ３７・Ｘ４２－Ｙ３６・Ｘ４２－Ｙ３７区に位置する。北東壁が

ＳＴ５８７住居跡、カマド（ＥＬ２）煙道部がＳＴ５８９住居

跡を切っており、南にＳＴ５８５住居跡、北西にＳＴ５７４住

居跡が近接する。北西壁と南東壁にそれぞれカマドが構

築されている。（平面形）長軸４．５ｍ、短軸３．８ｍの方形

で、床面積は１７．１㎡を測り、ＥＬ１を基準とした主軸方

向はＮ－６５°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は１５～

２０㎝を測り、暗褐色・黒褐色シルト質土が凹レンズ状に

堆積する。（壁面）壁高は１５～２５㎝を測り、壁は外傾し

て立ち上がる。（床面）全面に床が貼られており、北東

壁に沿って炭化物の集中が認められる。（柱穴）柱穴は

特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）北東壁の北寄

りにＥＬ１、南東壁の東際にＥＬ２が構築されている。

ＥＬ１は煙道部、袖部、燃焼部が検出され、煙道部の長

さは１ｍで、水平に伸びている。ＥＬ２は煙道部のみ検

出されたが、ＳＴ５８９住居跡を切っている。新旧の付け

替えが想定されているが、詳細は不明である。（出土遺

物）ＥＬ１から土師器甕２点（図版２１０－１・２）、床面

から土師器甕（図版２０９－９）、土師器ミニチュア土器（図

版２１０－４）、須恵器甕（図版２１０－６）、覆土から環状金

具（図版２３８－９～１１）が出土した。覆土から出土した

墨書土器（図版２１０－５）が特記される。（時期）出土遺

物から、８世紀中葉の住居跡と考えられる。重複した遺

構の新旧関係は、古い方からＳＴ５８９住居跡→ＳＴ５８７住

居跡→ＳＴ５８６住居跡の順序になり、本住居跡が最も新

しいと見なされる。

ＳＴ５８７住居跡（図版８３、写真図版５２）

ＳＴ５８７住居跡は、調査区北側のＸ４２－Ｙ３７区に位置

する。住居跡の大半がＳＴ５８６住居跡に切られており、

僅かに北東壁付近が残るに過ぎない。（平面形）横軸３．１

ｍの方形と推測され、カマドの向きは異なるが、ＳＴ５８６

住居跡に平行して構築されている。（堆積土）覆土の層

厚は２０㎝を測り、暗褐色シルト質土が堆積する。（壁面）

壁高は２０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）詳

細は不明であるが、ＳＴ５８６住居跡の床面より５㎝程度

高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマド）ＥＬ

３は北東壁の東際に構築され、長さ２５㎝の煙道部のみが

検出された。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）出土遺

物が少なく時期の特定は困難であるが、古代の所産と考

えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ

５８９住居跡→ＳＴ５８７住居跡→ＳＴ５８６住居跡の順序にな

ると見なされる。

ＳＴ５８２住居跡（図版８４、８５、２１０－７・８、２１１－１～

７、写真図版５２）

ＳＴ５８２住居跡は、調査区北側のＸ４２－Ｙ３６・Ｘ４３－

Ｙ３６区に位置する。南西隅がＳＴ５７４住居跡の北東壁の

一部を切っており、北壁と南壁にそれぞれカマドが構築

されている。（平面形）長軸４．５ｍ、短軸３．９ｍの方形で、

床面積は１７．８㎡を測り、ＥＬ１を基準にした主軸方向は

Ｎ－２２°－Ｅにある。ＥＬ１に近い東壁の北側がやや張

り出している。（堆積土）覆土の層厚は２５～３５㎝を測り、

黒褐色シルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁

高は２０～３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）

ほぼ全面に床が貼られているが、西側はやや低く、起伏

を有する。ＳＴ５７４住居跡の床面より１０㎝程度高い。（柱

穴）住居跡内からピット３基が検出されたが、柱穴は特

定できない。（壁溝）未検出。（カマド）北壁の東寄りに
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ＥＬ１、南壁の中央にＥＬ２が構築されている。ＥＬ１

は煙道、袖部、燃焼部が検出された。煙道部の長さは１．４

ｍで、緩やかな角度で立ち上がり、袖部から出土した焼

け礫は構築材に用いられたと推測される。ＥＬ２は煙道

部と燃焼部が検出された。袖部が明確でないことから、

ＥＬ２が古くＥＬ１が付け替えられたと考えられる。

（出土遺物）ＥＬ１及びその周囲から土師器甕（図版２１０

－７、２１１－１）ＥＰ１から須恵器高台坏（図版２１１－

７）、ＥＰ２から須恵器坏（図版２１１－４）、覆土から土

師器甕（図版２１０－８、２１１－２）、土師器ミニチュア土

器（図版２１１－３）、須恵器坏（図版２１１－５・６）が出

土した。（時期）出土遺物から、９世紀代の住居跡と考

えられる。切り合い関係から、本住居跡がＳＴ５７４住居

跡よりも新しいと見なされる。

ＳＴ６１６住居跡（図版８６、２１１－８～１０、写真図版６０）

ＳＴ６１６住居跡は、調査区北側のＸ４２－Ｙ４０・Ｘ４２－

Ｙ４１・Ｘ４３－Ｙ４０・Ｘ４３－Ｙ４１区に位置する。西壁をＳ

Ｔ６１７住居跡に切られており、北にＳＴ６１０住居跡、西に

ＳＴ６１９住居跡、南にＳＴ６１５・６４８住居跡が近接する。

（平面形）長軸４．４ｍ、短軸４．３ｍの方形で、床面積は１８．９

㎡を測り、東・西壁ラインから見た主軸方向はＮ－１４°

－Ｅにある。北壁ラインが東に向かって開いており、台

形状を呈する。（堆積土）覆土の層厚は２５～３０㎝を測り、

暗褐色粘質シルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）

壁高は２５～３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床

面）平坦で、硬化面や貼床は認められない。（柱穴）未

検出。（壁溝）未検出。（カマド）北東コーナーに構築さ

れており、住居跡に対し斜め方向の軸を有する。長さ１

ｍの煙道部が検出されたのみで、緩やかな角度で立ち上

がるが、詳細は不明である。（出土遺物）床面から土師

器甕（図版２１１－８）、覆土から須恵器坏（図版２１１－９）、

須恵器壺（図版２１１－１０）が出土した。なお図版２１１－９

はＳＸ６４９性格不明遺構と接合関係にある。（時期）出土

遺物から、時期の特定は困難であるが、古代の所産と考

えられる。切り合い関係から、本住居跡がＳＴ６１７住居

跡より古いと見なされる。

ＳＴ６１７住居跡（図版８６、２１２－１・２）

ＳＴ６１７住居跡は、調査区北側のＸ４２－Ｙ４０・Ｘ４２－

Ｙ４１・Ｘ４３－Ｙ４０・Ｘ４３－Ｙ４１区に位置する。ＳＴ６１６住

居跡を切っており、北にＳＴ６１０住居跡、西にＳＴ６１９住

居跡が近接する。南東隅は攪乱により削平を受けている。

（平面形）長軸３．５ｍ、短軸２．７ｍの方形で、床面積は９．５

㎡を測り、主軸方向はＮ－１００°－Ｅにある。（堆積土）

覆土の層厚は５㎝程度で、褐色シルト質土が堆積する。

（壁面）壁高は５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。

（床面）ＳＴ６１６住居跡の覆土が床面となるが、詳細は不

明である。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマド）東

壁の南寄りに構築され、煙道部と燃焼部が検出された。

煙道部は長さ５０㎝で、土師器甕（図版２１２－１）が出土

した。（出土遺物）土師器坏（図版２１２－２）は東壁に接

して出土しており、本住居跡に伴うかどうかは確定でき

ない。（時期）出土遺物が少なく、時期の特定は困難で

あるが、古代の所産と考えられる。切り合い関係から、

本住居跡がＳＴ６１６住居跡よりも新しいと見なされる。

ＳＴ６１９住居跡（図版８７、８８、２１２－５・６、２１３－１、

写真図版５９、６０）

ＳＴ６１９住居跡は、調査区北側のＸ４２－Ｙ４０・Ｘ４３－

Ｙ３９・Ｘ４３－Ｙ４０区に位置する。北側をＳＴ６２０住居跡

に切られており、東にＳＴ６１７住居跡、南にＳＴ６１８住居

跡、南西にＳＴ５９１住居跡が近接する。（平面形）長軸３．６

ｍ、短軸３．１ｍの方形で、南壁ラインで見た主軸方向は

Ｎ－１１２°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は２５㎝を測

り、黒褐色・暗褐色シルト質土が凹レンズ状に堆積する。

（壁面）壁高は２５～３０㎝を測り、壁は垂直に近い角度で

立ち上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められ

ない。ＳＴ６２０住居跡の床面よりも１０㎝程度高い。（柱穴）

住居内からピット２基が検出されたが、柱穴は特定でき

ない。（壁溝）未検出。（カマド）東壁の北寄りに構築さ

れ、煙道部と袖部が検出された。燃焼部はＳＴ６２０住居

跡のカマドで削平されており、煙道部の長さは４４㎝を測

る。（出土遺物）カマド及びその周囲から土師器甕（図

版２１２－５）、土師器堝（図版２１３－１）、須恵器高台坏（図

版２１２－６）が出土した。（時期）出土遺物から、時期の

特定は困難であるが、古代の所産と考えられる。重複し

た遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ６１９住居跡→ＳＴ

６２０住居跡→ＳＴ６２１住居跡の順序になり、本住居跡が最

も古いと見なされる。

ＳＴ６２０住居跡（図版８７、８８、２１３－２～１０、２３８－８、

写真図版５９、６０）

ＳＴ６２０住居跡は、Ｘ４３－Ｙ３９・Ｘ４３－Ｙ４０・Ｘ４４－
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Ｙ３９・Ｘ４４－Ｙ４０区に位置する。南壁がＳＴ６１９住居跡

を切り、北・西壁がＳＴ６２１住居跡に切られている。住

居跡が密集した区域で、東にＳＴ６１０住居跡、南東にＳ

Ｔ６１６・６１７住居跡、南にＳＴ６１８住居跡、南西にＳＴ５９１・

６８６住居跡が近接する。住居跡の中央北寄りは２００１年の

試掘坑で削平されている。（平面形）長軸５．３ｍ、短軸４．９

ｍの方形で、床面積は２５．８㎡を測り、主軸方向はＮ－９３°

－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は２５～３０㎝を測り、

暗褐色シルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁

高は２５～３０㎝を測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

（床面）全面に床が貼られており、ＳＴ６１９住居跡とＳＴ

６２１住居跡の床面より１０㎝低い。（柱穴）住居跡のピット

の内、ＥＰ２、ＥＰ１・５、ＥＰ４が柱穴の可能性が考

えられるが、確定できない。（壁溝）未検出。（カマド）

南東隅に構築され、袖部と燃焼部が検出された。ＳＴ６１９

住居跡のカマドを壊して構築されており、煙道部は明確

でない。（出土遺物）カマドから須恵器坏２点（図版２１３

－５・６）、床面から須恵器蓋（図版２１３－３）、須恵器

高台坏（図版２１３－１０）、覆土から土師器甕（図版２１３－

２）、須恵器蓋（図版２１３－４）、須恵器坏（図版２１３－７

～９）、鉄製環状金具（図版２３８－８）が出土した。図版

２１３－３はＳＴ６１６住居跡、図版２１３－９はＳＴ６２１住居跡

と接合関係にあり、墨書土器２点（図版２１３－５・１０）の

出土が特記される。（時期）出土遺物から、９世紀代の

住居跡と考えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い

方からＳＴ６１９住居跡→ＳＴ６２０住居跡→ＳＴ６２１住居跡

の順序になると見なされる。

ＳＴ６２１住居跡（図版８８、２１２－３・４、写真図版５９）

ＳＴ６２１住居跡は、調査区北側のＸ４３－Ｙ３９・Ｘ４４－

Ｙ３９区に位置する。南東側がＳＴ６２０住居跡の北・西壁

の一部を切っており、北にＳＴ６０２住居跡、北西にＳＴ

５９３住居跡、南西にＳＴ６８６住居跡が近接する。住居跡の

中央を北西－南東の方向に、２００１年の試掘坑が削平して

いる。（平面形）長軸３．５ｍ、短軸３．４ｍの方形で、床面

積は１１．９㎡を測り、北・南壁ラインで見た主軸方向はＮ

－８８°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は１０～１５㎝を

測り、暗褐色・黒褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁

高は１５㎝を測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。（床

面）全面に床が貼られており、ＳＴ６２０住居跡の床面よ

りも１０㎝高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマ

ド）東壁の削平部分に焼土の集中があることから、東壁

にカマドが構築されていた可能性が考えられる。また南

東隅のＳＫ６５０土坑の覆土に焼土が多く含まれることか

ら、カマドに関連した施設の可能性も否めない。（出土

遺物）覆土から須恵器坏（図版２１２－３）、須恵器高台坏

（図版２１２－４）が出土した。（時期）出土遺物から、時

期の特定は困難であるが、古代の所産と考えられる。重

複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ６１９住居跡→

ＳＴ６２０住居跡→ＳＴ６２１住居跡の順序になり、本住居跡

が最も新しいと見なされる。

ＳＴ５８３住居跡（図版８９、９０、２１４－１～８、２３４－１５・

１６・２５、写真図版５１）

ＳＴ５８３住居跡は、調査区北側のＸ４３－Ｙ３７・Ｘ４３－

Ｙ３８・Ｘ４４－Ｙ３６・Ｘ４４－Ｙ３７・Ｘ４４－Ｙ３８区に位置す

る。古墳時代のＳＴ７０７住居跡を切って構築されており、

北東にＳＴ５９３住居跡、南東にＳＴ５８９住居跡、南西にＳ

Ｔ５８２住居跡が近接する。なお本住居跡の床面直下につ

いては、２００８年の第４次調査でＳＴ２６住居跡として補足

調査を実施した。（平面形）長軸５．９ｍ、短軸５．４ｍの方

形で、床面積は３２．０㎡を測り、主軸方向はＮ－３１°－Ｗ

にある。（堆積土）覆土の層厚は２５～３０㎝を測り、黒褐

色シルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は

２５～３５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）全

面に床が貼られている。（柱穴）ＥＰ１～４が柱穴で、

底面に柱痕跡が認められた。（壁溝）未検出。（カマド）

北東壁の中央に構築され、煙道部、袖部、燃焼部が検出

された。煙道部の長さは１．４ｍで、水平に伸びており、

カマド内から土師器甕（図版２１４－８）が倒立して出土

したことから、支脚として用いられたと考えられる。（出

土遺物）カマド及びその周囲から土師器甕（図版２１４－

５～８）、床面から土師器甕（図版２１４－６）、床面から

砥石（図版２３４－２５）、ＥＫ７から土師器坏（図版２１４－

３）、ＥＫ６から土師器坏（図版２１４－４）、ＥＰ４から

土師器甕（図版２１４－６・７）が出土した。南西壁際の

西寄りの床面から、なご石と思われる礫が並べられた状

態で５点出土し、土玉２点も出土した。図版２３４－１５は

床面直上、図版２３４－１６は北東壁際から出土した。図版

２１４－１はＳＴ５９１住居跡と接合関係にある。関東系土師

器２点（図版２１４－５・６）が出土した点が特記される。

（時期）出土遺物から、７世紀後半の住居跡と考えられ
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る。切り合い関係から、本住居跡がＳＴ７０７住居跡より

も新しいと見なされる。

ＳＴ７０７住居跡（図版９１）

ＳＴ７０７住居跡は、Ｘ４３－Ｙ３６・Ｘ４３－Ｙ３７・Ｘ４４－

Ｙ３６・Ｘ４４－Ｙ３７・Ｘ４５－Ｙ３６・Ｘ４５－Ｙ３７区に位置す

る。住居跡の南東部をＳＴ５８３住居跡、北西側をＳＢ７０１

掘立柱建物跡に切られている。北東にＳＴ６８４住居跡、

南にＳＴ５８２住居跡が近接する。住居跡の範囲を確認し

たのみで、２００８年の第４次調査で、ＳＴ２７住居跡として

調査した。（平面形）長軸６．５ｍ、短軸６．４ｍの方形で、

床面積は４１．６㎡を測り、東・西壁のラインで見た主軸方

向はＮ－１９°－Ｅにある。（堆積土）未調査のため不明。

（壁面）未調査のため不明。（床面）未調査のため不明。

（柱穴）未調査のため未検出。（壁溝）未調査のため未検

出。（炉跡）未調査のため未検出。（出土遺物）未調査の

ため掲載遺物なし。（時期）古墳時代の住居跡で、切り

合い関係から、本住居跡がＳＴ５８３住居跡とＳＢ７０１掘立

柱建物跡より古いと見なされる。

ＳＴ５９５住居跡（図版９１、２２５－１～３、写真図版６４）

ＳＴ５９５住居跡は、Ｘ４６－Ｙ３７区に位置する。北西の

プランを検出したのみで、詳細は判然としないが、ＳＤ

５９８溝跡により、切られている。なお２００８年の第４次調

査で、ＳＴ２３住居跡として補足調査を実施した。（平面

形）一部のプランを検出したのみで、詳細は不明。（堆

積土）詳細は不明。（壁面）詳細は不明。（床面）詳細は

不明。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（炉跡）未検出。

（出土遺物）床面から土師器壺（図版２２５－１）、土師器

台付甕（図版２２５－３）、覆土から土師器甕（図版２２５－

２）が出土した。（時期）出土遺物から、古墳時代前期

４世紀代の住居跡と考えられる。

ＳＴ６１０住居跡（図版９２、２１５－１～３、２３４－１９・２１）

ＳＴ６１０住居跡は、調査区北側のＸ４３－Ｙ４０・Ｘ４３－

Ｙ４１・Ｘ４４－Ｙ４０・Ｘ４４－Ｙ４１区に位置する。住居跡内

にＳＫ６４９土坑が掘り込まれ、北壁はＳＤ６１１溝跡で切ら

れており、西にＳＴ６２０住居跡、南にＳＴ６１６住居跡が近

接する。（平面形）長軸３．３ｍ、短軸３．２ｍの方形で、床

面積は１０．６㎡を測り、東・西壁ラインから見た主軸方向

はＮ－１０°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は３５～４５

㎝を測り、下位に黒褐色シルト質土が堆積する。（壁面）

壁高は２０～４０㎝を測り、壁は緩い角度で立ち上がる。（床

面）床に黒褐色シルト質土・にぶい黄褐色粘土が貼られ

ている。ＳＫ６４９土坑の底面より１０～１５㎝低い。（柱穴）

未検出。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。（出土遺物）

床面から土師器甕（図版２１５－２）、土製紡錘車（図版２３４

－１９）、土製支脚（図版２３４－２１）、覆土から土師器甕（図

版２１５－１）、須恵器坏（図版２１５－３）が出土した。（時

期）出土遺物から、８世紀中葉の住居跡と考えられる。

切り合い関係から、本住居跡がＳＫ６４９土坑、ＳＤ６１１溝

跡より古いと見なされる。

ＳＴ５９１住居跡（図版９３、２１５－４～１０、２３４－２～８、

２３８－１６・２０、写真図版５４、５５）

ＳＴ５９１住居跡は、調査区北側のＸ４２－Ｙ３８・Ｘ４２－

Ｙ３９・Ｘ４３－Ｙ３８・Ｘ４３－Ｙ３９区に位置する。東側はＳ

Ｔ６８６住居跡とＳＴ６８７住居跡、西側はＳＴ５８９住居跡を

切っており、東にＳＴ６２０・６１８住居跡が近接する。（平

面形）長軸４ｍ、短軸３．３ｍの方形で、床面積は１３．１㎡

を測り、主軸方向はＮ－４２°－Ｅにある。（堆積土）覆

土の層厚は３５～４０㎝を測り、凹レンズ状に堆積する。（壁

面）壁高は３０～４０㎝を測り、壁は垂直に近い角度で立ち

上がる。（床面）床が貼られている。（柱穴）未検出。（壁

溝）未検出。（カマド）北東壁の東寄りに袖石状の切石

が出土したことから、仮設のカマドが構築されていた可

能性が考えられる。（出土遺物）床面から土師器甕（図

版２１５－４）、須恵器蓋（図版２１５－５・６）、須恵器坏（図

版２１５－７）、須恵器高台坏（図版２１５－８～１０）、土錘７

点（２３４－２～８）、鉄製品（図版２３８－１６・２０）が出土

した。仮設カマド？の脇の床面からコモ網の土錘が纏

まって出土したが、網に付けられた状態であったと想定

される。（時期）出土遺物から、８世紀後半の住居跡と

考えられる。重複した遺構の新旧関係は、東側は古い方

からＳＴ６８６住居跡→ＳＴ６８７住居跡→ＳＴ５９１住居跡の

順序になり、西側は古い方からＳＴ５８９住居跡→ＳＴ５９１

住居跡の順序になり、本住居跡が最も新しいと見なされ

る。

ＳＴ６８７住居跡（図版９４、２３１－２、写真図版５４、５５）

ＳＴ６８７住居跡は、調査区北側のＸ４３－Ｙ３９区に位置

する。ＳＴ６８６住居跡を切って構築されたが、北東壁を

除く大半が、ＳＴ５９１住居跡に切られている。（平面形）

北東壁の幅は３．８ｍを測り、主軸方向はＳＴ５９１住居跡と

同様と推測される。（堆積土）詳細は不明。（壁面）壁高
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は１０～３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）Ｓ

Ｔ６８６住居跡の床面より１０㎝低く、ＳＴ５９１住居跡の床面

より１０㎝高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。（カマ

ド）北東壁の北寄りに構築され、煙道部、袖部、燃焼部

が検出された。袖部には構築材として礫が用いられてお

り、屹立した状態で検出された。（出土遺物）床面から

出土した土師器壺（図版２３１－２）が、ＳＴ６８６住居跡と

接合関係にある。その他の出土遺物は不明。（時期）出

土遺物が少なく時期の特定は困難だが、古代の所産と考

えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ

６８６住居跡→ＳＴ６８７住居跡→ＳＴ５９１住居跡の順序にな

り、図版２３１－２は７世紀後半に位置付けられる。

ＳＴ６８６住居跡（図版９４、２３１－１～４、写真図版５５）

ＳＴ６８６住居跡は、調査区北側のＸ４３－Ｙ３８・Ｘ４３－

Ｙ３９区に位置する。南西側をＳＴ５９１・６８７住居跡に切ら

れており、北にＳＴ６２１住居跡、東にＳＴ６２０住居跡が近

接する。形状から住居跡でない可能性もある。（平面形）

長軸４．５ｍ、短軸２．６ｍの不整形で、長軸ラインで見た主

軸方向はＮ－２５°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は

２０㎝を測り、黒褐色シルト質土が堆積する。（壁面）壁

高は１５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）平

坦で床が貼られており、炭化物の集中箇所が認められる。

ＳＴ６８７住居跡の床面より１０㎝高い。（柱穴）未検出。（壁

溝）未検出。（カマド）未検出。（出土遺物）床面から土

師器坏（図版２３１－１）、土師器壺（図版２３１－２）、土師

器鉢（図版２３１－４）、覆土から土師器甕（図版２３１－３）

が出土した。図版２３１－２はＳＴ６８７住居跡と接合関係に

ある。（時期）出土遺物から、７世紀後半の住居跡と考

えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ

６８６住居跡→ＳＴ６８７住居跡→ＳＴ５９１住居跡の順序にな

り、本住居跡が最も古いと見なされる。

ＳＴ５９２住居跡（図版９５、２１６－１～６、２３５－２、写真

図版６１、６２）

ＳＴ５９２住居跡は、調査区北側のＸ４５－Ｙ３８区に位置

する。南壁を２００１年の試掘坑で削平され、ＳＴ６８４住居

跡とＳＴ５９３住居跡を切っている。またカマド煙道部が

ＳＴ５９７住居跡を切っている。本住居跡にはカマドが２

基構築されている。（平面形）横軸４．５ｍの方形で、主軸

方向はＮ－２０°－Ｅにあるが、南壁は削平されたため、

規模は判然としない。（堆積土）覆土の層厚は４０㎝を測

り、凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は４０㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）床が貼られている。

ＳＴ６８４住居跡の床面よりも５㎝程度高い。（柱穴）特定

できない。（壁溝）未検出。（カマド）ＥＬ１は北東壁の

東際、ＥＬ２は南東壁の南寄りに構築されている。ＥＬ

１は煙道部、袖部が検出されたが、袖部の残存は良好で

なかった。ＥＬ２は煙道部と燃焼部が検出されたが、袖

部は確認できなかった。煙道部はトンネル状に残存して

おり、先端はＳＴ５９３住居跡の覆土をくりぬいていた。

ＥＬ１で遺物が多く出土したのに対し、ＥＬ２では少な

く、ＥＬ１が新たに付け替えられたと想定される。（出

土遺物）ＥＬ１から、須恵器甕（図版２１６－６）、ＥＬ２

から土師器甕（図版２１６－２）、床面から土師器甕（図版

２１６－１・３）、覆土から須恵器蓋（図版２１６－４）、須恵

器高台坏（図版２１６－５）、須恵器甕（図版２１６－６）、砥

石（図版２３５－２）が出土した。図版２１６－１はＳＴ５９７

住居跡ＥＬ１、図版２１６－３はＳＴ６８４住居跡ＥＬ、図版

２１６－６はＳＴ５９７住居跡、ＳＴ６０２住居跡、ＳＴ６０４住居

跡、ＳＢ６００掘立柱建物跡ＥＢ４と接合関係にある。（時

期）出土遺物から、９世紀代の住居跡と考えられる。重

複した遺構の新旧関係は、古い方からＳＴ５９３住居跡→

ＳＴ６８４住居跡→ＳＴ５９７住居跡→ＳＴ５９２住居跡の順序

になり、本住居跡が最も新しいと見なされる。

ＳＴ５９３住居跡（図版９６、２１７－１～４、２３８－２５、写真

図版６１）

ＳＴ５９３住居跡は、調査区北側のＸ４４－Ｙ３８・Ｘ４４－

Ｙ３９・Ｘ４５－Ｙ３８・Ｘ４５－Ｙ３９区に位置する。北西側を

ＳＴ６８４住居跡とＳＴ５９２住居跡に切られており、北東に

ＳＴ６０２住居跡、南東にＳＴ６２１住居跡、南西にＳＴ５８３

住居跡が近接する。住居跡の中央は、２００１年の試掘坑で

削平されている。（平面形）長軸４．９ｍ、短軸４．５ｍの方

形で、床面積は２２．１㎡を測り、主軸方向はＮ－４４°－Ｅ

にある。（堆積土）覆土の層厚は１５～２０㎝を測り、凹レ

ンズ状に堆積する。（壁面）壁高は１５～２０㎝を測り、壁

は外傾して立ち上がる。（床面）床が貼られている。Ｓ

Ｔ５９２住居跡の床面よりも５㎝程度高い。（柱穴）未検

出。（壁溝）未検出。（カマド）北東壁の東寄りに構築さ

れ、煙道部、袖部、燃焼部が検出された。煙道部の長さ

は９０㎝で緩やかに傾斜して立ち上がる。（出土遺物）覆

土から土師器甕（図版２１７－１・２）、須恵器高台坏（図
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版２１７－３）、鉄製品（図版２３８－２５）が出土した。（時期）

出土遺物から、時期の特定は困難であるが、古代の所産

と考えられる。切り合い関係から、本住居跡がＳＴ５９２

住居跡（８世紀後半）より古いと見なされる。

ＳＴ６８４住居跡（図版９７、２１７－５、写真図版６４）

ＳＴ６８４住居跡は、調査区北側のＸ４４－Ｙ３８・Ｘ４５－

Ｙ３７・Ｘ４５－Ｙ３８・Ｘ４６－Ｙ３８区に位置する。ＳＴ５９２

住居跡とＳＴ５９７住居跡に切られ、ＳＴ５９３住居跡を切っ

ている。また北・西壁の一部をＳＤ５９８溝跡に切られて

いる。（平面形）長軸５．３ｍ、短軸５ｍの台形状を呈し、

床面積は２６．５㎡を測り、主軸方向はＮ－１０７°－Ｅにあ

る。（堆積土）覆土の層厚は３５㎝を測り、凹レンズ状に

堆積する。（壁面）壁は北東壁と北西壁に部分的に見ら

れるのみで、壁高は２５～３５㎝を測り、壁は外傾して立ち

上がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ＳＴ５９２住居跡の床面より５㎝程度低い。（柱穴）住居跡

内でピット１基が検出されたが、柱穴は特定できない。

（壁溝）未検出。（カマド）北東壁の北寄りに構築され、

煙道部、袖部、燃焼部が検出されたが、袖部の残存は良

好な状態ではなかった。（出土遺物）床面から土師器仏

器（図版２１７－５）が出土した。（時期）出土遺物から、

８世紀前半の住居跡と考えられる。重複した遺構の新旧

関係は、古い方からＳＴ５９３住居跡→ＳＴ６８４住居跡→Ｓ

Ｔ５９７住居跡→ＳＴ５９２住居跡の順序になると見なされ

る。

ＳＴ６８０住居跡（図版９８、９９、２１７－６～８、２１８－１～

１４、２１９－１～１１、２３４－２４、２３７－１０、２３８－１４、写真図

版６１）

ＳＴ６８０住居跡は、調査区北側のＸ４４－Ｙ４１・Ｘ４４－

Ｙ４２・Ｘ４５－Ｙ４２区に位置し、住居跡密集区域の東端に

当たる。西壁の北側は２００１年の試掘坑により削平を受け

ている。（平面形）長軸５ｍ、短軸４．２ｍの方形で、床面

積は２１㎡を測り、主軸方向はＮ－１０７°－Ｅにある。（堆

積土）覆土の層厚は２０～４０㎝を測り、明るい色調の土層

が凹レンズ状に堆積し、下位に暗褐色シルト質土が堆積

する。（壁面）壁高は２０～３５㎝を測り、壁は外傾して立

ち上がる。（床面）平坦であるが、硬化面や貼床は判然

としない。（柱穴）ＥＰ７を除くＥＰ１～８が、柱穴に

相当すると考えられる。ＥＰ４のみ深さが６５㎝と深い。

（壁溝）未検出。（カマド）東壁の南際に構築され、煙道

部、袖部、燃焼部が検出された。カマド内からは土師器

甕（図版２１９－４）、土師器坏（図版２１８－１０・１２）が纏

まって出土し、カマド前の覆土には被熱した礫が散布し

ていた。（出土遺物）カマドから土師器甕（図版２１７－

６）、床面から土師器甕（図版２１７－６）、土師器坏（図

版２１８－１～３）、土師器高台坏（図版２１８－１４）、須恵器

高台坏（図版２１９－１０）、砥石（図版２３４－２４）、鉄鏃（図

版２３７－１０）、ＥＰ１から須恵器高台坏（図版２１９－９）、

ＥＰ２から鉄製品（図版２３８－１４）、ＥＰ４から土師器坏

（図版２１８－４）、ＥＰ６から土師器甕（図版２１７－８）、

土師器坏（図版２１８－７）、ＥＰ７から土師器甕（図版２１７

－６）、須恵器蓋（図版２１９－６）、ＥＰ８から土師器坏

（図版２１８－５）、須恵器仏器（図版２１９－１１）が出土した。

土師器坏類が多く出土したのと、墨書土器（図版２１９－

７）の出土が特記される。（時期）出土遺物から、９世

紀代の住居跡と考えられる。

ＳＴ６０２住居跡（図版１００、１０１、２１９－１２～１６、２２０－１、

２３４－１７、写真図版６５、６６）

ＳＴ６０２住居跡は、調査区北側のＸ４４－Ｙ３９・Ｘ４４－

Ｙ４０・Ｘ４５－Ｙ３９・Ｘ４５－Ｙ４０区に位置する。ＳＴ６０３

住居跡の南西壁を切っており、南にＳＴ６２１住居跡、西

にＳＴ５９３住居跡が近接する。（平面形）長軸４ｍ、短軸

３．６ｍの方形で、床面積は１４．４㎡を測り、北西壁・南東

壁ラインから見た主軸方向はＮ－４５°－Ｅにある。（堆

積土）覆土の層厚は３５～４５㎝を測り、黒褐色・暗褐色シ

ルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は３５～

４５㎝を測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。（床面）

平坦で、中央に炭化物の集中が認められるが、貼床につ

いては判然としない。ＳＴ６０３住居跡の床面より１０㎝低

い。（柱穴）ＥＰ１～４の４基のピットが柱穴で、底面

に柱痕跡が認められた。（壁溝）未検出。（カマド）未検

出。（出土遺物）床面から須恵器坏（図版２１９－１３）、覆

土から土師器甕（図版２１９－１２）、須恵器坏（図版２１９－

１４・１５）、須恵器壺（図版２１９－１６、２２０－１）、土玉（図

版２３４－１７）が出土した。（時期）出土遺物から、９世紀

代の住居跡と考えられる。切り合い関係から、本住居跡

がＳＴ６０３住居跡よりも新しいと見なされる。

ＳＴ６０４住居跡（図版１０２、１０３、２２２－２～５、写真図版

６５、６６）

ＳＴ６０４住居跡は、調査区北側のＸ４６－Ｙ３９・Ｘ４６－

Ⅳ 第２次調査の成果

４５



Ｙ４０区に位置する。ＳＴ６０３住居跡とＳＴ６８２住居跡を

切っており、ＳＢ６００掘立柱建物跡のＥＢ５にカマド煙

道部、ＥＢ１１に南壁が切られている。北にＳＴ６０７住居

跡、西にＳＴ５９７住居跡が近接する。（平面形）長軸３．４

ｍ、短軸２．９ｍの方形で、床面積は９．９㎡を測り、主軸方

向はＮ－２０°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は１５～

２０㎝を測り、下位に黒褐色シルト質土が堆積する。（壁

面）壁高は１５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床

面）全面に床が貼られており、ＳＴ６８２住居跡の床面よ

り１０㎝低く、ＳＴ６０３住居跡の床面より１５㎝高い。（柱穴）

未検出。（壁溝）未検出。（カマド）北壁の東際に構築さ

れ、煙道部、袖部、燃焼部が検出された。住居跡に対し

斜めに軸を有しており、煙道部はＳＢ６００掘立柱建物跡

のＥＢ５によって壊されている。（出土遺物）カマドか

ら土師器甕（図版２２２－２）、須恵器甕（図版２２２－５）、

床面から土師器甕（図版２２２－３）、須恵器甕（図版２２２

－５）、貯蔵穴であるＥＫ１から須恵器坏（図版２２２－４）

が出土した。（時期）出土遺物から、時期の特定は困難

であるが、古代の所産と考えられる。重複した遺構の新

旧関係は、古い方からＳＴ６０３住居跡→ＳＴ６８２住居跡→

ＳＴ６０４住居跡→ＳＢ６００掘立柱建物跡の順序になると見

なされる。

ＳＴ６８２住居跡（図版１０２、写真図版６６）

ＳＴ６８２住居跡は、調査区北側のＸ４５－Ｙ４０・Ｘ４６－

Ｙ４０区に位置する。西側をＳＴ６０４住居跡に大きく切ら

れており、カマドもＳＴ６０４住居跡のカマドに壊されて

いる。（平面形）一辺２．４５ｍの方形と推測され、東壁ラ

インから見た主軸方向はＮ－２１°－Ｅにあり、ＳＴ６０４

住居跡とほぼ同等である。（堆積土）覆土の層厚は１０㎝

を測り、暗褐色・極暗褐色シルト質土が堆積する。（壁

面）壁高は７㎝以下で、北壁と東壁の一部で観察され、

壁は垂直に近い角度で立ち上がる。東壁の南側や南壁は

壁高が認められない。（床面）平坦で、硬化面や貼床は

認められず、ＳＴ６０４住居跡の床面より１０㎝高い。（柱穴）

未検出。（壁溝）未検出。（カマド）北壁に構築されてお

り、煙道部のみが検出された。（出土遺物）掲載遺物な

し。（時期）出土遺物が少なく時期の特定は困難だが、

古代の所産と考えられる。重複した遺構の新旧関係は、

古い方からＳＴ６０３住居跡→ＳＴ６８２住居跡→ＳＴ６０４住

居跡→ＳＢ６００掘立柱建物跡の順序になると見なされる。

ＳＴ６０７住居跡（図版１０４、２２３－１～４、写真図版６５）

ＳＴ６０７住居跡は、調査区北側のＸ４６－Ｙ３９・Ｘ４６－

Ｙ４０・Ｘ４７－Ｙ３９・Ｘ４７－Ｙ４０区に位置する。南壁をＳ

Ｂ６００掘立柱建物跡のＥＢ３・４に切られており、南に

ＳＴ６０４住居跡が近接する。（平面形）一辺３．４ｍの方形

で、床面積は１１．６㎡を測り、東・西壁ラインから見た主

軸方向はＮ－１２°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は

３５㎝を測り、褐色粘土と黒褐色シルト質土が凹レンズ状

に堆積する。（壁面）壁高は３０～３５㎝を測り、壁は外傾

して立ち上がる。（床面）全面に床が貼られており、住

居跡の中央には炭化物の集中が認められる。（柱穴）住

居跡内からピット６基が検出されたが、いずれも浅く、

柱穴は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）未検出。

（出土遺物）床面から土師器甕（図版２２３－１）、覆土か

ら須恵器高台坏（図版２２３－２・３）、須恵器壺（図版２２３

－４）が出土した。（時期）出土遺物から、９世紀後半

の住居跡と考えられる。切り合い関係から、本住居跡が

ＳＢ６００掘立柱建物跡より古いと見なされる。

ＳＴ６０３住居跡（図版１０５、１０６、２２０－２～５、２２１－１

～１０、２２２－１、２３８－１２、写真図版６６）

ＳＴ６０３住居跡は、調査区北側のＸ４５－Ｙ３９・Ｘ４５－

Ｙ４０・Ｘ４６－Ｙ３９・Ｘ４６－Ｙ４０区に位置する。南西壁を

ＳＴ６０２住居跡に切られ、住居跡の北側をＳＴ６８２住居跡、

ＳＴ６０４住居跡、ＳＢ６００掘立柱建物跡に切られており、

北にＳＴ６０７住居跡、西にＳＴ５９７住居跡が近接する。（平

面形）一辺５．８ｍの方形で、床面積は３３．６４㎡を測り、主

軸方向はＮ－１３６°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は

２０～３０㎝を測り、褐色シルト質土と暗褐色シルト質土が

凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は２５～３５㎝を測り、

壁は外傾して立ち上がる。（床面）全面に床が貼られて

おり、ＳＴ６８２住居跡の床面より２５㎝、ＳＴ６０４住居跡よ

り１５㎝低く、またＳＴ６０２住居跡の床面よりも１０㎝程度

高い。（柱穴）ＥＰ１～４のピット４基が柱穴で、底面

に柱痕跡が認められた。（壁溝）未検出。（カマド）煙道

部、袖部、燃焼部が検出された。煙道部の長さは２ｍで、

緩い傾斜で立ち上がり、袖部には切石が構築材に用いら

れたと考えられる。（出土遺物）カマド及びその周囲か

ら土師器甕（図版２２０－２・５、２２１－１～４）、床面か

ら土師器甕（図版２２０－４、２２１－１）、須恵器蓋（図版

２２１－７）、須恵器坏（図版２２１－９）、須恵器高台坏（図
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版２２２－１）、鉄製品（図版２３８－１２）、覆土から土師器甕

（図版２２０－３、２２１－５）、須恵器蓋（図版２２１－６）、須

恵器坏（図版２２１－８）が出土した。（時期）出土遺物か

ら、８世紀後半の住居跡と考えられる。重複した遺構の

新旧関係は、古い方からＳＴ６０３住居跡→ＳＴ６８２住居跡

→ＳＴ６０４住居跡→ＳＢ６００掘立柱建物跡の順序になり、

また本住居跡がＳＴ６０２住居跡よりも古いと見なされる。

ＳＴ７０３住居跡（図版１０７）

ＳＴ７０３住居跡は、調査区北側のＸ４７－Ｙ３７区に位置

する。北壁をＳＤ７０４溝跡に切られており、西側は調査

区域外となる。（平面形）一辺３．８ｍ程度の方形と想定さ

れ、東壁ラインから見た主軸方向はＮ－２８°－Ｅにある。

（堆積土）覆土の層厚は３０㎝を測り、暗褐色シルト質土

が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は１０～１５㎝を測

り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。（床面）貼床と

思われるが、詳細は不明。（柱穴）未検出。（壁溝）未検

出。（炉跡）土層断面から、地床炉の存在が想定されて

いる。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）出土遺物が少

なく時期の特定は困難だが、地床炉を有することから、

古墳時代の所産と考えられる。切り合い関係から、本住

居跡がＳＤ７０４溝跡より古いと見なされる。

ＳＴ６３１住居跡（図版１０７、２２４－８・９、写真図版７１）

ＳＴ６３１住居跡は、調査区北端のＸ５３－Ｙ４１・Ｘ５４－

Ｙ４１区に位置し、北にＳＴ６３２住居跡が近接する。（平面

形）長軸３．３ｍ、短軸３ｍの方形であるが、南壁の東際

が三角形に張り出している。南壁の張り出しをカマドと

して見た場合、主軸方向はＮ－１７０°－Ｗにある。（堆積

土）層厚は５㎝程度で、明黄褐色シルト質土が堆積する。

（壁面）壁高は５㎝以下で、壁は緩やかな角度で立ち上

がる。（床面）平坦で、硬化面や貼床は判然としないが、

東側に焼土・炭化物の集中が認められる。（柱穴）柱穴

は特定できない。（壁溝）未検出。（カマド）検出されて

いないが、東壁～南壁にかけて、焼土と炭化物の集中と、

三角形の張り出しが認められることから、南壁の東寄り

にカマドが構築されていた可能性が考えられる。（出土

遺物）床面から須恵器鉢（図版２２４－９）、覆土から土師

器壺（図版２２４－８）が出土した。（時期）出土遺物が少

なく時期の特定は困難であるが、古代の所産と考えられ

る。

ＳＴ５９７住居跡（図版１０８、２２３－５～７、２２４－１～７、

写真図版６２、６３）

ＳＴ５９７住居跡は、調査区北側のＸ４６－Ｙ３８・Ｘ４６－

Ｙ３９区に位置する。南壁はＳＴ６８４住居跡を切っており、

ＳＴ５９２住居跡のカマド煙道部が掘り込まれている。ま

た住居跡の西側にＳＤ５９８溝跡が掘り込まれている。カ

マドは北壁に１基、南壁に２基の計３基が構築されてい

る。（平面形）長軸４．４ｍ、短軸４．３ｍの方形で、床面積

は１８．９㎡を測る。ＥＬ３を基準とした主軸方向はＮ－

１１°－Ｅにある。（堆積土）覆土の層厚は３５㎝を測り、

暗褐色シルト質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁

高は３５㎝を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）全

面に床が貼られており、焼土の集中箇所が認められた。

ＳＴ６８４住居跡の床面より５㎝程度高い。（柱穴）住居跡

内からピット７基が検出されたが、柱穴は特定できない。

（壁溝）未検出。（カマド）南壁の東際にＥＬ１、南壁の

やや東寄りにＥＬ２、北壁の東寄りにＥＬ３が構築され

ている。ＥＬ１は煙道部、袖部、燃焼部が検出され、良

好な残存状況であった。煙道部の長さは７４㎝で、トンネ

ル状に検出され、袖部には切石が構築材として用いられ

ていた。ＥＬ２は煙道部と燃焼部が検出された。煙道部

の長さは１５０㎝で、ＳＴ６８４住居跡のカマドを壊して構築

されている。ＥＬ３は煙道部と燃焼部が検出され、煙道

部の長さは９６㎝を測る。ＥＬ２とＥＬ３は袖部が壊され

ており、ＥＬ１が付け替えられたカマドと考えられる。

（出土遺物）カマドＥＬ１から土師器甕（図版２２３－５）、

床面から土師器甕（図版２２３－７、２２４－１）、須恵器蓋

（図版２２４－３）、須恵器坏（図版２２４－６・７）、ＥＫ１

から土師器甕（図版２２４－１）、ＥＫ４から土師器甕（図

版２２３－６・７）、須恵器坏（図版２２４－４）、ＥＫ５から

土師器甕（図版２２３－６）、ＥＫ６から土師器甕（図版２２４

－１）が出土した。図版２２４－２はＳＴ５９２住居跡、図版

２２４－５はＳＴ６０２住居跡と接合関係にある。墨書土器

（図版２２４－２）と刻書土器（図版２２４－７）の出土が特

記される。（時期）出土遺物には時間幅が見られ、８世

紀～９世紀前半の住居跡と考えられる。重複した遺構の

新旧関係は、古い方からＳＴ５９３住居跡→ＳＴ６８４住居跡

→ＳＴ５９７住居跡→ＳＴ５９２住居跡→ＳＤ５９８溝跡の順序

になると見なされる。

ＳＴ６２２住居跡（図版１０９、１１０、２２５－４～８、写真図版

６８、６９）
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ＳＴ６２２住居跡は、調査区北端のＸ４９－Ｙ３９・Ｘ４９－

Ｙ４０・Ｘ５０－Ｙ３９・Ｘ５０－Ｙ４０区に位置する。北にＳＴ

６２７住居跡が近接し、住居跡の西側にＳＤ６２３溝跡が掘り

込まれている。（平面形）長軸５ｍ、短軸４．４ｍの方形で、

床面積は２２㎡を測る。北東壁・南西壁ラインから見た主

軸方向はＮ－６６°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は

１５～２０㎝を測り、黒褐色シルト質土が凹レンズ状に堆積

する。（壁面）壁高は１０～２０㎝を測り、壁は外傾して立

ち上がる。（床面）住居跡内の周縁を除いて床が貼られ

ており、中央に焼土・炭化物の集中が認められた。（柱

穴）住居跡内からピット８基が検出されたが、この内Ｅ

Ｐ２、ＥＰ３、ＥＰ４、ＥＰ８が柱穴の可能性が高く、

後三者の底面には柱痕跡が認められた。（壁溝）未検出。

（炉跡）明確な炉跡は検出されていないが、住居跡の中

央に焼土の集中箇所が認められ、地床炉の存した可能性

が考えられる。（出土遺物）床面から土師器甕（図版２２５

－５・６）、覆土から土師器壺（図版２２５－４）、土師器

甕（図版２２５－７）、土師器鉢（図版２２５－８）が出土し

た。（時期）出土遺物から、古墳時代前期４世紀代の住

居跡と考えられる。切り合い関係から、本住居跡がＳＤ

６２３溝跡より古いと見なされる。

ＳＴ６２７住居跡（図版１１１、１１２、２２６－１～５、２２７－１

～４、２２８－１～８、２３８－１５、写真図版６８、６９）

ＳＴ６２７住居跡は、調査区北端のＸ５０－Ｙ３９・Ｘ５０－

Ｙ４０・Ｘ５１－Ｙ３９・Ｘ５１－Ｙ４０区に位置する。北にＳＴ

６２８住居跡、南にＳＴ６２２住居跡が近接する。（平面形）長

軸３ｍ、短軸２．６ｍの方形で、床面積は７．８㎡を測り、主

軸方向はＮ－１７１°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は

３０㎝を測り、暗褐色シルト質土が凹レンズ状に堆積する。

（壁面）壁高は１５～３０㎝を測り、壁は外傾して立ち上が

る。（床面）床が貼られており、南側に硬化面と炭化物

の集中が認められる。（柱穴）未検出。（壁溝）未検出。

（カマド）南壁の東寄りに構築され、煙道部、袖部、燃

焼部が検出された。煙道部の長さは３０㎝と短く、急傾斜

で立ち上がる。燃焼部には支脚痕と思われるＥＰ１が存

しており、袖部からは土師器甕が纏まって出土し、構築

材に用いられたと考えられる。（出土遺物）カマドから

土師器甕（図版２２６－１～５、２２７－１～４、２２８－１）、

須恵器坏（図版２２８－５）、床面から須恵器坏（図版２２８

－３）、須恵器高台坏（図版２２８－７・８）、南壁際から

鉄鏃（図版２３８－１５）が出土した。墨書土器（図版２２８－

２）の出土が特記される。（時期）出土遺物から、８世

紀後半の住居跡と考えられる。

ＳＴ６３２住居跡（図版１１３、２２９－１～６、２３０－１～４、

２３４－２２・２３、２３５－４、２３７－９、２３８－２・３、写真図

版７０、７１）

ＳＴ６３２住居跡は、調査区北端のＸ５４－Ｙ４１・Ｘ５４－

Ｙ４２・Ｘ５５－Ｙ４１・Ｘ５５－Ｙ４２区に位置し、調査区域の

最北端に相当する。北側はＳＴ６３３住居跡を切っており、

西壁は調査区域外となる。（平面形）縦軸４．５ｍの方形

で、東壁ラインから見た主軸方向はＮ－１６１°－Ｗにあ

る。東壁の南端は東にやや張り出しているが、ＳＴ６３３

住居跡の東隅コーナーとなる。（堆積土）覆土の層厚は

２０㎝（調査区西壁では５５～６０㎝）を測り、凹レンズ状に

堆積する。（壁面）壁高は２５㎝を測り、壁は外傾して立

ち上がる。（床面）全面に暗褐色シルト質土が貼られて

おり、炭化物の集中箇所が認められる。掘り方はやや起

伏を有する。ＳＴ６３３住居跡の床面より１５㎝低い。（柱穴）

住居跡内からピット２基が検出されたが、柱穴は特定で

きない。（壁溝）未検出。（カマド）南壁の東寄りに構築

され、煙道部、袖部、燃焼部が検出された。カマドの焚

き口付近の小ピット（ＥＰ１）には焼土が堆積し、袖部

は半壊の状態で、南東隅側に焼土と炭化物が散らばって

いた。（出土遺物）カマドから土師器堝（図版２３０－２）、

須恵器坏（図版２３０－４）、床面から土師器甕（図版２２９

－４）、鉄鏃（図版２３８－３）、ＥＰ２から土師器甕（図

版２２９－５）、土師器堝（図版２３０－１）、覆土から土師器

甕（図版２２９－１～３・５・６）、土師器堝（図版２３０－

１・２）、須恵器坏（図版２３０－３）、勾玉（図版２３４－２２・

２３）、砥石（図版２３５－４）、鉄鏃（図版２３７－９、２３８－

２）が出土した。（時期）出土遺物から、８世紀後半の

住居跡と考えられる。切り合い関係から、本住居跡がＳ

Ｔ６３３住居跡よりも新しいと見なされる。

ＳＴ６３３住居跡（図版１１３、２２９－６、写真図版７１）

ＳＴ６３３住居跡は、調査区北端のＸ５５－Ｙ４１・Ｘ５５－

Ｙ４２区に位置し、調査区域の最北端に相当する。南側は

ＳＴ６３２住居跡に切られ、西壁は調査区域外となる。（平

面形）縦軸６ｍの方形で、東壁ラインから見た主軸方向

はＮ－１８０°にある。（堆積土）調査区西壁で見た層厚は

４５㎝を測り、褐色シルト質土が堆積する。（壁面）南壁
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の東際で見た壁高は１５㎝であるが、北側は床面のみが検

出された。（床面）全面に褐色シルト質土が貼られてお

り、焼土と炭化物の集中箇所が認められる。ＳＴ６３２住

居跡の床面よりも１５㎝高い。（柱穴）未検出。（壁溝）未

検出。土層断面にある北壁際の落ち込みはピットである。

（カマド）南壁の東寄りに構築されているが、ＳＴ６３２住

居跡により壊されており、煙道部のみが検出された。（出

土遺物）カマド煙道部から土師器甕（図版２２９－６）が

出土した。（時期）出土遺物が少なく時期の特定は困難

だが、古代の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

本住居跡がＳＴ６３２住居跡より古いと見なされる。

ＳＴ６２８住居跡（図版１１４、２２８－９～１１、写真図版７０）

ＳＴ６２８住居跡は、調査区北端のＸ５１－Ｙ３９・Ｘ５１－

Ｙ４０・Ｘ５１－Ｙ４１・Ｘ５２－Ｙ３９・Ｘ５２－Ｙ４０・Ｘ５２－Ｙ

４１区に位置する。ＳＫ６２９土坑とＳＫ６５８土坑に切られて

おり、南にＳＴ６２７住居跡が近接する。（平面形）長軸６．７

ｍ、短軸６．５ｍの方形で、床面積は４３．６㎡を測り、東・

西壁ラインで見た主軸方向はＮ－７°－Ｅにある。（堆

積土）覆土の層厚は１５㎝を測り、黒褐色・暗褐色シルト

質土が凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁高は１０～３０㎝

を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）住居跡内の

中央が硬化面となっている。（柱穴）ＥＰ１～３が柱穴

で、北東の柱穴はＳＫ６５８土坑により壊されている。（壁

溝）未検出。（炉跡）中央やや北寄りの炭化物の集中箇

所には、焼土粒も含まれており、地床炉に相当すると考

えられる。（出土遺物）床面から土師器壺（図版２２８－

９）、覆土から土師器甕（図版２２８－１０・１１）が出土した。

（時期）出土遺物から、古墳時代前期４世紀代の住居跡

と考えられる。切り合い関係から、本住居跡がＳＫ６２９

土坑とＳＫ６５８土坑より古いと見なされる。

ＳＴ１８１住居跡（図版１１５、１１６、２３０－５～７、２３７－１１、

２３８－２１・２３・２４、写真図版１１）

ＳＴ１８１住居跡は、調査区南側のＸ１３－Ｙ１４・Ｘ１３－

Ｙ１５・Ｘ１４－Ｙ１４・Ｘ１４－Ｙ１５区に位置する。第１次調

査で調査を実施したが、床面が新旧の２面存したため、

第２次調査に調査を持ち越した。従って第２次調査の住

居跡として報告する。住居跡内の南隅にＳＫ７０５土坑が

存しており、その直上に住居跡が構築されている。（平

面形）一辺３．５ｍの方形で、床面積は１２．２５㎡を測り、主

軸方向はＮ－１５０°－Ｗにある。（堆積土）覆土の層厚は

１０～３０㎝を測り、黒褐色・暗褐色シルト質土が堆積する

が、溝状の耕作の攪乱が床面まで及んでいる。（壁面）壁

高は１０㎝程度を測り、壁は外傾して立ち上がる。（床面）

床面は貼床で、新旧の２面が認められ、共に北西壁側に

やや傾斜している。上位の新しい床面ではＥＫ５が検出

され、下位の古い床面は５㎝下で検出した。（柱穴）住

居跡内からは、カマドの燃焼部に当たるＥＫ７０６以外に、

ピット５基が検出された。貯蔵穴と思われるＥＫ５は新

床面に伴い、ＥＰ１～４が柱穴に相当すると考えられる。

（壁溝）未検出。（カマド）南西壁の南際に構築されてお

り、煙道部、袖部、燃焼部が検出された。煙道部の長さ

は１ｍで、新旧床面ともに同じカマドを使用していたと

想定される。（出土遺物）上位の新床面から海獣葡萄鏡

（図版２３７－１１）、下位の旧床面から鉄製品（図版２３８－

２１・２３・２４）、ＥＰ１から土師器甕（図版２３０－６）、覆

土から土師器甕（図版２３０－５）、須恵器坏（図版２３０－

７）が出土した。（時期）出土遺物から、８世紀前半（第

２四半世紀）の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

本住居跡がＳＫ７０５土坑よりも新しいと見なされる。

３ 第２次調査の掘立柱建物跡

ＳＢ６００掘立柱建物跡（図版１１７、２３２－１～４、写真図

版７２、７３）

ＳＢ６００掘立柱建物跡は、調査区北側のＸ４５－Ｙ３９・

Ｘ４５－Ｙ４０・Ｘ４６－Ｙ３９・Ｘ４６－Ｙ４０区に位置し、ＳＴ

６０３住居跡、ＳＴ６０４住居跡、ＳＴ６０７住居跡と重複関係

にある。（構造）梁行２・３間、桁行３間の側柱建物で、

主軸方向はＮ－５７°－Ｗにある。梁行は基本的に２間で

あるが、南東柱列は出入口と推定される施設を有するた

め３間となる。（規模）梁４ｍ、桁５．２ｍを測り、面積は

２０．８㎡となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西から１．７

ｍ－２．２ｍ、同じく南側が１．５ｍ－１ｍ－１．５ｍ、桁の西

側が北から１．５ｍ－１．９ｍ－１．７ｍ、同じく東側が１．７ｍ－

１．７ｍ－１．８ｍとなる。（柱穴）一辺６０～８０㎝の隅丸方形

を基本とするが、長軸が１ｍの長方形（ＥＢ２～４）も

存する。遺構検出面からの深さは４０～６０㎝を測り、ＥＢ

１・２・４・７・１０・１１の底面には、径１５～２０㎝程度の

円形の柱痕跡が認められる。（出土遺物）ＥＢ５から須

恵器坏（図版２３２－２）、ＥＢ６から須恵器甕（図版２３２

－４）、ＥＢ７から須恵器坏（図版２３２－１）、ＥＢ８か
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ら須恵器坏（図版２３２－３）が出土した。（時期）出土遺

物から、８世紀代の建物跡と考えられる。重複した遺構

の新旧関係は、古い方からＳＴ６０３住居跡→ＳＴ６８２住居

跡→ＳＴ６０４住居跡→ＳＢ６００掘立柱建物跡の順序にな

り、また本建物跡がＳＴ６０７住居跡よりも新しいと見な

される。

ＳＢ７０１掘立柱建物跡（図版１１８、２３２－５、写真図版７３）

ＳＢ７０１掘立柱建物跡は、調査区北側のＸ４４－Ｙ３６・

Ｘ４５－Ｙ３６区に位置しする。古墳時代前期のＳＴ７０７住

居跡を切っており、南北柱列の西側は調査区域外となり、

東西柱列の北側は判然としない。（構造）東西２間、南

北３・４間の側柱建物と推定されるが、梁の北側は判然

としない。主軸方向はＮ－１５°－Ｅにある。南北柱列は

基本的に３間と思われるが、東側は出入口と推定される

施設を有するため４間となる。（規模）東西３．７ｍ、南北

４．７ｍを測る。柱心心間の距離は、東西柱列の南側が西

から１．８ｍ－１．９ｍ、南北柱列の東側が北から１．７ｍ－０．６

ｍ－０．９ｍ－１．５ｍ、同じく西側が１．３ｍ－２．３ｍとなる。

（柱穴）一辺５０㎝の隅丸方形や径５０㎝程度の円形を基本

とし、遺構検出面からの深さは１５～３５㎝を測る。ＥＢ４・

５・９以外の底面には柱痕跡が認められた。（出土遺物）

ＥＢ３から須恵器壺（図版２３２－５）が出土した。（時期）

出土遺物から時期の特定は困難であるが、古代の建物跡

と考えられる。切り合い関係から、本建物跡がＳＴ７０７

住居跡よりも新しいと見なされる。

４ 第２次調査の井戸跡

ＳＥ６５５井戸跡（図版１１９、写真図版７５）

ＳＥ６５５井戸跡は、調査区中央の北側のＸ３９－Ｙ３４区

に位置する。ＳＴ５６０住居跡、ＳＴ６５１住居跡、ＳＴ５５５

住居跡、ＳＴ５５４住居跡と重複関係にあり、ＳＴ６５１住居

跡の貼床面の調査時に検出された。従って重複した遺構

の中では最も古いと考えられる。素掘井戸と推測され、

外周には上屋構造の存在を窺わせる浅いピット（ＥＰ

１・２）が検出された。（平面形）掘り方上面は径１．７ｍ

の円形で、掘り方の底面は径４０㎝程度の円形となる。（堆

積土）遺構検出面からの深さは１．４ｍを測る。覆土は９

層に区分され、最下層の９層が灰褐色粘質シルト質土で、

それより上層は凹レンズ状に堆積する。（壁面）壁は底

面から垂直に近い角度で立ち上がるが、途中段が作出さ

れ、再び開口部に向かって外傾する。（底部）掘り方の

底面は平坦で、底部の施設は検出されていない。（出土

遺物）掲載遺物なし。覆土下位より土玉１点が出土した。

（時期）出土遺物が少なく、時期の特定は困難だが、周

囲の遺構との関係から、古代の所産と考えられる。重複

した遺構の新旧関係は、古い方からＳＥ６５５井戸跡→Ｓ

Ｔ６５１住居跡→ＳＴ５６０住居跡→ＳＴ５５５住居跡→ＳＴ５５４

住居跡の順序で、本遺構が最も古いと見なされる。

５ 第２次調査の溝跡

ＳＤ５２３・５２４・５２５溝跡（図版１２０）

ＳＤ５２３・５２４・５２５溝跡は、調査区中央の北側のＸ３２

－Ｙ３３・Ｘ３３－Ｙ３２・Ｘ３３－Ｙ３３に位置する。第２次調

査区の南端に当たり、北にＳＴ５４２住居跡、南にＳＴ６３

住居跡、西にＳＴ６５・６６住居跡が近接し、東側は須川寄

りの調査区域外となる。東西方向に平行した溝跡で、長

さ２～３ｍ、幅３０～４０㎝、遺構検出面からの深さ１０～１５

㎝と小規模で、性格については判然としない。

ＳＤ５２９溝跡（図版１２０）

ＳＤ５２９溝跡は、調査区中央の北側のＸ３４－Ｙ３３区に

位置する。第２次調査区の南端に当たり、南にＳＴ５４２

住居跡、西にＳＴ６５住居跡が近接する。東西方向に伸び

た溝跡で、長さ３．３ｍ、幅４０㎝、遺構検出面からの深さ

１０㎝と小規模で、性格については判然としない。

ＳＤ７０９溝跡（図版１２０）

ＳＤ７０９溝跡は、調査区中央の北側のＸ３５－Ｙ３１・Ｘ

３５－Ｙ３２・Ｘ３５－Ｙ３３・Ｘ３５－Ｙ３４区に位置する。第１

次調査区域と第２次調査区域にまたがっており、北にＳ

Ｔ６１住居跡が近接する。東西方向に伸びた溝跡で、長さ

１６ｍ、幅６０㎝、遺構検出面からの深さ２５㎝とやや規模が

大きい。古代の所産と思われるが、性格については判然

としない。なお第１次調査では、ＳＤ１３６溝跡として調

査された。

ＳＤ５９８溝跡（図版１２１、写真図版７４）

ＳＤ５９８溝跡は、調査区北側のＸ４６－３７・Ｘ４６－Ｙ３８・

Ｘ４７－Ｙ３７・Ｘ４７－Ｙ３８区に位置し、ＳＴ５９７住居跡、

ＳＴ６８４住居跡を切っている。直径６．３～６．６ｍの円形の

溝跡で、幅４０～６０㎝、遺構検出面からの深さは１０～２５㎝

を測る。覆土は黒褐色シルト質土が堆積し、溝跡の底面

は比較的平坦で、壁は緩い角度で立ち上がる。古代の所
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産と思われるが、周溝内には施設は認められず、遺構の

性格は判然としない。重複した遺構の新旧関係は、古い

方からＳＴ５９３住居跡→ＳＴ６８４住居跡→ＳＴ５９７住居跡

→ＳＤ５９８溝跡の順序になり、本溝跡が最も新しいと見

なされる。また本溝跡は古墳時代前期のＳＴ５９５住居跡

よりも新しい。

６ 第２次調査の土坑

ＳＫ５４５土坑（図版１２２）

ＳＫ５４５土坑は、調査区中央の北側のＸ３５－Ｙ３４区に

位置し、北にＳＤ７０９溝跡とＳＫ５４６土坑が近接する。長

軸１．８ｍ、短軸０．９ｍの不整形で、遺構検出面からの深さ

は２０㎝で、底面は起伏を有し、壁は緩い角度で立ち上が

る。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）遺物が少なく時

期の特定は困難であるが、古代の所産と考えられる。

ＳＫ５４６土坑（図版１２２、２３２－７）

ＳＫ５４６土坑は、調査区中央の北側のＸ３６－Ｙ３４・Ｘ

３６－Ｙ３５区に位置する。北に古墳時代のＳＴ５４９住居跡、

東にＳＴ５３５住居跡、南にＳＫ５４５土坑が近接する。長軸

２．１ｍ、短軸１．６ｍの隅丸長方形で、遺構検出面からの深

さは５０～６０㎝を測り、覆土は凹レンズ状に堆積する。底

面は平坦で、壁は緩い角度で立ち上がる。（出土遺物）覆

土から須恵器蓋（図版２３２－７）が出土した。（時期）出

土遺物から８世紀代の土坑と考えられる。

ＳＫ６６６土坑（図版１２２）

ＳＫ６６６土坑は、調査区北側のＸ４３－Ｙ３８区に位置し、

ＳＴ５８９住居跡の北西コーナーを切っている。一辺７５㎝

の隅丸方形で、主軸方向はＮ－１６°－Ｅにある。遺構検

出面からの深さは１５㎝で、暗褐色・黒褐色粘質シルト質

土が堆積し、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち

上がる。（出土遺物）掲載遺物なし。（時期）遺物が少な

く時期の特定は困難であるが、古代の所産と考えられる。

切り合い関係から、本土坑がＳＴ５８９住居跡よりも新し

いと見なされる。

ＳＫ６４９土坑（図版９２）

ＳＫ６４９土坑は、調査区北側のＸ４３－Ｙ４１区に位置し、

ＳＴ６１０住居跡を掘り込んでいる。長軸２．２ｍ、短軸１．３

ｍの隅丸長方形で、主軸方向はＮ－７°－Ｅにある。遺

構検出面からの深さは２５㎝で、底面は平坦となる。（出

土遺物）ＳＴ６１６住居跡出土の須恵器坏（図版２１１－９）

と接合関係にある。（時期）出土遺物が少なく時期の特

定は困難であるが、古代の所産と考えられる。切り合い

関係から、本土坑がＳＴ６１０住居跡よりも新しいと見な

される。

ＳＫ６５８土坑（図版１１４、１２３、２３２－１０～１３、写真図版７０、

７５）

ＳＫ６５８土坑は、調査区北端のＸ５１－Ｙ４０・Ｘ５２－Ｙ

４０区に位置し、古墳時代前期のＳＴ６２８住居跡の北東柱

穴を壊している。長軸２．２ｍ、短軸１．７ｍの台形の形状で、

主軸方向はＮ－１１°－Ｅにある。遺構検出面からの深さ

は６０㎝を測り、暗褐色シルト質土と褐色砂質シルト質土

が凹レンズ状に堆積し、底面は平坦で、壁は外傾して立

ち上がる。（出土遺物）底面から土師器堝（図版２３２－

１０）、須恵器甕（図版２３２－１３）、覆土から須恵器坏（図

版２３２－１１）、須恵器高台坏（図版２３２－１２）が出土した。

（時期）出土遺物から８世紀代の土坑と考えられる。切

り合い関係から、本土坑がＳＴ６２８住居跡よりも新しい

と見なされる。

ＳＫ６０８土坑（図版１２３、２３２－８・９、写真図版７５）

ＳＫ６０８土坑は、調査区北端のＸ４９－Ｙ３９区に位置し、

北東に古墳時代前期のＳＴ６２２住居跡が近接する。長軸

１．６ｍ、短軸１ｍの楕円形で、主軸方向はＮ－５７°－Ｗ

にある。遺構検出面からの深さは３０㎝で、覆土に焼土を

含み、底面はやや起伏を有し、壁は緩い角度で立ち上が

る。（出土遺物）覆土から土師器甕（図版２３２－８・９）

が出土した。（時期）出土遺物から８世紀代の土坑と考

えられる。

ＳＫ６２９土坑（図版１１４、１２４、写真図版７５）

ＳＫ６２９土坑は、調査区北端のＸ５１－Ｙ４１区に位置し、

古墳時代前期のＳＴ６２８住居跡の東壁を切っている。長

軸２．２㎝、短軸１．７ｍの隅丸方形で、主軸方向はＮ－７１°

－Ｗにある。遺構検出面からの深さは３０㎝を測り、底面

はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。（出土遺

物）掲載遺物なし。（時期）出土遺物が少なく時期の特

定は困難であるが、古代の所産と考えられる。切り合い

関係から、本土坑がＳＴ６２８住居跡よりも新しいと見な

される。

ＳＫ６３０土坑（図版１２４、２３２－１４、写真図版７５）

ＳＫ６３０土坑は、調査区北端のＸ５１－Ｙ４１・Ｘ５１－Ｙ

４２・Ｘ５２－Ｙ４１・Ｘ５２－Ｙ４２区に位置する。上面は２００１
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年の試掘坑により削平を受けており、西にＳＴ６２８住居

跡やＳＫ６２９土坑、ＳＫ６５８土坑が近接する。長軸２．５ｍ、

短軸１．６ｍの隅丸長方形と思われるが、西壁南側が内側

に陥入し、主軸方向はＮ－１１°－Ｅにある。遺構検出面

からの深さは２０～３０㎝を測り、暗褐色シルト質土が堆積

し、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。（出土遺

物）覆土から須恵器坏（図版２３２－１４）が出土した。（時

期）出土遺物から８世紀中葉の土坑と考えられる。

Ⅳ 第２次調査の成果

５２



Ⅴ 理化学的分析

１ 自然科学分析（１）

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

今回の自然科学分析調査は、主に遺構や遺物を中心と

して以下の課題について実施し、当時の生業に関する情

報を得る。１）古墳時代や奈良時代に構築されたとされ

る焼失住居の構築材や炉に残された炭化材の年代測定を

行い、年代に関する情報を得る。２）これらの試料に関

しては樹種同定も実施し、当時の建築材や燃料材に関す

る情報を得る。３）住居跡から出土した炭化種実の同定

を実施し、当時の植物利用に関する情報を得る。４）住

居跡から出土した土器や、カマド内の土壌について、植

物珪酸体分析と微細物分析を実施し、内容物や植物利用

に関する検討を行う。５）住居から検出された勾玉の石

材を調べるために、岩石肉眼鑑定を行う。

また、本遺跡が立地する自然堤防周辺の地形は、古墳

時代と奈良・平安時代では異なっていたことが、堆積層

序や遺構の分布から判明している。したがって、６）本

遺跡の古墳～平安時代の土層断面から採取した土壌の珪

藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析を行うことにより、

遺跡の立地環境や周辺植生に関する情報を得る。

Ａ 試 料

試料は、焼失住居跡や炉内から検出された炭化材や炭

化種実、住居内から検出された勾玉、土器内やカマドの

土壌、土層断面から層位ごとに採取した土壌である（表

２）。

炭化材試料は、古墳時代および奈良・平安時代の焼失

住居跡から出土した１４点（試料番号１～１４）である。放

射性炭素年代測定に関しては、試料番号１、２、３、４、

６、８、１０の７点を用いる。この中で、試料番号６は炭

化物が少ないため加速器質量分析法（ＡＭＳ法）を、そ

の他の試料では炭化物が比較的多いことからβ線計数法

を選択する。樹種同定に関しては、年代測定試料も含め

て１４点全てについて行う。また、炭化種実同定は、住居

内などから検出された炭化種実２点（試料番号１５、１６）

について実施する。土器内、カマド内などの土壌は、１４

点（試料番号１７～３０）ある。この中で、植物珪酸体は１０

点（試料番号１７、１８、２０、２２～２６、２８、３０）、微細物同

定は焼土、炭化物、灰などが比較的多く含まれる６点（試

料番号１８、２０、２３、２６、２８、３０）について実施する。岩

石肉眼鑑定は、勾玉２点（試料番号３１、３２）について行

う。

また、本遺跡の土層断面試料は、６地点から試料を採

取した。便宜上、１～６地点とする。今回は３地点、４

地点、５地点の試料を対象にする。試料は古墳時代以前、

古墳時代、古墳～奈良時代、平安時代とされる層準を選

択し、中でも粗粒な砕屑物により構成される洪水堆積物

ではなく、比較的腐植が集積する粘土層を中心に、珪藻

分析１０点、花粉分析７点、植物珪酸体分析８点を実施す

る。

Ｂ 分 析 方 法

（１）放射性炭素年代測定

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、１点はＡ

ＭＳ法で、残りの６点はβ線計数法により行う。放射性

炭素の半減期は LIBBYの半減期５，５６８年を使用する。

測定年代は１９５０年を基点とした年代（BP）であり、誤差

は標準偏差（One Sigma）に相当する年代である。暦年

較正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM

CALIB REV４．４（Copyright１９８６-２００２MStuiver and

PJ Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）

を用いている。また、北半球の大気圏における暦年較正

曲線を用いる条件を与え、計算させている。

（２）珪藻分析

試料を湿重で７ｇ前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処

理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、珪藻化

石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバー

ガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラック

スで封入して、プレパラートを作製する。検鏡は、光学
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顕微鏡で油浸６００倍あるいは１０００倍で行い、メカニカル

ステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、

珪藻殻が半分以上残存するものを対象に２００個体以上同

定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。

種の同定は、原口ほか（１９９８）、Krammer（１９９２）、

Krammer and Lange-Bertalot（１９８６，１９８８，１９９１a，１９９１

b）、Witkowski et.al.（２０００）などを参照する。

同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、

その中の各種類をアルファベット順に並べた一覧表で示

す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・

水素イオン濃度（pH）・流水に対する適応能について

も示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出個体数１００個体以上の試料については、産

出率２．０％以上の主要な種類について、主要珪藻化石群

集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か

異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求め

る。堆積環境の解析は、海水～汽水生種については小杉

（１９８８）、淡水生種については安藤（１９９０）、陸生珪藻に

ついては伊藤・堀内（１９９１）、汚濁耐性については、Asai

and Watanabe（１９９５）の環境指標種を参考とする。

（３）花粉分析

試料約１０gについて、水酸化カリウムによる泥化、篩

別、重液（臭化亜鉛：比重２．２）による有機物の分離、

フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス処理の

順に物理・化学的処理を施し、花粉化石を濃集する。残

渣をグリセリンで封入してプレパラートを作製し、光学

顕微鏡下でプレパラート全面を操作し、出現する全ての

種類について同定・計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類

胞子は総花粉・胞子数から不明花粉を除いたものを基数

とした百分率で出現率を算出し、図示する。図表中で複

数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が

困難なものである。

（４）植物珪酸体分析

湿重５ｇ前後の試料について過酸化水素水、塩酸処理、

沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム、

比重２．５）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を

分離、濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガ

ラス上に滴下、乾燥させる。乾燥後、プリュウラックス

で封入してプレパラートを作製する。

４００倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、出現するイネ

科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸

体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に

由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）、

およびこれらを含む珪化組織片を近藤・佐瀬（１９８６）の

分類に基づいて同定し、計数する。

なお、壺甕、カマド等の試料では、珪化組織片の産出

に注目する。植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、

珪化細胞列などの組織構造を呈している。植物体が土壌

中に取り込まれた後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの

影響によって分離し単体となるが、埋積した植物遺体や

植物が燃えた後の灰には組織構造が珪化組織片などの形

で残されている場合が多い（例えば、パリノ・サーヴェ

イ株式会社，１９９１；１９９３）。そのため、珪化組織片の産

状により当時の燃料材や土器内容物などの種類が明らか

になると考えられる。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。

また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植生や栽

培植物について検討するために、植物珪酸体群集と珪化

組織片の層位分布図を作成する。各種類の出現率は、短

細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの

総数を基数とする百分率で求める。

（５）樹種同定

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）

の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電

子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類

を同定する。

（６）種実同定

肉眼あるいはルーペを用い、形態的特徴から種類を同

定する。

（７）微細物分析

試料は、植物珪酸体分析に必要な分量を採取後の残り

の全てについて分析する。分析量は結果とともに示すが、

試料によっては分析量が少ないものもある。試料は水に

つけてしばらく放置したあと、０．５㎜の篩を通して水洗

し、残渣を集める。残渣を常温で数日間乾燥させたあと、

双眼実体顕微鏡で観察し、同定可能な微細物を抽出・同

定する。同定した微細物は種類毎に瓶に入れ、保存する。

（８）岩石肉眼鑑定

野外用のルーペを用いて構成鉱物や組織の特徴を観察
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し、肉眼で鑑定できる範囲の岩石名または鉱物名を付す。

Ｃ 結 果

（１）放射性炭素年代測定

結果を表３に、暦年較正の結果を表４に示す。β線計

数法で行った試料番号２、３は、発掘所見で推定された

時代観よりも古い年代値が得られており、古墳時代頃を

示す。ＡＭＳ法で行った試料番号６は、発掘所見よりも

やや新しい年代値となっている。ただし、暦年較正を行

うと、測定誤差や較正曲線等が持つ誤差によって年代値

に幅が出ることから、発掘所見で得られた時代観と整合

する試料が多くなる。

（２）珪藻分析

結果を表５・６、第６図に示す。珪藻化石は、各地点

とも比較的多く産出する。完形殻の出現率は、６０％以上

のものが多い。産出分類群数は、合計で３４属１５５種類で

ある。地点別に珪藻化石群集の特徴を述べる。

・３地点

試料番号５、６－１、７とも陸上のコケや土壌表面な

ど多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生

珪藻と、淡水域に生育する水生珪藻（以下、水生珪藻）

とが混在している。割合としては、水生珪藻が陸生珪藻

を上回る。陸生珪藻の割合は、試料番号５が約５０％、試

料番号６－１が約１５％、試料番号７が３５％である。淡水

性種の生態性（塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対す

る適応能）の特徴は、貧塩不定性種（少量の塩分には耐

えられる種）、真＋好アルカリ性種（pH７．０以上のアル

カリ性水域に最もよく生育する種）、真＋好流水性種（流

水域に最もよく生育する種）と流水不定性種（流水域に

も止水域にも普通に生育する種）とが優占あるいは多産

する。主な産出種は、好流水性で中～下流性河川指標種

群の Cymbella sinuate、Diatoma mesodon、Fragilaria

vaucheriae、Meridion circulae var．constrictum、

Rhoicosphenia abbreviata、好流水性の Cymbella

turgidula var．nipponica、流水不定性の Cocconeis

placentula等である。中～下流性河川指標種群とは、河

川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、

後背湿地などに集中して出現することから、その環境を

指標することができる種群のことである（安藤，１９９０）。

陸生珪藻は、上位に向かって増加する傾向があり、陸生

珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻Ａ群（伊藤・堀

内，１９９１）のHantzschia amphioxys、Navicula mutica

等が産出する。

・４地点

本地点においても、陸生珪藻と水生珪藻とが混在して

いる。試料番号９、１４は、陸生珪藻が全体の８０％以上と

優占する。これに対して、試料番号１１は約５０％、試料番

号１７は約３０％産出する。陸生珪藻の主なものは、陸生珪

藻A群のHantzschia amphioxys、 Navicula mutica、

それに同じく陸生珪藻Ａ群の Pinnularia borealis等で

ある。水生珪藻は、前地点で産出したような中～下流性

河川指標種群を含む流水性種が産出する。

・５地点

試料番号５は、Hantzschia amphioxys、Navicula

mutica等の陸生珪藻が全体の約８０％と優占する。これ

に対して、試料番号８、１０は水生珪藻が優占し、６０～７０％

産出する。その主なものは、３地点で産出したような

Cymbella sinuate、Diatoma mesodon、Fragilaria

vaucheriae、Meridion circulae var．constrictum、

Rhoicosphenia abbreviata、Achnanthes lanceolata等

の中～下流性河川指標種群や Gomphonema parvulum

等の流水不定性種である。

（３）花粉分析

結果を表７に示す。いずれの試料も花粉化石がほとん

ど検出されず、検出された試料のほとんどに風化の痕跡

が認められる。マツ属やシダ類胞子が若干見られる程度

である。

（４）植物珪酸体分析

壺甕やカマド関連試料の結果を表８、第７図に示す。

各試料からは検出個数に差があるものの、珪化組織片が

認められる。炭化物、焼土、灰などが認められた土器内

土壌試料ではイネ属の葉部や籾殻、ヨシ属やススキ属の

葉部に形成される珪化組織片が混在する。このうち、試

料番号２０（ＳＴ６０３ＹのＲＰ７７６）と試料番号２３（ＳＴ６１４

ＥＬのＲＰ６３３）ではイネ属の珪化組織片の検出個数が

多く、試料番号２３ではススキ属やヨシ属も多く認められ

る。また、試料番号１８（ＳＴ６８６ＹのＲＰ７６０）ではイネ

属が少なくススキ属の短細胞列が多い。一方、炭化物、

焼土が比較的少ない試料番号２４（ＳＴ５５５ＹのＲＰ５０９）

と試料番号２５（ＳＴ５９１ＹのＲＰ６５６）でもイネ属やヨシ
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属、ススキ属に由来する珪化組織片が混在する。試料番

号１７（ＳＴ６２８ＹのＲＰ７１３）と試料番号２２（ＳＴ６１５Ｙ

のＲＰ５６５）ではイネ属穎珪酸体がわずかに認められる。

焼土や炭化物を含むＳＴ６２７ＥＬカマド底面から採取

された試料番号２８、灰を含むとされるＳＴ６３２Ｙ焚口前

の床面から採取された試料番号３０ではイネ属、ヨシ属、

ススキ属に由来する珪化組織片が混在する。特に試料番

号３０はイネ属とススキ属の検出個数が多い。

これらの試料からは単体の植物珪酸体も認められ、珪

化組織片で多く見られる種類の産出が目立つ。また、栽

培種を含む分類群であるヒエ属やキビ属、オオムギ族が

検出されるものの、その個数は少ない。また、検出され

た植物珪酸体の形態からは栽培種か否かの判別が困難で

ある。

土層断面の３～５地点の結果を表８・第８図に示す。

各地点では、植物珪酸体が検出されるものの、概して検

出個数が少ない。保存状態も悪く、表面に多数の小孔（溶

食痕）が認められる。３地点の試料番号６－１ではクマ

ザサ属やヨシ属、ススキ属などがわずかに認められる。

４地点の試料番号９、１１、１４、１７でも同様な種類が認め

られる。試料番号１４、１７ではヨシ属、ススキ属を含むウ

シクサ族の産出が目立つ。また試料番号９、１４ではイネ

属やススキ属の短細胞列もわずかに検出される。５地点

の試料番号５、８、１０でも同様な種類が見られ、いずれ

の試料もヨシ属の産出が目立つ。

（５）樹種同定

樹種同定結果を表９に示す。炭化材は、試料番号９が

散孔材の道管配列を有する広葉樹材であるが、保存状態

が悪く種類の同定には至らなかった。また、試料番号７

は木材組織が観察できず、不明とした。各種類の解剖学

的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen．Diploxylon）

マツ科

試料は年輪界で割れており、早材部の多くを欠く。軸

方向組織は仮道管を主とし、晩材部に樹脂道が認められ

る。晩材部の幅は比較的広い。放射組織は仮道管、柔細

胞、樹脂道、エピセリウム細胞で構成される。分野壁孔

は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出

が認められる。放射組織は単列、１－１５細胞高。

・ヤナギ属（Salix）ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または２－３個が複合して年輪

全体にほぼ一様に分布し、年輪界に向かって径を漸減さ

せる。道管は、単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は異性、単列、１－１５細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen．Alnus）

カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または２－４個が放射方向に複

合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状

に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。放射組織

は同性、単列、１－３０細胞高のものと集合放射組織とが

ある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen．

Lepidobalanus sect．Prinus）ブナ科

環孔材で、孔圏部は１－２列、孔圏外で急激に管径を

減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、１－２０細胞高のものと複合放射組織とがある。

・クリ（Castanea crenata Sieb．et Zucc．）

ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は２－４列、孔圏外で急激～やや緩

やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織は同性、単列、１－１５細胞高。

・ヤマグワ（Morus australis Poiret）

クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は２－５列、晩材部へ向かって管径

を漸減させ、のち塊状に複合する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は異性、１－６細胞幅、１－４０細胞高

で、しばしば結晶を含む。

・ナツツバキ属近似種（cf．Stuartia）ツバキ科

散孔材で、道管は比較的径が大きく、横断面では楕円

形で、ほぼ単独で散在し、年輪界に向かって僅かに径を

減ずる。道管は階段穿孔を有する。放射組織は破損が激

しいが、異性、１－３細胞幅、１－３０細胞高で、時に上

下に連結する。現生標本と比較すると、道管配列や放射

組織の大きさ等に若干の違いが認められること、保存状

態が悪いこと等から近似種とした。

・カエデ属（Acer）カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、
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単独および２－３個が複合して散在し、晩材部へ向かっ

て管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列

～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放

射組織は同性、１－５細胞幅、１－４０細胞高。木繊維が

木口面において不規則な紋様をなす。

（６）種実同定・微細物分析

結果を表１０に示す。炭化種実２点は、オニグルミとモ

モに同定された。ともに破片であるが、もともと１個体

であったものが割れたと考えられる。特にモモは、表面

の泥を取り除く際に、固まった状態で数片が確認された

ことから、確実に同一個体である。微細物分析の結果を

みると、土器や炭化材などが微量見られた程度で、同定

可能な植物遺体は見られない。また地下茎とみられる塊

茎は、炭化しておらず保存も良いことから、現生のもの

と思われる。以下に検出された種類の形態的特徴を示す。

・オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim． subsp．

Sieboldiana（Maxim．）Kitamura）クルミ科クルミ属

核の破片が同定された。１本の明瞭な縦の縫合線があ

る。核皮は硬く、表面は縦方向に溝状の浅い彫紋が走り

ごつごつしている。内部には子葉が入る２つの大きな窪

みと隔壁がある。

・モモ（Prunus parsica Batsch）バラ科サクラ属

炭化した核（内果皮）が破片の状態で検出されたが、

１個体のものが割れたものとみられる。推定される全体

の大きさは２．５㎝程度。広楕円形でやや偏平。基部は丸

く大きな臍点がある。一端に明瞭な縫合線がある。内果

皮は厚く硬く、表面は縦に流れる不規則な線状のくぼみ

があり、全体として粗いしわ状に見える。

（７）岩石肉眼鑑定

肉眼鑑定により№３１および№３２は共に滑石と判定され

た。№３１は、淡白灰色～淡緑灰色を呈し、直径約５㎝と

大型で、質がよく、表面が丹念に磨かれている。№３２は、

緑灰色を呈し、直径約３㎝で表面には擦痕が多く認めら

れる。ただし、この№３２については、穿孔部には擦れた

痕跡が認められない。

Ｄ 考 察

（１）遺構の年代

ＳＴ７０７（試料番号１）と、ＳＴ１８１（試料番号６）は

古墳時代に相当すると考えられている。暦年較正を行っ

た年代でみると、試料番号１は発掘調査所見に近いが、

試料番号６はやや新しく古墳～奈良時代の年代値を示

す。

ＳＴ５３５（試料番号２）、ＳＴ５６０（試料番号３）、ＳＴ

５５１（試料番号４）、ＳＴ６３２（試料番号８）、ＳＴ５５０（試

料番号１０）は、奈良・平安時代と考えられている。暦年

較正を行った年代値でみると、試料番号２、３は古墳時

代を示すものの、他は概ね発掘調査所見に近い年代値が

得られている。年代値は、測定物以外の炭素による汚染

により値が変化する可能性もあることから、遺構の年代

観に関しては、出土遺物や炭化物の堆積状況なども加味

しながら、多面的に検討していく必要があろう。

（２）用材と植物利用

古墳時代の焼失住居ＳＴ７０７の部材は、壁近くの床面

から出土しており、周囲には他にも炭化材が集中して出

土している。出土状況から垂木等の可能性もある。樹種

のヤマグワは、強度が比較的高いことや、人里周辺で普

通に見られる種類であることから、材質や入手が容易な

ことが利用された背景に考えられる。

一方、奈良・平安時代の住居の部材には、ヤナギ属、

ハンノキ亜属、複維管束亜属が認められた。今回確認さ

れた３種類はそれぞれ材質が異なっており、ハンノキ亜

属は強度が高いが、ヤナギ属は強度や保存性は低い。複

維管束亜属は、強度・保存性とも中程度である。出土位

置をみると、ＳＴ５３５の試料番号２は住居中央部付近か

ら出土しており、垂木や上屋材の可能性もある。ＳＴ５６０

の試料番号３は壁際から軸方向を住居中央方向に向けた

状態で出土しており、垂木に由来する可能性がある。Ｓ

Ｔ５５１の試料番号４は壁近くの床面上から出土している

が、小片で部位の詳細は不明である。ＳＴ５３５とＳＴ５６０

では、今回樹種同定を行った試料の他にも炭化材が出土

していることから、今後これらの炭化材の樹種同定も

行った上で、部位や住居間の比較検討を行いたい。なお、

今回の試料のうち、試料番号２では、炭化材の表面にイ

ネ科と考えられる草本類が付着している様子が認められ

る。草本類は、繊維の軸方向が格子状に直交するように

重なっており、編物の一部が残存したと考えられる。住

居内から出土していることから、床に敷いた編物や製品

等に由来する可能性がある。

試料番号５～１４の炭化材の中で、試料番号６、９、１０
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の３点が床面や柱穴から出土しており、構築材などに由

来する可能性がある。試料番号６は、古墳時代の住居跡

床面から出土しており、樹種はイネ科タケ亜科であった。

タケ亜科はその材質から垂木などに利用されたとは考え

にくく、構築材とすれば屋根を葺いた萱材等に由来する

可能性がある。試料番号１０は、奈良・平安時代の柱穴内

から出土しており、柱材が火を受けて一部が炭化・残存

した可能性がある。クリは強度や耐朽性に優れた材質を

有しており、柱材としては適材といえる。これまでにも、

宮ノ下遺跡の平安時代の掘立柱建物跡等で柱材にクリが

確認されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９６）。

一方、試料番号７、８はカマドや地床炉から出土して

おり、燃料材に由来する可能性がある。試料番号８に認

められたカエデ属は周囲の落葉広葉樹林等に普通にみら

れる種類であることを考慮すれば、遺跡周辺に生育して

いた木材など、手近で入手可能な木材が利用された可能

性がある。

その他の試料については、ハンノキ亜属、コナラ節、

ナツツバキ属近似種が認められた。このうち、ハンノキ

亜属は、ＳＴ５６０の住居構築材にも確認されていること

から、ＳＴ６２０やＳＴ６８６でも構築材に利用された可能性

がある。これらの炭化材については、今後用途等を含め

て改めて木材利用の検討を行いたい。

検出された炭化種実は、オニグルミとモモであった。

オニグルミは、生食可能で収量が多く、保存が利くこと

から、古くから食用にされてきた種類である。河川沿い

などに多くみられることから、遺跡周辺に生育しており、

利用しやすい種実の一つであったと思われる。モモは渡

来した種類で、弥生・古墳時代以降多くの出土例があり、

広く栽培されていたと思われる（粉川，１９８８；南木，１９９１

など）。モモは果実を食用として利用するほか、観賞用、

薬用としての用途もあることから、遺跡周辺での栽培、

利用が推測される。

（３）壺甕・カマドの内容物

微細物分析では、土壌の肉眼観察で炭化物、焼土、灰

などが認められる試料を主に選択したが、微細な炭化物

が微量含まれていた程度で、炭化米や籾などの大型遺体

は認められなかった。

植物珪酸体分析では、検出個数や検出種類の量比に差

があるものの、各試料中にイネ属の葉部や籾殻、ヨシ属

やススキ属の葉部に形成される珪化組織片が混在するこ

とが認められた。土器内土壌においても、試料番号２０を

除いては、ある種類のみが突出するような組成は認めら

れなかった。検出されたススキ属、ヨシ属、イネ属など

は、住居の構築材や燃料材、生活用具の資材として利用

されることが多い。したがって、これらの組織片は、燃

料材や住居構築材、住居内で用いられた生活資材などに

由来するとみられ、植物体または焼失した灰が土器内に

混入した、またはカマド内で燃料材として用いられたも

のとみられる。今回の結果から見る限り、内容物に直接

由来するとは考えにくい。ススキ属やヨシ属は荒れた土

地に先駆的に進入し、開けた草地を作る種類である。本

遺跡のように、河川の影響を受けやすい地域では、土壌

の流出や堆積が頻繁に起こるため安定した植生が存在し

にくく、このようなイネ科草本類からなる草地ができや

すい。したがって、これらの資材は遺跡周辺で容易に採

取できたと考えられる。一方、試料番号２０ではイネ属の

珪化組織片、単体の植物珪酸体がとくに多く認められた。

したがって、甕の中にはイネ属の植物体が存在した、ま

たはイネ属の灰が混入した可能性がある。

（４）勾玉の石材

滑石は、加工性に富む軟質鉱物で、モースの硬度は最

低の１である。滑石は、脂感に富む鉱物であるが、不純

物が含まれていることも多く、必ずしも純粋な滑石の集

合体ではない。緑色の濃いものの一部には、緑泥石や蛇

紋石を多く含むものがある。日本における滑石の地質学

的な産状は、超塩基性岩に伴う変質鉱床で、レンズ状、

脈状、網状を呈して産することが多い。山形県近傍にお

ける代表的な産地としては、福島県下の阿武隈山地、茨

城県常陸太田地方、新潟県糸魚川地方などがある。産地

を特定することは困難であるが、いずれにしても、搬入

品であることは明らかであり、他の石器（磨製石斧等）

の石材も含めて総合的に検討することが望まれる。

（５）遺跡周辺の古環境

珪藻分析の結果をみると、種類数が多く、陸生珪藻を

除くと際だって多い種類が認められない傾向がある。こ

のような傾向は、沖積層などにみられる氾濫堆積物に特

徴的に現れる群集で、混合群集と呼ばれている。現在の

氾濫堆積物を分析した結果、混合群集の上位に陸生珪藻

が優占する層位が認められ、氾濫の休止期には陸生珪藻
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が生育することが指摘されている（堀内ほか，１９９３）。

今回の珪藻分析結果はこの事例と酷似している。さらに、

層相においても、今回分析を行った層準は細粒で腐植が

集積しており、砂を主体とする洪水堆積層に挟まれるた

め、氾濫の影響を比較的受けにくい時期の堆積物と考え

られる。遺跡の立地環境を含めて本遺跡の土層は河成堆

積物に由来すると考えられることから、上記の氾濫の休

止期にあたる調和的な結果であるといえる。さらに、陸

生珪藻に着目すると、古墳時代以前の堆積物に比べ、古

墳時代、古墳～奈良時代、平安時代と上位になるほど陸

生珪藻の割合が高くなっている。このことから、本遺跡

が立地する自然堤防は古墳時代以降になるほど氾濫の影

響を受けにくくなり、乾陸化する時間が長くなってきた

と考えられる。

周辺の遺跡では奈良・平安時代の遺構・遺物が多く検

出されているが、これは流路変化や自然堤防の固定化な

どによって、河川の影響を受けにくい場所が長期にわ

たって存在するようになったため、古代以降に低地での

人間活動が活発化したことが推測される。これについて

は周辺の地形発達などを加味して検討していく必要があ

ることから、今後も継続して情報を蓄積し、逐次検討を

行っていきたい。

一方、花粉化石群集をみると、ほとんど検出されなかっ

た。検出された化石の大部分に風化の痕跡が認められる

ことや、針葉樹やシダ類胞子など風化に強い種類が残っ

ている点からすると、前述のような好気的環境化におけ

る風化によって、花粉化石が消失した可能性がある。な

お、炭化材で検出されたヤナギ属、ハンノキ属、ナラ類、

カエデ属や、炭化種実で検出されたオニグルミはいずれ

も河畔に生育することが多い種類である。このことから、

遺跡周辺には、これらの種類からなる河畔林やハンノキ

湿地林が成立していたものと思われる。

各地点の土層断面から検出された植物珪酸体や、遺構

内の土器内土壌から検出された単体の植物珪酸体をみる

と、ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族の産出が高い。

ヨシ属は湿潤な場所に生育する大型の水生植物である。

ススキ属は、湿潤な場所に生育する種類も、乾いた場所

に生育する種類もある。ススキ属やヨシ属は共に荒地に

開けた草地を作る種類であり、本遺跡のような、土壌の

流出や堆積が頻繁に起こる河川域に草地を作る。した

がって、遺跡周辺にはこれらのイネ科草本類からなる草

地が広がっていたものと推定される。また、ススキ属や

ヨシ属は、前述のように住居構築材や生活に必要な資材

として多用される種類である。このため、低木の進入を

防ぎ、安定した草地を得るために火入れを行うことが、

かつては日本各地で行われていた。その起源がいつまで

遡れるかは不明であるが、埼玉県の荒川低地では、縄文

時代末に野焼きが行われた可能性が指摘されている（楡

井，１９９６）。本遺跡では、ヨシ属やススキ属が燃料材や

住居構築材として多用されており、その採取場所は河川

域周辺の草地であると思われる。野焼きを行わないと樹

木が入り込んでくるため、草地の維持には「野焼き」は

必要なことである。したがって、今後河川域の連続した

堆積物で微粒炭分析を行うなど、草地の維持が行われて

いたかどうかを検討していく必要がある。一方で、遺構

内から多量のイネ属珪酸体が検出されていることから遺

跡周辺での稲作が考えられるが、今後は後背湿地を中心

に生産域に関する情報も蓄積していくことが望まれる。

また、植物珪酸体で多産するクマザサ属は、冷温帯の落

葉広葉樹林では林床を覆う主要な種類であることから、

周辺の山野に由来するものと思われる。
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表５ 珪藻分析結果（１）
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表６ 珪藻分析結果（２）
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Ⅴ 理化学的分析

第８図 土層断面の植物珪酸体群集と珪化組織片の産状

表７ 花粉分析結果
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第６図 主要珪藻化石群集の層位分布

Ⅴ 理化学的分析

６７



Ⅴ 理化学的分析

第７図 遺構覆土の植物珪酸体群集と珪化組織片の産状
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第９図 珪藻化石・花粉化石

Ⅴ 理化学的分析

６９



Ⅴ 理化学的分析

第１０図 植物珪酸体（１）

７０



第１１図 植物珪酸体（２）・種実遺体
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第１２図 炭化材（１）
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第１３図 炭化材（２）
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第１４図 炭化材（３）
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２ 自然科学分析（２）

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

今回の分析調査では、奈良・平安時代とされる住居跡

から出土した炭化材と溝跡から出土した炭化米と思われ

る炭化物について放射性炭素年代測定・樹種同定・種実

遺体同定を実施し、年代・木材利用・炭化米についての

情報を得る。また、出土した甕棺内部の土壌のリン・カ

ルシウム分析を実施し、遺体埋納の検証を行う。

Ａ 炭化物の年代と種類

１．試料

試料は、奈良・平安時代と考えられる住居跡や溝から

出土した炭化物４点である。炭化物は、３点が炭化材、

１点が種実遺体であった。放射性炭素年代測定は、４点

全点について行う。また、炭化材については樹種同定、

種実遺体については種実遺体同定を行う。なお、種実遺

体試料には多くの完形・破片が認められたため、種類の

同定を行った上で、１４個体（０．２ｇ）を年代測定試料と

した。

２．分析方法

（１）放射性炭素年代測定

測定は、株式会社加速器分析研究所の協力を得た。な

お、δ１３Ｃの値は加速器を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ

／１２Ｃ）を測定し、標準試料ＰＤＢ（白亜紀のベレムナイ

ト類の化石）の測定値を基準として、それからのずれを

計算し、千分偏差（‰；パーミル）で表したものである。

今回の試料の補正年代は、この値に基づいて補正をした

年代である。

（２）樹種同定

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）

の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電

子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定

する。

（３）種実遺体同定

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体の形態的

特徴と当社所有の現生標本との比較から種類を同定し、

計数および乾燥重量測定を行う。同定後の種実遺体は、

乾燥剤と共に種類毎にビンに入れて保存する。

３．結果

放射性年代測定結果および樹種同定・種実遺体同定結

果を表１１に示す。試料の測定年代値は、ＳＴ１３５№１が

１４９０ＢＰ（補正年代１３９０ＢＰ）、ＳＴ１３５№２が１２９０ＢＰ

（補正年代１３５０ＢＰ）、ＳＴ６５が１３１０ＢＰ（補正年代１３５０

ＢＰ）、ＳＤ１２５が１７１０ＢＰ（補正年代１７５０ＢＰ）の値を

示し、住居跡の３点については近似する。

炭化材は、広葉樹３種類（コナラ属コナラ節・クリ・

キハダ）に同定された。一方、種実遺体は、全点イネに

同定された。炭化材各種類の主な解剖学的特徴やイネの

形態的特徴等を以下に記す。

＜炭化材＞

・コナラ属コナラ節（Quercus sect. Prinus）ブナ科

環孔材で、孔圏部は１～２列、孔圏外で急激に管径を

減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、１～２０細胞高のものと複合放射組織とがある。

・クリ（Castanea crenata Sieb.et Zucc.）

ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は１～４列、孔圏外で急激～やや緩

やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織は同性、単列、１～１５細胞高。

・キハダ（Phellodendron amurense Ruprecht）

ミカン科キハダ属

表１１ 放射性炭素年代測定および同定結果

１）測定は、加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による。
２）年代は、１９５０年を基点とした年数で、補正年代はδ１３Ｃの基に同位体効果による年代誤差を補正した値。
３）放射性炭素の半減期は、５５６８年を使用した。
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番号 試料名 試料の質 樹種 測定年代 δ１３Ｃ 補正年代 Code.No.

１
２
３
４

ＳＴ１３５№１
ＳＴ１３５№２
ＳＴ６５
ＳＤ１２５

炭化材
炭化材
炭化材
種実遺体

コナラ属コナラ節
クリ
キハダ
イネ

１４９０±３０ＢＰ
１２９０±３０ＢＰ
１３１０±３０ＢＰ
１７１０±３０ＢＰ

－３１．２４±２．２０‰
－２１．３４±１．２１‰
－２２．６４±１．１０‰
－２３．０１±１．１７‰

１３９０±５０ＢＰ
１３５０±４０ＢＰ
１３５０±４０ＢＰ
１７５０±４０ＢＰ

ＩＡＡＡ‐３０２４１
ＩＡＡＡ‐３０２４２
ＩＡＡＡ‐３０２４３
ＩＡＡＡ‐３０２４４
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環孔材で、孔圏部は２～５列、孔圏外でやや急激に管

径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様

をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小

道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同

性、１～５細胞幅、１～４０細胞高。

＜種実遺体＞

・イネ（Oryza sativa L.）イネ科イネ属

全て胚乳に同定される。胚乳は、破片も含めて９５個体

以上が計数され、胚乳は黒色、長楕円形でやや偏平。長

さ３．５－５㎜、幅２．５㎜、厚さ１－１．５㎜程度。一端には

胚が脱落した凹部があり、両面には２～３本の縦溝がみ

られる。焼け膨れや発泡した個体が多い。また、胚乳表

面に穎の一部が残っている個体もみられる。穎表面には

特徴的な顆粒状突起が規則的に縦列する。

４．考察

（１）遺構の年代

放射性炭素年代測定結果は、住居跡出土炭化材（ＳＴ

１３５№１・ＳＴ１３５№２・ＳＴ６５）が１２９０～１４９０ＢＰ（補

正年代１３５０～１３９０ＢＰ）、溝跡出土種実遺体（ＳＤ１２５）

が１７１０ＢＰ（補正年代１７５０ＢＰ）である。各試料の補正

年代を用いて、INTCAL９８（Stuiver, M. et al,1998）に

よる暦年較正を行うと、各試料の暦年代は、放射性炭素

年代より約６０～１００年新しくなるが、大きくは変わらな

い。よって、住居跡出土炭化材の年代が６世紀中頃～７

世紀末の古墳時代～奈良時代・平安時代初頭、溝跡出土

種実遺体の年代が３世紀頃の弥生時代後期が想定され

る。この結果は、住居跡出土炭化材に関しては発掘調査

所見と概ね調和的である。一方、溝跡は奈良・平安時代

の住居跡を掘り込んで構築されているため、古くとも奈

良・平安時代のものと考えられる。したがって、出土種

実遺体が住居跡に由来するものだとしても、その年代値

は調査所見よりはるかに古い。このことから、試料は遺

構埋積時に混入した古い種実遺体であることも考えられ

る。

今後、各遺構のより詳細な年代の特定のためには、各

遺構についてより多くの測定例を得ることと、測定試料

の詳細な出土状況の検討など、考古学的な所見と合わせ

て評価することが望まれる。

（２）木材利用・植物利用

ＳＴ１３５とＳＴ６５は奈良・平安時代の住居跡と考えら

れており、炭化材は住居構築材等に由来する可能性があ

る。年代測定の結果を考慮すれば、いずれの炭化材もほ

ぼ同時期と考えられる。ＳＴ１３５ではコナラ節とクリ、

ＳＴ６５ではキハダが認められた。クリとコナラ節は、重

硬で強度の高い材質を有し、クリでは耐朽性も高い。山

形県内では、平安時代の住居構築材に関する調査例は少

ないが、木原遺跡や宮ノ下遺跡では古代の掘立柱建物跡

の柱根にクリが多く認められている（パリノ・サーヴェ

イ株式会社，１９９６等）。コナラ節やキハダについては、

平安時代の住居構築材に認められた例は確認できない

が、古墳時代の西沼田遺跡では確認例がある（パリノ・

サーヴェイ株式会社，１９８６）。今回の結果から、奈良・

平安時代も引き続き利用されていたことが推定される。

また、今回の結果では住居によって樹種が異なるが、住

居による木材選択の状況についてはさらに分析例を蓄積

した上で検討したい。

一方、ＳＤ１２５から出土した種実遺体は、栽培植物の

イネの胚乳であった。東北地方では、弥生時代前期から

水田跡が検出されており、弥生時代中期の農具も出土し

ている（須藤・工藤，１９９４）。このことから、東北地方

における稲作が弥生時代前期まで遡ることが明らかと

なっている。今回の結果から、遺跡周辺でイネの栽培が

行われていた可能性があるが、イネは長期の保存が可能

であるため、他地域から搬入された可能性もある。今後、

周辺低地での水田遺構の有無や植物珪酸体分析によるイ

ネ栽培の有無等も含めて検討したい。

また、今回のイネの胚乳はいずれも炭化していること

から、何らかの理由により火を受けたことは明らかであ

る。調理した後に炭化した場合には表面模様や形状をと

どめることは困難であるが、本試料の表面模様は明瞭で

ある。そのため、調理前の生米の状態で火を受けたこと

が推定される。まとまって出土していることから、保管

中に火を受けたものを廃棄した等の可能性がある。また、

試料中に籾殻が認められないことから、脱穀されたイネ

の可能性がある。しかし、炭化した籾殻は容易に剥離す

ること、溝内から出土していること等から、本来は籾殻

が付着していたが、廃棄などの過程で重さが異なるため

に分離し、試料中に残存しなかった可能性もある。

Ⅴ 理化学的分析
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Ｂ 甕棺のリン・カルシウム分析

１．試料

試料は、出土した合わせ口甕棺内土壌１点（ＲＰ３４５

内サンプル）、ＲＰ３４６合わせ口甕（壺）棺内土壌１点（Ｒ

Ｐ３４６内サンプル）、甕棺覆土１点（ＳＨ１７９フクド）の

計３点である。

２．分析方法

これまで自然科学分析調査により遺体の痕跡を検証し

た場合、主な分析手法には次の２つがある。一つは、人

体の骨に多量に含まれ、土壌中で比較的移動しにくいリ

ン成分の含有量を測定し、リンの特徴的濃集状況から遺

体痕跡を推定するリン分析（竹迫，１９８１など）、もう一

方は、動植物中の有機成分の中で土壌中に比較的残留し

やすいといわれる脂肪酸の組成を測定し、その脂肪酸組

成より遺体痕跡を推定する脂肪酸分析（中野，１９８６など）

である。

今回は、分析調査事例が豊富で分析操作が比較的簡便

なリン分析を実施することとした。加えてリン酸ととも

に骨の主成分であるカルシウム含有量についても調査す

ることとした。

なお、土壌を試料とする場合のリン・カルシウム分析

では、土壌自体にもリン、カルシウムが少なからず含ま

れることから、遺体痕跡を評価しようとする土壌と同質

の土壌、すなわち対照試料の確保が必要である。そこで、

今回は掘方覆土（ＳＨ１７９フクド）を比較対照試料とし

た。

リン・カルシウム分析は、土壌標準分析・測定法委員

会（１９８６）、土壌養分測定法委員会（１９８１）、京都大学農

学部農芸化学教室（１９５７）、農林水産省技術会議事務局

（１９６７）、ペドロジスト懇談会（１９８４）を参考に行った。

以下にその操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して２．０㎜の篩を通過させる

（風乾細土）。風乾細土の水分を加熱減量法（１０５℃、５

時間）により測定する。風乾細土料２．００ｇをケルダール

フラスコに秤量し、はじめに硝酸（HNO３）５�を加え

て加熱分解する。放冷後、過塩素酸（HClO４）１０�を加

えて再び加熱分解を行う。分解終了後、蒸留水で１００�

に定容し、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、

リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸（P２O５）

濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、

干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウ

ム（CaO）濃度を測定する。これら測定値と加熱減量

法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量（P２O５）

㎎／ｇ）とカルシウム含量（CaO㎎／ｇ）を求める。

３．結果

結果を表１２に示す。リンは、ＲＰ３４５内サンプル、Ｒ

Ｐ３４６内サンプル、比較対照試料のＳＨ１７９フクドともに

含量に大差はないが、比較対照試料より棺内試料で僅か

に高い値を示す。カルシウムについても同様な傾向であ

る。

４．考察

土壌中のリン含量についての調査事例をいくつかあげ

ると、中央値２．０P２O５㎎／ｇ（Bowen,１９８３）、１．０～２．５

P２O５㎎／ｇ（Bolt・Bruggenwert,１９８０）、リン含量の比

較的高い黒ボク土の平均値が未耕地で２．１P２O５㎎／ｇ、

既耕地で５．５P２O５㎎／ｇ（川崎ほか，１９９１）、リン自然賦

存量は２．７P２O５㎎／ｇ以下（天野ほか，１９９１）とされる。

したがって、これら事例から推定される土壌中のリンの

自然賦存量は高く見積っても３．０P２O５㎎／ｇ程度と推定

される。

土壌中のカルシウム含量は、普通１～５０CaO㎎／ｇ

（藤貫，１９７９）といわれており、自然賦存量範囲が非常

に幅広く、土壌の種類によってその上限値が著しく異な

る。そのためリンのように一般的な上限値を設定するこ

とは難しく、リンを評価する際の補助的数値としてみる

べきである。なお、リン、カルシウムともに文献の記載

単位がそれぞれ異なるため、ここではすべて㎎／ｇで表

示した。

今回の結果では比較対照試料よりも甕棺内のＲＰ３４５

内サンプル、ＲＰ３４６内サンプルにおいて僅かに高いリ

ン含量が認められるものの、いずれもその含量は土壌中

のリンの自然賦存量範囲内にあり、リンの富化を明確に

指摘することはできない。また、比較対照試料との僅か

な差を有意なものとして評価することは、比較対照試料

の含量にばらつきが無いことの証明が必要であるため、

今回の結果からは難しい。したがって、今回の結果から

見る限り、甕棺内に動物遺体などの痕跡は認められない

といえる。これはカルシウムについても同様である。

Ⅴ 理化学的分析
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表１２ リン・カルシウム分析結果

注．
（１）土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，１９６７）による。
（２）土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，１９８４）の野外土性による。

ＬｉＣ…軽埴土（粘土２５～４５％、シルト０～４５％、砂１０～５５％）
ＨＣ……重埴土（粘土４５～１００％、シルト０～５５％、砂０～５５％）

試料名 土性 土色 P2O5（㎎／ｇ） CaO（㎎／ｇ）

ＲＰ３４５内サンプル ＬｉＣ １０ＹＲ２／３ 黒褐 １．７８ ６．８９

ＲＰ３４６内サンプル ＨＣ １０ＹＲ２／２ 黒褐 １．７８ ６．６７

ＳＨ１７９フクド ＬｉＣ １０ＹＲ２／３ 黒褐 １．６７ ６．４１
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第１５図 炭化材・種実遺体
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試料
番号 器種 実測番号 遺物番号

（仮）
分析

蛍光Ｘ線 薄片
１ 坏 ３－３ ３－５ ○ ○
２ 坏 １３５－５ ３８－５ ○ ○
３ 稜碗 １３５－１６ ３８－１０ ○ ○
４ 甕 １３５－１２ ３８－１２ ○ ○
５ 坏 １８－１０ ４０－４ ○ ○
６ 甕 １８－９ ４０－５ ○ ○
７ 蓋 １８６－５ ６２－５ ○ ○
８ 坏 １８６－１４ ６２－８ ○ ○
９ 甕 １８６－６ ６２－１０ ○ ○
１０ 坏 １８１－１ １０６－７ ○
１１ 蓋 ６７５－１ １０７－６ ○

表１３ 試料一覧

３ 須恵器の理化学的分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

山形県内各地では、古代とされる須恵器窯跡が確認さ

れている。本遺跡で出土した須恵器の産地が、これまで

に確認されている窯跡の中から見出すことができれば、

当該期における人と物の動きに関わる重要な資料が得ら

れることが期待される。

今回の分析では、出土した須恵器の胎土分析を行い産

地について検討を行う。また、山形県内各地の窯跡出土

資料の当社による分析例との比較も行い、その産地に係

わる資料を作成する。

Ａ 試 料

試料は、いずれも古代のものとされている須恵器片合

計１１点である。受領試料には、試料番号１～１１までが付

されている。

試料番号１、２、５、８、１０が坏、試料番号３が稜碗、

試料番号４、６、９が甕、試料番号７、１１が蓋である。

各試料の器種、実測番号などを一覧にして表１３に示す。

Ｂ 分 析 方 法

当社では、これまでにも山形盆地や庄内平野に分布す

る古代の遺跡から出土した須恵器の胎土分析を行ってい

る。高温焼成と胎土中の砂粒が少ないという須恵器の胎

土の特性により、分析手法は薄片作製観察と蛍光Ｘ線分

析を併用し、両結果を合わせて解析を行っている。今回

の分析では、薄片作製観察に供する試料は９点、蛍光Ｘ

線分析は１１点である。以下に各手法の処理過程を述べる。

（１）薄片作製観察

薄片観察は、胎土中における砂粒の量はもちろんのこ

と、その粒径組成や砂を構成する鉱物、岩石片および微

化石の種類なども捉えることが可能であり、得られる情

報は多い。この情報をより客観的な方法で表現したもの

として、松田ほか（１９９９）の方法がある。これは、胎土

中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、

各粒度階ごとに砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種

類構成を調べたものである。この方法では、胎土中にお

ける砂の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違い

を見出すことができるために、同一の地質分布範囲内に

ある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能であ

る。したがって、ここでは薄片観察法による胎土分析を

行う。以下に手順を述べる。

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、

正確に０．０３㎜の厚さに研磨して作製した。観察は偏光顕

微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱

物片、岩石片および微化石の種類構成を明らかにした。

砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて０．５㎜間

隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子をポイント

法により２００個あるいはプレパラート全面で行った。な

お、径０．５㎜以上の粗粒砂以上の粒子については、ポイ

ント数ではなく粒数を計数した。また、同時に孔隙と基

質のポイントも計数した。これらの結果から、各粒度階

における鉱物・岩石別出現頻度の３次元棒グラフ、砂粒

の粒径組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示

す棒グラフを呈示する。

（２）蛍光Ｘ線分析

SiO2、Al2O3、TiO2、Fe2O3、MnO、MgO、CaO、

Na2O、K2O、P2O5の主要１０元素および Rb、Sr、Y、Zr、

Baの微量５元素について蛍光Ｘ線分析法によって分析

する。以下に各分析条件を記す。

ａ）装置

理学電機工業社製ＲＩＸ１０００（ＦＰ法のグループ定量

プログラム）

ｂ）試料調製

試料を振動ミル（平工製作所製ＴＩ１００；１０�容タン

グステンカーバイト容器）で微粉砕し、１０５℃で４時間

乾燥する。この微粉砕試料についてガラスビートを以下

Ⅴ 理化学的分析
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の条件で作成する。なお、胎土表面に塗彩または釉薬が

確認される試料については、これらを除去し、試料とし

て供する。

溶融装置；自動剥離機構付理学電機工業社製高周波

ビートサンプラー（３４９１A1）

溶剤及び希釈率；融剤（ホウ酸リチウム）５．０００ｇ：

試料０．５００ｇ

剥離剤；LiI（溶融中１回投入）

溶融温度；１２００℃ 約７分

ｃ）測定条件

Ｘ線管；Cr（５０Kv－５０mA）

スペクトル；全元素Ｋ α

分光結晶；LiF，PET，TAP，Ge

検出器；F－PC，SC

計数時間；PeaK４０sec，Back２０sec

Ｃ 結 果

（１）薄片作製観察

結果を表１４、第１６、１７図に示す。砂粒の種類構成をみ

ると、ほとんどの試料では石英の鉱物片を多く含み、少

量の斜長石の鉱物片を伴う組成を示す。ただし、試料番

号７と９では、斜長石が石英と同量かあるいはやや多い。

石英と斜長石以外の鉱物片は、試料によっては微量か極

めて微量含まれる程度であり、カリ長石や黒雲母などが

認められた。岩石片では、珪質頁岩と凝灰岩および多結

晶石英の３者を主体とする試料がほとんどであり、試料

によっては微量の頁岩や流紋岩・デイサイトおよび花崗

岩類や珪化岩などが含まれている。各試料における各鉱

物片および各岩石片の量比は異なるが、９点の中で分類

できるほどの組成のまとまりは認められない。

なお、試料番号２、３、４、６、７には斜長石の溶融

と斜長石表面におけるムライトの晶出が認められ、それ

以外の試料では長石類の溶融は認められなかった。ムラ

イトの晶出は１２００℃前後で生じる（五十嵐，２００７）こと

から、上述した５点の試料の焼成温度は１２００℃前後であ

り、他の試料の焼成温度は、それよりも低いことが推定

される。

胎土中の砂の粒径組成では、試料番号１、３、７は細

粒砂をモードとし、試料番号４、５、６、８、９は中粒

砂をモードとする。試料番号２は粗粒砂と細粒砂の両者

をモードとしている。

砕屑物・基質・孔隙の割合では、試料番号１、２、３、

８、９の５点が１０％以上１５％未満の砕屑物の量比を示し、

試料番号４～７の４点は５％以上１０％未満の砕屑物の量

比を示す。

（２）蛍光Ｘ線分析

結果を表１５に示す。ここでは試料間の組成を比較する

方法として、以下に示す元素を選択し、それらの値を縦

軸・横軸とした散布図を作成した（第１８図）。

ａ）化学組成中で最も主要な元素（SiO2，Al2O3）

ｂ）粘土の母材を考える上で長石類（主にカリ長石、斜

長石）の種類構成は重要である。このことから、指標と

して長石類の主要元素である CaO、Na2O、K2Oの３者

を選択し、長石全体におけるアルカリ長石およびカリ長

石の割合を定性的に見る。実際には、長石類全体におけ

るアルカリ長石の割合（Na2O＋K2O）／（CaO＋Na2O＋

K2O）を横軸とし、アルカリ長石におけるカリ長石の割

合 K2O／（Na2O＋K2O）を縦軸とする。

ｃ）輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要

な元素。この場合、指標としてこれらの有色鉱物の主要

な元素のうち、TiO2、Fe2O3、MgOを選択し、Fe2O3を

分母とした TiO2、MgOの割合を見る。

ｄ）各微量元素を選択する。組み合わせは、Rb-Srと Zr

-Baとする。

また、これらの散布図では、器種ごとに異なる記号で

示した。

作成した５つの散布図を概観すると、有色鉱物主要元

素の散布図において、試料番号４、９、１１がそれぞれ他

の試料からは離れた位置にプロットされ、Rb-Srの散布

図において、試料番号５と６が他の試料から離れた位置

にあることが指摘される。この試料番号５と６は、他の

散布図においても互いに近接した位置にプロットされて

いる。ここで、上述した試料番号４、９、１１と試料番号

５、６を除いて各散布図を詳細にみれば、試料番号１、

３、７の３点がいずれの散布図でも近接し、これらとは

別に試料番号２、８、１０の３点も各散布図で互いに近接

した位置にプロットされている。以上の状況から、１１点

の試料については、その化学組成値により、試料番号１、

３、７の３点のグループと試料番号２、８、１０の３点の

グループ、さらに試料番号５、６の２点のグループに分
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Ⅴ 理化学的分析

表１４（１） 薄片観察結果
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表１４（２） 薄片観察結果
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Ⅴ 理化学的分析

第１６図（１） 各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（％）および砂の粒径組成
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第１６図（２） 各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（％）および砂の粒径組成

第１７図 砕屑物・基質・孔隙の割合

Ⅴ 理化学的分析

８５



類することが可能であり、これらいずれにも属さない単

独試料として、試料番号４、９、１１があるという構成を

見出すことができる。

Ｄ 考 察

古代の須恵器窯の立地条件の一つとして、一般的には

原材料の採取地に近接した場所ということが考えられる

ことから、須恵器胎土中の砂粒の鉱物・岩石組成は、窯

跡周辺の地質を反映していると考えて良い。今回の薄片

観察を行った試料９点は、胎土中に出現した鉱物および

岩石の種類はほぼ同様であると判断される。すなわち、

いずれの試料も、同様の地質学的背景を有する地域内に

所在する窯で焼かれた製品であると考えることができ

る。大沢ほか（１９８６）や日本の地質「東北地方」編集委

員会（１９８９）などを参照すれば、米沢盆地から山形盆地、

新庄盆地を経て庄内平野に至る最上川沿いの地域は、同

様の地質学的背景を有する地域となる。各盆地背後の山

地を構成する地質の主体は、頁岩、珪質頁岩、凝灰岩を

主要な構成要素とする新第三紀中新世の堆積岩類からな

り、また、同時期の流紋岩・デイサイトからなる溶岩も

分布している。さらに、これら新第三紀の地質の背後に

は白亜紀～古第三紀に貫入した花崗岩類の分布も記載さ

れている。このような地質からなる山地の縁辺部に堆積

した砕屑物は、上述した各地質に由来する岩石片が混在

していることが推定され、それは今回の各試料に認めら

れた鉱物組成および岩石組成とよく一致する。したがっ

て、現時点では、川前２遺跡出土の古代の須恵器は全て

最上川沿いの地域を産地とする可能性が高いと判断され

るが、薄片観察のみでは、その地域内での絞り込みはで

きない。

ただし、前述した蛍光Ｘ線分析の化学組成値による分

類を薄片観察結果に対応させると、試料番号１、３、７

はいずれも細粒砂をモードとする粒径組成を示し、試料

番号５、６はいずれも中粒砂と粗粒砂が同程度に高い割

合を占める粒径組成を示している。試料番号２と８では

粒径組成が異なっているものの、今後は、胎土中の砂の

粒径組成に注目することにより、生産地の区別が可能に

なるかも知れない。今回の蛍光Ｘ線分析による化学組成

値からは、前述したように、３つの胎土グループと３点

の単独試料とに分類される可能性があるとした。山形県

内で確認された古代の須恵器窯跡出土試料の当社による

分析事例としては、庄内平野に位置する荒沢窯跡、泉森

南窯跡、山形盆地西部の寒河江市に位置する平野山窯跡、

山形盆地東部の天童市に位置する二子沢古窯跡、山形盆

地南縁の丘陵に位置する小松原窯跡、オサヤズ窯跡、三

本木窯跡、そして長井盆地に位置する蛇崩窯跡と米沢盆

地北部に位置する平野古窯跡の各遺跡がある。現時点で

Ⅴ 理化学的分析

表１５ 蛍光Ｘ線分析結果（１）

表１５ 蛍光Ｘ線分析結果（２）

試料
番号

主要元素
SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 Ig.loss 合計
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

１ ６５．９８ ０．８６ ２０．６４ ６．０７ ０．０２ ０．８３ ０．４８ ０．４９ １．４１ ０．０４ ３．１８ １００．００
２ ７３．０４ ０．８７ １６．７９ ５．１０ ０．０１ ０．５６ ０．２１ ０．４２ １．２０ ０．０５ １．７５ １００．００
３ ６９．６４ ０．８８ １７．６４ ６．２９ ０．０２ ０．９２ ０．４０ １．０１ １．７３ ０．０４ １．４３ １００．００
４ ７２．９６ ０．９０ １８．１６ ３．１０ ０．０１ ０．６２ ０．４９ ０．４５ １．５０ ０．０４ １．７７ １００．００
５ ６７．１３ ０．８０ ２１．０９ ５．４１ ０．０１ １．１７ ０．４５ ０．７３ １．７３ ０．０２ １．４６ １００．００
６ ６８．９３ ０．８１ ２０．６８ ５．２０ ０．０３ １．１１ ０．４８ ０．８７ １．８０ ０．０１ ０．０８ １００．００
７ ６８．８０ ０．６７ １８．９５ ５．２５ ０．０２ ０．９３ ０．５４ １．０２ ２．００ ０．０２ １．８０ １００．００
８ ７１．８５ ０．８０ １７．６７ ４．２７ ０．０１ ０．６５ ０．２５ ０．２８ １．１３ ０．０２ ３．０７ １００．００
９ ６８．８７ ０．７６ ２０．５０ ２．７８ ０．０１ １．０３ ０．４２ ０．９１ ２．０１ ０．０４ ２．６７ １００．００
１０ ７３．７５ ０．９１ １５．５０ ４．５７ ０．０３ ０．５７ ０．４３ ０．６７ １．３４ ０．０１ ２．２２ １００．００
１１ ７３．５５ ０．８３ １９．１３ ２．０４ ０．０１ ０．５４ ０．２５ ０．６５ １．７４ ０．０５ １．２１ １００．００

試料
番号

微量元素
Rb Sr Y Zr Ba

（ppm） （ppm） （ppm） （ppm） （ppm）
１ ８０ ６４ ３１ １８７ ４２５
２ ７７ ４２ ３０ ２２２ ３００
３ ８６ ６０ ２７ １９４ ４５２
４ ９０ ６５ ３４ ２３８ ３８５
５ １１８ ７４ ２４ １６８ ４１３
６ １２５ ８０ ２６ １７４ ４４４
７ ８２ ８５ ３２ ２２６ ５２５
８ ６８ ３８ ３３ ２２４ ３３２
９ ８９ ７５ ３４ ２１１ ４５７
１０ ８２ ６３ ３３ ２２９ ３７４
１１ ８５ ６７ ２４ ２９２ ４３４
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は、各窯跡試料ともに分析試料数が少ないために、同一

窯跡出土試料間の組成のばらつき状況が明瞭でない部分

もあるが、散布図上での範囲から推定してみたい。上述

した各窯跡のうち、庄内平野に位置する窯跡試料は、特

に有色鉱物主要元素や Zr-Baの各散布図において、今

回の試料全体との分布範囲のずれが大きい。したがって、

今回の試料が庄内平野の窯跡産である可能性は低いと考

えられる。今回の試料と近似する組成を示す窯跡として

は、やはり川前２遺跡から近い天童市の二子沢古窯跡試

料の組成が、試料番号１、３、７のグループの組成に近

似する傾向が認められる。また、寒河江市の平野山古窯

跡試料の組成は、試料番号５、６のグループに近い傾向

が認められる。試料番号２、８、１０のグループについて

は、それに近い窯跡試料は認められない。

以上の推定は、分析事例の限定された中での対比であ

るが、川前２遺跡出土須恵器の産地の可能性として、複

数の窯からの供給があったことと、それらの窯は山形盆

地内の窯であったことが推定される。今後、他の窯跡試

料の分析事例が増えることになれば、今回の推定も再検

討、修正が生じることは十分に考えられる。今後はその

ような可能性も含めて分析事例の蓄積を行う必要がある

と考える。
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第１８図 胎土化学組成散布図
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Ⅴ 理化学的分析

第１９図 胎土薄片（１）

８８



第２０図 胎土薄片（２）
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Ⅴ 理化学的分析

第２１図 胎土薄片（３）
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４ 破鏡の理化学的分析

財団法人元興寺文化財研究所 川本耕三

Ａ 分 析 対 象

預証№２００２‐１４９０ №１ 破鏡表面加工痕の確認と付

着赤色顔料

分析箇所は写真１に矢印で示した。

Ｂ 使用機器及び測定条件

○ エネルギー分散型ケイ光Ｘ線分析装置（ＸＲＦ）

（セイコーインスツルメンツ㈱製 ＳＥＡ５２３０）

試料の微小領域にＸ線を照射し、その際に試料から放

出される各元素に固有のケイ光Ｘ線を検出することによ

り元素を同定する。大気中、コリメータ１．８㎜、管電圧

４５kV

Ｃ 結 果

実体顕微鏡により破鏡表面（①～③）を観察したとこ

ろ、全体が灰緑色の腐食生成物に変化しており、本来の

鏡の表面は失われていた。加工痕とみられるものは確認

できなかった。

鏡の主成分は銅（Cu）で、鉛（Pb）とアンチモン

（Sb）を比較的多く含んでいる（第２２図）。他にスズ

（Sn）、ヒ素（As）、ビスマス（Bi）、銀（Ag）、鉄（Fe）

を検出した。鏡背の赤色部分④からは水銀（Hg）を検

出しており、このことから水銀朱（硫化水銀：HgS）が

付着していると考える。

写真１ 破鏡表面

写真３ Ｘ線写真（１）

写真２ 破鏡裏面

写真４ Ｘ線写真（２）
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Ⅴ 理化学的分析

第２２図 破鏡表面のＸＲＦスペクトル
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鏡背０１

鏡面

赤色顔料

破鏡表面および赤色顔料の顕微鏡写真

鏡背０２

赤色顔料
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Ⅵ 総 括

１ 遺跡の総括

川前２遺跡第１・２次調査では、平成１４年と１５年の２

カ年にわたって８，５００㎡の面積の発掘調査を実施してき

た。その結果、古墳時代から奈良・平安時代にかけての

夥しい数の遺構と遺物が検出された。遺構は竪穴住居跡

１２６棟、掘立柱建物跡２棟、井戸跡３基があり、時期の

主体は７世紀後半を含む奈良・平安時代で、該当する時

期の竪穴住居跡は１２０棟が検出された。古墳時代の竪穴

住居跡は６棟と少ないが、同一地点を掘り下げた平成

１９・２０年の第３・４次調査では、古墳時代前期（４世紀

代）の竪穴住居跡が３０棟程度検出され、川前２遺跡が古

墳時代から古代にかけて、断続的ではあるが長期にわ

たって集落が営まれた様相が明らかになっている。

川前２遺跡は須川左岸の自然堤防上に位置している

が、この地域は最上川の合流点に近く、白川や立谷川も

合流しており、増水時には冠水しやすい場所となってい

る。発掘調査でも、川前２遺跡は度重なる洪水に見舞わ

された様子が明らかになったが、それにもかかわらず同

じ土地に居住が繰り返されていた背景には、河川の合流

点が集中する水運に適した土地の利便性と、冠水により

土地が肥えていたことがあったものと推察される。

古代の集落は７世紀後半～９世紀前半にかけて営まれ

ていたが、８世紀中葉～後半に主体がある。その中で、

住居跡内から関東系土師器や海獣葡萄鏡が出土したこと

が特記される。前者は７世紀後半～８世紀中葉にかけて

の非ロクロ成形の土師器で、関東地方からの移民との関

わりを窺わせている。また後者はＳＴ１８１住居跡から出

土したもので、住居内から出土した土器の年代は８世紀

第２四半期頃のものである。祭祀具として本遺跡に持ち

込まれたものと想定され、日本海沿岸における北限の出

土例となるものである。

第２３図には、山形盆地内の川前２遺跡に関連する遺跡

をプロットした。関東系土師器は、山形市内の上敷免遺

跡、山形城三の丸跡、北向遺跡、双葉町遺跡の４遺跡で

確認されているが、川前２遺跡の対岸の上敷免遺跡では、

ＳＴ３竪穴住居跡から８世紀前半の関東系土師器の台付

甕（山形県埋蔵文化財センター２００７：第８１図２０）が出土

しており、本遺跡との関連が窺われる。本遺跡の北西方

５．５㎞には、８世紀後半～９世紀前半を主体とし、古代

村山郡「長岡郷」と推定される高瀬山遺跡群が位置して

いる。最上川左岸の河成段丘上に位置しており、本遺跡

とは須川と最上川を通じて相互の交流が行われていたと

推定され、平野山窯跡群とも同様の関係にあったと考え

られる。川前２遺跡は山形盆地のほぼ中央に位置し、盆

地を貫流した各河川の合流点が集中する地理的特性か

ら、河川を利用した交通や物流の要衝の役割を担った遺

跡であったことが指摘され、古墳時代についても、同様

の性格が考えられる。

２ 検出遺構について

川前２遺跡では、竪穴住居跡１２６棟が検出されたが、

掘立柱建物跡が２棟、井戸跡が３基と少なく、遺構の中

では竪穴住居跡の数量が突出している。竪穴住居跡は細

長い眼鏡状を呈する調査区のほぼ全域にくまなく分布す

るが、微高地となる右眼レンズ部分（南側）と左眼レン

ズ部分（北側）に多く認められ、特に後者の区域におい

て住居跡同士の重複が顕著になっている。

川前２遺跡の集落の年代は、出土した土器から以下の

８期に区分することができる。

①４世紀、②７世紀後半、③７世紀末～８世紀初頭、

④８世紀前葉、⑤８世紀前半、⑥８世紀中葉、

⑦８世紀後半、⑧９世紀代

Ａ 竪穴住居跡について

竪穴住居跡の棟数で見ると、①が５棟、②が５棟、③

が２棟、④が０棟、⑤が６棟、⑥が１２棟、⑦が２８棟、⑧

が１８棟で、⑥と⑦の時期が主体となる。その他に８世紀

代とした住居跡は３棟、時期が特定できなかった住居跡

は２５棟を数える。④の８世紀前葉は該当する住居跡を抽

出することができなかったが、該期の土器は遺跡から僅

かに出土している。８世紀前葉は近接する達磨寺遺跡

Ⅵ 総括
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（山形県埋蔵文化財センター２００４ｃ）や対岸の上敷免遺

跡（山形県埋蔵文化財センター２００７）でも、明確な住居

跡を指摘することが困難であり、この地域一帯で希薄に

なっていた時期に相当した可能性も否めない。

古代の年代毎の集落構成の変遷をみると、②の７世紀

後半では、調査区の北側の微高地に住居跡が構築され、

古代の集落形成が始まっている。しかしその後の③・④

の７世紀末～８世紀前葉にかけて集落の様相は判然とせ

ず、再び活性化するのが⑤の８世紀前半～⑧の９世紀代

にかけた時期で、北側と南側の微高地に住居跡が構築さ

れるようになり、調査区の全面にわたって集落が営まれ

ていた様相を窺うことができる（第２４～２６図）。

本遺跡の竪穴住居跡は、住居跡同士の重複する例が数

多く存するが、掘立柱建物跡や溝跡、河川跡との重複関

係を有する例も認められる。一般的には掘立柱建物跡や

溝跡、河川跡が竪穴住居跡を切っており、竪穴住居跡の

方が古い傾向が看取される。

川前２遺跡の古代の竪穴住居跡は、一辺が４ｍ程度の

小規模な住居跡が多く、貼床を有し、柱穴や壁溝が明確

でない点に特徴がある。４本の柱穴が明確な住居跡は、

ＳＴ８２住居跡（８世紀後半）、ＳＴ１７住居跡（８世紀中

葉）、ＳＴ６４住居跡（８世紀後半）、ＳＴ６５住居跡（８世

紀後半）、ＳＴ６１住居跡（８世紀中葉）、ＳＴ５４９住居跡

（７世紀後半）、ＳＴ５７４住居跡（７世紀末～８世紀初頭）、

ＳＴ６１５住居跡（７世紀後半）、ＳＴ５８９住居跡（８世紀

前半）、ＳＴ６２０住居跡（９世紀代）、ＳＴ５８３住居跡（７

世紀後半）、ＳＴ６８０住居跡（９世紀代）、ＳＴ６０２住居跡

（９世紀代）、ＳＴ６０３住居跡（８世紀後半）の１４棟に過

ぎず、その内一辺が６ｍ以上の住居跡は、ＳＴ６５住居跡、

ＳＴ６１住居跡、ＳＴ５７４住居跡、ＳＴ６１５住居跡、ＳＴ５８９

住居跡、ＳＴ６０３住居跡の６棟で、こうした比較的規模

の大きな住居跡に柱穴が明瞭である。但し柱穴が明確な

住居跡の年代は、７世紀後半～９世紀の長期にわたって

おり、時期的な特徴と指摘することは不可能である。な

お一辺８ｍ超の大型の住居跡は、本遺跡の調査区域の中

では検出されていない。

本遺跡では、カマドを基本とした主軸方向の統一性を

見出すことができない。主軸が南北方向（座標方向）を

向いた住居跡は少なく、須川に直交または平行した方向

（座標に対し斜め方向）の住居跡が多く、カマドの構築

方向にも統一性は認められない。また、カマドが複数構

築されていた住居跡が１１棟検出されている。

カマドを対面させた住居跡がＳＴ８３住居跡（８世紀後

半）、ＳＴ６１２住居跡（８世紀中葉）、ＳＴ５８６住居跡（８

世紀中葉）、ＳＴ５８２住居跡（９世紀代）の４棟、カマド

を並列させた住居跡がＳＴ１５住居跡（７世紀末～８世紀

初頭）、ＳＴ７２住居跡（８世紀後半）、ＳＴ６１４住居跡（９

世紀代）、ＳＴ６１５住居跡（７世紀後半）の４棟、カマド

が９０°の方向で構築された住居跡がＳＴ７４住居跡（８世

紀後半）、ＳＴ５９２住居跡（９世紀代）の２棟、カマド３

基で並列と対面を併せ持つ住居跡がＳＴ５９７住居跡（８

世紀～９世紀前半）である。いずれも一方のカマドに袖

部が認められないことから、併用されたのではなく、新

たに付け替えられたと見られるが、ＳＴ６１２住居跡は双

方のカマドに袖部が検出されている。

本遺跡の住居跡のカマドは一般に煙道部が長い点が指

摘される。長さが１ｍ超の住居跡が多く、煙道部に天井

が残存しトンネル状に検出された例も４棟（ＳＴ５５０住

居跡、ＳＴ６１４住居跡、ＳＴ５９２住居跡、ＳＴ５９７住居跡）

を数えた。ＳＴ５９７住居跡以外は９世紀代の住居跡であ

る。袖部の構築材として切石を用いた例は、ＳＴ６４住居

跡（８世紀後半）、ＳＴ５９１住居跡（８世紀後半）、ＳＴ

６８７住居跡（時期不明）、ＳＴ６０３住居跡（８世紀後半）、

ＳＴ５９７住居跡（８世紀～９世紀前半）の５棟で、８世

紀後半の特徴となっている。カマド内から須恵器坏等が

複数纏まって出土した住居跡は、ＳＴ７７住居跡（８世紀

中葉）、ＳＴ６４住居跡（８世紀後半）、ＳＴ５５０住居跡（９

世紀代）、ＳＴ６２０住居跡（９世紀代）を挙げることがで

きる。煮炊きに関係しない器種が出土していることから、

カマド廃絶時に祭祀が執り行われた可能性が考えられ

る。

竪穴住居跡の覆土の上位に、褐色粘質土ないしは褐色

シルト質土の凹レンズ状の堆積が確認された住居跡が存

している。この土層は冠水時の堆積土と考えられ、冠水

時竪穴住居跡が埋まりきらず、やや窪んだ状態にあった

と想定される。北側の第２次調査区に限られるが、ＳＴ

５３５住居跡（９世紀代）、ＳＴ５９２住居跡（９世紀代）、Ｓ

Ｔ５９３住居跡（時期不明）、ＳＴ６８４住居跡（８世紀前半）、

ＳＴ６８０住居跡（９世紀代）、ＳＴ６０７住居跡（９世紀後

半）、ＳＴ６０３住居跡（８世紀後半）、ＳＴ５９７住居跡（８
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世紀～９世紀前半）の覆土に認められ、住居跡の帰属時

期は、８世紀前半１棟、８世紀後半１棟、９世紀代が４

棟となる。須川寄りに位置するＳＴ５３５住居跡とＳＴ６８０

住居跡は９世紀代に該当し、その他の住居跡は調査区北

側のＸ４５－Ｙ３９区周辺に集中し、８世紀～９世紀前半の

時期が考えられる。覆土上位の褐色の土層が同じ冠水に

起因していたとすれば、９世紀以降の堆積物ということ

になるであろう。

Ｂ 掘立柱建物跡について

川前２遺跡で検出された掘立柱建物跡は、ＳＢ６００掘

立柱建物跡とＳＢ７０１掘立柱建物跡の２棟にすぎず、古

代の竪穴住居跡が１２０棟検出されたのに対し、非常に少

ないように思われる。２例とも竪穴住居跡が集中する調

査区北側に、竪穴住居跡を切って構築されており、出入

口施設と思われる構造を有している。

ＳＢ６００掘立柱建物跡（図版１１７）は梁行２間、桁行３

間であるが、桁行の須川側（南東柱列）が３間となって

おり、施設部分の柱心心間は１ｍ幅で構成されている。

ＳＢ７０１掘立柱建物跡（図版１１８）は、梁行（東西）２間、

桁行（南北）３間と推測され、梁の北側は判然としない

が、桁行の須川側が４間となり、施設部分の柱心心間は

０．６ｍと０．９ｍ幅で構成される。主軸方向は、前者が須川

の川筋に沿っているのに対し、後者は南北方向に沿って

構築されている。

ＳＢ７０１掘立柱建物跡は、全体が調査されておらず詳

細は保留せざるをえないが、ＳＢ６００掘立柱建物跡は８

世紀代の建物跡で、８世紀後半の竪穴住居跡（ＳＴ６０７

住居跡、ＳＴ６０３住居跡）よりも新しく、須川側に出入

口施設を有していたと想定される。出入口施設と思われ

る構造を持った掘立柱建物跡は、寒河江市高瀬山遺跡で

も５棟検出されている。第２７図がその集成図となるが、

いずれも東西柱列の南側（最上川側）が３間で構成さ

れ、柱列中央の柱心心間が１～１．５ｍの幅で構成されて

いる。高瀬山遺跡報告書の刊行時点（山形県埋蔵文化財

センター２００５ｂ）では、類例を見出すことができなかっ

たが、川前２遺跡の事例が新たに加わったことで、８世

紀後半～９世紀代にかけての山形盆地に固有の構造を

持った施設であった可能性が指摘される。

３ 出土遺物について

本遺跡から出土した遺物は、土師器や須恵器などの主

として古墳時代から奈良・平安時代にかけての土器であ

る。土器の他には、土製品、石製品、鉄製品などが認め

られた。

Ａ 出土遺物の特徴と分類

（１）土師器（第２８図～３３図）

本遺跡では、土師器を「ロクロ使用の有無に関係なく、

酸化焔で焼成された土器群」として定義した。非ロクロ

成形では、「坏・�・高台坏・壺・甕・鉢・堝・甑・仏

器・ミニチュア土器」の１０器種が認められる。ロクロ成

形では、「蓋・坏・高台坏・双耳坏・甕・堝」の６器種

が認められた。以下では非ロクロ成形をⅠ類、ロクロ成

形をⅡ類と大別して説明する。

Ⅰ類（非ロクロ成形）

坏 黒色処理の有無でＡ・Ｂに類別する。

Ａ類 内面に黒色処理を施すもの。

口縁部形態は、外反（ａ）、直線的もしくは内弯気味

の外傾（ｂ）、直立気味（ｃ）に細分される。

１ 丸底を呈し、体部に段を有する。口縁部形態には、

（ａ）・（ｂ）がある。調整は外面口縁部をヨコナデ、

体部下端をハケメ、内面はヘラミガキが施される。

２ 丸底風平底を呈し、外面中位に段また稜が形成され

るもの。口縁部形態には（ａ）・（ｂ）がある。調整

は、外面の段または稜以上にヨコナデ、以下にヘラ

ケズリが施される。

３ 丸底風平底を呈し、外面の中位に稜が形成されるも

の。口縁部形態は（ｃ）がある。調整は、外面の段

または稜以上をヨコナデ、以下にヘラケズリ、内面

はヘラミガキが施される。

４ 丸底風平底を呈し、内外面に段や稜などの屈曲をも

たないもの。口縁部形態は（ｂ）がある。調整は、

外面口縁部を僅かにヨコナデ、体部下端をヘラケズ

リ、内面はヘラミガキを主体とする。

５ 平底を呈し、内外面に段や稜などの屈曲をもたない

もの。口縁部形態には（ｂ）がある。調整は、外面

にヘラケズリ、内面にヘラミガキが施される。

Ｂ類 内面に黒色処理を施さないもの。
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口縁部形態は、外反（ａ）・直線的もしくは内弯気味

の外傾（ｂ）・直立気味（ｃ）に細分される。

１ 丸底を呈し、外面中位に明瞭な段をもつもの。口縁

部形態は（ａ）・（ｂ）がある。調整は段以上をヨ

コナデ、以下はヘラケズリが施される。

２ 丸底を呈し、外面中位以上に稜を形成し稜以上の口

縁部が短く、外傾または直立するもの（ｃ）。外面

調整は稜以上をヨコナデ、以下はヘラケズリが施さ

れる。

３ 丸底風平底を呈し、段や稜などの屈曲をもたないも

の。口縁部形態には（ｂ）がある。調整は外面下方

にヘラケズリ、さらに内外面共に口縁部にヨコナデ

が施される。

４ 丸底風平底を呈し、段や稜などの屈曲をもたないも

の。口縁部形態には（ｂ）がある。調整は、外面口

縁に僅かなヨコナデ、以下にヘラケズリが施される。

内面は、ヘラミガキやヘラナデが施される。

５ 平底を呈し、内外面に弱い稜をもつもの。内外面共

に、稜以上にヨコナデが施されるもの。口縁部形態

には（ｂ）がある。

６ 平底を呈し、段や稜などの屈曲をもたないもの。口

縁部形態には（ａ）がある。調整は外面口縁にヨコ

ナデ、それ以下にヘラケズリ、内面にヘラミガキが

施される。

７ 平底を呈し、段や稜などの屈曲をもたないもの。口

縁部形態には（ｂ）がある。調整は外面にヘラケズ

リ、内面にヘラミガキが施される。

�は９点図化している。丸底風平底と平底を呈するも

のがあり、内弯気味に立ち上り、口縁部にいたる。調整

は外面にヘラケズリやヘラナデ、内面は黒色処理が施さ

れる。底部に網代痕が残るものもある（１３０－１・２）。

高坏は、１点（２０５－７）出土している。坏部外面に

ヨコナデ、ヘラケズリ、内面にヘラミガキ、黒色処理が

施される。脚部外面にヘラケズリ、ハケメ、内面にヘラ

ナデが認められ、坏身外面に段を有する。脚部下端がや

や屈曲して伸び、縦長の透かし孔が３箇所確認できる。

壺 破片資料が多く、頸部が短く直立するもの（１８０

－８）、小型丸底で口縁が直立するもの（２２５－１）、複

合口縁のもの（２２５－４）、折返し口縁のもの（１９２－４）

等がある。完形資料では、体部中位に最大径をもつ球胴

で、口縁部は頸部から直立気味に立上り徐々に外反して

いくもの（２２８－９）と、同じく体部中位に最大径のあ

る球胴で、体部と頸部の境に僅かな段がめぐり、口縁が

「く」の字状を呈する（２３１－２）。調整はハケメを主体

とし、口縁部にヨコナデが施される。頸部に刻目をもつ

凸帯を巡らすもの（１９２－５）もある。

甕 器形、寸法、調整で細分される。

球胴タイプ

Ａ類 最大幅を体部中位にもつもの。頸部から口縁部に

かけて外傾し、端部が丸くおさまる。調整は、外

面口縁部にヨコナデ、体部にハケメ、内面はヨコ

ナデ、ハケメが施されるもの。

Ｂ類 頸部が直立気味にたちあがり、屈曲し、口縁にい

たるもの。頸部（屈曲部分）内側に面をもつもの。

Ｃ類 頸部外面に明瞭な段を持つもの。

Ｄ類 底径１００㎜以上の平底を呈するもの。

Ｅ類 寸胴に近い球胴を呈するもの。

Ｆ類 体部最大幅が１５０㎜以下のもの。

長胴タイプ

Ａ 外面調整をハケメ主体とするもの。

Ａ１ 体部最大幅が頸部にあるもの。頸部から底部に

かけて、ほぼ直線的に窄まるもの。口縁は外傾

し、端部に面をつくるもの。調整は、内外面共

にハケメ、口縁部はヨコナデが施される。底部

には木葉痕が確認できる。

Ａ２ 頸部外面に明瞭な段を有するもの。

Ａ３ 頸部から口縁がほぼ横に開くもの。

Ａ４ 頸部の屈曲が緩やかで、そのまま口縁にいたる

もの。

Ａ５ 頸部から口縁にかけて、鋭く外反するもの。

Ａ６ 器高が１５０㎜未満の小型品。

Ｂ 外面調整にヘラケズリやヘラナデが施されるもの。

Ｂ１ 体部中位に最大径をもつもの。頸部から口縁に

かけて外反し、端部は丸くおさまるもの。外面

口縁部はヨコナデ、体部は縦方向のヘラケズリ

のみで調整される。底径７０㎜未満のもの。

Ｂ１ａ 口径を１とした時、器高が１．７以上のもの。

Ｂ１ｂ 口径を１とした時、器高が１．７未満のもの。

Ｂ２ 頸部から口縁にかけて外反し、端部は丸くおさ

まる。外面口縁にヨコナデ、体部にハケメ、ヘ
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ラケズリが施されるもの。

Ｂ３ 底径が７０㎜以上のもの。調整は外面口縁にヨコ

ナデ、体部に縦方向のヘラケズリが施され、底

部に木葉痕が残るもの。

Ｂ４ 底部の端部が外に張り出すもの。

Ｂ５ 器高が２００㎜以下の小型品。

Ｂ６ 台が付くもの。

鉢 破片資料が多い。１７７－５・６は、内面に黒色処

理を施す資料である。１９２－６は台を持つ台付鉢である。

１９７－１は口縁部から体部の資料である。やや丸みをも

つ体部で中位に最大径を持ち、頸部に段をもつ。頸部か

ら口縁部にかけて外反し、端部は丸くおさまる。調整は

外面口縁部にヨコナデ、体部は縦方向のヘラナデ、内面

口縁部にヨコナデ、体部にヘラナデが施される。２０７－

３も口縁部から体部の資料である。口縁端部は内弯する。

外面上位に稜を持ち、内面にはナデが施される。須恵器

鉄鉢模倣か？。２０７－４も口縁部から体部の資料である。

頸部を最大径とし、口縁は短く外傾して端部は丸くおさ

まる。調整は、外面口縁にヨコナデ、体部にヘラケズリ、

口縁部の内面はヨコナデが施される。２２５－８は底部資

料で、穿孔をもつ。調整は外面にナデ、内面にハケメが

施される。２３１－４は底部資料で、残存状態から大型で

あることが推測される。内面は黒色処理の施された痕跡

は確認できないが、黒色を呈する。２３３－４はほぼ完形

資料で、底部に穿孔をもつ。調整は内外面共にハケメが

施される。

堝は２点（１５６－２、１７３－８）図示した。共に口縁部

から体部の資料で口径は４２０㎜前後である。口縁は直線

的に外傾する。体部は頸部からなだらかに底部にいたる。

調整は内外面共にハケメである。

甑は３点（１３５－６、１７３－６、２０７－５）図示した。

３点共、無底の資料である。１３５－６は体部下端から底

部の資料で、内外面共にヘラナデが施される。１７３－６

はほぼ完形資料である。底部からなだらかに立上り、口

縁部もなだらかに外反する。調整は、外面口縁にヨコナ

デ、体部に縦方向のヘラケズリが施される。２０７－５は

体部下端から底部の資料である。調整は外面体部にハケ

メ、縦方向のヘラケズリが施されている。

仏器は、ＳＴ６８４住居跡から出土した１点（２１７－５）

のみである。器形は、内弯気味に立上り、頸部で若干窄

まり、Ｓ字状に口縁部が短く外反する。調整は、内外面

共に単位の小さいナデが施されている。

ミニチュア土器は４点出土しているが、全体がわかる

ものは１点のみである。器形は、頸部で窄まり、口縁端

部にかけて外傾するもの、内弯するものとがある。

Ⅱ類（ロクロ成形）

蓋はＳＸ５０７性格不明遺構から１点（１９０－７）出土し

ている。外面天井部に回転ヘラケズリ、内面にヘラミガ

キ、黒色処理が施されている。

坏 黒色処理の有無で、Ａ（黒色処理を施すもの）、

Ｂ（黒色処理を施さないもの）に大別する。器形で、体

部が直線的に口縁部に至るもの（ａ）、口縁端部が外反

するもの（ｂ）、体部から口縁部にかけて内弯するもの

（ｃ）に細分される。

高台坏 黒色処理の有無で、Ａ（黒色処理を施すも

の）、Ｂ（黒色処理を施さないもの）に大別する。

器形で、体部が直線的に口縁部に至るもの（ａ）、口

縁端部が外反するもの（ｂ）、体部から口縁部にかけて

内弯するもの（ｃ）に細分される。

双耳坏は把手のみの資料１点（１９０－８）である。

甕 寸法、調整、器形で細分した。

大型甕（口径２００㎜以上）

Ａ類 長胴を呈し、外面にタタキ、ヘラケズリが施され

るもの。ケズリは体部上位から施されるもの。丸

底（Ａ１）と平底（Ａ２）がある。

Ｂ類 長胴を呈し、外面にタタキ、ヘラケズリが施され

るもの。ヘラケズリは体部中位から施されるもの。

Ｃ類 長胴を呈し、外面下方にタタキを施すもの。

須恵器甕を模倣した甕全般。

Ｄ類 長胴を呈し、外面にヘラケズリが施されるもの。

Ｄ１ ヘラケズリが体部上位から施されるもの。

Ｄ２ ヘラケズリが体部中位から施されるもの。

Ｅ類 ロクロナデのみで成形されるもの。

Ｆ類 肩部に最大径をもつもの。調整は外面下方にヘラ

ケズリが施される。

Ｇ類 頸部に段を持ち、口縁が短く、鋭く外反するもの。

調整は頸部直下に縦方向のヘラケズリ、内面にヘ

ラナデを施すもの。
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小型甕（口径２００㎜未満）

Ａ類 外面にヘラケズリを施し、丸底を呈するもの。

Ｂ類 外面にヘラケズリを施し、平底を呈するもの。

Ｃ類 ロクロナデのみで成形し、平底を呈するもの。

Ｃ１ 口縁端部を上方につまみだすもの

Ｃ２ 口縁端部を内側につまみだすもの

堝 器形、調整で分類した。

Ａ類 口縁部にかけて外傾し、端部が丸くおさまるもの。

調整は内外面共にロクロナデ、外面下方にヘラケ

ズリが施されるもの。

Ｂ類 口縁部にかけて外傾し、端部が丸くおさまるもの。

調整は内外面共にロクロナデ、さらに外面にヘラ

ケズリ、内面にカキメ、ハケメが施される。

Ｃ類 口縁部にかけて外傾し、端部が丸くおさまるもの。

調整は内外面共にロクロナデのみ。

Ｄ類 口縁部にかけて短く外傾し、端部が短く上方につ

まみだされるもの。調整は、外面にカキメ、ヘラ

ケズリ、タタキ、内面にハケメが施される。

Ｅ類 口縁部にかけて外傾し、端部が上方につまみださ

れるもの。調整は内外面共にカキメ、さらに外面

下方にヘラケズリが施される。

Ｆ類 口縁部にかけて外傾し、端部が上方につまみださ

れるもの。調整は内外面共にロクロナデのみ。

Ｇ類 口縁部にかけて外傾し、端部に面をつくるもの。

調整は内外面共にロクロナデ、さらに外面にタタ

キ、ヘラケズリが施される。また、体部中位に把

手がつくもの。

筒型土器は１点（１５３－６）出土している。資料は口

縁端部のみの破片である。内外面共に調整はハケメであ

る。内面には、輪積痕が確認できる。

底部穿孔土器は、２点図示した。１５２－５は、土師器

（Ⅰ類）甕である。約３５㎜の穿孔で、円形というより五

角形に近い。穿孔部分の状態から、焼成前に穿孔された

とみられる。底部内外面の状態から、甑として使用され

た可能性がある。覆土から正位で出土している。２１８－

１３は、土師器（Ⅱ類）坏である。こちらも焼成前に穿孔

されたものであろう。底部のほぼ中央に、約６㎜の円形

の穿孔が確認できる。住居の壁際、床面直上の位置で逆

位で出土している。

（２）須恵器（第３４図・３５図）

須恵器は、「蓋・坏・�・高台坏・双耳坏・稜�・壺・捏

鉢・長頸瓶・横瓶・瓶類・甕・仏器」の１３器種が認めら

れた。

蓋 口径は、１６０㎜以上、１５０㎜前後、１４０㎜前後の３

つに分類された。１６０㎜以上のものは少なく、１５０㎜前後、

１４０㎜前後のものが主体となる。器高は扁平なものが主

体で、高さのあるものは数少ない。天井部分には比較的、

回転ヘラケズリの施されるものが多い。受け部に、カエ

リがつくものが１点出土している（２３２－６）。つまみは、

宝珠型、リング状がある。壺のものと思われる深さのあ

る蓋も１点出土している（１８３－５）。

坏は、器形、寸法、底部の切離しで細分した。

Ａ類 底部切離し後、底部の全面または外周に回転ヘラ

ケズリが施されるもの。

Ｂ類 底部の周縁部は低く外傾して立上り、口縁部との

境に明らかな屈曲点をもち小さな段となすもの。

底部全面にヘラケズリが施されるもの。

Ｃ類 箱形や逆台形を呈し、底径指数（底径÷口径×

１００）は７０以上、器高指数（器高÷口径×１００）は

３０以下のものである。底部切離しは回転ヘラ切り

が主体である。

Ｄ類 箱形や逆台形を呈し、底径指数は６０前後～６５前後、

器高指数が３０前後以下のもの。底部切離しは回転

ヘラ切りが主体である。

Ｅ類 丸底風平底を呈し、底径指数が６０前後以上のもの。

底部切離しは回転ヘラ切りのみのもの。

Ｆ類 Ｅ類に較べ底径がやや小さくなる。底径指数は、

５０前後～６０前後、器高指数は２５前後～３５前後のも

の。底部切離しは、回転ヘラ切りと回転糸切りが

認められる。

Ｇ類 やや�状になり、底径指数が５０前後以下、器高指

数が２５前後～３５前後のものである。口縁端部を小

さく外反させる。底部切離しは回転糸切りが主体

となり、回転ヘラ切りはわずかである。

� ５点図化（１２９－５、１４８－１２、１５５－５、１６２－１１、

１７６－１８）した。

高台坏の寸法は、器高が４０～５０㎜前後、口径が１３０～

１４０㎜前後を主体とし、蓋とのセット関係となる寸法を

呈している。底部切離しは回転ヘラ切り、回転糸切り両
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方認められる。底部切離しの違いによる寸法の差はほと

んど、みられない。

双耳坏は６点出土しているが、全体が把握できる資料

は１点（１３３－５）のみである。底部切離しは全て回転

糸切りで、台を有する。体部は比較的なだらかに立上る。

把手は口縁直下に位置し、やや上方に傾く。全面にヘラ

ケズリが施され、薄く作られている。

稜� 器形は、稜部分からやや外反し口縁部にいたる

資料が多い。脚部は、端部が外に張り出すものと、脚部

の外側端部のみで設置するものがある。

壺 破片資料が多く、完形資料はわずかである。頸部

形態で分類した。長頸壺の体部資料では、中位と下位に

回転ヘラケズリが認められる（１３６－１０）。また、短頸壺

の体部下端ではヘラケズリが施される（１４８－１４）。

捏鉢は１点（１２９－６）のみの出土である。口縁から

体部の破片資料で、体部の上部に鍔が確認できる。

長頸瓶は１点（１３７－１０）のみ出土している。頸部か

ら底部の資料で、体部と頸部の接合部にリング状の凸帯

が認められる。

横瓶は、２点（１７７－２、２０３－９）出土している。共

に、体部の中央部の閉塞部分の破片資料である。

甕は破片資料のみで、完形資料はない。部位、寸法、

調整で細分する。部位は、口縁部、体部の資料が多い。

口縁部では、口径により分類する。口径４００㎜以上のも

のを大型甕とした。１６４－５は口縁部から頸部付近まで

の資料である。頸部には、１段の櫛描き波状文が施され

ている。また、頸部の付け根に近い体部に、直径６０～７０

㎜の円筒状の須恵器が付着していた痕跡が３箇所確認で

きた。１７９－９は口縁部から頸部にかけての資料である。

頸部から外反しながら口縁に至り、端部は外につまみだ

される。

口径４００㎜未満の甕について、部位、器形で分類した。

Ａ類 体部がドーナツ状に膨らみ、口縁が直立気味に立

上るもの。

Ｂ類 体部の肩位に最大径を持ち、直立気味に立上るも

の。底部は丸底風平底を呈する。

Ｃ類 口縁部の破片資料

Ｄ類 体部の破片資料

調整では「外面平行タタキ、内面同心円状アテ痕」、「外

面平行タタキ→カキメ、内面同心円状アテ痕」、「外面平

行タタキ、内面ナデ」、「外面格子状タタキ、内面同心円

状アテ痕」、「外面平行タタキ、内面平行アテ痕」がある。

Ｅ類 底部資料

仏器 口縁部資料が１点（２１９－１１）出土している。

（３）墨書・刻書土器と硯（第３６図）

墨書土器は、３０点図示した。須恵器蓋、坏、高台坏に

確認できた。土師器の資料は確認できなかった。墨書さ

れた部位は、蓋は天井部、坏は体部と底部、高台坏は底

部である。全て外面に墨書されている。坏の体部に墨書

された資料では正位と逆位のものがある。確認できた文

字は、「若」「九」「田」「百万」「文」「足」の６種類であ

る。「足」に関しては、旧字体で墨書されている。特に

「若」の出土が目立つ。認識できない文字や、墨痕のみ

の資料もいくつか存在する。文字は、ほぼ２０㎜四方に収

まる大きさである。

刻書土器は、７点図示した。須恵器蓋、坏に刻書が確

認された。認識できた文字は「人」「百」の２つである。

蓋は天井部に、坏は手持ちヘラケズリされた底部に刻書

されている。他に、底部に「×」などの窯記号と思われ

る刻書資料も数点ある。

硯は、遺構外で１点（１９３－９）出土している。石製

の長方硯を呈する。色調は１０Ｒ４／２灰赤色を呈する。

（４）土製品（図版１９３・２３４）

土製品は、土錘、土玉、紡錘車、羽口、支脚が出土し

ている。土錐はＳＴ１８６住居跡、ＳＴ５７３住居跡からそれ

ぞれ１点、ＳＴ５９１住居跡から７点、遺構外で４点、計

１３点出土している。寸法は長さ４８～５８．５㎜、幅１７～２９㎜、

厚さ１５～１９．５㎜を測る。

土玉はＳＴ５５２住居跡、ＳＴ５８９住居跡、ＳＴ６０２住居

跡、ＳＴ６５１住居跡からそれぞれ１点、ＳＴ５８３住居跡か

ら２点、ＳＴ６１５住居跡から４点、計１０点出土している。

直径は直径３０～４０㎜を測る。紡錘車はＳＴ６１０住居跡か

ら１点（２３４－１９）出土している。復元径で４２㎜、高さ

２４㎜を測る。

羽口はＳＴ８５住居跡、ＳＴ６２２住居跡から１点ずつ、

遺構外から１点、計３点出土している。端部に釉薬の付

着が確認できる。支脚は、１点（２３４－２１）のみの出土

である。直径約５８㎜の円柱状を呈する。

（５）石製品（図版１９３・２３４～２３７）

石製品は、勾玉、なご石、砥石、支脚が出土している。
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大きさの異なる勾玉がＳＴ６３２住居跡から２点（２３４－

２２・２３）出土している。共に完形品である。２３４－２２は

長さ４８．５㎜、幅２８㎜、厚さ１７㎜、２３４－２３は長さ３１㎜、

幅１９㎜、厚さ７．５㎜を測る。石材は蛇紋岩であろう。住

居年代は８世紀後半であるが、下に存在している古墳時

代と想定されるＳＴ６３３住居跡の資料の可能性がある。

なご石はＳＴ５７４住居跡から一括で１８点出土している。

なご石とは、現在で云うお手玉を指す。お手玉は飛鳥時

代に日本に伝わり、地方にもたされるのは奈良時代と考

えられる。ＳＴ５７４住居跡出土土器は７世紀末～８世紀

初頭頃の年代が求められ、上記のことと整合がつく。形

状は表面がつるつるした扁平な川原石で、長辺が６０㎜前

後、短辺が３０㎜前後、厚さ１５㎜前後を測り、意識的に石

を選んでいることが推測できる。

砥石は７点出土している。寸法で分類され、使用用途

も異なることが推測できる。

支脚はＳＴ６１４住居跡から１点（２３７－７）出土してい

る。カマド内に据えられる支脚であろう。形状は、丸味

をおびた三角柱を呈している。加工の施された痕跡はな

く、川原石と考えられる。

（６）金属製品（図版１９３・２３７・２３８）

金属製品は、青銅鏡、鉄鏃、鎌、鉄斧等の製品や、種

別の判別できないもの、鉄滓等が多数出土している。海

獣葡萄鏡はＳＴ１８１住居跡出土である。約１／２依存して

いる。踏返し鋳造を多数回経た後の鏡と見られ、文様の

崩れが甚だしい。鈕は欠損しており不明であるが、内区、

界圏、外区、外縁が確認できる。内区には明瞭ではない

が、獣と葡萄唐草、外区には小鳥と葡萄唐草の存在が確

認できる。復元径６２㎜の小型海獣葡萄鏡である。厚さは、

内区で３㎜、外区で２．５㎜を測る。重さは２０．９ｇで、完

形とすれば、約４２ｇと推測される。

鉄鏃資料は、完全な状態で出土したものはない。長頸

鏃を主体とする。長頸鏃のうち、比較的残りの良い資料

としては、１９３－１２・１３がある。共に片刃のものである。

両刃と推測できる資料はない。三角形鏃は１点（２３８－

６）出土している。無頸鏃と推測できる資料が１点（１９３

－１４）出土している。鏃の先端が破損しているが、全体

の形状から判断できた。他に、破片資料のため、種別が

何なのか判別できないものが多い。種別が判断できたの

は、ごく僅かである。鎌は２点出土（１９３－１０、２３７－８）

している。

Ｂ 出土遺物の年代について

川前２遺跡の年代は、大きく古墳時代、奈良・平安時

代があたえられる。遺物年代は、主に須恵器坏を基に検

討した。当遺跡が位置する山形盆地での須恵器生産は、

長岡山州崎窯跡（寒河江市）の奈良時代の８世紀第２四

半期頃とされ、続いて平野山窯跡（寒河江市）を中心と

して本格的に操業されていくことがこれまでの発掘成果

で分かっている。８世紀第２四半期以前の資料について

は、県外の須恵器資料、及び、山形県内の土師器編年を

用いて、年代を求めた。

須恵器坏の年代は、以下のように想定された。

Ａ（８世紀第２四半期）、Ｂ（７世後半）、

Ｃ・Ｄ・Ｅ（８世紀中葉）、Ｆ（８世紀末～９世紀初頭）、

Ｇ（９世紀前半）

Ｂは、平野山窯跡操業以前の須恵器である。類似資料

に、善光寺窯跡（福島県相馬市）の２Ｂ窯跡のものがあ

り、それを年代的根拠とした。もう１点、平野山窯跡操

業以前の須恵器がある。それは、受け部にカエリを持つ

蓋で、県内では、置賜地方の高安窯跡（高畠町）で生産

されていたことが分かっている。ただ、本資料と比較す

ると、高安窯跡の資料より高く、より善光寺窯跡の資料

に類似していると考えられる。

Ｃ 土器組成について（第３７～４６図）

住居共伴資料の土器組成について検討してみる。ただ

し、組成的にまとまる住居出土例が少ないため、代表的

なものに限って提示する。その際、明らかに年代の異な

る資料は除いた。

土器年代は、上で提示したように、古墳時代前期の４

世紀、古墳時代終末期の７世紀後半から、平安時代の９

世紀前半が想定される。細かくは、①４世紀、②７世紀

後半、③７世紀末～８世紀初頭、④８世紀前葉、⑤８世

紀前半、⑥８世紀中葉、⑦８世紀後半、⑧９世紀代と細

分できた。ここでは、７世紀後半から８世紀代を中心に

土器組成を検討する。

４世紀 資料は、全体の１割にも満たない量である。

該当する遺構はＳＴ８住居跡、ＳＴ１１２住居跡、ＳＴ

５９５住居跡、ＳＴ６２２住居跡、ＳＴ６２８住居跡である。全
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て土師器（Ⅰ類）のみで、須恵器は皆無である。ＳＴ８

住居跡出土土器は球胴甕Ａ、ＳＴ１１２住居跡出土土器は

球胴甕Ｄ、ＳＴ５９５住居跡出土土器は小型丸底を呈する

と思われる壺、球胴甕Ａ、長胴甕Ｂ６、ＳＴ６２２住居跡

出土土器は複合口縁を呈する壺、球胴甕Ａ、ＳＴ６２８住

居跡出土土器は、体部中位に最大径を持つ球形で口縁部

は頸部から直立気味に立上り、徐々に外反していく壺、

球胴甕Ｂ、球胴甕Ｆがある。基本的に甕は、球胴を呈す

る。

７世紀後半 代表的な遺構はＳＴ５４９住居跡、ＳＴ６８６住

居跡、ＳＴ５８３住居跡、ＳＴ６１５住居跡、ＳＴ６６住居跡が

ある。遺物は主に土師器（Ⅰ類）であるが、須恵器坏（Ｂ

類）が１点共伴している。

ＳＴ５４９住居跡出土土器は坏Ａ１ａ・１ｂ、球胴甕Ｆ、

長胴甕Ａ４・Ｂ５がある。坏Ａ１ａ・ｂに関しては、７

世紀前半まで遡る可能性がある。また、底部にハケメを

施す点において、東北北部とのつながりが考えられる。

ＳＴ６８６住居跡出土土器は坏Ｂ２ｃ、長胴甕、鉢、壺で

ある。ＳＴ６１５住居跡出土土器は坏Ａ２ｂ・Ａ３ｃ、球

胴甕Ｃ、長胴甕Ａ４、長胴甕Ｂ１ａがある。ＳＴ６６住居

跡出土土器は土師器坏Ａ２ａ・Ａ５ｂと須恵器坏Ｂであ

る。須恵器坏Ｂの類似資料として、善光寺窯跡２Ｂ窯が

ある。ＳＴ５８３住居跡出土土器は坏Ａ３ｃ・Ｂ５ｂ、長

胴甕Ａ４、長胴甕Ｂ１ａ・Ｂ２・Ｂ５がある。

７世紀末～８世紀初頭 代表的な遺構は、ＳＴ５７４住居

跡、ＳＴ１５住居跡で、遺物は主に土師器（Ⅰ類）である。

ＳＴ５７４住居跡出土土器は高坏、鉢、長胴甕Ａ１・Ａ

４、長胴甕Ｂ１・Ｂ２・Ｂ５、甑がある。ＳＴ１５住居跡

出土土器は土師器坏Ｂ１ａ・Ｂ７ｂ、長胴甕Ａ１・Ａ５、

長胴甕Ｂ５、須恵器がある。ただし、須恵器は破片資料

のため、年代を求める資料として取り扱っていない。

撹乱を受けたＳＤ６７５溝跡から、当該期と思われる、

受け部にカエリを持つ須恵器蓋が１点出土している。山

形盆地内での出土は当遺跡の１点と、山形城三の丸跡出

土（ＳＰ１０５９）の１点、計２点のみである。

８世紀前葉 代表的な遺構はＳＴ１８住居跡がある。ここ

で取り上げる資料は、土師器（Ⅰ類）坏Ｂ３ｂの１点で

ある。ＳＴ１８住居跡の主体時期は８世紀中葉と考えられ

るため、本資料は流れ込みの資料であろう。ＳＴ１８住居

跡以外、８世紀前葉と断定できる資料は少ない。住居内

出土土師器（Ⅰ類）坏Ｂ１ａ（１６３－４）、球胴甕Ｆ（１６３

－７）が同時期の資料と考えられる。

８世紀前半 代表的な遺構は、ＳＴ１住居跡、ＳＴ１２１

住居跡、ＳＴ１８１住居跡、ＳＴ６８４住居跡がある。土師器

（Ⅰ類）と須恵器がある。

ＳＴ１住居跡出土土器は、球胴甕Ｃ、長胴甕Ａ１、長

胴甕Ｂ３がある。ＳＴ１２１住居跡出土土器は坏Ａ２ａ、

Ｂ６ａ、甑がある。ＳＴ１８１住居跡出土土器は球胴甕Ｆ、

須恵器坏Ａがある。ＳＴ６８４住居跡出土土器には仏器と

思われるものがある。

８世紀中葉 ８世紀第２四半期から平野山窯跡や上山葉

山窯跡を中心として、須恵器生産が開始される。また、

ロクロ成形の土師器（Ⅱ類）使用が始まる。代表的な遺

構は、ＳＴ６住居跡、ＳＴ１８６住居跡、ＳＴ１３０住居跡が

ある。

ＳＴ６住居跡出土土器には土師器（Ⅰ類・Ⅱ類）が存

在する。Ⅰ類は坏Ｂ１ｂ、�、長胴甕Ａ１・Ａ６、Ⅱ類

は大型甕Ｃがある。須恵器は扁平したつまみをもつ蓋、

坏Ｅがある。ＳＴ１８６住居跡出土土器は、土師器（Ⅰ類）

と須恵器である。土師器は坏Ａ４ｂ・坏Ｂ４ｂ、球胴甕

Ｄ、長胴甕Ａ・Ａ２・Ａ３・Ａ５である。須恵器は、扁

平で口径の大きな蓋、坏Ａ・Ｃ・Ｄ、高台坏、波状文が

施された甕Ｃ、壺である。ＳＴ１３０住居跡出土土器は土

師器（Ⅰ類・Ⅱ類）がある。Ⅰ類は坏Ａ２ｂ、Ⅱ類は小

型甕Ｃ１、須恵器は坏Ｅである。

８世紀後半 土師器（Ⅰ類・Ⅱ類）と須恵器が伴う。代

表的な遺構はＳＴ６０３住居跡である。Ⅰ類は長胴甕Ａ４、

Ⅱ類は大型甕Ａ１・Ｂ・Ｄ２、小型甕Ｂ・Ｃ１がある。

須恵器は、天井部分に回転ヘラケズリを施す蓋、坏Ｄ、

高台坏がある。

９世紀代 ９世紀第２四半期以降、須恵器坏の切離し技

法の主体が、回転ヘラ切りから回転糸切りへと変わって

いく。代表的な遺構は、ＳＴ１２９住居跡、ＳＴ６８０住居跡

である。

ＳＴ１２９住居跡出土土器には土師器（Ⅰ類・Ⅱ類）と

須恵器がある。Ⅰ類はハケメを施す体部下端の甕、Ⅱ類

は大型甕、小型甕Ｃ類がある。須恵器は坏Ｆ、回転糸切

りの高台坏、双耳坏、壺がある。ＳＴ６８０住居跡出土土

器内で、一部明らかな流れ込みの資料があり、ここでは

省く。土器内容は、土師器（Ⅱ類）と須恵器である。土
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師器は、坏Ｂａ・Ｂｂ、高台坏Ａａ・Ａｃ、Ｂａ、小型甕

Ｃ２がある。須恵器は、蓋、坏Ｇ、高台坏、仏器がある。

土師器（Ⅰ類）坏類に注目して変遷を追ってみる。

７世紀後半－Ａ１ａ・Ａ１ｂ・Ａ２ａ・Ａ３ｃ・Ａ５ｂ

Ｂ２ｃ・（Ｂ５ｂ）

７世紀末～８世紀初頭－Ａ３ｃ・Ｂ１ａ・（Ｂ７ｂ）

８世紀前葉－Ｂ３ｂ

８世紀前半－Ａ２ｂ・Ｂ６ａ

８世紀中葉－Ａ４ｂ・Ｂ１ｂ・Ｂ４ｂ

Ｄ 川前２遺跡出土関東系土師器について

川前２遺跡で出土する土師器には、山形盆地の在地土

器の他に、関東地方の特徴を持つ所謂関東系土師器が存

在する。

ＳＴ１８住居跡、ＳＴ１８６住居跡、ＳＴ６１５住居跡、ＳＴ

５８３住居跡の４棟に、武蔵型と想定される関東系土師器

が存在することがわかった。７世紀後半から８世紀中葉

頃にかけての非ロクロ成形の土師器坏４点、甕３点計７

点である（佐藤敏幸氏［東松島市教育委員会］、�橋誠

明氏［大崎市教育委員会］、村田晃一氏［東北歴史博物

館］３名にご教受いただいた）。

東北地方における関東系土師器とは、７世紀から８世

紀中頃まで認められるもので、在地の「栗囲式土器」と

は器形・製作技法が明らかに異なっている。食膳具の場

合、在地土器のほとんどが内側をヘラミガキ後、黒色処

理を行うのに対し、関東系土師器は、ナデのみの調整で、

赤～黄褐色を呈している。甕においても、在地土器の外

面調整はハケメが主体となるのに対し、関東系土師器は、

縦方向のヘラケズリを主体とする特徴がある。

以上の事を踏まえて、当遺跡の土師器を観察すると、

食膳具の坏は、Ⅰ類Ｂ３ｂとＢ４ｂで、４点が該当する。

Ｂ３ｂは双葉町遺跡でも類似する資料が存在する（ＳＴ

１０２２）。県外においては、三貫地遺跡（福島県新地町）や、

御駒堂遺跡（宮城県栗原市）、名生館官衙遺跡（宮城県

大崎市）などで出土している。Ｂ４ｂに関しては、類似

資料の存在が不明である。器形では、山の神１号墳（高

畠町）出土資料と類似する。ただし、山の神１号墳資料

は全て、内面黒色処理が施されている。Ｂ２ｃに関して

は、器形、調整方法では類似するものの、関東系土師器

とは断定できない。今後、関東地方と東北南部に同じよ

うな類例がないか、確認作業が必要である。

甕はⅠ類Ｂ１ａ・Ｂ２が該当する。どちらの甕も御駒

堂遺跡で確認できる資料である。他にも器形と調整技法

において定義的には合致する資料がいくつか存在すると

考えられている。

当遺跡では、在地土器を主体に、関東系土師器と、在

地土器、関東系土師器の範疇に属さない土器群の三者が

存在している。これらの土器群は、関東地方からの移民

が移り住み、彼らが製作する土師器様相が在地土器に吸

収される過程のものと考えられる。

Ｅ 山形盆地内出土関東系土師器について

山形盆地内で、当遺跡以外で関東系土師器が確認され

た遺跡は、上敷免遺跡、山形城三の丸跡、北向遺跡、双

葉町遺跡と資料はごく僅かである。

上敷免遺跡出土資料で台付甕（ＳＴ３）がある。台か

ら体部下端にかけての資料で「武蔵型」とされている。

県内では唯一の資料である。山形城三の丸跡出土資料は

関東系土師器の可能性がある坏が２点（ＳＰ１０６１、ＳＤ

７０３２）ある。北向遺跡出土資料では、関東系土師器と明

記されていないが、坏が１点ある（ＳＴ９０）。双葉町遺

跡出土資料でも、関東系土師器と明記されていないが、

坏がある。

双葉町遺跡出土資料と比較し、以下の点が注目される。

①土師器（Ⅰ類）坏は、当遺跡より、黒色処理を施さな

いＢの出土割合が高い。

②当遺跡で確認できる縦方向のヘラケズリを伴う甕は長

胴のみだが、双葉町遺跡では、長胴・球胴両方存在する。

②については、双葉町遺跡例が御駒堂遺跡、名生館官

衙遺跡などの陸奥側の土器様相に類似すると言え、較べ

て本遺跡例は陸奥的な様相というより、在地の様相が強

いイメージを受ける。

Ｆ 海獣葡萄鏡について

本調査により、山形県内で初めて、海獣葡萄鏡が出土

した。日本海沿岸で最北の出土遺跡となった。それ以降、

本県より北での海獣葡萄鏡の出土を確認していない。そ

れまでは、子安遺跡（新潟県上越市）での発見が北限と

されてきたが、それを北進する結果となった。東北地方

では２例目で、市川橋遺跡（宮城県多賀城市）でも１面
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出土（№１４トレンチ）し、全国では３０面近く見つかって

いる。

県内では、当遺跡から南東方向約４㎞に位置する弥生

～古墳時代にかけての集落跡である馬洗場Ｂ遺跡（山形

市）から、古墳時代初頭の内行花文鏡（破鏡）が見つ

かっている。また、お花山古墳（山形市）１号墳から変

形捩文鏡、２２号墳から獣形鏡、下小松古墳群（川西町）

薬師沢支群第１４３号墳から鋸歯文鏡が見つかっている。

古代においては、５点目の鏡資料である。

本調査で出土した海獣葡萄鏡は、ＳＴ１８１住居跡から

出土した。床面直上からの出土である。出土土器の年代

は８世紀第２四半期と想定される。

鏡の形状は、約１／２の破片資料である。�製鏡と考

えられる。残存状態から円鏡の直径６２㎜の小型海獣葡萄

鏡と推測できた。海獣葡萄鏡は、径が３０㎝以上の大型、

２０㎝以上３０㎝未満の中型、そして、１０㎝以下の小型と大

きさで分類されている。その小型品の中でも、径が６０㎜

前後のサイズが最も多く発見されている。状態は全体的

に腐食し、本来の鏡の表面は失われているが、内区、外

区に配置された唐草文や獣などの存在は確認できる。

分析の結果、銅を主成分とし、鉛とアンチモンを比較

的多く含むことがわかった。アンチモンは、わが国では

７世紀後半から８世紀中頃という極めて限られた時期に

認められる。他に背鏡の赤色部分から水銀が検出され、

水銀朱が付着していると考えられた。

他の出土例でも、全体的に腐食または、鏡面の調整が

不十分なものが多い。小型の海獣葡萄鏡は、水辺等で廃

棄されることにより、祭具としての機能を全うしたと考

えられている。ただ、本資料は河川出土ではなく、竪穴

住居出土資料である。類例は少ないが、寺家遺跡（石川

県羽咋市）で、８世紀第１四半期～８世紀第３四半期の

竪穴住居跡（ＳＢＴ２４床面、ＳＢＴ１６覆土、ＳＢ２１覆土）

から小型海獣葡萄鏡が出土している。ＳＢＴ１６において

は、廃絶時に鏡を埋土に埋め込む儀式の可能性が指摘さ

れているが、本資料においては、出土地点がちょうど、

撹乱部分にあたり、正確な堆積状況が見出せない。

Ｇ ま と め

発掘調査により、１２０棟以上にのぼる住居跡が見つか

り、さらに遺物が整理箱にして約２８０箱出土した。

遺物のほとんどが土器で、古墳時代から奈良・平安時

代にかけての資料であった。具体的には、古墳時代前期

（４世紀）、７世紀後半から９世紀前半である。その中で

も、８世紀中葉から８世紀後半にかけての資料が多く、

逆に８世紀前葉の資料が希薄である。

土器内容は、山形盆地で使用される在地土器の他に、

外来の土器も含まれていた。関東地方の特徴をもつ関東

系土師器や、東北北部の特徴をもつ土器も使用されてい

た。関東系土師器は７世紀後半から、平野山窯跡が本格

的に操業を開始する８世紀中葉までの間に確認できた。

それ以降、関東系の特徴は在地土器に吸収され、新たな

土器群として、須恵器と土師器（Ⅰ類・Ⅱ類）と同様、

使用されていくことがわかった。

土器様相・年代から、川前２遺跡は、山形盆地が律令

国家に組み込まれる頃の集落跡であったことが推測され

る。さらに当遺跡周辺に、関東系土師器出土の上敷免遺

跡や、内行花文鏡出土の馬洗場Ｂ遺跡など、出土遺物相

の類似した遺跡が集中していることから中核的な存在で

あったことが推測される。また、双葉町遺跡と同様、関

東地方からの移民集落としての性格を帯び、また、墨書

土器の存在等から勘案すれば、末端官衙としての役割も

果たしていたとも考えられる。
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東北芸術工科大学考古学研究室 ２００３『高安窯跡群Ｂ地区第１次発掘調査報告書』（東北芸術工科大学考古学研究報告第２冊）
山形県教育委員会 ２００３『分布調査報告書（２９）』（山形県埋蔵文化財調査報告書第２０３集）
山形県埋蔵文化財センター ２００４ａ 『服部遺跡・藤治屋敷遺跡発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１１９集）
山形県埋蔵文化財センター ２００４ｂ 『馬洗場Ｂ遺跡発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１２３集）
山形県埋蔵文化財センター ２００４ｃ 『達磨寺遺跡第３次発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１２７集）
山形県埋蔵文化財センター ２００４ｄ 『高擶南遺跡・菖蒲江１遺跡・菖蒲江２遺跡発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告

書第１３２集）
�橋誠明 ２００５「名生館官衙遺跡」『研究報告２ 東北古代土器集成－古墳後期～奈良・集落編－〈宮城〉』３４～４２頁

東北古代土器研究会
山形県埋蔵文化財センター ２００５ａ 『向河原遺跡第５・６次発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１４１集）
山形県埋蔵文化財センター ２００５ｂ 『高瀬山遺跡（ＨＯ地区）発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１４５集）
山形市・山形市教育委員会 ２００５『双葉町遺跡（山形城三の丸跡）発掘調査報告書 縄文時代～中世編』（山形県山形市埋蔵文化財調査

報告書第２４集）
山形県埋蔵文化財センター ２００６『北向遺跡発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１４６集）
佐藤敏幸 ２００７「宮城県北部・沿岸部」『古代東北・北海道におけるモノ・ヒト・文化交流の研究』 １６４～２０９頁

辻秀人編
村田晃一 ２００７「宮城県中部から南部」『古代東北・北海道におけるモノ・ヒト・文化交流の研究』 １１９～１６３頁

辻秀人編
山形県埋蔵文化財センター ２００７『上敷免遺跡発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１５９集）
植松暁彦 ２００８「出羽国創建期（７～８世紀）の山形県の土師器の様相」『出羽国ができるころ－出羽建国期における

南出羽の考古学－』 １０８～１１４頁 山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館
村田晃一 ２００９「律令国家形成期の陸奥北辺経営と坂東 －在地土師器・関東系土師器・囲郭集落の検討から－」

『古代社会と地域間交流 －土師器からみた関東と東北の様相－』１４１～１６２頁 国士舘大学考古学会
山形県埋蔵文化財センター ２０１０『山形城三の丸跡第４・６次発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１９０集）

Ⅵ 総括
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第２３図 山形盆地の地形分類と川前２遺跡関連遺跡

１０６



第２４図 川前２遺跡時期別遺構分布図（１）

１０７



第２５図 川前２遺跡時期別遺構分布図（２）

１０８



第２６図 川前２遺跡時期別遺構分布図（３）

１０９



第２７図 出入口と推定される施設を有する掘立柱建物跡

１１０



第２８図 土器分類集成図（１）

１１１



第２９図 土器分類集成図（２）

１１２



第３０図 土器分類集成図（３）

１１３



第３１図 土器分類集成図（４）

１１４



第３２図 土器分類集成図（５）

１１５



第３３図 土器分類集成図（６）

１１６



第３４図 土器分類集成図（７）

１１７



第３５図 土器分類集成図（８）

１１８



第３６図 文字資料集成図

１１９



第３７図 住居跡出土土器の変遷（１）

１２０



第３８図 住居跡出土土器の変遷（２）

１２１



第３９図 住居跡出土土器の変遷（３）

１２２



第４０図 住居跡出土土器の変遷（４）

１２３



第４１図 住居跡出土土器の変遷（５）

１２４



第４２図 住居跡出土土器の変遷（６）

１２５



第４３図 食膳具の変遷（１）

１２６



第４４図 煮炊具の変遷（１）

１２７



第４５図 食膳具の変遷（２）

１２８



第４６図 煮炊具の変遷（２）

１２９



表１６ １次遺物観察表（１）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１２５ １ ＳＴ９９ 須恵器 坏 １５０ ９６ ３８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 中砂

２ ＳＴ２ １２５ 須恵器 蓋 １４６ ２６．５ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 海綿骨針、中砂 肩部にヘラ書
有

３ ＳＴ２Ｆ，Ｔ５ＳＴ 須恵器 甕 （３１４） ロクロ、タタキ ロクロ、アテ

４ ＳＴ１，ＳＸ８９ １２８ 土師器 甕 ２４０ ９４ ３６４．５ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 長石、中砂

１２６ １ ＳＴ１‐ＥＬ付近 土師器 甕 ２３３ ９０ ３４０ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 雲母、中砂

２ ＳＴ１ 土師器 甕 １９２ ８６ ２８６ ハケメ、ナデ ハケメ 木葉痕 長石、中砂

３ ＳＴ１‐ＥＬ付近 １２８ 土師器 甕 １７３ ７９ ２７３ ハケメ、ナデ ハケメ 木葉痕 細砂

１２７ １ ＳＴ１ １２９ 土師器 甕 １５６ ８０ ３１５ ナデ、ヘラナデ ナデ 木葉痕 長石、金雲母、中砂

２ ＳＴ１，ＳＸ８９ １３０ 土師器 甕 ２２４ （２４８） ナデ、ヘラケズリ ナデ 長石、石英
雲母、中砂

３ ＳＴ１ １２９，１４３土師器 甕 ８４ （１７９） ハケメ ハケメ 木葉痕 細砂

４ ＳＴ３ １３３ 土師器 坏 １８２ ３８ ナデ、ヘラケズリ ナデ 長石、雲母、中砂

５ ＳＴ３ 須恵器 坏 ８６ （２５．５）ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
回転ヘラケズリ 中砂 底部切離痕有

６ ＳＴ３ １２１ 須恵器 坏 １３４ ５０ ３８ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

１２８ １ ＳＴ８ 土師器 甕 ６８ （２０４） ハケメ ナデ 長石、雲母、中砂

２ ＳＴ８ 土師器 甕 ８０ （２５１．５）ハケメ ハケメ 長石、細砂 スス痕有

３ ＳＴ５‐ＥＬ 土師器 甕 １７１．５ （１１９） ロクロ、カキメ ロクロ 雲母、海綿骨針、細砂

４ ＳＴ５ １５１ 須恵器 坏 １４０ ９０ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

５ ＳＴ５‐ＥＬ 須恵器 坏 １５８ ９５ ４１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

６ ＳＴ５ １４８ 須恵器 高台坏 ９３ （１７） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂 高台に砂付着

１２９ １ ＳＴ４‐ＥＬ，７，８８，粗掘 土師器 甕 ２０６ （１９７） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、中砂

２ ＳＴ４ １３５ 土師器 甕 ９７ （５９） ハケメ ハケメ 木葉痕 長石、石英
雲母、中砂

３ ＳＴ４，粗掘 土師器 堝 ３３２ （１５０） ロクロ、ヘラナデ ロクロ 金雲母、細砂

４ ＳＴ４ 土師器 堝 ３５７ （９４） ロクロ ロクロ 金雲母、雲母
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ４ １２４ 須恵器 � １４４ ７８ ８７ ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、海綿骨針、細砂

６ ＳＴ４ １３４ 須恵器 捏鉢 １３４ （１１１） ロクロ ロクロ 石英、細砂

１３０ １ ＳＴ７ 土師器 � １３４ ７０ ５２．５ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 網代痕 長石、石英、細砂 内黒

２ ＳＴ７ １２２ 土師器 � ８６ （６０） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 網代痕？ 長石、細砂 内黒

３ ＳＴ７ 土師器 甕 ２０８ （１７１） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ７ 土師器 甕 ２２２ （８０） ロクロ ロクロ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、中砂

５ ＳＴ７，４ 土師器 甕 １４８ （７０） ロクロ ロクロ 長石、石英
金雲母、中砂

６ ＳＴ７ １５４ 須恵器 坏 １４８ ６６ ４０ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ６ ４０８ 土師器 坏 １６０ ５３．５ ナデ、ヘラケズリ ハケメ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、中砂

８ ＳＴ６ 土師器 � １６０ ６８ ６５ ナデ ヘラミガキ ヘラケズリ 石英、細砂 内黒

９ ＳＴ６ １１３ 土師器 甕 ９２ （１９２） ハケメ ハケメ 木葉痕 細砂

１３１ １ ＳＴ６ １１２ 土師器 甕 ９８ （１１５） ハケメ ハケメ 木葉痕 石英、金雲母

２ ＳＴ６ １２０ 土師器 甕 １５３ ８６ １５１ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 中砂

３ ＳＴ６ １１３ 土師器 甕 ２４３ （３１８） ロクロ、カキメヘラケズリ、タタキ ロクロ 石英、海綿骨針

１３０



表１７ １次遺物観察表（２）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１３１ ４ ＳＴ６ ２ 須恵器 蓋 （２４） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 細砂

５ ＳＴ６ 須恵器 坏 １３６ ８２ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 石英、海綿骨針

６ ＳＴ６ １１２ 須恵器 甕 ７０ （１８３） タタキ アテ 長石、金雲母、細砂

１３２ １ ＳＴ８３‐ＥＬ １１８ 土師器 甕 ５０ （１８７） ヘラケズリ ハケメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ８３‐ＥＰ２４６ 土師器 甕 １８３．５ ヘラケズリ カキメ 長石、金雲母、細砂

３ ＳＴ８３‐ＥＬ １１８ 土師器 甕 ６２ （１１３） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 長石、石英
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ８３ １１７ 須恵器 蓋 １５４ ２７ ロクロ ロクロ 長石、細砂

５ ＳＴ８３ 須恵器 坏 ９０ （３９．５）ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 雲母、海綿骨針、細砂

６ ＳＴ８３ 須恵器 高台坏 １３２ ８６ ４９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

７ ＳＴ８３ 須恵器 高台坏 １２８．５ ９４ ４３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

８ ＳＴ８２‐ＥＰ２４２ 土師器 � １４７ ８１ ７７ ヘラケズリ ヘラミガキ 木葉痕 長石、石英、細砂 内黒

９ ＳＴ８２‐ＥＰ２４２ 土師器 甕 （２２４） ハケメ ナデ 長石、石英
雲母、中砂

１３３ １ ＳＴ８２ 土師器 甕 ２５０ （１０３） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ 長石、金雲母、細砂

２ ＳＴ８２ 土師器 甕 １３１ ８６ １０７ ロクロ ロクロ 石英、金雲母
海綿骨針、中砂

３ ＳＴ８２ 須恵器 坏 １３６ ９０ ３１．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

４ ＳＴ８２ 須恵器 高台坏 １３６ ８６ ４５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

５ ＳＴ８２ 須恵器 双耳坏 １１８ ６０ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ８５ １０９ 須恵器 高台坏 １２２ ６０ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ１０ ５５ 土師器 甕 ２１２ （７８） ロクロ ロクロ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、中砂

８ ＳＴ１０ ７２ 土師器 甕 ７８ （１９５） ヘラケズリ ナデ 長石、石英
金雲母、中砂

９ ＳＴ１０ ７１ 土師器 鉢 ２００ （７５） ロクロ、カキメ ロクロ、カキメ 長石、金雲母、細砂

１３４ １ ＳＴ１０ ７４ 土師器 甕 ８８ （３１） ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、金雲母、細砂

２ ＳＴ１０ 須恵器 蓋 １１２ （３３） ロクロ ロクロ 細砂

３ ＳＴ１０‐ＥＫ２２６ 須恵器 坏 １３２ ９６ ３４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１０ ７４ 須恵器 坏 １４０ ７４ ３３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

５ ＳＴ１０ ５６ 須恵器 坏 １４０ ６６ ３５ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、金雲母
海綿骨針、細砂 体部墨書

６ ＳＴ１０ ５８ 須恵器 坏 １４０ ６０ ３５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針 体部墨書

７ ＳＴ１０ ５７ 須恵器 高台坏 １４０ ８８ ４７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、中砂 灯明皿

スス付着

８ ＳＴ１０ ５９ 須恵器 高台坏 １３４ （６３） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

９ ＳＴ１０ 須恵器 高台坏 ６５ （３０．５）ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂 底部墨書

１０ ＳＴ１０ 須恵器 双耳坏 （２６） ヘラケズリ 細砂

１１ ＳＴ１１ １５５ 須恵器 坏 １３９ ６５ ３６ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

１２ ＳＴ１１ 須恵器 双耳坏 ６６ （３５） ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂

１３５ １ ＳＴ１２‐ＥＬ １０７ 土師器 甕 １６９ ８０ ２０３ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 石英、雲母、細砂

２ ＳＴ１２ ３４０，３４３
３４４ 土師器 甕 ２２４ （１４４） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、雲母

海綿骨針、中砂

３ ＳＴ１２ １６２ 土師器 甕 ２２５ （１２５．５）ハケメ、ナデ ハケメ 石英、海綿骨針
細砂 輪積痕

４ ＳＴ１２‐ＥＬ２１７ 土師器 甕 ２２２ （８７） ハケメ、ナデ ハケメ 石英、雲母
海綿骨針、細砂

１３１



表１８ １次遺物観察表（３）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１３５ ５ ＳＴ１２，８１ 土師器 甕 ９６ （５５） ハケメ ハケメ 木葉痕 中砂

６ ＳＴ１２ ３４１ 土師器 甑 １０６ （７０） ヘラナデ ヘラナデ 長石、雲母、金雲母
海綿骨針、中砂

７ ＳＴ１２‐ＥＬ２１７ 土師器 甕 ２１４ （１１１） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、細砂

１３６ １ ＳＴ１２‐ＥＬ２１７ 土師器 甕 ２３６ １６４ ロクロ、カキメ
タタキ ロクロ 長石、石英

金雲母、細砂

２ ＳＴ１２‐ＥＬ２１７ 土師器 甕 ２３２ （５４．５）ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１２‐ＥＬ２１７ 土師器 甕 （１７１） ヘラケズリ ヘラナデ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１２‐ＥＬ２１７ 土師器 甕 １４２ （７３．５）ロクロ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ１２ 須恵器 蓋 １５２ （１４） ロクロ ロクロ 細砂

６ ＳＴ１２ 須恵器 坏 １３８ ９２ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

７ ＳＴ１２‐ＥＬ２１７、１０ 須恵器 坏 １４７ ８６ ４１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 石英、海綿骨針、細砂

８ ＳＴ１２‐ＥＬ２１７ 須恵器 坏 １４４ ９２ ４２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、石英
海綿骨針、細砂

９ ＳＴ１２ 須恵器 坏 １０６ （５４） ロクロ ロクロ 細砂

１０ ＳＴ１２ ７５ 須恵器 壺 （１５７） ロクロ回転ヘラケズリ ロクロ 長石、中砂

１３７ １ ＳＴ１２‐ＥＬ，１１‐１３Ｇ 須恵器 甕 （９７） タタキ 指オサエ 中砂

２ ＳＴ８４ １０６ 須恵器 坏 １３６ ７８ ４５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂 歪み大

３ ＳＴ９１ 土師器 � １４６ （６５） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、粗砂 内黒

４ ＳＴ９１ 土師器 � １３５ （５３．５）ナデ ヘラミガキ 石英 内黒

５ ＳＴ９１ 須恵器 蓋 １５８ （３１） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 中砂

６ ＳＴ９１ 須恵器 坏 １４７ ８８ ３９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 雲母、海綿骨針、中砂

７ ＳＴ９１，１２‐１６Ｇ 須恵器 坏 ８０ （９） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整

長石、中砂
海綿骨針 底部線刻

８ ＳＴ９１ 須恵器 高台坏 １３８ ７２ ４５．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、海綿骨針
中砂 底部墨書

９ ＳＴ９１ １６４ 須恵器 高台坏 （１６） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、海綿骨針
中砂

１０ ＳＴ９１ １４４，１４５須恵器 長頸瓶 ９０ （１９０） ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

１３８ １ ＳＴ７７‐ＥＫ３３６，ＥＬ ７９，１２７ 土師器 甕 ２０１ （１５３） ハケメ、ナデ ハケメ 雲母、金雲母、粗砂

２ ＳＴ７７，１４‐１３Ｇ 土師器 甕 １７０ （１０３） ナデ、ヘラナデ ナデ、ヘラナデ 雲母

３ ＳＴ７７‐ＥＬ２１６ ８２ 土師器 甕 ２２０ （９４） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英、粗砂

４ ＳＴ７７，１４‐１３Ｇ 土師器 甕 １３０ （５９） ナデ ナデ 粗砂

５ ＳＴ７７ １２７ 土師器 甕 １０２ （１６９） ハケメ ハケメ 木葉痕 長石、石英
粗砂、中砂 輪積痕

６ ＳＴ７７，１４‐１３Ｇ 土師器 甕 ７９ （４６．５）ヘラナデ ヘラナデ 木葉痕 雲母、粗砂、中砂

１３９ １ ＳＴ７７ ７７，８４，
１２７ 土師器 甕 ２３３ ７０ ３３０ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ

ヘラナデ
長石、石英、雲母
粗砂、中砂

２ ＳＴ７７，７６ ８９，９０ 土師器 甕 ２１０ （１１５） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ 金雲母、細砂

３ ＳＴ７７‐ＥＬ２１６１４‐１３Ｇ 土師器 甕 （２２０） ハケメ、タタキヘラケズリ ハケメ、カキメ 長石、石英
金雲母、細砂

４ ＳＴ７７‐ＥＬ２１６ ８４ 土師器 甕 １６８ （１０５） ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ７７ ８４ 土師器 鉢 ９２ （７８） ロクロ ロクロ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、細砂

６ ＳＴ７７，７６ 須恵器 蓋 １４４ ２７．５ ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ７７，７６ １２７ 須恵器 蓋 １７９ ３８ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 石英、中砂

１４０ １ ＳＴ７７‐ＥＬ２１６ 須恵器 坏 １４３ ９８ ３８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、中砂

１３２



表１９ １次遺物観察表（４）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１４０ ２ ＳＴ７７ ７８ 須恵器 坏 １４８ １００ ３９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、海綿骨針、中砂

３ ＳＴ７７‐ＥＬ ８４，１２７ 須恵器 坏 １５０ １０６ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 雲母、中砂

４ ＳＴ７７ ８５ 須恵器 坏 １４８ １０４ ４１．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整

長石、石英
海綿骨針、中砂

５ ＳＴ７７ １２６ 須恵器 坏 １３９ １００ ３７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整

長石、石英
海綿骨針、細砂

６ ＳＴ７７ ８１ 須恵器 坏 １４５．５ １０１．５ ３７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、中砂

７ ＳＴ７７ ８３ 須恵器 坏 １３０ ９０ ３６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、中砂

８ ＳＴ７７ 須恵器 坏 １３６ １０７ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、中砂

９ ＳＴ７７ 須恵器 坏 １４６ ９０ ４２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 石英、海綿骨針
中砂

１０ ＳＴ７７ 須恵器 坏 ９０ （１８） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
回転ヘラケズリ 石英、中砂

１１ ＳＴ７７ ８７ 須恵器 高台坏 １４９ ９６ ４８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂 底部墨書

１４１ １ ＳＴ７７ ８９ 須恵器 高台坏 １３６ ９４ ５１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂 底部墨書

２ ＳＴ７７ ９１ 須恵器 高台坏 １２０ ７０．５ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、中砂

３ ＳＴ７７ ８０，８８ 須恵器 高台坏 １３５ ８９ ４７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、中砂

４ ＳＴ７７ ８８ 須恵器 高台坏 １１７ ７４ ４４．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 石英、海綿骨針、細砂

５ ＳＴ７７ 須恵器 甕 （７１） タタキ アテ 石英、細砂

６ ＳＴ７４‐ＥＬ２１３ 土師器 坏 １４０ （５４） ナデ ヘラミガキ 石英、海綿骨針 両黒

７ ＳＴ７４‐ＥＬ２１３ １０１ 土師器 甕 ２３３．５ （２３５） ハケメ、ナデ ハケメ 石英、雲母、細砂

８ ＳＴ７４ １０１ 土師器 甕 ２２０ （１５４） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 石英、雲母
海綿骨針、細砂

１４２ １ ＳＴ７４ １０３ 土師器 甕 ７６ （３９） ハケメ ハケメ 石英、雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ７４‐ＥＬ２１４，ＥＫ２６２
１４‐１５Ｇ １３１，１０５土師器 甕 ２３１ （３６０） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ 長石、金雲母

海綿骨針、細砂 口縁部

３ ＳＴ７４ ９７ 土師器 甕 ２３６ （２５５） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母、細砂

４ ＳＴ７４‐ＥＬ２１４ １０２ 土師器 甕 ２３６ （１３９） ロクロ ロクロ、カキメ
ヘラナデ

長石、金雲母
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ７４‐ＥＬ２１３・２１４
１４‐１５Ｇ 土師器 甕 ２３２ （２２５） ロクロ、カキメ ロクロ、カキメ 長石、石英、金雲母

海綿骨針、細砂 外面摩耗

１４３ １ ＳＴ７４‐ＥＬ２１３ 土師器 甕 １６２ （１２９） ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ７４ １０５ 土師器 甕 １２７ ８６ ８６．５ ロクロ ロクロ 雲母、金雲母、中砂

３ ＳＴ７４ 須恵器 蓋 （２２．５）ロクロ ロクロ 細砂

４ ＳＴ７４‐ＥＬ２１３ １０４ 須恵器 坏 １３０ ９０ ３４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ７４‐ＥＬ２１３ 須恵器 坏 １３６ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

６ ＳＴ７４ 須恵器 坏 １４６ ８４ ４４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針 転用硯？

７ ＳＴ７４ ９９ 須恵器 高台坏 １４６ ８４ ４９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、海綿骨針
中砂

８ ＳＴ７６‐ＥＬ２１５ ９２ 土師器 甕 ２２３ ７４ ３５１ ロクロ、カキメ
ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、石英、金雲母

海綿骨針、細砂

１４４ １ ＳＴ７６
１４‐１４Ｇ ９６ 土師器 甕 ２０６ （２１９） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 石英、雲母、金雲母

海綿骨針、中砂

２ ＳＴ７６ ９２，９５ 土師器 甕 ２１０ （１５０） ロクロ ロクロ 石英、金雲母
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ７６‐ＥＬ２１５ ９４ 土師器 甕 １００ （２１１） ヘラケズリ ナデ 長石、海綿骨針、中砂

４ ＳＴ７６ 土師器 堝 ２８５ １３８ １６５．５ ロクロ、カキメ
ヘラケズリ ロクロ、カキメ 雲母、海綿骨針、細砂

５ ＳＴ７６ ３５，９３ 須恵器 坏 １４２．５ ７９ ３６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

６ ＳＴ１３，７８ 土師器 � １６０ １００ ８９ ヘラケズリ ヘラミガキ 雲母、粗砂、細砂

１３３



表２０ １次遺物観察表（５）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１４４ ７ ＳＴ１３ 土師器 甕 １０２ （６１） ロクロ ロクロ 雲母、金雲母
海綿骨針、細砂

８ ＳＴ１３，ＳＸ５０７ 須恵器 蓋 １３２ ３０ ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

１４５ １ ＳＴ１３ 須恵器 坏 １４０ ８８ ３８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１３ 須恵器 高台坏 ８１ （２１．５）ロクロ ロクロ 石英、細砂

３ ＳＴ１３ 須恵器 高台坏 ６８ （４９．５）ロクロ ロクロ 石英、細砂

４ ＳＴ１３ 須恵器 壺 ６０ （４０） ロクロ ロクロ 長石、石英
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ１３ 須恵器 甕 （１４７．５）タタキ アテ 石英、細砂

６ ＳＴ７８ 土師器 � １５０ （６８．５）ヘラケズリ ヘラミガキ 石英、雲母 内黒

７ ＳＴ７８ 土師器 蓋 １５８ （２２） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 石英

８ ＳＴ７８ ７６ 土師器 坏 １３８ ７６ ５３ ロクロ ヘラミガキ 回転糸切 長石、海綿骨針、細砂 内黒

９ ＳＴ７８ 土師器 坏 ６８ （３８） ロクロ ヘラミガキ 回転糸切後
回転ケズリ 海綿骨針、細砂 内黒

１０ ＳＴ７８‐ＥＬ ６０，６１ 土師器 甕 ２２０ （２１５） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

１１ ＳＴ７８‐ＥＬ ６０ 土師器 甕 ２１３ （９５） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

１２ ＳＴ７８ 土師器 甕 ２２６ （５８．５）ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

１４６ １ ＳＴ７８ 土師器 甕 ２４２ （６０．５）ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、中砂

２ ＳＴ７８ ６８ 土師器 甕 １９４ （５４） ロクロ ロクロ 金雲母、細砂

３ ＳＴ７８，１５‐１６Ｇ 土師器 甕 １１８ （１８３．５）タタキ、ヘラケズリ ハケメ、カキメ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ７８ 土師器 甕 ６０ （２１４） ヘラケズリ ヘラナデ 長石、金雲母、細砂

５ ＳＴ７８‐ＥＬ ６１ 土師器 甕 ７２ （１４５） カキメ、ヘラケズリ ハケメ、カキメ 長石、石英
雲母、細砂

６ ＳＴ７８‐ＥＬ ６１，６３
６４ 土師器 甕 １９６ ８４ ９７ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、金雲母

海綿骨針、細砂

７ ＳＴ７８‐ＥＬ ６４ 土師器 甕 ７２ （６３） ロクロ ロクロ 回転糸切後
ケズリ調整

石英、雲母
金雲母、細砂

８ ＳＴ７８‐ＥＬ ６１ 土師器 甕 ７６ （３４．５）ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英
金雲母、細砂

１４７ １ ＳＴ７８ 土師器 堝 ２７０ （７７．５）ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ７８ 土師器 堝 ２４０ （９２） ロクロ ロクロ 長石、石英、雲母
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ７８‐ＥＬ ６２ 須恵器 蓋 １５２ ３７ ロクロ ロクロ 細砂

４ ＳＴ７８ 須恵器 蓋 １４２ （３２） ロクロ ロクロ 細砂

５ ＳＴ７８ ７０ 須恵器 坏 １３６ ８２ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂

６ ＳＴ７８ 須恵器 坏 １４４ ８５ ３３．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ７８ ６８ 須恵器 坏 １４０ ６２ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂 体部墨痕

８ ＳＴ７８ 須恵器 坏 １４０ ７２ ３７．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、海綿骨針、中砂 底部墨書？

９ ＳＴ７８ ６５ 須恵器 坏 １３９．５ ６２ ３９ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英
海綿骨針、細砂 底部墨書「若」

１０ ＳＴ７８ 須恵器 坏 １４６ ７２ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂 底部墨書

１４８ １ ＳＴ７８ 須恵器 坏 １３８ ６６ ３８ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

２ ＳＴ７８，１５‐１４Ｇ ６９ 須恵器 坏 １３２ ７５ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

３ ＳＴ７８ 須恵器 坏 １３２ ６３ ３６ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、白粒

４ ＳＴ７８ ６７ 須恵器 坏 １３１ ６０ ３９．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、白粒

５ ＳＴ７８ 須恵器 坏 １３８ ６６ ４５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、白粒

１３４



表２１ １次遺物観察表（６）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１４８ ６ ＳＴ７８ 須恵器 坏 １３４ ５６ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、白粒

７ ＳＴ７８ 須恵器 高台坏 １３８ ８２ ４７．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂 底部に窯壁

らしき物付着

８ ＳＴ７８ 須恵器 高台坏 １４２ ９０ ４６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 石英、海綿骨針

９ ＳＴ７８ 須恵器 高台坏 １３６ １００ ４３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

１０ ＳＴ７８ 須恵器 高台坏 ７２ （３８） ロクロ ロクロ 細砂

１１ ＳＴ７８ 須恵器 高台坏 ６８ （３９） ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、細砂

１２ ＳＴ７８ 須恵器 � １５０ （６９） ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

１３ ＳＴ７８ 須恵器 甕 （７５．５）タタキ アテ 長石、石英、細砂

１４ ＳＴ７８ 須恵器 壺 ９６．５ ６０ １０２ ロクロ、カキメ
ヘラケズリ ロクロ 回転糸切 中砂

１４９ １ ＳＴ１４ ３２ 土師器 甕 ７４ （３４９） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、ハケメ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１４ ２５ 土師器 甕 ２１５ （６４） ロクロ ロクロ 石英、金雲母
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１４ ２３ 須恵器 坏 １３０．５ ６０ ４３ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、細砂

４ ＳＴ１４ ２８ 須恵器 坏 １３０ ５１ ３７ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ１４ ２７ 須恵器 高台坏 ８０ （２３） ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ１４ 須恵器 甕 （４７） ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ１４ ２４ 須恵器 甕 （１２７） ロクロ、カキメ カキメ 海綿骨針、細砂

８ ＳＴ１４ ３３ 須恵器 甕 （１４７） カキメ、ヘラケズリ カキメ 海綿骨針、細砂

１５０ １ ＳＴ１４ 須恵器 甕 （９２） タタキ アテ 長石、細砂

２ ＳＴ１５ ３４ 土師器 坏 １９０ （３５） ナデ、ヘラケズリ ナデ

３ ＳＴ１５ ２９ 土師器 坏 １００ ４８ ３１ ヘラケズリ ヘラミガキ ヘラケズリ 長石、石英、雲母
中砂、細砂

４ ＳＴ１５‐ＥＰ
１６‐１７Ｇ 土師器 甕 ２７０ （２７３） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英、雲母

海綿骨針、中砂

５ ＳＴ１５ ３０ 土師器 甕 ２０４ ８０ ２７２ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 中砂

６ ＳＴ１５ ３６ 土師器 甕 ２１０ （１４６） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英、金雲母
粗砂、細砂

１５１ １ ＳＴ１５ ３１ 土師器 甕 １６２ ６２ １６７ ナデ、ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ 長石、雲母、中砂

２ ＳＴ１５ 須恵器 蓋 （１４．５）ロクロ ロクロ 細砂

３ ＳＴ１５ 須恵器 高台坏 （３６） ロクロ ロクロ 長石、細砂

４ ＳＴ１５ 須恵器 壺 １００ （２７） ロクロ ロクロ 細砂

５ ＳＴ７２ 土師器 坏 ８０ （３２．５）ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、石英、中砂 内黒

６ ＳＴ７２ 土師器 坏 （３９） ナデ ヘラミガキ 長石、中砂 内黒

７ ＳＴ７２‐ＥＬ 土師器 甕 ２４７ （２０１） ハケメ、ナデ ハケメ 長石、石英
金雲母、中砂

８ ＳＴ７２‐ＥＰ２３９・２３５
ＥＫ２６０ 土師器 甕 ２２２ （１６４） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、細砂

９ ＳＴ７２‐Ｆ ５４ 土師器 甕 ２０４ （１３６） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英
雲母、中砂

１０ ＳＴ７２ ５２ 土師器 甕 ２２３ （１４２．５）ハケメ、ナデ ハケメ 長石、石英、中砂

１５２ １ ＳＴ７２‐ＥＫ２４０ 土師器 甕 １１０ （１３９） ナデ、ヘラケズリ ヘラナデ 長石、石英、細砂

２ ＳＴ７２ 土師器 甕 ９５ （１０１） ハケメ ヘラナデ 木葉痕 長石、石英、中砂

３ ＳＴ７２‐ＥＰ２３２ 土師器 甕 １２４ （７１．５）ハケメ ハケメ 石英、雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ７２ 土師器 堝 ３０４ （１２６） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、ハケメ
カキメ

長石、石英、金雲母
海綿骨針、細砂

１３５



表２２ １次遺物観察表（７）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１５２ ５ ＳＴ７２ ５３ 土師器 甑 ８０ （２４） ナデ ナデ 長石、石英、金雲母
中砂、細砂

底部に穴
（焼成前）

６ ＳＴ７２ ４４ 土師器 甕 ２５６ （１０６） ロクロ、タタキ ロクロ、ハケメ 長石、雲母、細砂

７ ＳＴ７２‐ＥＬ 土師器 甕 ２１６ （１０８） ロクロ、タタキ ロクロ 長石、石英、雲母
海綿骨針、細砂

８ ＳＴ７２‐ＥＰ２３９，ＥＫ２６０ 土師器 甕 ２３４ （５５） ロクロ ロクロ、カキメ 雲母、海綿骨針、細砂

９ ＳＴ７２‐ＥＫ２２９ 土師器 甕 １８６ （５８） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

１０ ＳＴ７２，７３ 土師器 鉢 １７０ （４８） ロクロ、カキメ ロクロ、カキメ 長石、雲母、金雲母
海綿骨針、細砂

１５３ １ ＳＴ７２‐ＥＰ２４５，ＥＫ２４０ ４７ 土師器 甕 １４０ ９２ １３４ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 石英、雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ７２‐ＥＫ２２７ 土師器 甕 １６０ （９６） ロクロ、カキメ ロクロ 長石、海綿骨針
粗砂、中砂

３ ＳＴ７２，７３ 土師器 甕 １６２ （８４．５）ロクロ ロクロ 長石、雲母、金雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ７２ ４７ 土師器 甕 １４０ （４３） ロクロ ロクロ 石英、金雲母、細砂

５ ＳＴ７２‐ＥＫ２３３ 土師器 甕 ８０ （５０） ヘラケズリ ナデ 長石、石英
雲母、中砂

６ ＳＴ７２ ５３ 土師器 筒型
土器 （５２） ハケメ、ナデ ハケメ 長石、中砂

７ ＳＴ７２‐ＥＰ２３９，ＥＫ２２９ 須恵器 蓋 １６０ （２１） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 石英、細砂

８ ＳＴ７２ １１９ 須恵器 蓋 （２７） ロクロ ロクロ 海綿骨針、中砂

９ ＳＴ７２ ４２ 須恵器 坏 １４３ ９２ ４７．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整

長石、石英
雲母、細砂

１０ ＳＴ７２，１９‐１９Ｇ ４０３ 須恵器 坏 １４３ ９５ ４３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂 内外面火襷

１１ ＳＴ７２ ４７，５０ 須恵器 坏 １３８ １０３ ３３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

１２ ＳＴ７２ ４８ 須恵器 坏 １４２ １００ ３９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 石英、中砂 内面スス付着

１３ ＳＴ７２‐ＥＬ 須恵器 坏 １４１ ９０ ３６．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

１５４ １ ＳＴ７２ ４５ 須恵器 坏 １４０ １０２ ３２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

２ ＳＴ７２‐ＥＫ２２７ 須恵器 坏 １３８ ９０ ３４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂

３ ＳＴ７２ 須恵器 坏 １４０ ９８ ３２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂

４ ＳＴ７２ ４９ 須恵器 坏 １４０ ８０ ３２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

５ ＳＴ７２‐Ｆ，ＥＬ，ＥＫ２４０ 須恵器 坏 １５９ １１０ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整

金雲母
海綿骨針、細砂

６ ＳＴ７２‐Ｆ ４７ 須恵器 坏 １３８ ９７．５ ３４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

７ ＳＴ７２‐ＥＫ２３３ 須恵器 坏 １４６ ９０ ３３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 海綿骨針、細砂

８ ＳＴ７２ 須恵器 坏 １４２ （３８） ロクロ ロクロ 石英、細砂

９ ＳＴ７２ 須恵器 坏 １５２ （３１．５）ロクロ ロクロ 長石、海綿骨針
細砂

１０ ＳＴ７２，１９‐１９Ｇ 須恵器 坏 ８２ （２０） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 雲母、細砂

１１ ＳＴ７２ 須恵器 坏 ８６ （２８） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、金雲母、細砂

１２ ＳＴ７２ ４１ 須恵器 高台坏 １１６ ７２ ４８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

１３ ＳＴ７２，７５ 須恵器 高台坏 １４８ （３８） ロクロ ロクロ 石英、中砂

１４ ＳＴ７２ ５０ 須恵器 高台坏 １３４ （４１） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 石英、海綿骨針、中砂

１５ ＳＴ７２ 須恵器 高台坏 （３６） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、海綿骨針、粗砂

１５５ １ ＳＴ７２‐ＥＬ 須恵器 高台坏 １００ （３１） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 石英、細砂 墨痕有り

２ ＳＴ７２‐ＥＫ２３３ 須恵器 高台坏 ７０ （３３） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

３ ＳＴ７２ ４６ 須恵器 稜� １５２ ８７ ４１．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、海綿骨針、細砂

１３６



表２３ １次遺物観察表（８）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１５５ ４ ＳＴ７２，１９‐２２Ｇ 須恵器 稜� １５５ （５０） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 回転ヘラ切 長石、海綿骨針、中砂

５ ＳＴ７２ 須恵器 � １６４ （４８） ロクロ ロクロ 石英、粗砂

６ ＳＴ７２‐Ｆ 須恵器 甕 （５７） ロクロ ロクロ 中砂

７ ＳＴ７２ 須恵器 甕 （７８） タタキ アテ 細砂

８ ＳＴ７３ 土師器 甕 ８２ （７６） ハケメ ハケメ 木葉痕 長石、細砂

９ ＳＴ７３ 須恵器 蓋 （２２） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 長石、細砂

１０ ＳＴ７３，１９‐１９Ｇ 須恵器 坏 １４２ ８８ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 石英、海綿骨針、細砂 内面火襷

１１ ＳＴ７３，１９‐１９Ｇ 須恵器 坏 １３６ ８６ ３４．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂 内外面火襷

１２ ＳＴ７３ 須恵器 坏 （３３） ロクロ ロクロ 中砂

１５６ １ ＳＴ２０‐ＥＬ ３７ 土師器 甕 １００ （５１） ヘラケズリ ナデ 石英、金雲母、細砂

２ ＳＴ２０‐ＥＬ，７５，１８４ ３７，４０
４１８ 土師器 堝 ４２４ （１５０） ハケメ ハケメ 長石、細砂

３ ＳＴ２０ 土師器 堝 （４１） （２１） （２３） ナデ ナデ 把手

４ ＳＴ２０，７２ ３７ 須恵器 蓋 １８０ （２０） ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ２０ 須恵器 蓋 １７０ （１４．５）ロクロ ロクロ 石英、海綿骨針、細砂

６ ＳＴ２０ ３９ 須恵器 坏 １４８ １００ ３７．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

７ ＳＴ２０ 須恵器 坏 １３８ （３３） ロクロ ロクロ 細砂

８ ＳＴ２０ 須恵器 坏 １４６ （３０．５）ロクロ ロクロ 細砂

９ ＳＴ２０ ３８ 須恵器 坏 ９４ （３０） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂

１０ ＳＴ２０ 須恵器 坏 （８） ロクロ ロクロ 回転糸切後
回転ヘラケズリ 長石、細砂

１１ ＳＴ１７ 土師器 甕 ２６６ （５４） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、細砂

１２ ＳＴ１７ １２ 土師器 堝 （１３８） 長石、海綿骨針、細砂

１５７ １ ＳＴ１７ １１ 須恵器 坏 １３６ ８０ ３４．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、細砂 火襷

２ ＳＴ１７ 須恵器 坏 １３６ １０１ ３２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

３ ＳＴ１７ 須恵器 坏 １３８ ９０ ３２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂

４ ＳＴ１７ 須恵器 坏 ７６ （２１） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂

５ ＳＴ１７ 須恵器 坏 ９４ （１０） ロクロ ロクロ 回転糸切後
回転ヘラケズリ 中砂 底部墨痕有

６ ＳＴ１３５ ２７５ 土師器 坏 １５８ ６４ ヘラケズリ ナデ 石英、金雲母、細砂

７ ＳＴ１３５ 土師器 不明 １０１ （５０．５）ヘラミガキ ヘラミガキ 長石、海綿骨針
金雲母、細砂 内黒

８ ＳＴ１３５ 土師器 坏 １４９ （３０） ヘラミガキ ヘラミガキ 石英、海綿骨針、細砂

９ ＳＴ１３５‐ＥＫ３１５ ３５０ 土師器 坏 １２４ （３０） ヘラミガキ
ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、雲母

海綿骨針、細砂 内黒

１０ ＳＴ１３５ ２７６ 土師器 � １４７ ６６ ９７ ヘラナデ ヘラミガキ 長石、石英
中砂、細砂 内黒

１１ ＳＴ１３５，１８２
２６６，２６７
２７１，２７９
２８６

土師器 甕 ２０６ （１２０） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 金雲母
海綿骨針、細砂

１２ ＳＴ１３５，１８２ ２７１，３１６土師器 甕 ９４ （１６４） ハケメ ハケメ 木葉痕 海綿骨針、細砂

１５８ １ ＳＴ１３５ ２６３ 土師器 甕 ２０２ （１３２．５）ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１３５ ２８０，３１７土師器 甕 ９５ （１６１） ハケメ ハケメ 木葉痕 海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１３５ ２１２，２６７土師器 甕 ２２９ ９１ ３０４ ハケメ、ナデ ナデ 木葉痕 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１３５‐ＥＬ ２８５ 土師器 甕 ２１６ （２００） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、中砂

１３７



表２４ １次遺物観察表（９）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１５８ ５ ＳＴ１３５ ２７７ 土師器 甕 ２１８ （１３１） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、中砂

１５９ １ ＳＴ１３５ 土師器 甕 ２２０ （１２０） ハケメ、ナデ ハケメ 長石、細砂

２ ＳＴ１３５‐ＥＬ ２８４，２８６土師器 甕 ８３ （１３８） ハケメ ハケメ 木葉痕 中砂

３ ＳＴ１３５ ３１１ 土師器 甕 １００．５ （５９） ヘラナデ ヘラナデ 木葉痕 長石、雲母、海綿骨針

４ ＳＴ１３５ 土師器 甕 ８６ （４６） ヘラナデ ヘラナデ 木葉痕 石英、雲母
海綿骨針、細砂 底部モミ痕

５ ＳＴ１３５ 土師器 甕 １００ （３３） ヘラナデ ヘラナデ 木葉痕 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ１３５ 土師器 甕 １４４ （９９） ヘラナデ ナデ 石英、海綿骨針、細砂

７ ＳＴ１３５ 土師器 ミニチュア
土器 ６２ ３０ ４８ ハケメ ナデ 長石、中砂

８ ＳＴ１３５，１９２３‐３０Ｇ
２８３，２５９
２７３ 土師器 甕 ２３４ ７６ ３５６ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 金雲母、細砂

１６０ １ ＳＴ１３５ 土師器 甕 ２０９ （３００） ロクロ、タタキヘラケズリ
ロクロ、カキメ
ヘラナデ

長石、石英、金雲母
海綿骨針、中砂

２ ＳＴ１３５‐ＥＫ３４４１７８ ２８５ 土師器 甕 ２５２ （２１２） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 金雲母、細砂

３ ＳＴ１３５ ２６６ 土師器 甕 ２１２ （１３６） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ 石英、雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１３５ ２６５ 土師器 甕 ２１８ （１８８） ロクロ、タタキヘラケズリ
ロクロ
ヘラナデ 長石、金雲母、細砂

５ ＳＴ１３５，１７８ ２７２ 土師器 甕 ２００ （１６７．５）ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、中砂

６ ＳＴ１３５ ２８３ 土師器 甕 １９６ （１２６） ロクロ、カキメ ロクロ、カキメ
ヘラナデ 長石、金雲母、細砂

１６１ １ ＳＴ１３５ ２６２，３３０土師器 甕 ２２０ （８９） ロクロ、タタキ ロクロ 長石、雲母
海綿骨針、中砂

２ ＳＴ１３５ ２６１，２８０土師器 甕 ８０ （１５８） タタキ、ヘラケズリ ハケメ 長石、海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１３５ 土師器 甕 ７２ （８０） ヘラケズリ ナデ 長石、石英
海綿骨針、中砂

４ ＳＴ１３５，１７８１８２ 土師器 甕 １３０ ７６ １１８ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ１３５ ２８４ 土師器 甕 ７２ （８０） ロクロ ロクロ 回転糸切 金雲母
海綿骨針、中砂

６ ＳＴ１３５ ３０９ 土師器 堝 ３２７ （２０５） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ
ロクロ、カキメ
ハケメ 長石、金雲母、細砂

７ ＳＴ１３５ ２７４ 土師器 堝 １９４ ８４ １０８．５ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 回転ヘラ切後
手持ヘラケズリ

長石、石英
雲母、細砂

１６２ １ ＳＴ１３５ ２６９ 須恵器 蓋 １３８ ３８ ロクロ ロクロ 長石、細砂 体部墨書

２ ＳＴ１３５ ２７８ 須恵器 蓋 １４５ ４６ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 長石、細砂

３ ＳＴ１３５ ２６８ 須恵器 蓋 １５０ ３６．５ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 長石、中砂

４ ＳＴ１３５ ２８７ 須恵器 坏 １２４ ７４ ３０．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂

５ ＳＴ１３５ 須恵器 坏 １４０ ８６ ３５．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 中砂

６ ＳＴ１３５ 須恵器 坏 １４０ ８２ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ１３５ 須恵器 坏 ７６ （１３） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂 底部墨痕

８ ＳＴ１３５ ３１４ 須恵器 高台坏 １３０ ９０ ４６．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 中砂

９ ＳＴ１３５ ２６４ 須恵器 稜� １３９ ８２ ５０．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、海綿骨針、中砂

１０ ＳＴ１３５‐ＥＫ３１５ ３４９ 須恵器 稜� １３６ ８３．５ ５３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、中砂

１１ ＳＴ１３５ 須恵器 � １６４ （５３） ロクロ ロクロ 長石、中砂

１２ ＳＴ１３５ ３３１ 須恵器 甕 （１２９） タタキ 細砂

１６３ １ ＳＴ１９ 須恵器 坏 （１３） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂 底部墨書

２ ＳＴ１９ 須恵器 甕 （４０） タタキ アテ 長石、細砂

３ ＳＴ１８‐ＥＬ 土師器 坏 １２８ ３３ ヘラケズリ、ナデ ナデ 石英、海綿骨針、細砂 関東系土師器
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表２５ １次遺物観察表（１０）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１６３ ４ ＳＴ１８ 土師器 坏 （３１） ナデ ヘラミガキ 長石、石英、細砂

５ ＳＴ１８ 土師器 甕 ２５０ （２０８） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、粗砂

６ ＳＴ１８ １３９，１４０土師器 甕 ２０５ （２６０） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 石英、中砂

７ ＳＴ１８‐ＥＬ １３８ 土師器 甕 １３２ ９０ １４２ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 石英、雲母
海綿骨針、細砂

８ ＳＴ１８ １３９ 土師器 甕 ２２０ ６７ ３２４ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ
ハケメ 長石、細砂

１６４ １ ＳＴ１８ 土師器 甕 ２０６ （９５） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ
ハケメ

長石、金雲母
海綿骨針、中砂

２ ＳＴ１８‐ＥＬ 土師器 甕 ８０ （７１） ヘラケズリ ナデ 長石、金雲母
海綿骨針、中砂

３ ＳＴ１８ １４１ 須恵器 坏 １４０ ８５ ４５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 雲母、海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１８ 須恵器 坏 １５１ １０２ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、海綿骨針、細砂

５ ＳＴ１８‐ＥＬ １４２ 須恵器 大甕 （１５６） タタキ アテ 細砂

６ ＳＴ１１３，２５‐２２Ｇ １７８，１８０土師器 甕 ２０２ ８２ ３０１ ナデ、ヘラケズリ ナデ 木葉痕 長石、細砂

７ ＳＴ１１３ １８５ 土師器 甕 １８２ ７０ ２５５ ナデ、ヘラケズリ ナデ 木葉痕 長石、細砂

１６５ １ ＳＴ１１３ １７９ 土師器 甕 １９４ （１０４） ナデ、ヘラケズリ ナデ 雲母、海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１１３ ３９２ 土師器 甕 ２４０ （７０） ヘラナデ、ナデ ナデ 長石、雲母
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１１３ １８４ 土師器 甕 ２４０ （６０） ハケメ、ナデ ハケメ 長石、石英、細砂

４ ＳＴ１１３ １８４ 土師器 甕 ２４４ ７８ ３６８ ロクロ、タタキ
ヘラケズリ

ロクロ、カキメ
ハケメ

長石、金雲母
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ１１３ １７９，１８０土師器 甕 ２１９ ８２ ３３８ ロクロ、タタキ
カキメ、ヘラケズリ

ロクロ、カキメ
ハケメ

長石、金雲母
海綿骨針、中砂

６ ＳＴ１１３ １８３，１８４
３９５ 土師器 甕 ２５４ （１５８） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、海綿骨針、細砂

１６６ １ ＳＴ１１３‐ＥＬ １８２，１８５土師器 甕 ２０４ （３３３） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 長石、雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１１３ １８６ 土師器 甕 １８８ ６７ ２２１ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ ケズリ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１１３‐ＥＬ付近 １８２，１８５土師器 甕 １９５ ６０ ２２３ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１１３‐Ｙ ３９３ 須恵器 蓋 １３６ ２９ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 細砂

５ ＳＴ１１３‐Ｙ ３９４ 須恵器 坏 １４７ １００ ３９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、細砂

６ ＳＴ１１３‐Ｙ ３９６ 須恵器 坏 １４５ ８４ ４７ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、海綿骨針、中砂 火襷

７ ＳＴ１１２‐ＥＬ 土師器 甕 １０２ （１３５） ハケメ ハケメ 木葉痕 石英、海綿骨針、細砂

１６７ １ ＳＴ１１１ 土師器 甕 ２００ （７１） ハケメ ハケメ 石英、海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１１１‐ＥＬ 須恵器 坏 １１０ ７８ ３９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 中砂

３ ＳＴ１１１ １９３ 須恵器 坏 １３７ ８０ ４１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、海綿骨針、中砂

４ ＳＴ１１４ ７，８ 土師器 甕 ２３７ １１０ ３５９ ハケメ、ナデ ハケメ 木葉痕 長石、石英、細砂

５ ＳＴ１１４ ７，８ 土師器 甕 ２２６ ６２ ３７３ ロクロ、カキメ
タタキ、ヘラケズリ

ロクロ、カキメ
ハケメ

長石、石英、金雲母
海綿骨針、細砂

１６８ １ ＳＴ１１４ ７，８
３３７ 土師器 甕 ２３０ （２７８．５）ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１１４ ７，８ 土師器 甕 １７４ （１３７） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 長石、石英
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１１４ ７，８ 土師器 甕 ８２ （１１３） ロクロ ロクロ 細砂

４ ＳＴ１１４ ７，８ 土師器 甕 １４２ ６８ １３０．５ ロクロ ロクロ 石英、雲母
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ１１４ ８ 土師器 甕 ８０ （１０２） ロクロ ロクロ 回転糸切 金雲母
海綿骨針、細砂

６ ＳＴ１１４ ７，８ 土師器 甕 １００ ７０ ７２ ロクロ
手持ヘラケズリ ロクロ 回転ヘラ切後

ケズリ調整 長石、海綿骨針、中砂

１６９ １ ＳＴ１１５ ３３４ 須恵器 蓋 １５５ ３２ ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

１３９



表２６ １次遺物観察表（１１）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１６９ ２ ＳＴ１１５ ３３５ 須恵器 坏 １４０ ７８ ３３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、細砂

３ ＳＴ１１５‐ＥＬ ３３５ 須恵器 坏 １４０．５ ６６ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１１５ ３３６ 須恵器 甕 （１２７） タタキ アテ 細砂

５ ＳＴ１１７ 土師器 甕 ８４ （４４．５）ハケメ ハケメ 木葉痕 中砂

６ ＳＴ１１７ 土師器 甕 （４３．５）ナデ ナデ 長石、石英、細砂

７ ＳＴ１２７‐Ｆ 土師器 甕 ２２１ （９８） ロクロ
ヘラケズリ ロクロ 長石、海綿骨針

細砂

８ ＳＴ１２７‐Ｆ 土師器 甕 （１４３） 金雲母、細砂

９ ＳＴ１２７‐Ｆ 須恵器 蓋 １４８ （２６．５）ロクロ回転ヘラケズリ ロクロ 海綿骨針、細砂

１０ ＳＴ１２７‐Ｆ，１１７ 須恵器 坏 （３５．５）ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 石英、海綿骨針、細砂

１１ ＳＴ１１６ ２０７ 土師器 甕 ２４２ ８８ ２９５ ハケメ、ナデ ハケメ 石英、雲母
海綿骨針、細砂

１７０ １ ＳＴ１１６‐ＥＬ ２０６ 土師器 甕 ２４０ （６９） 長石、石英
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１１６‐ＥＬ１８４ ２０６ 土師器 甕 （２４３．５）ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母、細砂

３ ＳＴ１１６ ２１０ 須恵器 坏 １１０ ７７ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整

長石、石英
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１１６ 須恵器 坏 １０８ ６０ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ１１６ 須恵器 坏 １３９ ９２ ３９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、石英、細砂

６ ＳＴ１１６ ２０８ 須恵器 坏 １３３ ９０ ３８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

７ ＳＴ１１６ ２０９ 須恵器 坏 ９４ （２５） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、細砂

８ ＳＴ１１８ ２０５ 土師器 甕 ２４４ （１３４） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 金雲母
海綿骨針、細砂

９ ＳＴ１１８ ２０１ 土師器 甕 ２２４ （７３） ロクロ ロクロ 長石、細砂

１０ ＳＴ１１８‐ＥＬ ２０１ 土師器 甕 ２２０ （７９） ロクロ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

１１ ＳＴ１１８ 土師器 甕 ２３２ （８１） ロクロ、カキメ ロクロ、カキメ 金雲母
海綿骨針、細砂

１７１ １ ＳＴ１１８‐ＥＬ ２０２ 土師器 甕 １５６ （１１３） ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１１８ 土師器 堝or鉢 ２６６ （９０） ロクロ、カキメ ロクロ 長石、雲母
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１１８ 須恵器 蓋 （１７．５）ロクロ ロクロ 長石、細砂

４ ＳＴ１１８‐ＥＫ 須恵器 坏 （３６） ロクロ ロクロ 細砂

５ ＳＴ１１８ 須恵器 双耳坏 （１９） 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ１１８ 須恵器 甕 （４４） タタキ アテ 長石、石英、細砂

７ ＳＴ１１８ 須恵器 甕 （８３） タタキ アテ 細砂

８ ＳＴ１１９ 土師器 甕 ６６ （６７） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ
ヘラナデ

長石、金雲母、細砂
海綿骨針、中砂

９ ＳＴ１１９‐Ｙ １７７ 土師器 甕 １５２ （１２４） ロクロ ロクロ 金雲母
海綿骨針、細砂

１０ ＳＴ１２３ 土師器 甕 １３８ ７２ １２２ ハケメ、ナデ ハケメ 木葉痕 石英、中砂

１１ ＳＴ１２３‐ＥＬ １６９ 土師器 甕 ２２６ （１５３） ロクロ、タタキヘラケズリ ロクロ、カキメ 金雲母
海綿骨針、細砂

１７２ １ ＳＴ１２３‐ＥＬ １７１ 土師器 甕 ８４ （６８） ヘラケズリ ヘラナデ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１２３‐ＥＬ １７２ 土師器 甕 １３９ ６６ １３５．５ ロクロ ロクロ、カキメ 長石、石英
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ１２３ １６８，１７０土師器 甕 １５０ ９０ １０９ ロクロ ロクロ 長石、海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１２３ 須恵器 坏 １４２ ９８ ４２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、石英、細砂

５ ＳＴ１２３‐ＥＬ １７０，１７１須恵器 坏 １４３ ７２ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、石英、細砂

１４０



表２７ １次遺物観察表（１２）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１７２ ６ ＳＴ１２３ 須恵器 坏 １１４ （４１） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂 底部墨痕

７ ＳＴ１２０‐ＥＫ２６３ １６７ 土師器 甕 ２４０ （１２１） ハケメ、ナデ ハケメ 長石、石英、細砂

８ ＳＴ１２０‐Ｆ，Ｙ １６７，１７３土師器 甕 ２３６ （３１２） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

９ ＳＴ１２０ １６７ 土師器 甕 ２０４ （１１８） ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

１７３ １ ＳＴ１２０‐ＥＫ２６３ １６７ 土師器 甕 ７６ （６８） ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１２０ １６７ 土師器 堝 （８５） ロクロ ロクロ 長石、雲母、細砂

３ ＳＴ１２０ １７４ 須恵器 双耳坏 １０４ ６４ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１２１ １７６ 土師器 坏 １４４ ７４ ５６ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 手持ヘラケズリ 長石、石英
雲母、中砂

５ ＳＴ１２１ １７６ 土師器 坏 １１０ ４９ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ ケズリ 石英、中砂 内黒

６ ＳＴ１２１ １７５ 土師器 甑 ２３４ ８７ ２５９．５ ナデ、ヘラケズリ ナデ 長石、石英、粗砂 外面スス付着

７ ＳＴ７０ 土師器 甕 １５６ （６１） ハケメ、ナデ ナデ 細砂

８ ＳＴ７０‐ＥＬ，３１‐３１Ｇ １９４ 土師器 堝 ４２６．５ （１０３） ハケメ ハケメ 石英、中砂

１７４ １ ＳＴ７０ １９６ 土師器 甕 ２８４ （３０２） ハケメ ハケメ 長石、石英、雲母
海綿骨針、粗砂

２ ＳＴ７０，６９ １９６ 土師器 甕 ２２２ （２０７） ロクロ ロクロ 長石、石英
海綿骨針、粗砂

３ ＳＴ７０‐ＥＬ，１３０，ＳＤ１５８ 土師器 甕 ２４０ （１１０） ロクロ ロクロ 長石、金雲母、細砂

４ ＳＴ７０ 土師器 甕 ２３１ （１３６） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、粗砂

５ ＳＴ７０ １９７ 須恵器 坏 １４６ １０４ ３６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

１７５ １ ＳＴ７０ １９８ 須恵器 坏 １４４ １０２ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

２ ＳＴ７０ １９９ 須恵器 坏 １４６ ７６ ４４．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 海綿骨針、細砂

３ ＳＴ７０‐ＥＬ 須恵器 高台坏 １１３ ７６ ４１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ７０‐ＥＬ １９５ 須恵器 高台坏 １１８ （４５） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

５ ＳＴ７０，６９ 須恵器 高台坏 １００ （１７） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

６ ＳＴ７０ 須恵器 甕 （５９） タタキ アテ 細砂

７ ＳＴ１３０，７０ 土師器 坏 １４０ ９５ ４３ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、粗砂 内黒

８ ＳＴ１３０ 土師器 甕 １３３ （６３） ロクロ ロクロ 長石、海綿骨針、細砂

９ ＳＴ１３０ ２１４ 須恵器 坏 １４７ ９０ ３８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、粗砂

１０ ＳＴ１３３ 須恵器 蓋 １５３ （１４） ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

１１ ＳＴ１３３ 須恵器 坏 １０２ （２０） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、細砂

１２ ＳＴ６３ ２４５ 土師器 甕 ７８ （６１） ハケメ ハケメ 長石、石英、粗砂

１３ ＳＴ６３ ２４２ 土師器 甕 ２１６ （１２５） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 金雲母
海綿骨針、細砂

１４ ＳＴ６３ ２３６，２４６須恵器 蓋 １４３ ３１ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 長石、粗砂

１５ ＳＴ６３ ２３３，２３４須恵器 蓋 １６６ ３２ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 粗砂

１７６ １ ＳＴ６３ ２４３ 須恵器 蓋 １５２ ３１ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 長石、細砂

２ ＳＴ６３ ２４４ 須恵器 蓋 １５５ ２６ ロクロ ロクロ 石英、海綿骨針、中砂

３ ＳＴ６３ 須恵器 蓋 １４８ （２５） ロクロ ロクロ 細砂 灯明皿に転用
か？

４ ＳＴ６３ ２４０ 須恵器 蓋 １５１ （２２．５）ロクロ ロクロ 細砂

５ ＳＴ６３ 須恵器 蓋 １７０ （２７．５）ロクロ ロクロ 粗砂

１４１



表２８ １次遺物観察表（１３）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１７６ ６ ＳＴ６３ ２３４ 須恵器 蓋 １６０ （２２） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 細砂

７ ＳＴ６３ ２３９，２４１須恵器 坏 １４３ ９０ ３７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

８ ＳＴ６３ ２３５ 須恵器 坏 １４４ ９０ ３４．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、海綿骨針、細砂

９ ＳＴ６３ 須恵器 坏 １３２ １００ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 海綿骨針、細砂

１０ ＳＴ６３ 須恵器 坏 １４２ ８４ ３７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、粗砂

１１ ＳＴ６３ ２３７ 須恵器 坏 １５０ １０２ ４２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

１２ ＳＴ６３ ２３８ 須恵器 坏 １４８ ８０ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 長石、粗砂

１３ ＳＴ６３ 須恵器 坏 １４６ ８０ ４５．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 海綿骨針、細砂

１４ ＳＴ６３ 須恵器 坏 １４０ ８８ ３８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂

１５ ＳＴ６３ ２３３，２４０須恵器 坏 ８０ （３３．５）ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

１６ ＳＴ６３ 須恵器 坏 （４３） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

１７ ＳＴ６３ ２３２ 須恵器 高台坏 ８５ （２５） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

１８ ＳＴ６３ 須恵器 � ９８ （５０） ロクロ ロクロ 細砂

１９ ＳＴ６３ 須恵器 甕 （５２） ロクロ ロクロ 長石、石英
海綿骨針、細砂

１７７ １ ＳＴ６８‐ＥＬ，３３‐３１Ｇ ２２１ 土師器 甕 ８６ （２３５） ハケメ ハケメ 木葉痕 石英、雲母、細砂

２ ＳＴ６８ ２１８，２１９須恵器 横瓶 ９５ （２０５） タタキ、カキメ アテ、カキメ 細砂

３ ＳＴ６８‐ＥＬ ２２２ 須恵器 壺 ４４ ６０ ９０ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ６４‐ＥＬ２９２，Ｆ ２２６ 土師器 甕 １４２ ８４ １３４．５ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕か？ 長石、石英
雲母、中砂

５ ＳＴ６４‐Ｆ 土師器 鉢 １５６ （６６） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、雲母
海綿骨針、細砂 内黒

６ ＳＴ６４‐Ｆ 土師器 鉢 （５６） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 海綿骨針、細砂 内黒

７ ＳＴ６４‐ＥＬ ２２５，２２７土師器 甕 １９２ （１７２） ロクロ、タタキヘラケズリ ロクロ、カキメ 石英、金雲母
海綿骨針、細砂

１７８ １ ＳＴ６４‐ＥＬ ２２７ 土師器 甕 １１０ （２５２．５）ロクロ、タタキヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ６４‐ＥＬ２９２ ２２５ 土師器 甕 ８０ （２６６） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ
ハケメ ヘラケズリ 石英、金雲母

海綿骨針、細砂

３ ＳＴ６４‐ＥＬ２９２ ２２６ 土師器 鉢 １０２ ６６．５ ７０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整

石英、雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ６４ ２２３ 須恵器 蓋 １４８ ４１．５ ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ６４‐ＥＬ ２４７ 須恵器 蓋 １５２ ２５ ロクロ ロクロ 細砂

６ ＳＴ６４‐ＥＬ ２２４ 須恵器 蓋 １３２ ３２ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ６４ ２２８ 須恵器 蓋 １４９ ３２ ロクロ ロクロ 細砂

８ ＳＴ６４‐ＥＬ２９２ 須恵器 蓋 １４９ ３４ ロクロ ロクロ 細砂

１７９ １ ＳＴ６４‐ＥＬ２９２ ２８９ 須恵器 坏 １４０ ７８ ４５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整

石英、雲母
海綿骨針、細砂

内部指ナデ
調整

２ ＳＴ６４ ２９０ 須恵器 坏 １２５．５ ７４ ３３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整

長石、石英
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ６４ 須恵器 坏 １４４ １００ ３８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

４ ＳＴ６４ 須恵器 坏 ９６ （２７） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 石英、細砂 外面全面スス付着

灯明皿転用か？

５ ＳＴ６４‐ＥＬ２９２ 須恵器 坏 ８６ （３２） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 石英、海綿骨針、細砂

６ ＳＴ６４ 須恵器 坏 ８８ （２６） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

７ ＳＴ６４ ２３０ 須恵器 高台坏 １３０ ７２ ４４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

８ ＳＴ６４ ２３１ 須恵器 高台坏 １０２ ６６ ５３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

１４２



表２９ １次遺物観察表（１４）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１７９ ９ ＳＴ６４ ２２９ 須恵器 大甕 ４７６ （１２４） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 長石、石英、細砂

１８０ １ ＳＴ６５‐ＥＬ３０９，Ｆ ２５３ 土師器 甕 （２７１．５）ロクロ、タタキヘラケズリ
ロクロ、ハケメ
カキメ 長石、石英、細砂

２ ＳＴ６５，６６ 土師器 鉢 ２１４ （１２０） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 石英、雲母、中砂

３ ＳＴ６５ ２５８ 土師器 甕 ２４０ （１２３） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ 石英、金雲母
海綿骨針、細砂

４ ＳＴ６５ ２５３ 土師器 甕 ２３６ （１１５） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

５ ＳＴ６５‐Ｆ ２５３ 土師器 甕 ２４８ （５０） ロクロ ロクロ 金雲母、細砂

６ ＳＴ６５ ２５２ 土師器 甕 １８７ （１０８） ロクロ ロクロ 雲母、細砂

７ ＳＴ６５ ２５７ 土師器 堝 （８３） ロクロ ロクロ 金雲母
海綿骨針、細砂

８ ＳＴ６５ ２５２ 土師器 壺 ９２ （４０） ナデ ナデ 石英、細砂

９ ＳＴ６５ ２５５ 土師器 鉢 １０３ （６６） ロクロ ロクロ 長石、石英
金雲母、細砂

１０ ＳＴ６５ ２５４ 須恵器 蓋 １３２ ３２ ロクロ ロクロ 細砂

１１ ＳＴ６５ ３３３ 須恵器 蓋 １５１ ２５ ロクロ ロクロ 細砂

１２ ＳＴ６５ 須恵器 蓋 （２５） ロクロ ロクロ 石英、海綿骨針、細砂

１８１ １ ＳＴ６５ 須恵器 坏 １３０ ７６ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

２ ＳＴ６５‐ＥＰ３０７ ３０６ 須恵器 坏 １４４．５ ８４ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂 底部墨書

３ ＳＴ６５ 須恵器 稜� １３４ ８８ ４７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 細砂

４ ＳＴ６５ 須恵器 高台坏 ７６ （２７） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ６５ 須恵器 甕 １７８ （３２） ロクロ ロクロ 細砂

６ ＳＴ１２９，Ｐ９ 土師器 甕 ７６ （３９） ハケメ ヘラナデ 木葉痕 長石、石英
雲母、細砂

７ ＳＴ１２９，Ｐ１８ ３００ 土師器 甕 ２０９ （８４） ロクロ ロクロ 金雲母
海綿骨針、細砂

８ ＳＴ１２９‐ＥＬ２９３Ｐ１８ ２９９ 土師器 甕 １５８ ７２ １１６ ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、中砂

９ ＳＴ１２９ ２４８ 土師器 甕 １４６ （１１９） ロクロ ロクロ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、細砂

１０ ＳＴ１２９ ２４８ 土師器 甕 １４７．５ （５０．５）ロクロ ロクロ 金雲母
海綿骨針、細砂

１１ ＳＴ１２９ ２９９ 土師器 甕 ７６ （８４） ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英
金雲母、細砂

１２ ＳＴ１２９ ２５１ 土師器 甕 ７８ （４３） ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英
金雲母、中砂

１８２ １ ＳＴ１２９ ３２４，３２６須恵器 坏 １５２ １００ ４４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、石英
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ１２９ ２９９ 須恵器 坏 １５１ ９２ ３９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 細砂

３ ＳＴ１２９ ２９９ 須恵器 坏 １３６ ６７ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ１２９，Ｐ１ 須恵器 高台坏 ８４ （２１） ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂

５ ＳＴ１２９ ２５０ 須恵器 双耳坏 ヘラケズリ 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ１２９ 須恵器 長頸壺 （４４） ロクロ ロクロ 細砂

７ ＳＴ６１ 土師器 甕 １１６ （３６） ハケメ、ナデ ナデ 雲母、細砂

８ ＳＴ６１ 土師器 甕 １５８ （４３） ロクロ ロクロ 海綿骨針、赤粒

９ ＳＴ６１ ３７２ 須恵器 蓋 １４５ ３２ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 赤粒

１０ ＳＴ６１ ３７１ 須恵器 坏 １４６ １００ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針

１１ ＳＴ６１ ３７３ 須恵器 坏 １４６ ８４ ４１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整

１２ ＳＴ６１ ３５９ 須恵器 坏 ９０ （２６） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針

１４３



表３０ １次遺物観察表（１５）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１８２ １３ ＳＴ６１，１４５，ＳＰ１４４ ２９２ 須恵器 甕 １１２ （２５６） ロクロ、タタキ ロクロ 礫

１８３ １ ＳＴ１６ １５ 土師器 甕 ２３０ （１２８） ロクロ、カキメヘラケズリ
ロクロ、カキメ
ハケメ 海綿骨針、白粒

２ ＳＴ１６ ２０ 土師器 甕 ６２ （１０５） ヘラケズリ ハケメ
ヘラナデ

３ ＳＴ１６‐ＥＬ １４，１５ 土師器 甕 １３７ ６８ １１７ ロクロ ロクロ 雲母

４ ＳＴ１６‐ＥＬ １７ 土師器 甕 １５６ （１１５） ロクロ ロクロ 雲母、長石、石英

５ ＳＴ１６‐ＥＬ １６ 須恵器 蓋 １３１ ３９ ロクロ ロクロ

６ ＳＴ１６ ２１ 須恵器 蓋 １５０ ３７ ロクロ ロクロ 海綿骨針

７ ＳＴ１６‐ＥＬ ２２ 須恵器 蓋 １４２．５ ３４ ロクロ ロクロ

８ ＳＴ１６，Ｔ５，ＳＴ２Ｆ 須恵器 坏 １３２ ８８ ３２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

９ ＳＴ１６‐ＥＬ １６ 須恵器 高台坏 １３７ ８３ ４８．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

１０ ＳＴ１６ ２１ 須恵器 甕 （４２） タタキ アテ

１８４ １ ＳＴ６６‐ＥＬ ３２０ 土師器 坏 １３８ （４８） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 赤粒 内黒

２ ＳＴ６６‐ＥＰ３１０，ＥＬ 土師器 坏 １０５ ６６ ３６ ヘラケズリ ヘラミガキ ヘラケズリ 赤粒 内黒

３ ＳＴ６６‐ＥＰ３１１，Ｆ ３２２ 須恵器 坏 １３６ ４０ ３７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
手持ヘラケズリ

４ ＳＴ８７ 土師器 坏 １７０ （５０） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 内黒

５ ＳＴ８７ 土師器 甕 ２３０ （１４１） ハケメ、ナデ ナデ

６ ＳＴ８７ 須恵器 甕 （１４７） タタキ アテ、オサエ 赤粒

７ ＳＴ１７８ ２６２，３１２土師器 甕 １９１ （１２５） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 雲母、石英

８ ＳＴ１７８‐ＥＫ３４４ 土師器 甕 ２１２ （４８） ロクロ ロクロ、カキメ

９ ＳＴ１７８‐ＥＫ３１５ ３６０，３６１須恵器 稜� １４５ ８４ ５６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

１８５ １ ＳＴ１８６ 土師器 坏 １６０ ８０ ３９ ナデ、ヘラケズリ ナデ 関東系土師器

２ ＳＴ１８６ ４２６ 土師器 坏 １５０ ４２．５ ナデ、ヘラケズリ ヘラナデ 石英 関東系土師器

３ ＳＴ１８６，１６‐１９Ｇ 土師器 坏 １４２ ４７ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 内黒

４ ＳＴ１８６ 土師器 坏 １４６ （４３） ナデ、ヘラケズリ ナデ 石英 関東系土師器

５ ＳＴ１８６ ４０９，４１０
４１２ 土師器 甕 ２１７ ９０ ２６６ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕

６ ＳＴ１８６，１７‐１８Ｇ ４２３ 土師器 甕 １７０．５ ８６ ２４０ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 輪積

７ ＳＴ１８６ ４１１，４１７土師器 甕 ２３０ （２０５） ハケメ、ナデ ハケメ

１８６ １ ＳＴ１８６ ４２８ 土師器 甕 ２００ （９４） ハケメ ハケメ 石英

２ ＳＴ１８６‐ＥＬ ４２２，４２３
４２４ 土師器 甕 ８９ １６１．５ ハケメ ハケメ 木葉痕

３ ＳＴ１８６ ３８０ 土師器 甕 １０２ （６０） ハケメ ハケメ 木葉痕

４ ＳＴ１８６ ３８１ 土師器 甕 ８８ （２４） ハケメ ナデ 木葉痕

５ ＳＴ１８６ ３８７ 須恵器 蓋 １７０ ２０ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 白粒

６ ＳＴ１８６ ４２０ 須恵器 坏 １４４ ９６ ３６．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

７ ＳＴ１８６，１７‐１９Ｇ 須恵器 坏 １３０ ９０ ３７．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

８ ＳＴ１８６ ３７９ 須恵器 坏 １４６ ８８ ３９ ロクロ ロクロ 回転糸切後
回転ヘラケズリ

９ ＳＴ１８６ ３７８ 須恵器 高台坏 １４５ ９２ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸切 白粒

１０ ＳＴ１８６ 須恵器 甕 （１２４） ロクロ、波状文 ロクロ

１４４



表３１ １次遺物観察表（１６）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１８６ １１ ＳＴ１８６ ３９０，３８２須恵器 壺 ８５ （２０１） ロクロ ロクロ

１８７ １ ＳＤ１２５，２９‐２６Ｇ １９２ 須恵器 蓋 １５０ （２０．５）ロクロ回転ヘラケズリ ロクロ 海綿骨針

２ ＳＤ１２５ １９２ 須恵器 高台坏 １１８ ６４ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針

３ ＳＤ１２６ 土師器 甕 ２３０ （１１７） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ

４ ＳＤ１２６ 土師器 甕 １５２ （４０） ロクロ ロクロ

５ ＳＤ１２６ ２０４ 須恵器 坏 １５４ ８３ ４０ ロクロ ロクロ 回転糸切 灯明皿転用？

６ ＳＤ１２６ 須恵器 甕 （８５） タタキ アテ

７ ＳＤ１５８ ２９５ 須恵器 高台坏 １４６ ９７ ４７ ロクロ ロクロ 回転糸切

８ ＳＥ８０‐Ｆ２ 須恵器 高台坏 ８８ （１７） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

９ ＳＨ１７９ ３４５ 土師器 甕 ２４０ （３８３） ハケメ、ナデ ハケメ

１８８ １ ＳＨ１７９ ３４６ 土師器 甕 １９２ （３０５） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ

２ ＳＨ１７９ ３４７ 土師器 堝 ３４０ （１００） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 海綿骨針

３ ＳＫ９０，粗掘 土師器 坏 １２６ ５２ ３９ ロクロ ロクロ 回転糸切

４ ＳＫ９０，粗掘 土師器 坏 １２８ ５６ ４５ ロクロ ロクロ 回転糸切

５ ＳＫ９０ 土師器 坏 １２８ ６０ ４０．５ ロクロ ロクロ 回転糸切

６ ＳＫ９０，粗掘 土師器 高台坏 １６６ ７３ ６３ ロクロ ロクロ 回転糸切

７ ＳＫ９０，４‐４Ｇ，粗掘 土師器 高台坏 １５４ （６７） ロクロ ロクロ 回転糸切

１８９ １ ＳＫ９０，３‐３Ｇ，粗掘 土師器 高台坏 ６５ （５９．５）ロクロ ロクロ 回転糸切

２ ＳＫ９０ 土師器 高台坏 １６２ ６９ ５３ ロクロ ロクロ
ヘラミガキ

回転糸切後
ナデ調整 内黒

３ ＳＫ９０ 須恵器 坏 １３４ ５４ ４５ ロクロ ロクロ 回転糸切 底部墨書

４ ＳＫ９０，粗掘 須恵器 坏 １４０ ６１ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針

５ ＳＫ９０，３‐３Ｇ，粗掘 須恵器 坏 １３０ ５６ ４０ ロクロ ロクロ 回転糸切 底部墨痕

６ ＳＫ９０ 須恵器 坏 １３８ ６０ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸切

７ ＳＫ９０，粗掘 須恵器 高台坏 １５４ ６９ ６０．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針

８ ＳＫ９０，粗掘，４‐４Ｇ 須恵器 高台坏 １３６ ６８ ６８．５ ロクロ ロクロ 回転糸切

９ ＳＫ１６０ ２９４ 須恵器 高台坏 １５２ ９６ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、赤粒

１０ ＳＫ５０９ ４０６ 須恵器 高台坏 １３４ ８５ ５６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 全体に
釉かかる

１１ ＳＫ５０９ ４０６ 須恵器 高台坏 １２５ （４１） ロクロ ロクロ 海綿骨針

１９０ １ ＳＸ７９ 土師器 高台坏 ９０ （２５．５） ヘラミガキ 内黒

２ ＳＸ７９ 土師器 甕 １７３ （１３７） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ

３ ＳＸ７９ 須恵器 坏 １３２ ６８ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

４ ＳＸ８９ 土師器 堝 ４２０ （１５９） ハケメ、カキメ ハケメ、カキメ

５ ＳＸ５０７ 土師器 坏 （２３） ナデ ナデ

６ ＳＸ５０７ ４３５ 土師器 甕 ７０ （１７） ナデ ヘラミガキ 木葉痕 内黒

７ ＳＸ５０７，１５‐１６Ｇ 土師器 蓋 １６２ （３５） ロクロ
回転ヘラケズリ

ロクロ
ヘラミガキ 内黒

８ ＳＸ５０７ 土師器 双耳坏 （２３．５）ヘラケズリ

９ ＳＸ５０７ ４３９ 土師器 甕 ４２ （７３） ヘラケズリ ハケメ

１４５



表３２ １次遺物観察表（１７）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１９１ １ ＳＸ５０７ ４３４ 土師器 甕 １０６ ６６ ８２ ロクロ ロクロ 石英

２ ＳＸ５０７ 須恵器 坏 １３７ ７８ ３０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 底部墨書

３ ＳＸ５０７ ４３３ 須恵器 坏 １４４ ７８ ４９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 底部墨書

４ ＳＸ５０７ ４３７ 須恵器 坏 １３８ ８０ ３６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

５ ＳＸ５０７ 須恵器 坏 １５０ ８４ ４２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

６ ＳＸ５０７，１４‐１６Ｇ ４４０ 須恵器 坏 １３６．５ ７２ ４１．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 白粒

７ ＳＸ５０７，１４‐１５・１６Ｇ 須恵器 坏 １２８ ６５ ３５．５ ロクロ ロクロ 回転糸切

８ ＳＸ５０７ 須恵器 坏 １４０ ７２ ４３．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針

９ ＳＸ５０７，１５‐１６Ｇ 須恵器 坏 １３６ （３６） ロクロ ロクロ 海綿骨針

１０ ＳＸ５０７ 須恵器 甕 （４７）

１９２ １ １１‐１３Ｇ １５６ 土師器 坏 ２０２ ５６ ナデ、ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラケズリ 内黒

２ ２５‐２３Ｇ 土師器 坏 １３２ ７０ ４１ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 海綿骨針 内黒

３ ２８‐２９Ｇ ３３９ 土師器 甕 １４２．５ ２０ １６０ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 底部外面
火はね

４ １０‐１４Ｇ １５８ 土師器 壺 １６２ （５５） 折返口縁

５ ３８‐３７Ｇ 土師器 壺 （３６） ハケメ ナデ

６ ４６‐３７Ｇ 土師器 台付鉢 １１０ （６３） ヘラミガキ ヘラミガキ

７ 粗掘 ３２９ 土師器 甕 １０６ ７０ ７８ ナデ ナデ 木葉痕

８ ４３‐３６Ｇ 土師器 ミニチュア
土器 ６１ ３０ ２３ ヘラミガキ ヘラミガキ 海綿骨針

９ 粗掘 土師器 高台坏 １５８ ７４ ７１ ロクロ ヘラミガキ 回転糸切 内黒

１０ ２６‐２３Ｇ 須恵器 蓋 １４４ ３２ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ

１１ １４‐１３Ｇ 須恵器 坏 １３８ ９８ ３２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

１２ １４‐１３Ｇ 須恵器 高台坏 ９３ ７２ ５０．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針

１３ ５２‐３９Ｇ ３ 須恵器 壺 ５３ （７４） ロクロ ロクロ 回転糸切

１４６



表３３ １次土製品観察表

図版
番号

挿図
番号 出土地点 登録

番号 種類 計測値（㎜） 胎土 備考長さ 幅 厚さ

１９３ １ ＳＴ１８６ ３８３ 土錘 ４０ １４．５ １４．５

２ ＸＯ粗掘 土錘 ３８ １２．５ １３ 海綿骨針

３ ４２‐３８Ｇ 土玉 ３３．５ ３３ ２８ 海綿骨針

４ ４２‐３８Ｇ 土玉 ３４ ３６ ２９

５ ４２‐３８Ｇ 土玉 ３０ ３５ ２７

６ １６‐１５Ｇ 羽口 ４３ ３３．５ １６

７ ＳＴ８５ 羽口 ９５ ４９ ４１

表３４ １次石製品観察表

図版
番号

挿図
番号 出土地点 登録

番号 種類 計測値（㎜） 備考長さ 幅 厚さ

１９３ ８ ８‐１０Ｇ 砥石 （１０２） ４６ ２５．５

９ ５７‐４３Ｇ 硯 （３１） （３０） １０

表３５ １次金属製品観察表

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 器種 計測値（㎜） 備考長さ 幅 厚さ 重量（ｇ）

１９３ １０ ＳＴ５ １５０，
１５０Ｂ 鎌 １８９ ３８ ３ ４１．０

１１ ＳＴ５ １４９ 鉄斧 １１３ ４０ １４ １２１．２

１２ ５０‐３８Ｇ 鉄鏃 １６７ １５ ５ １０．６

１３ ＳＴ１８２ ３６９ 鉄鏃 ９４．５ １２ ５ ３．８

１４ ＳＴ６ 鉄鏃 ２６ ３ ２．１

１５ ＳＴ１３５ ２８８ 鉄鏃 ８５ １４ ４ ４．８

１６ ＳＴ４ １３６ 鉄鏃 ９３ １５ ８ １０．９

１７ １５‐１６Ｇ 不明 ８９ ６．５ ３．５ ３．２

１８ ７‐１０Ｇ 不明 ８９．５ ６ ５．５ ４．８

１９ ＳＴ１８ 環状金具 ２２．５ ３６．５ ２ ２．２

２０ ＳＴ１２９ ２９６ 鉄滓 ３９ ４８ １４．２ ３５．８

１４７



表３６ ２次遺物観察表（１）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１９４ １ ＳＴ５３５‐ＥＬ 土師器 甕 ８４ （１７２） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ

２ ＳＴ５３５‐Ｆ１ ４６４ 土師器 甕 １２６ ８０ １２２ ロクロ ロクロ 回転糸切

３ ＳＴ５３５‐ＥＬ北，Ｙ 土師器 甕 ９０ （８６） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 回転糸切

４ ＳＴ５３５‐Ｆ１ ４６３ 須恵器 蓋 １４２ ３２ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 回転糸切 石英、海綿骨針

５ ＳＴ５３５‐ＥＬ，Ｆ１ 須恵器 坏 １４３ ７２ ４０．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ５３５‐ＥＬ，Ｆ３，Ｙ ５０３ 須恵器 坏 １３６ ８６ ３４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、石英、粗砂

７ ＳＴ５３５‐Ｆ１ ４６６ 須恵器 坏 １４４ ５９ ４０ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、粗砂

８ ＳＴ５３５‐Ｆ１ ４６８ 須恵器 坏 １３８ ６８ ３６ ロクロ ロクロ 回転糸切 中砂

９ ＳＴ５３５‐Ｆ１ ４６９ 須恵器 坏 １３４ ６２ ４０ ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、海綿骨針

１０ ＳＴ５３５‐Ｆ 須恵器 高台坏 １４３ ８８ ５４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

１１ ＳＴ５３５‐Ｆ１ ４６７ 須恵器 高台坏 １２６ ７４ ４３ ロクロ ロクロ 回転糸切 中砂

１９５ １ ＳＴ５３５‐ＥＫ６ 須恵器 壺 ９０ （９３．５）ロクロ ロクロ 長石、海綿骨針、粗砂

２ ＳＴ５４９‐Ｙ ４６０，５０５土師器 坏 １５８ ４９ ハケメ、ナデ ヘラミガキ 長石、石英、金雲母 内黒

３ ＳＴ５４９‐Ｙ ５０５ 土師器 坏 １４０ ５２ ハケメ、ナデ ヘラミガキ 長石、石英、中砂 内黒

４ ＳＴ５４９‐Ｙ ４６１ 土師器 甕 １４７ （９７） ハケメ、ナデ ハケメ 石英、雲母、粗砂 輪積痕

５ ＳＴ５４９‐Ｙ 土師器 甕 ２０２ （７１．５）ハケメ、ナデ ハケメ 長石、石英、粗砂

６ ＳＴ５４９‐Ｙ，Ｙ２，
ＥＫ，１Ｆ 土師器 甕 （１９７．５）ハケメ ハケメ 長石、石英、雲母

金雲母、中砂

７ ＳＴ５４９ ４５９ 土師器 甕 １３６ ５４ １５７ ナデ、ヘラナデ ナデ 長石，石英
雲母，粗砂

８ ＳＴ５５８‐ＥＬ，Ｆ，Ｙ，
ＥＫ６，ＥＫ６Ｙ ４４９ 土師器 甕 １３６．５ ８４ １２４ ハケメ、ナデ

指オサエ ナデ 木葉痕 長石、石英、粗砂

９ ＳＴ５５８‐ＥＬ ４４９ 土師器 甕 ２２４ （１４７） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 長石、金雲母、細砂

１９６ １ ＳＴ５５８‐Ｙ ４５６ 土師器 甕 ５４ （２８７） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ 長石、金雲母、中砂

２ ＳＴ５５８‐ＥＬ，Ｆ，ＹＥＫ６，ＥＫ６Ｙ ４４９ 土師器 甕 １３０ ６２ １２７ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英、雲母
金雲母、中砂

３ ＳＴ５５８‐ＥＫ６Ｙ，ＥＫ５４４９，５０７土師器 甕 ８４ （１０３） ロクロヘラケズリ ロクロ 回転糸切 長石、金雲母、中砂

４ ＳＴ５５８Ｆ‐ＥＰ２，ＥＫ３Ｆ 土師器 甕 ７５ （７３） ロクロ ロクロ 回転糸切 金雲母、海綿骨針

５ ＳＴ５５８‐ＥＰ１ ４５７ 須恵器 高台坏 １３８ ７６ ７８ ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、海綿骨針
中砂

６ ＳＴ５５８ ４５１ 須恵器 高台坏 １２６ ７２．５ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、細砂

７ ＳＴ５５８‐Ｆ 須恵器 壺 ６６ （８２） ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、海綿骨針

８ ＳＴ５５８ ４５０ 須恵器 小壺 ５２ （５６） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、中砂

１９７ １ ＳＴ５５１‐ＥＰ１ 土師器 甕or鉢 １４０ （７１） ナデ、ヘラナデ ナデ、ヘラナデ 長石、細砂

２ ＳＴ５５１‐Ｆ，ＥＰ１ 土師器 甕 ２２４ （１２１） ロクロヘラケズリ ロクロ 長石、雲母
海綿骨針

３ ＳＴ５５１‐Ｆ，Ｙ 須恵器 坏 １３０ ７８ ３３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 長石、海綿骨針 火襷

４ ＳＴ５５１‐Ｆ 須恵器 壺 （１４２） ロクロ、カキメ ロクロ、カキメ 長石、石英
海綿骨針

５ ＳＴ５５０‐ＥＬ ５９６ 土師器 甕 ２１６ （２２０） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 雲母、金雲母、粗砂

６ ＳＴ５５０‐Ｙ，ＥＰ１，ＥＬ，Ｆ ５９７ 土師器 甕 ２２３ （１４７） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 雲母、金雲母

１９８ １ ＳＴ５５０‐ＥＬ，ＥＰ１ ５４４，６０７土師器 甕 ８８ （２７５） ハケメ ハケメ 木葉痕 長石、雲母、金雲母

２ ＳＴ５５０‐ＥＬ，ＥＰ１ ５４２ 土師器 甕 ２１８ ６０ ３２７ ロクロ、タタキ
ヘラケズリ

ロクロ
カキメ 長石、金雲母、細砂

３ ＳＴ５５０‐ＥＬ ５４３ 土師器 甕 ２２３ ７５ ３５２ ロクロ、カキメ
ヘラケズリ

ロクロ
カキメ

長石、金雲母
海綿骨針、細砂

１４８



表３７ ２次遺物観察表（２）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

１９８ ４ ＳＴ５５０‐ＥＬ ５４１ 土師器 甕 １９８ （１９８） ロクロ、タタキカキメ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、石英
雲母、金雲母、細砂

１９９ １ ＳＴ５５０‐ＥＰ１，Ｙ，ＥＬ 土師器 甕 １５３ ７８ １３５ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英
金雲母、中砂

２ ＳＴ５５０‐ＥＰ１，ＥＬ，Ｙ 土師器 甕 １６２ （９３） ロクロ ロクロ 雲母、金雲母、細砂

３ ＳＴ５５０‐Ｆ１ 土師器 直径３０

４ ＳＴ５５０‐Ｆ ５４７ 須恵器 蓋 １４０ ３３ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、中砂

５ ＳＴ５５０‐Ｆ，Ｙ ５４８ 須恵器 坏 １５６ ８４ ４６．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、石英、中砂

６ ＳＴ５５０‐Ｆ 須恵器 坏 １４８ ８６ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 中砂

７ ＳＴ５５０‐Ｆ ５５０ 須恵器 坏 １３０ ７６ ３０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

８ ＳＴ５５０‐Ｆ ５４６ 須恵器 坏 １３４ ７４ ３３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、中砂

９ ＳＴ５５０‐Ｆ ５４５ 須恵器 坏 １４６ ７１ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 底部墨書
転用硯か

１０ ＳＴ５５０‐Ｆ，Ｙ，ＥＬ ５３９，５４０須恵器 坏 １４１ ７１ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、粗砂 底部墨書

１１ ＳＴ５５０‐Ｆ，ＥＬ 須恵器 坏 １３４ ７２ ４４ ロクロ ロクロ 回転糸切 粗砂

２００ １ ＳＴ５５０‐Ｆ ５３８ 須恵器 坏 １４０ ６０ ３９ ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂

２ ＳＴ５５０‐Ｆ 須恵器 坏 １４０ （３６．５）ロクロ ロクロ 海綿骨針

３ ＳＴ５５０‐Ｆ，Ｙ ５４９ 須恵器 壺 （６８．５）カキメ、タタキ アテ 中砂

４ ＳＴ５５０‐Ｆ，Ｙ 須恵器 甕 （２５０） タタキ アテ

５ ＳＴ６３５‐Ｆ ５１２ 土師器 坏 １２８ ５０ ４７ ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、雲母

６ ＳＴ５５４‐Ｆ 土師器 甕 ２１８ （１２８） ロクロ、タタキ ロクロ、カキメ 金雲母、海綿骨針

７ ＳＴ５５４‐Ｆ 須恵器 坏 １３０ ５９ ３５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針 底部墨書

２０１ １ ＳＴ５５４‐Ｆ，５３５‐Ｆ 須恵器 坏 １４２ ７８ ３９．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、海綿骨針

２ ＳＴ５５４‐Ｆ 須恵器 坏 （１０．５） 回転糸切 底部墨書

３ ＳＴ５５４‐Ｆ，Ｙ 須恵器 甕 （２８）

４ ＳＴ５５４‐Ｙ，Ｆ，５３９‐Ｆ 須恵器 甕 （６３） タタキ アテ

５ ＳＴ５５５‐ＥＰ５，ＥＰ３Ｙ ６１６ 土師器 甕 ２２５ （５５） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 細砂

６ ＳＴ５５５ ５０９ 土師器 甕 ２２２ ８３ ３３７ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針

７ ＳＴ５５５‐Ｆ，ＥＬ５３９ ５１０，５２４
５２８，５２９土師器 甕 ２１８ ７７ ３５２ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 金雲母

２０２ １ ＳＴ５５５‐Ｆ，５５４‐Ｆ，ＥＬ５１０，５２４５２５，５２７土師器 甕 ２２０ ８５ ２８８ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ 金雲母、長石

２ ＳＴ５５５‐ＥＬ，Ｆ，５５４‐ＥＬ
５１０，５２４
５２６，５２７
５２８

土師器 甕 ２２８ （３０９） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、指痕 金雲母、長石

３ ＳＴ５５５‐Ｆ，５５４‐ＥＬ ５１１ 土師器 甕 ２１４ （１９９） ロクロ、タタキカキメ、ヘラケズリ ロクロ、ハケメ 長石、石英
金雲母、海綿骨針

４ ＳＴ５５５‐Ｆ ５１０，５２９土師器 甕 ２６０ （９７） ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針

５ ＳＴ５５５‐Ｆ，５５４‐Ｆ 土師器 甕 ２２４ （７０） ロクロ ロクロ 金雲母

６ ＳＴ５５５ ５１１ 土師器 甕 ８２ （１１５） ヘラケズリ ハケメ 金雲母、海綿骨針

２０３ １ ＳＴ５５５‐Ｆ，ＥＬ５３９５５４‐ＥＬ ５１０ 土師器 甕 １３３ （１３０） ロクロ ロクロ 金雲母、細砂

２ ＳＴ５５５‐Ｆ，５５４‐ＥＬ，ＸＯ ５１１ 土師器 甕 １３０ （９６） ロクロ ロクロ 長石、金雲母

３ ＳＴ５５５‐ＥＬ５３９Ｆ 土師器 堝 ３１８ （１２３） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母

４ ＳＴ５５５‐ＥＰ２ ６１４ 須恵器 坏 １４８ ８０ ５６ ロクロ ロクロ

５ ＳＴ５５５‐ＥＬ，Ｆ，５５４‐ＥＬ 須恵器 甕 １８７ （５７） ロクロ ロクロ

１４９



表３８ ２次遺物観察表（３）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

２０３ ６ ＳＴ５５５‐ＥＬ５３９ ５３０ 須恵器 甕 （１１５．５）タタキ アテ 中砂

７ ＳＴ６１８‐Ｆ 土師器 坏 １６３ （４３） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 金雲母、海綿骨針 内黒

８ ＳＴ６１８‐Ｆ 須恵器 蓋 １４２ （２７） ロクロ ロクロ

９ ＳＴ６１８‐Ｆ 須恵器 横瓶 （９９） ロクロ ロクロ 長石 閉鎖部分

１０ ＳＴ６５１‐Ｙ，５５５‐Ｙ 土師器 坏 １１０ ３７ ヘラミガキ、ナデ ヘラミガキ 内黒

１１ ＳＴ６５１，５５５‐ＥＰ５，Ｆ ６１６ 土師器 甕 ２６８ （１８７） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英、中砂

２０４ １ ＳＴ６５１ ６１７ 須恵器 坏 １４０ ８８ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、中砂 底部火襷

２ ＳＴ６５１ 須恵器 坏 １３０ ６８ ３３．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石

３ ＳＴ６５１ 須恵器 甕 ３０８ （１１３．５）ロクロ、波状文 ロクロ

４ ＳＴ５５３‐Ｙ ５３１ 土師器 甕 ２２０ ５７ ３５５ ロクロ、タタキ
カキメ、ヘラケズリ ロクロ 長石、粗砂

５ ＳＴ５５３‐ＥＬ，Ｙ ５３３ 土師器 甕 ２２４ （２１８） ロクロ、タタキカキメ
ロクロ、ハケメ
カキメ 雲母、金雲母、石英

６ ＳＴ５５３‐ＥＬ 須恵器 蓋 １３２ （２４） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 中砂

７ ＳＴ５５３ ５３２ 須恵器 坏 １３０ ７８ ３９ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、海綿骨針 底部線刻

２０５ １ ＳＴ６４８‐Ｙ 土師器 甕 （４８．５）ロクロ、カキメ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針

２ ＳＴ５８４‐ＥＬ，Ｆ４０‐３６Ｇ，４０‐３７Ｇ 土師器 甕 １４９ ６５ １３１ ハケメ、ナデ ヘラナデ

３ ＳＴ５８４‐Ｙ 土師器 甕 ２４６ （１２０） ハケメ、ナデ ハケメ 雲母、細砂

４ ＳＴ５８４‐Ｙ ４８６ 土師器 甕 ２３０ （６７） ロクロ ロクロ 金雲母、海綿骨針
細砂

５ ＳＴ５８４‐ＥＬ，Ｙ，Ｆ 須恵器 高台坏 １３３ ８９ ４３．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 中砂

６ ＳＴ５８４‐Ｆ ４５５ 須恵器 壺 （１４６．５）ロクロ回転ヘラケズリ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ５７４‐Ｙ ５５４ 土師器 高坏 １５０ ９８ ９５ ハケメ、ナデ
ヘラケズリ

ヘラナデ
ヘラミガキ 長石、石英、粗砂 内黒

８ ＳＴ５７４４２‐３６Ｇ ５２０ 土師器 甕 ２１４ ５０ ２９８ ハケメ、ナデ
ヘラケズリ ヘラナデ 長石、石英

金雲母、中砂 輪積痕

２０６ １ ＳＴ５７４‐ＥＬ ５５６ 土師器 甕 ２０１ ６４ ３１７ ナデ、ハケメ
ヘラケズリ ハケメ、ナデ 長石、石英、粗砂

２ ＳＴ５７４ ５２１ 土師器 甕 ２００ ６８ ３１０ ハケメ、ナデ ナデ 木葉痕 長石、石英
雲母、金雲母

３ ＳＴ５７４‐ＥＬ ５５７ 土師器 甕 １９８ ６０ １８９ ナデ、ヘラケズリ ナデ、ヘラナデ 長石、粗砂

４ ＳＴ５７４‐ＥＬ ５５５ 土師器 甕 １６７ ７２ １９２ ナデ、ヘラナデ ナデ、ヘラナデ 木葉痕 石英、粗砂

２０７ １ ＳＴ５７４‐Ｆ ５２２ 土師器 甕 ２１１ （２１９） ナデ、ハケメヘラケズリ ナデ、ヘラナデ 粗砂

２ ＳＴ５７４‐Ｙ ５５２ 土師器 甕 １９１ （９３．５）ハケメ ハケメ 長石、雲母

３ ＳＴ５７４‐Ｙ ５５２ 土師器 鉢 １４０ （５９） ナデ 中砂

４ ＳＴ５７４‐Ｙ ５２２ 土師器 鉢 １６４ （９４） ナデ、ヘラケズリ ナデ 長石、金雲母、中砂

５ ＳＴ５７４‐Ｆ 土師器 甑 ５２ （１５２） ハケメヘラケズリ
長石、雲母
金雲母，中砂

６ ＳＴ６１２‐Ｙ，ＥＬ 土師器 甕 ２４８ （９２） ハケメ、ナデ ハケメ 石英、海綿骨針 輪積痕

７ ＳＴ６１２‐Ｙ ５３７ 須恵器 蓋 １４４ ２８ ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

８ ＳＴ６１２‐Ｙ ５３６ 須恵器 蓋 １４１ ２５ ロクロ ロクロ 細砂 刻書

９ ＳＴ６１２‐Ｆ ５６０ 須恵器 坏 １４６ １００ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、海綿骨針

１０ ＳＴ６１２‐Ｙ ５３５ 須恵器 坏 １５０ １１０ ３８．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 石英、海綿骨針

２０８ １ ＳＴ６１４‐ＥＬ ６３３ 土師器 甕 １３６ ７０ １３６ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、雲母、細砂 煤

２ ＳＴ６１４‐Ｆ 須恵器 坏 １４０ ７４ ３３．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 中砂

１５０



表３９ ２次遺物観察表（４）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

２０８ ３ ＳＴ６１４‐Ｆ，６１５‐Ｆ，６１７ 須恵器 坏 １４２ ６６ ３６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針

４ ＳＴ６１４ ６３２ 須恵器 坏 １３２ ６０ ３６．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ６１４ ６３０ 須恵器 坏 ７６ （２９） ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂

６ ＳＴ６１５Ｆ，ＥＫ，ＥＫ５ ７０３ 土師器 坏 １４２ ４５ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、石英、中砂 内黒

７ ＳＴ６１５‐Ｆ 土師器 坏 １３２ （３８） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石 内黒

８ ＳＴ６１５‐Ｆ 土師器 坏 １４８ （４３） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、石英
雲母、金雲母 内黒

９ ＳＴ６１５‐Ｆ 土師器 坏 １６０ １００ ３９．５ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 細砂 内黒

１０ ＳＴ６１５‐Ｆ 土師器 坏 １４２ （４５） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 細砂 内黒

１１ ＳＴ６１５‐Ｙ 土師器 坏 （４１） ナデ ヘラミガキ 内黒

１２ ＳＴ６１５ ５６１ 土師器 坏 ２１０ ７４ ９０ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、石英、中砂 内黒

１３ ＳＴ６１５ ５６５ 土師器 甕 ２１０ ５２ ３５５ ナデ、ヘラケズリ ヘラナデ、ナデ 長石、石英、中砂 関東系土師器

２０９ １ ＳＴ６１５‐Ｆ ５６４ 土師器 甕 １７０ （１９４） ハケメ、ナデ ハケメ 粗砂

２ ＳＴ６１５‐ＥＰ１，Ｆ ７１６ 土師器 甕 ６８ （１８６．５）ハケメ ナデ 石英、雲母 輪積痕、煤

３ ＳＴ５８９‐ＥＬ 土師器 坏 １３０ ４６ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 金雲母 内黒

４ ＳＴ５８９‐ＥＬ 土師器 坏 １５２ （３９） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、雲母、細砂 内黒

５ ＳＴ５８９Ｆ，６１４Ｆ 土師器 坏 １４０ （３６） ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 細砂 内黒

６ ＳＴ５９０ ６５８ 須恵器 高台坏 １５８ ５６ ７４ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針

７ ＳＴ５８８‐Ｆ 土師器 甕 ２５０ （８８．５）ロクロ、カキメヘラケズリ
ロクロ、カキメ
ハケメ 長石、雲母、中砂

８ ＳＴ５８８‐Ｆ 須恵器 不明 ９８ （５９） ロクロ ロクロ 石英、粗砂

９ ＳＴ５８６‐Ｆ，Ｙ 土師器 甕 ２４８ （３０７） ナデ、ハケメ ナデ、ハケメ 石英、雲母、細砂

２１０ １ ＳＴ５８６‐ＥＬ１ 土師器 甕 １６９ （１７８） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、金雲母

２ ＳＴ５８６‐ＥＬ１，Ｙ ５０８ 土師器 甕 １３６ （１３７） ハケメ、ナデ ヘラナデ 長石、雲母、中砂

３ ＳＴ５８６‐Ｆ 土師器 甕 １０７ （５３．５）ハケメ、ナデ ナデ 長石、石英、金雲母

４ ＳＴ５８６‐Ｙ 土師器 ミニチュア
土器 ３８ （２０．５）ナデ ナデ 石英、雲母

５ ＳＴ５８６ ５５９ 須恵器 坏 １５２ ８６ ３７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 石英、雲母 底部墨書

６ ＳＴ５８６‐Ｙ 須恵器 甕 １７６ （７４） ロクロ ロクロ 中砂

７ ＳＴ５８２‐Ｆ ４８３ 土師器 甕 ２７０ （１６０） ハケメ、ナデ ハケメ 中砂

８ ＳＴ５８２ 土師器 甕 （２８７） ハケメ ハケメ 雲母、中砂 輪積痕

２１１ １ ＳＴ５８２‐Ｆ ４８４ 土師器 甕 ９４ （２３２） ハケメ ハケメ 木葉痕 雲母、細砂

２ ＳＴ５８２，４２‐３６Ｇ４３‐３６Ｇ 土師器 甕 １５４ （１２５） ナデ ナデ 長石、雲母、粗砂 輪積痕

３ ＳＴ５８２‐Ｆ，４４‐３６Ｇ 土師器 ミニチュア
土器 （３４） ナデ ナデ 中砂

４ ＳＴ５８２‐ＥＰ２ ５００ 須恵器 坏 １４０ ７０ ４１ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針

５ ＳＴ５８２‐Ｆ 須恵器 坏 １５０ ７８ ４０ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ５８２‐Ｆ 須恵器 坏 １４２ ８０ ３９．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂

７ ＳＴ５８２‐ＥＰ１ ４９８ 須恵器 高台坏 １４０ ８６ ４９．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整

石英、海綿骨針
細砂

８ ＳＴ６１６‐Ｆ，Ｙ ６０３，６１８土師器 甕 ２５４ （１９３） ハケメ、ナデ ハケメ 粗砂

９ ＳＴ６１６‐ＦＳＸ６４９‐Ｆ 須恵器 坏 １４６ ８０ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

１５１



表４０ ２次遺物観察表（５）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

２１１ １０ ＳＴ６１６ ６０６ 須恵器 壺 １０５ （８７） ロクロ ロクロ 細砂

２１２ １ ＳＴ６１７‐Ｆ，ＥＬ ５９１ 土師器 甕 ２４０ （２９３） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、細砂 輪積痕

２ ＳＴ６１７ ６０２ 土師器 坏 １３６ ６４ ４７ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英
海綿骨針、細砂

３ ＳＴ６２１ 須恵器 坏 ５０ （２６） ロクロ、ナデ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ６２１ 須恵器 高台坏 ７２ （２６） ロクロ ロクロ 細砂

５ ＳＴ６１９‐Ｆ，４３‐４０Ｇ ５７０ 土師器 甕 （２５７） ヘラケズリ ハケメ 長石、石英、中砂

６ ＳＴ６１９‐ＥＬ 須恵器 高台坏 １５０ （４３） ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、中砂

２１３ １ ＳＴ６１９ ５９２ 土師器 堝 ３８４ （１８６） ロクロ、タタキヘラケズリ ロクロ 長石、石英
金雲母、細砂

２ ＳＴ６２０‐Ｆ 土師器 甕 ２３０ （８４） ヘラナデ ヘラナデ 石英、雲母、細砂

３ ＳＴ６２０‐Ｙ，６１６ ６７７ 須恵器 蓋 （２０） ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ６２０‐Ｆ 須恵器 蓋 １４２ （２６） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ６２０‐ＥＬ ５９５ 須恵器 坏 １３５ ７２ ３５ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、海綿骨針
細砂 底部墨書

６ ＳＴ６２０‐ＥＬ，Ｆ ５９４ 須恵器 坏 １５０ ７０ ３８ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ６２０‐Ｆ 須恵器 坏 １４６ ７４ ４０．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

８ ＳＴ６２０‐Ｆ 須恵器 坏 １４０ ７４ ４３ ロクロ、ナデ ロクロ 細砂

９ ＳＴ６２０‐Ｆ，６２１ 須恵器 坏 １３６ ７７ ３７．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 中砂

１０ ＳＴ６２０‐Ｙ ６７８ 須恵器 高台坏 ７２ （３２） ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針 底部墨書「足」

２１４ １ ＳＴ５８３‐Ｆ，５９１‐Ｆ 土師器 坏 １４０ ４９ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 長石、石英
雲母、中砂 内黒

２ ＳＴ５８３Ｆ 土師器 坏 １３８ （３９．５）ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 石英、中砂 内黒

３ ＳＴ５８３‐ＥＫ７ 土師器 坏 １２４ ６４ ５１ ナデ ナデ 石英、雲母、細砂

４ ＳＴ５８３‐ＥＫ 土師器 坏 ９０ ２２ ２９ ナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ 石英、海綿骨針
中砂 内黒

５ ＳＴ５８３‐ＥＬ ４９４，４９６土師器 甕 １９４ ６６ ２８７ ハケメ、ナデ
ヘラケズリ ナデ 長石、石英、粗砂 関東系土師器

６ ＳＴ５８３‐ＥＬ，ＥＰ４，Ｙ４７２，４９３土師器 甕 １７７ ５６ ３６３ ナデ、ヘラケズリ ハケメ、ナデ 長石、石英、粗砂 関東系土師器

７ ＳＴ５８３‐ＥＬ，ＥＰ４ ５８３ 土師器 甕 ２１３ （１９１） ハケメ、ナデ ナデ 長石、石英
金雲母、中砂

８ ＳＴ５８３‐ＥＬ ４９４ 土師器 甕 １４７．５ １１２ ナデ、ヘラケズリ ナデ 長石、雲母、中砂

２１５ １ ＳＴ６１０‐Ｆ ６２０ 土師器 甕 ２００ （１３７） ハケメ、ナデ ナデ 長石、石英、雲母
金雲母、中砂 スス（黒斑）

２ ＳＴ６１０‐Ｆ，Ｙ ５６９ 土師器 甕 ２０２ （１１３） ハケメ、ナデ ハケメ 長石、石英
雲母、中砂

３ ＳＴ６１０ ６００ 須恵器 坏 １３９ １００ ３９．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

４ ＳＴ５９１‐Ｆ，Ｙ ６６７ 土師器 甕 １８２ ７６ ２１５ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、粗砂

５ ＳＴ５９１‐Ｆ，Ｙ ６５７ 須恵器 蓋 １５１ ３１．５ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ５９１‐Ｙ ６７０ 須恵器 蓋 １３７．５ ３３ ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

７ ＳＴ５９１ ６５８ 須恵器 坏 １４０ ７０ ４０．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 石英、海綿骨針
中砂

８ ＳＴ５９１ ６６８ 須恵器 高台坏 １２５ ７２ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、中砂

９ ＳＴ５９１ ６６９ 須恵器 高台坏 １３７ （４１） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整

石英、海綿骨針
中砂

１０ ＳＴ５９１ ６５６ 須恵器 高台坏 １３８ ７９ ７１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂

２１６ １ ＳＴ５９２‐Ｙ，Ｆ５９７‐ＥＬ１ ６４２，６４５土師器 甕 ２１８ （２８８） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ
ロクロ、カキメ
ハケメ

長石、雲母
金雲母、細砂

２ ＳＴ５９２‐ＥＬ２ ６４６ 土師器 甕 ２２０ （１８９） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、石英
金雲母、細砂

１５２



表４１ ２次遺物観察表（６）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

２１６ ３ ＳＴ５９２‐Ｙ，６８４‐ＥＬ 土師器 甕 １５０ （１２６） ロクロ回転ヘラケズリ ロクロ 長石、石英、金雲母

４ ＳＴ５９２‐Ｆ，Ｙ 須恵器 蓋 （２４．５）ロクロ回転ヘラケズリ ロクロ 細砂

５ ＳＴ５９２‐Ｆ，４６‐４０ＧⅢ 須恵器 高台坏 １５０ ９８ ４４ ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂

６ ＳＴ
５９２‐ＥＬ，Ｆ，５９７‐Ｙ
６０２‐Ｙ，６０４
ＳＢ６００，４５‐３９Ｇ

６４７，６４８須恵器 甕 ２００ （２５０．５）タタキ アテ 細砂

２１７ １ ＳＴ５９３‐Ｆ ７４０ 土師器 甕 ２３８ （２３０） ナデ ナデ 長石、石英、雲母
金雲母 外面摩滅

２ ＳＴ５９３‐Ｆ ７４１ 土師器 甕 １８８ （９２．５）ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英、雲母
中砂 輪積痕

３ ＳＴ５９３‐Ｆ 須恵器 高台坏 １２６ ７０ ４２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ５９３ 須恵器 （４０） ロクロ ロクロ 海綿骨針

５ ＳＴ６８４‐Ｙ ７５９ 土師器 仏器 ４６ （５０） ナデ ナデ 石英、細砂

６ ＳＴ６８０‐Ｙ，ＥＬ，ＥＰ７ 土師器 甕 ２０４ （３１３） ハケメ、ナデ ハケメ 石英、雲母

７ ＳＴ６８０‐Ｆ 土師器 甕 １５０ （５０） ナデ、ハケメ ナデ 中砂

８ ＳＴ６８０‐ＥＰ６ ７８３ 土師器 甕 １５０ （１０４） ナデ、ハケメ ナデ 長石、石英、雲母
中砂

２１８ １ ＳＴ６８０‐Ｙ，Ｆ ７２７ 土師器 坏 １２６ ５６ ４４ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

２ ＳＴ６８０‐Ｙ，Ｆ 土師器 坏 １３５．５ ４６ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

３ ＳＴ６８０‐Ｆ，Ｙ ７２４ 土師器 坏 １３８ ５６ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ６８０‐Ｆ，ＥＰ４ 土師器 坏 １３０ ５９ ４３．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英、細砂 内部スス有り

５ ＳＴ６８０‐ＥＰ８ ７３５ 土師器 坏 １３１ ５４ ４２ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

６ ＳＴ６８０‐ＥＰ７ 土師器 坏 １４０ ５０ ４７．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 金雲母、海綿骨針

７ ＳＴ６８０‐ＥＰ６ ７４８ 土師器 坏 １３７ ５５ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英、粗砂 全体的に摩耗

８ ＳＴ６８０‐Ｆ ７１４ 土師器 坏 ５０ （３６） ロクロ ロクロ 回転糸切 金雲母、海綿骨針

９ ＳＴ６８０ ７２２ 土師器 坏 １２４ ５２ ４３ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針

１０ ＳＴ６８０‐Ｙ，ＥＬ ７４７ 土師器 坏 １３７ ５０ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂

１１ ＳＴ６８０ ７３４ 土師器 坏 １２５ ５０ ４３．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 石英、海綿骨針

１２ ＳＴ６８０‐ＥＬ ７４７ 土師器 坏 １２０ ５０ ５２．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英、細砂

１３ ＳＴ６８０ ７２６ 土師器 坏 １２７ ４５ ４６ ロクロ ロクロ 回転糸切 金雲母、海綿骨針
細砂 底部に穴

１４ ＳＴ６８０‐Ｆ，Ｙ ７２７ 土師器 高台坏 １４０ ６４ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

２１９ １ ＳＴ６８０ ７２３ 土師器 高台坏 １４８ ７１ ６４ ロクロ ヘラミガキ 回転糸切 海綿骨針、細砂 内黒

２ ＳＴ６８０‐Ｆ 土師器 高台坏 １４２ （５７） ロクロ ヘラミガキ 回転糸切 海綿骨針、細砂 内黒

３ ＳＴ６８０ 土師器 高台坏 １４１ ６５ ５２ ロクロ ヘラミガキ 海綿骨針 内黒

４ ＳＴ６８０，６８０Ｙ６８０‐ＥＬ ７４７ 土師器 甕 １５８ ７４ １１６ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、石英、金雲母
海綿骨針、中砂

５ ＳＴ６８０Ｆ 須恵器 蓋 （２４） ロクロ ロクロ 中砂

６ ＳＴ６８０‐ＥＰ７ ７８４ 須恵器 蓋 １４３ ３３ ロクロ ロクロ 中砂

７ ＳＴ６８０ ７２５ 須恵器 坏 １４３ ６０ ４１ ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂 体部墨書
「百万」

８ ＳＴ６８０Ｆ 須恵器 坏 １２６ ４１ ４２ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針

９ ＳＴ６８０‐ＥＰ１，Ｆ 須恵器 高台坏 １５８ ５４ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

１０ ＳＴ６８０Ｙ 須恵器 高台坏 ９１ （３８） ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針 底部線刻
スス有

１１ ＳＴ６８０‐ＥＰ８ 須恵器 仏器 ５４ （３５） ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

１５３



表４２ ２次遺物観察表（７）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

２１９ １２ ＳＴ６０２‐Ｆ ７０５ 土師器 甕 １４１ ６６ １１４ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

１３ ＳＴ６０２‐Ｙ 須恵器 坏 ６８ （１９．５）ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂 底部線刻

１４ ＳＴ６０２‐Ｆ 須恵器 坏 １３０ ６０ ３５．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

１５ ＳＴ６０２‐Ｆ，６０４‐Ｆ，ＸＯ 須恵器 坏 １２８ ６４ ４１ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂 内外面火襷

１６ ＳＴ６０２，４６‐４０Ｇ 須恵器 短頸壺 １０６ （５３．５）ロクロ ロクロ 中砂

２２０ １ ＳＴ６０２‐Ｆ 須恵器 壺 （７０） ロクロ ロクロ 中砂

２ ＳＴ６０３ ７７９ 土師器 甕 ２３６ （１１４） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英、金雲母
粗砂

３ ＳＴ６０３‐Ｆ ７５４ 土師器 甕 ２０８ （１４０） タタキ、ヘラケズリ カキメ 石英、雲母

４ ＳＴ６０３‐Ｆ，Ｙ ７７６ 土師器 甕 ２４０ ３６２ ロクロ、タタキ
ヘラケズリ ロクロ、ハケメ 石英、金雲母

海綿骨針

５ ＳＴ６０３‐Ｆ ７５５ 土師器 甕 ２０８ ３７９ ロクロ、タタキ
ヘラケズリ

ロクロ、ハケメ
カキメ

長石、金雲母
粗砂

２２１ １ ＳＴ６０３‐Ｆ，Ｙ，ＥＬ ７５６，７５７
７７７ 土師器 甕 ２６０ （１７５） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、雲母

海綿骨針、中砂

２ ＳＴ６０３‐ＥＬ，Ｆ，Ｙ ７７７ 土師器 甕 ２３０ （２２２） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ 長石、石英、金雲母
海綿骨針、中砂

３ ＳＴ６０３‐ＥＬ，Ｆ，ＥＬＹ ７７７ 土師器 甕 １６０ ５２ １５６ ロクロ、カキメ
ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、石英、金雲母

海綿骨針、中砂

４ ＳＴ６０３‐ＥＬ ７８９ 土師器 甕 １６８ ６８ １４８．５ ロクロ、カキメ
ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、石英、細砂

５ ＳＴ６０３‐Ｆ 土師器 甕 １６４ （８６） ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、中砂

６ ＳＴ６０３ ７５２ 須恵器 蓋 １６３ ３８ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 長石、中砂

７ ＳＴ６０３‐Ｙ ７７８ 須恵器 蓋 １４５ ３１ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 海綿骨針

８ ＳＴ６０３ ７５３ 須恵器 坏 １４８ ９０ ３７ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ケズリ調整 粗砂

９ ＳＴ６０３‐Ｙ ７５５，７８８須恵器 坏 １４１ ８８ ３６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、粗砂

１０ ＳＴ６０３‐Ｙ ７７５ 須恵器 高台坏 １３８ （４２） ロクロ ロクロ 中砂

２２２ １ ＳＴ６０３‐Ｙ ７８７ 須恵器 高台坏 １２５ （４５） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 中砂

２ ＳＴ６０４‐ＥＬ ７５１，７２９土師器 甕 ２１８ ９２ ３６２ ロクロ
ヘラケズリ ロクロ 長石、石英、金雲母

海綿骨針、中砂

３ ＳＴ６０４‐Ｙ，Ｆ 土師器 甕 １２８ （７８） ロクロ ロクロ 長石、石英、金雲母
細砂

４ ＳＴ６０４‐ＥＫ１ 須恵器 坏 １５０ ８４ ４１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ６０４‐Ｆ，Ｙ ７２８ 須恵器 甕 （２４４） ロクロカキメ、タタキ アテ 長石、中砂

２２３ １ ＳＴ６０７‐Ｆ，Ｙ ７００ 土師器 甕 ２１３ （３３５） ロクロ、カキメタタキ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 雲母、金雲母、中砂

２ ＳＴ６０７‐Ｆ ６９９ 須恵器 高台坏 １３８ ８０ ４３．５ ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂

３ ＳＴ６０７，４６‐４０Ｇ ７３９ 須恵器 高台坏 ５８ （４０） ロクロ ロクロ 細砂

４ ＳＴ６０７‐Ｆ ７０８ 須恵器 壺 （１６０） ロクロ、ヘラケズリ回転ヘラケズリ ロクロ、カキメ

５ ＳＴ５９７‐ＥＬ ６４２ 土師器 甕 １４７ ７６ １３２ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 長石、石英、粗砂 輪積痕

６ ＳＴ５９７‐ＥＫ４，５ 土師器 甕 ２００ （１２２） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 細砂

７ ＳＴ５９７‐Ｙ，７Ｆ，ＥＫ４Ｆ 土師器 甕 ７０ （９９） ハケメ ハケメ 中砂

２２４ １ ＳＴ５９７‐Ｆ，ＥＫ１・６，ＥＬ１，Ｙ 土師器 甕 ２１４ （３３２） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、石英、金雲母

２ ＳＴ５９７‐Ｆ，５９２‐Ｆ ６４１ 須恵器 蓋 １５０ ３０ ロクロ ロクロ 海綿骨針、中砂 墨書

３ ＳＴ５９７‐Ｙ 須恵器 蓋 １４６ （２８） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 中砂

４ ＳＴ５９７‐ＥＫ４ 須恵器 坏 １４８ ８０ ４１ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石

５ ＳＴ５９７，６０２‐Ｆ４５‐３９ＧⅢ ６３９ 須恵器 坏 ７６ （３９） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、中砂

１５４



表４３ ２次遺物観察表（８）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

２２４ ６ ＳＴ５９７‐Ｙ ６４０ 須恵器 坏 １４８ ８０ ４１ ロクロ ロクロ 回転糸切 長石、海綿骨針
中砂

７ ＳＴ５９７‐Ｙ 須恵器 坏 ９２ （３３） ロクロ ロクロ 手持ヘラケズリ 長石、海綿骨針
細砂

火襷
底部刻書（百）

８ ＳＴ６３１ 土師器 壺 １２０ （８７） ナデ ナデ 長石、雲母、中砂

９ ＳＴ６３１‐Ｙ 須恵器 鉢 （６４） ロクロ ロクロ 細砂

２２５ １ ＳＴ５９５ ６２２ 土師器 壺 （１０１） ナデ、ヘラミガキ ナデ 石英、雲母、細砂 内面黒色処理

２ ＳＴ５９５‐Ｆ 土師器 甕 １６２ （７４） ハケメ、ナデ ナデ 長石、粗砂

３ ＳＴ５９５ ６２３ 土師器 台付甕 １１６ （１１７） ナデ ナデ 石英、海綿骨針

４ ＳＴ６２２‐Ｆ 土師器 壺 １４２ （１０５） ハケメ、ナデ ナデ 長石、石英、粗砂 輪積痕
複合口縁

５ ＳＴ６２２‐Ｆ，Ｙ ６６４ 土師器 甕 ２１４ （１７４） ハケメ、ナデ ナデ 石英、雲母、細砂

６ ＳＴ６２２‐Ｆ，Ｙ ６６４ 土師器 甕 ９０ （１５６） ハケメ ハケメ 石英、雲母、細砂

７ ＳＴ６２２‐Ｆ 土師器 甕 １８０ （５５） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 石英、細砂

８ ＳＴ６２２‐Ｆ 土師器 鉢 （３７） ナデ ハケメ 長石、細砂

２２６ １ ＳＴ６２７‐ＥＬ ７３２ 土師器 甕 ２１０ （２７０） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 石英、雲母、細砂

２ ＳＴ６２７‐Ｆ ６８４，６８５
７３１ 土師器 甕 ２０５ （１２４） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英、中砂

３ ＳＴ６２７‐ＥＬ ６８４，６９０土師器 甕 ２２２ ９１ １６６ ハケメ、ナデ
ヘラケズリ ハケメ、ナデ 長石、石英、中砂

４ ＳＴ６２７‐Ｆ，Ｙ，ＥＬ ６８４，７３３土師器 甕 ２４０ ３４０ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ
ヘラナデ

長石、雲母
海綿骨針、中砂

５ ＳＴ６２７‐ＥＬ ７３１ 土師器 甕 ２２４ （１９２） ロクロ、カキメヘラケズリ ロクロ 金雲母、雲母
海綿骨針、細砂

２２７ １ ＳＴ６２７‐Ｆ，Ｙ，ＥＬ ６８２，７３０土師器 甕 ２３７ ８４ ３６８ ロクロ、ヘラケズリ ロクロ
ヘラナデ 長石、石英、中砂

２ ＳＴ６２７‐ＥＬ ６８６，６８８土師器 甕 ２３６ （３１５） ロクロ、タタキヘラケズリ ロクロ 金雲母、雲母、細砂

３ ＳＴ６２７‐ＥＬ，Ｆ，Ｙ ６８２，６８４
７１９ 土師器 甕 １９７ ９４ ２６３ ロクロ

ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、石英、金雲母
雲母、中砂

４ ＳＴ６２７‐ＥＬ ６８７ 土師器 甕 １５４ ８０ １４１ ロクロ ロクロ 静止糸切 金雲母、海綿骨針
細砂

２２８ １ ＳＴ６２７‐Ｆ，ＥＬ ７１９ 土師器 甕 １３４ （１０６） ロクロ ロクロ 長石、金雲母
海綿骨針、細砂

２ ＳＴ６２７ ６９１ 須恵器 坏 １４０ ８０ ３６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂 底部墨書

３ ＳＴ６２７‐Ｙ ６７５ 須恵器 坏 １４０ ７７ ４１ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

４ ＳＴ６２７ ５ 須恵器 坏 １４０ ９０ ３６ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 海綿骨針、細砂

５ ＳＴ６２７ ４ 須恵器 坏 １４２ ８０ ３４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

６ ＳＴ６２７ ６８１ 須恵器 坏 １３４ ７０ ４２ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

７ ＳＴ６２７‐Ｙ，ＥＬ ６７４ 須恵器 高台坏 １３０ ８１ ４８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 長石、細砂

８ ＳＴ６２７‐Ｙ ６７２ 須恵器 高台坏 １３８ ８１ ４８ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

９ ＳＴ６２８‐Ｙ ７１３ 土師器 壺 １３７ ６６ ２４５ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英、細砂

１０ ＳＴ６２８‐Ｆ 土師器 甕 ２０８ （４２） ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 中砂

１１ ＳＴ６２８‐Ｆ ７１５ 土師器 甕 １４６ ３０ １２４ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 長石、石英
海綿骨針、中砂

２２９ １ ＳＴ６３２‐Ｆ ７６８ 土師器 鉢 ２０６ ８０ １４５ ロクロ、カキメ
ヘラケズリ ロクロ 長石、海綿骨針

細砂

２ ＳＴ６３２‐Ｆ，ＥＬ１，ＥＬ２ ７６７ 土師器 甕 ２２３ （２０９） ロクロ、ヘラケズリ ロクロ
ヘラナデ

長石、海綿骨針
細砂

３ ＳＴ６３２‐Ｆ，ＥＬ ７６７ 土師器 甕 １８０ （１６４） ロクロヘラケズリ ロクロ 長石、海綿骨針
中砂

４ ＳＴ６３２‐Ｆ，ＥＬ２，Ｙ ７６４ 土師器 甕 １４２ ７２ １４９．５ ロクロ ロクロ 金雲母、海綿骨針
細砂

５ ＳＴ６３２‐ＥＬ２Ｆ，ＥＬ２Ｙ，ＥＰ２ ７７０ 土師器 甕 １５４ ７５ １３９ ロクロ、カキメ ロクロ、カキメ 石英、金雲母、細砂

１５５



表４４ ２次遺物観察表（９）

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種別 器種 計測値（㎜） 調整 胎土 備考口径 底径 器高 外面 内面 底部

２２９ ６ ＳＴ６３２Ｆ，ＥＬ ７６６，７６７土師器 甕 １５０ （９４） ロクロ、カキメ
ヘラケズリ ロクロ 長石、石英、金雲母

海綿骨針、細砂

２３０ １ ＳＴ６３２Ｆ，ＥＰ２ ７６８ 土師器 堝 ３３２ （２０５） ロクロ、カキメヘラケズリ
ロクロ
カキメ、ハケメ

長石、雲母、金雲母
細砂

２ ＳＴ６３２ＥＬ１，６３２Ｆ ７６９ 土師器 堝 ２６２ １２０ １３９ ロクロ、カキメ ロクロ、カキメ 回転ヘラ切 長石、石英、金雲母
細砂

３ ＳＴ６３２Ｆ ７３７ 須恵器 坏 １４２ ８６ ４０ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂

４ ＳＴ６３２‐ＥＬ ７８６ 須恵器 坏 １３６ ８７ ３３ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 海綿骨針、細砂 内外面火襷

５ ＳＴ１８１Ｆ 土師器 甕 １５１ ７８ １４０ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 長石、金雲母、粗砂

６ ＳＴ１８１‐Ｆ，ＥＰ１ 土師器 甕 １１６ （８１） ナデ ナデ 長石、粗砂

７ ＳＴ１８１ 須恵器 坏 ８９ （１４） ロクロ ロクロ 静止糸切後
回転ヘラケズリ 細砂

２３１ １ ＳＴ６８６‐Ｙ ７６２ 土師器 坏 １４０ （４３） ナデ、ヘラケズリ ナデ 中砂

２ ＳＴ６８６‐Ｆ，Ｙ，６８７Ｙ ７６０ 土師器 壺 １８１ ９４ ２８８．５ ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕 石英、細砂

３ ＳＴ６８６‐Ｆ 土師器 甕 ２４３ （７５） ナデ ナデ 石英、細砂

４ ＳＴ６８６‐Ｙ ７６１ 土師器 鉢 （２０） 金雲母、細砂

２３２ １ ＳＢ６００‐ＥＢ７ 須恵器 坏 １３６ ６６ ３５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 外面火襷

２ ＳＢ６００‐ＥＢ５，４６‐４１ＧⅢ４７‐４３ＧＦ 須恵器 坏 ７０ （２１） ロクロ ロクロ 回転糸切

３ ＳＢ６００‐ＥＢ８ 須恵器 坏 （４０） ロクロ ロクロ 細砂

４ ＳＢ６００‐ＥＢ６ 須恵器 甕 （２９） ロクロ ロクロ 海綿骨針、細砂

５ ＳＢ７０１‐ＥＢ３ 須恵器 壺 （７３） ロクロ ロクロ 長石、細砂

６ ＳＤ６７５ 須恵器 蓋 １３３ （２１） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ

７ ＳＫ５４６，３６‐３５Ｇ ７３６ 須恵器 蓋 １６４．５ （３８） ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 中砂

８ ＳＫ６０８‐Ｆ 土師器 甕 ２００ （５９） ハケメ、ナデ ナデ 長石、中砂

９ ＳＫ６０８‐Ｆ，４４‐４１Ｇ 土師器 甕 １９０ （５６） ハケメ、ナデ ナデ 長石、石英、中砂

１０ ＳＫ６５８‐Ｙ ６３８ 土師器 堝 ３６３ （１１６．５）ロクロ、ヘラケズリ ロクロ、カキメ 長石、金雲母、細砂

１１ ＳＫ６５８ ６６３ 須恵器 坏 １５０ ９６ ３９．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切

１２ ＳＫ６５８ ６６２ 須恵器 高台坏 １３２ ８６ ４５．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 中砂

１３ ＳＫ６５８‐Ｙ 須恵器 甕 １４３ （４９） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 中砂

１４ ＳＫ６３０ 須恵器 坏 １３８ ７８ ４４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
回転ヘラケズリ

長石、海綿骨針
中砂

２３３ １ ４８‐４２ＧⅢ 土師器 坏 １５２ ４４ ハケメ、ナデ ヘラミガキ 細砂

２ ４０‐３８Ｇ ４４７ 土師器 甕 ２０２ （１０４） ハケメ、ナデ ナデ 石英、雲母、細砂

３ ４７‐３８ＧⅢ 土師器 甕 １４０ （１３０） ハケメ ハケメ 長石、雲母、中砂

４ ４０‐３６ＧⅢ 土師器 鉢 １８０ ５４ ９１ ハケメ ハケメ 海綿骨針、粗砂

５ ４３‐３９Ｇ ６６１ 須恵器 蓋 １４２ ３８ ロクロ
回転ヘラケズリ ロクロ 石英、海綿骨針

中砂

６ ５３‐４３Ｇ 須恵器 坏 １３０ ７６ ４４ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

７ ４３‐４Ｇ２‐Ｆ 須恵器 坏 ７０ （１９） ロクロ ロクロ 回転ヘラ切後
ナデ調整 細砂

８ ４２‐３９ＧⅢ ６２７ 須恵器 坏 １５０ ５６ ４６ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂

９ ４５‐４２Ｇ‐Ｆ
４６‐４２Ｇ‐Ｆ 須恵器 坏 １３２ ６６ ４０ ロクロ ロクロ 回転糸切 海綿骨針、細砂 底部墨書

１０ ４６‐４０ＧⅢ ４４５ 須恵器 高台坏 １３４ ８２ ４８．５ ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 中砂

１１ ４６‐４０ＧⅢ 須恵器 甕 ２０１ （６４） ロクロ、タタキ ロクロ 細砂

１５６



表４５ ２次土製品観察表

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種類 計測値（㎜） 備考長さ 幅 厚さ

２３４ １ ＳＴ５７３Ｆ ４８１ 土錘 ５６．５ １７ １５

２ ＳＴ５９１Ｙ ６５０ 土錘 ５３ １９ １６．５

３ ＳＴ５９１Ｙ ６５１ 土錘 ５８．５ １９．５ １６．５

４ ＳＴ５９１Ｙ ６５２ 土錘 ５１ １９．５ １７．５

５ ＳＴ５９１Ｙ ６５３ 土錘 ５１．５ ２９ １７

６ ＳＴ５９１Ｙ ６５４ 土錘 ５５ １９．５ １８

７ ＳＴ５９１Ｙ ６５５ 土錘 ４８ ２１．５ １９．５

８ ＳＴ５９１Ｆ 土錘 ５５ ２０ １７

９ ＳＴ６５１‐ＥＫ１ ６２１ 土玉 ３４ ２９ ２５．５

１０ ＳＴ６１５Ｙ ５９９ 土玉 ３５ ４２．５ ３６

１１ ＳＴ６１５ ６９３ 土玉 ３３．５ ３５ ２９．５

１２ ＳＴ６１５ ６９２ 土玉 ３０ ３７ ２８．５

１３ ＳＴ６１５ ６９４ 土玉 ３９ ３８ ２８

１４ ＳＴ５８９ ７１０ 土玉 ３０ ３１．５ ２４

１５ ＳＴ５８３Ｆ ４７２ 土玉 ３４．５ ３６ ２７

１６ ＳＴ５８３Ｆ ４７３ 土玉 ３４ ３４．５ ３３．５

１７ ＳＴ６０２Ｆ ６８０ 土玉 ３２．５ ３４ ３８

１８ ＳＴ５５２Ｆ ５６６ 土玉 ３４．５ ３４ ３２

１９ ＳＴ６１０Ｙ 紡錘車 ２８．５ ４２ ２４

２０ ＳＴ６２２ ６７９ 羽口 ７８ ９０ ３６ 釉薬

２１ ＳＴ６１０Ｙ ５６８ 支脚 ４７．５ ５７．５ ５８

表４６ ２次石製品観察表

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 種類 計測値（㎜） 備考長さ 幅 厚さ 重量（ｇ）

２３４ ２２ ＳＴ６３２ ７３８ 勾玉 ４８．５ ２８ １７ ２９．１

２３ ＳＴ６３２ ７５０ 勾玉 ３１ １９ ７．５ ６．１

２４ ＳＴ６８０Ｙ 砥石 ７６ ５０ ３８

２５ ＳＴ５８３Ｙ 砥石 ６２ ２７ ２０

２３５ １ ＳＴ５５２ ５６３ 砥石 ４４．５ ４０ １７

２ ＳＴ５９２‐Ｆ 砥石 ４２ ２７ １３

３ ＳＴ６１５ ７０２ 砥石 １３８ ６７ ７４

４ ＳＴ６３２ ７４９ 砥石 １１９ ８７ ８７

２３６ １ ＳＴ５７４ ５７２ 石なご ５０．５ ２２．５ ２３ ３８．０

２ ＳＴ５７４ ５７３ 石なご ５４．５ ２７．５ １６．５ ３５．２

３ ＳＴ５７４ ５７４ 石なご ６４ ３２ １４ ４２．４

４ ＳＴ５７４ ５７６ 石なご ５９ ２７．５ １８ ４２．１

５ ＳＴ５７４ ５７７ 石なご ５８ ２７ １４．５ ３６．１

６ ＳＴ５７４ ５７８ 石なご ６３ ２６．５ １３．５ ３４．２

７ ＳＴ５７４ ５７９ 石なご ５３ ３０ １８ ３３．９

８ ＳＴ５７４ ５８０ 石なご ５５ ２６ １７ ３５．５

９ ＳＴ５７４ ５７５ 石なご ４８ ２９．５ １８ ３７．１

１０ ＳＴ５７４ ５８１ 石なご ５８ ２８ １４．５ ３５．３

１１ ＳＴ５７４ ５８２ 石なご ６２．５ ２１ １６ ２７．２

１２ ＳＴ５７４ ５８３ 石なご ６８．５ ２９．５ １３ ３９．７

２３７ １ ＳＴ５７４ ５８４ 石なご ６８ ３０ １５ ４５．４

２ ＳＴ５７４ ５８５ 石なご ５９．５ ２９ １３．５ ２８．８

３ ＳＴ５７４ ５８６ 石なご ６０．５ ３１．５ １２ ５６．４

４ ＳＴ５７４ ５８７ 石なご ６４ ２８ ２１ ４４．８

５ ＳＴ５７４ ５８８ 石なご ６６．５ ３２．５ １６ ４２．７

６ ＳＴ５７４ ５８９ 石なご ６４．５ ３２ １６．５ ４１．４

７ ＳＴ６１４‐ＥＬ１ 支脚 １４９ ７１ ５２．５

１５７



表４７ ２次金属製品観察表

図版
番号

挿図
番号 出土遺構 登録

番号 器種 計測値（㎜） 備考長さ 幅 厚さ 重量（ｇ）

２３７ ８ ＳＴ５５５ ５０４ 鎌 ２１６ ４６ １０ １２１．８

９ ＳＴ６３２ ７４６ 鉄鏃？ １２７ １９ ７ ８．５

１０ ＳＴ６８０ ７２１ 鉄鏃？ ６０ １８ ３ ３．９

１１ ＳＴ１８１ 青銅鏡 ３１ ６０ ５ ２０．９

１２ ＳＴ５７４ ５１８ 鉄鏃？ １１０ ２８ ５ １５．９

２３８ １ ＳＴ５５０‐ＥＬ 鉄鏃 ５４．５ １６ ５．５ ５．４

２ ＳＴ６３２ ７４６ 不明 ４５ １２．５ ８ ３．９

３ ＳＴ６３２ ７７１ 鉄鏃 ４８ １２ ４．５ ３．６

４ ＳＴ６１５ ５９８ 鉄鏃 ６５ １５ ６ ８．０

５ ＳＴ６１５ ５９８ 不明 ４４ １２ ５．５ ３．７

６ ＳＴ５５３ ５３４ 鉄鏃 ７２ ３０ ６ ７．３

７ ＳＴ５３５ ５１３ 鍬 ８５ ２９ １２ ２８．３

８ ＳＴ６２０ ５６２ 環状金具 ６２．５ ２６ １２ １６．２

９ ＳＴ５８６ 環状金具 ２８．５ ７ ６．５ １．５

１０ ＳＴ５８６ 環状金具 ３２ ７ ５．５ ２．０

１１ ＳＴ５８６ 環状金具 ２９．５ ５ ４．５ ２．０

１２ ＳＴ６０３ ７７４ 不明 ７１ ７０ ５ ３．９

１３ ＳＴ６１５ ５７１ 不明 ７８．５ ８ ６ ５．０

１４ ＳＴ６８０ ７８２ 不明 ４９ ７ ５ ２．４

１５ ＳＴ６２７ ６７１ 鉄鏃 ７２ １３ ４ ３．９

１６ ＳＴ５９１ ６２８ 不明 ６５ ８ ５．５ ４．８

１７ ＳＴ５４９ ４９１ 不明 ８０ ８ ６．５ ４．６

１８ ＳＴ５７４ ５１７ 不明 ８８ ７．５ ５．５ ５．１

１９ ＳＴ５４９ ４７１ 不明 ８４．５ ８ ５．５ ４．３

２０ ＳＴ５９１ ６２８ 不明 ５０．５ １１ ８．５ ６．７

２１ ＳＴ１８１ ７１７ 不明 ３７ ９ ６ １．５

２２ ＳＴ５７４ ５１９ 不明 ７４ ２９ １３ ２０．０

２３ ＳＴ１８１ ７１７ 不明 ４３．５ １９ ９．５ ６．５

２４ ＳＴ１８１ ７１７ 不明 ３８ １４ ７ ３．５

２５ ＳＴ５９３ ７０７ 釘 ４６．５ １５．５ ９．５ ６．８

２６ ＳＴ５８６ 不明 ２９．５ １０ ５．４ ２．１

１５８
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